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１　魔女モルガーナの時代








「起きて」と私を呼ぶ声がする。

　いつも、この声に呼ばれていた気がする。途方もないほどの過去と化した昔に、彼女は様さま々ざまな表情を見せながら、時に強引に、時に優しく、時に甘く、そしていつも優しさを忘れずに、私の目覚めを待つのだ。

　本当は私の方が先に起きていることもあったのだが、そうやって呼んでもらえるのが好きで、よく眠ったふりをしていたのを覚おぼえている。

　今思えば、何て子供染じみたことをしていたのだろうと恥はずかしくなる。

　けれどすべてが、幸福な記憶だった。

『ねえ、目を開いて……ミシェル』

　ああ、けれど、今は穏おだやかなまどろみに浸ひたっている場合ではないのだ。早くこの暗くら闇やみを抜け出して、そして助け出さなければ。

　彼女を。

　いや──彼女たちを。

「う……」

　瞼まぶたの裏に強烈な陽ひの光を感じて、しばらく目を開くのに難儀していた。春の吐と息いきが頰ほおを撫なで、木々のざわめきが鳥の鳴き声と共に耳に届く。どうにか薄目を開けると、そこは見知らぬ森の中で、私は木を背にして眠っていたようだった。

「ここは……？」

　夢か？　真っ先にそう思う。

　なんて非現実的な光景だろうと思いかけて、苦いものが口元に浮かんだ。非現実的な光景？　そうじゃない。まったく逆じゃないか。本来ならば、これこそが現実的な光景であったはずだ。

　木こ漏もれ陽びが踊るようにきらめき、投げ出した私の足を照らす。空気が瑞みず々みずしく、すべてが生命に満ち溢あふれていた。自然に満ち溢れた美しい景け色しき。

　これは何の変へん哲てつもない、どこにでもある森の一部に過ぎない。

　──生きた人間にとっては。

　私は──、いや、私だけではなく。

　しかし私たちは、みな、死を迎えた世界にいたのだ。

　徐じょ々じょに、闇に飲み込まれる前の記憶がはっきりとしていく。

　私は初めて己おのれの意志で、過去の扉を開こうと前へ進んだのだ。モルガーナの過去を暴あばくために──いや、隠された真実を探るために。物見の塔とうの最上階に到達し、魔女と化したモルガーナと初めて顔を合わせ、そしてお前を救うのだとはっきりと告げ──闇に身を投じた。

　……だがこの光景は、一体どういうことなのだろう。闇が広がるどころか、死の気配など一切感じられない光り輝く自然が広がっている。更さらに加えて、今までとはずいぶんと様子が異なっているものがある。私という存在が、意識と肉体共に揃そろってここにあることだ。両手を見下ろして、何度か握にぎり締しめる。その感覚も生きている頃ころと同じようにはっきりとしていた。

　初めてのことだ。ジゼルに導かれながら過去の扉を開いた時、私は常に傍ぼう観かん者しゃであったのだから。そこに、私が介入する余地など存在しなかった。

『──ミシェル！』

「えっ」

　間近で名を呼ばれたような気がして、はっと顔を上げる。しかし、立ち上がって周囲を見渡しても誰だれもいない。茫ぼう然ぜんとしていると、今度はくすりと笑い声がした。

『よかった、目が覚めたんですね。おはようございます、旦だん那なさま。お目覚めの気分はいかがですか？　……なんちゃって』

　私は何も答えられずに、間抜けに立ち尽くしたままだった。口も開いたままだったかもしれない。私が沈黙を続けていると、少し焦あせったように『あ、あれ。わたしの声、聞こえてない？』と彼女は続けた。

「……ジ、ジゼル？」

『はい、ジゼルです！　ふふっ、良かった。ちゃんと声が届いているみたいで、安心しました』

　柔やわらかい声、柔らかい笑み。冗じょう談だんっぽい明るい口調。それらがはっきりと、音となって届いてくる。けれど肝かん心じんの彼女の姿は見えなかった。その声はまるで、私の頭の中から響いてくるように感じられた。

「君は一体、どこに……？」

『えっと、分からないんです』

「分からない？」

『うまく説明できないんですけど……わたしの周まわりは真まっ暗くらなんです。館やかたの闇とちょうど同じような感じです。でも、どこかの部屋というわけではないみたい』

「つまり……、君はまだ、私たちを包んだあの闇の中に取り残されたままなのか？」

『多分、そういうことだと思います。でも、すべてが真っ暗というわけでもないんですよ。ぼんやりと光があって、そこからミシェルが見ているものと同じ景色が見えます』

「そう、か……」

『それに、こうしてミシェルと繫つながってます！　きっとあなたが、わたしの魂を繫ぎとめてくれたからだわ。離れ離れにならなくてよかった』


「…………」



　彼女の声が聞けて、存在が感じ取れる。視覚の共有も出来ている。確かにそれは、喜ばしいことだった。モルガーナと対たい峙じした時、魔女は私に「ジゼルは消えた」と告げた。しかし私は、彼女がすぐ傍そばにいることを信じたのだ。私の想おもいは間違っていなかった。

　だが、彼女がこの場にいないという悔くやしさも同時に存在した。

『……ミシェル？』

　彼女の姿は見えないが、不安そうに顔を覗のぞき込む仕草が、脳のう裏りに浮かんだ。

「君にも──いや、君にこそ、この光や風を感じて欲しかった」

　今、私は、生きていた時と同じように自然のすべてを五感で感じ取っている。あの館には存在しなかったすべての要素が、ここにあって──それを感じ取ることが出来る。

　すなわち生命の喜びを。改めて、知ることが出来ている。けれどそれは──

「何百年という長い年月をあの館で過ごした君にこそ、この色を見て欲しかった。光を感じて、風に触れて欲しかった。私ではなく、君が得るべきものだ……」

　死者の世界の孤独は、ジゼルの心を蝕むしばみ破壊していったのだ。私は何よりジゼルを、あの色しき彩さいの失われた冷たい世界から解放したかったというのに。けれど、悔くやむ様子が彼女にも伝わったのだろうか、ジゼルは笑いながら『顔を上げて』と言った。

『大丈夫ですよ、ミシェル！　だって──あなたがきっと、この闇を取り払ってくれるわ！』

　は、と顔を上げる。

　……そうだ、それを決意して最後の扉を開いたんじゃないか。すぐに思い悩んでしまうのは私の悪い癖くせだ。今はただ、前に進むのだと決めたばかりだ。私たちの進む先に希望があるかは分からないが、何かを変えられるのだと信じて、突き進むしかない。振り返ったり、足踏みをしている時期はとうに過ぎ去ったのだ。

「はい、必ず──」

　君をそこから助け出してみせる。

　そして、モルガーナの呪のろいを断ち切ってみせる。

『一緒にがんばりましょうね』

　ジゼルの真まっ直すぐな、揺るぎない翡ひ翠すいの瞳ひとみと、目が合った気がした。




　私たちは状況の整理から始めた。まず〝この世界〟が〝モルガーナの時代〟である──というところからだ。モルガーナの過去をもう一度見るために最後の扉を開いたのだから、それ以外の場所に飛ばされていたら根底から覆くつがえされてしまう。ただ、そうだとしても私には気になる点があった。

　それは私自身が、こうして身動きの取れる状態で存在していることだった。

　一番目の扉から三番目の扉にかけて、三人の男たちの過去を見てきた時は、私もジゼルも単なる傍観者でしかなかったのだ。彼らに接することも、その世界に干かん渉しょうすることも出来なかった。当然だ。過去というのは、すべてが終わりきった後の出来事なのだから。

　しかし、今は違う。考えられるのは、私自身が過去に飛ばされたということだ。……だが、そんなことがあり得るのだろうか？

　過去に飛んだのではという考えに至ると、ジゼルが『これって、悲劇を回避出来るチャンスなんじゃないでしょうか？』と言った。つまり私の行動次第で、過去そのものを変えることが出来るかもしれない、と言うのだ。

　モルガーナは物見の塔で死なずに済み、関係者たちに呪いは降りかからず、街まちにも災わざわいは訪おとずれない……。

　それが本当に出来れば、この上ない希望であると思う。私一人の介入で歴史が変えられるのならば、やり遂げなければならない。だが、なぜか漠ばく然ぜんとした不安が残る。

　それはあまりにも巨大な──にわかには信じがたい奇跡だからだろうか？

　過去を変える──すなわちモルガーナの幽ゆう閉へいを終わらせることだけが目的であるならば、事件関係者が持つ三本の鍵かぎを集めれば良い。だが、鍵を集めて扉を開くだけでなく、やはり彼らから真相を聞くべきだと考えていた。モルガーナの肉体だけでなく、心も救うためには、もはや単純に幽閉を解とくだけでは駄だ目めだ。

　彼女はこの今、魔女と化そうとしている。心を憎しみと怨えん嗟さに染め上げようとしている。永えい劫ごうの呪いを実現させるほどの闇を抱えようとしている。

　それを覆す真実が必要だ。

　彼女すら知り得なかった、心を動かすようなものが。

「……私は、白い髪の娘が、その鍵になるのではないかと思っているんだ」

『彼女が、ですか？』

「あの娘だけ、正体が明らかになっていないだろう？」

　当初は、この私の生まれ変わりではないかと思われていた──自分自身ですらそうではないかと思っていた──白い髪の娘の正体。

　今も彼女が何者なのかは分かっていない。私は、彼女が〝私の生まれ変わり〟ではないと信じている。だったら一体、〝誰の生まれ変わり〟だというのか？　ただ単純に、魂の復ふく讐しゅう劇に巻き込まれた赤の他人だとでもいうのだろうか？

　私にはそうは思えない。

　私の頭には、可能性になりえる人物が浮かんでいた。だが、それを証明出来る術すべが、今は思いつかないのだった。

『まずは何を始めるにしても、あのお屋敷に向かわないといけませんね』

「ええ、探しましょう」

　私は浅く彼女に背を押されるようにして木々の間を進んだ。時刻は昼前か、重なり合う葉に透けるようにして陽ひ射ざしが降り注そそいでいる。少し進むと木々がまばらになり、道らしきものが見えてくる。しっかりと整備されているわけではなかったが、歩きやすいように土が固められていて、邪魔になるような石の類たぐいも撤去されていた。何より延々と伸びる轍わだちが、人と物資の行き来を示していた。

　ここをどちらかに進めば、あの屋敷に辿たどり着くのではないだろうか？　確かこの時代では教会として機能していたはずだ。であれば、轍が繫がるもう片方は街になるのだろう。

　さてどちらに進むべきか。間違ったとしても、街に辿り着くのであれば聞き込みも出来るし、さほど問題ではないが──今は早く事件の関係者と関かかわりを持っておきたい。

『あっ』

「……？　何か分かりました？」

『ねえ、向こうからやって来る彼って』

　向こう？　改めて街道の先を見据える。すると地味な色合いのケープを纏まとった、少年とも青年ともいえる年頃の男が俯うつむきがちに歩いてくるのが見えた。

　しばし見つめてから、「あっ」と声を上げる。

　それは──

『あれって、メルくん……ですよね？』

　──知った顔だった。






２　原初の時代に集う彼ら








「なんで僕の名前知ってるの……？　ていうかどちらさま？　君みたいに目立つ人、一度会ったらそうそう忘れないと思うし、このあたりでも見たことないんだけど……」


「あ、ああ、それは、ええーーーと…………」



　いきなりの窮きゅう地ちである。

　メルを見つけて「これは幸さい先さきが良い」と思った私は、つい見知った仲のように声をかけたのだが。現状、メルは全身から「この人あやしい」というオーラを放ち、半目で私を見ている。

　私は彼の人生を見たことがあるし、何より彼の魂とも言葉を交かわしていた。だから知り合いのように錯さっ覚かくしていたが、メルは私のことを知らなかったのだ。

　しかし考えてみれば当たり前だ。この時代、当然私は誰とも面識がないのだから！

『何とか誤ご魔ま化かしてください！　ここで衛兵でも呼ばれたら洒しゃ落れにならないです！』

　ジゼルの声が頭に響いてくる。咄とっ嗟さに「何とかしろって言われても、あの世界のことをどう説明しろと……!?」と反論すると、「うわ」とメルが身を引いた。

「しかも一人でブツブツ言ってるし！」

　ああ、心証がどんどん悪くなっていく！

　ジゼルの声もやはり私にしか聞こえないようだ。モルガーナの時と同じだろう。あの時も、亡霊である魔女の声は私以外には届いていなかった。

「ちょ、ちょっと、後あとずさらないでください。私は決してあやしい者では」

「それ、あやしい人が言う常じょう套とう句くだよね……」

「いや、だから、その、本当に普通の、一般的な、あれやこれやで……」

「はあ？」

　心の距離も物理的な距離もどんどん離れていく。頭の奥ではジゼルが慌てて『もっとうまい言い回しをしてくださいよぉ！　なんですかあれやこれやって！』と声を上げている。そんなことを言われても、十数年も幽ゆう閉へい状態だった人間に、達たっ者しゃな話術を求める方が無理がある！
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『まず身元をはっきりさせましょう！　ミシェルは最近ここを訪れた旅人です！』

「ま、まず私は、最近ここを訪れた旅人です」

『それからメルくんを知ってた理由は……知り合いと似ていたから、とかどうでしょう!?』

「そ、それから、知り合いと似ていたので、つい呼びかけてしまい……」

　最早ジゼルの助言をそのまま垂たれ流している状態だ。いささかどころかかなりの情なさけなさを感じるが、正直なところ私の頭は真っ白だった。

「外見が似てて名前まで同じ知り合いがいるって……？　それ、おかしくない？」

「うぐっ」

『ううっ』

　ジゼルのフォローを貰もらっても尚なお、撃沈する。メルは半目どころか薄目になっていた。ものすごく分かりやすい疑いの眼まな差ざしだ。だがもう、ここは押し切るしかない！

「そ、そうですね、本当に奇遇です。私も驚きました。こんな偶然があるなんて！」


「…………」



　や、やはり苦しいか？　しかし他の言い訳が思い浮かばない。何か、疑いが一気に晴れるような上う手まい一言はないのだろうか──！

「そっか！　そういう時もあるよね。もう、本当にびっくりしちゃったよ！」

「えっ」

　あれだけ疑いの目で見ていたメルが、一転して朗ほがらかな笑みを浮かべた。何がきっかけか分からないが、ひょっとして、上手くいったのだろうか？

「じゃあそういうわけで、さようなら、お元気で」

「待て待て待ちなさい、会話を切り上げたかっただけか！」

　全力で引き止めにかかると、ものすごく煩わずらわしそうな目で見られた。

「うちにはあやしい人と関わるべからずっていう家訓があるんだよ！」

　それは家訓でなくとも、誰もがそうだと思う……が！

　このまま立ち去られては困る！

「本当に弱っているんですよ！　道に迷ってしまって、お前の助けが必要なんだ！」

「ちょっと！　弱っている人の頼み方じゃないんだけど!?」

「道案内くらい引き受けてくれたっていいはずでしょう！」

「わ、わ、分かった、分かったって！　なんだか知らないけど、そんなに怒らないでよ……！」

　メルは腕を突き出して制止をかけながら、不ふ承しょう不ぶ承しょうといった様子で頷うなずいた。

　よし、何とかなったようだ。頭の奥でジゼルが『聞いてて冷ひや冷やするやり取りでした……』と呟つぶやく。もしかしたら目下の目標は、自分の話術向上なのかもしれない……？

　ため息をついてメルが買い物袋を抱え直す。中身は果くだ物ものか何かだろうか、一人分ではなさそうだ。……そういえばと、改めて見てみるとメルの服装はずいぶん質素なものだった。編み込まれたケープも、質自体そこまで良いものではない。

　彼に関しては最初の扉で見た貴族の青年──それも私とは異なり自由のある──姿の印象が強く、身なりも裕福だった。あの時は生活に困った様子もなく周囲からも慕したわれていて、何不自由ない人生を送っている前途ある若者に見えたのだが……今の彼は裕福な貴族からは程遠い。

「それで、行きたいところっていうのは教会で合ってる？」

　そうですと頷くと、メルは「やっぱり祝祭が目的？」と笑みを覗かせる。だが、その笑みにはほんの少し陰かげりのようなものがあった。意識しなければ気づかない程度のものだったけれど。

　祝祭。

　モルガーナは祝祭の最中、十二の鐘かねを聞いて死んだ。つまりそこが、私がこの時代で動ける刻限になるだろう。

「ちなみにその祝祭はいつから始まるのですか」

「三日後だよ。今はまだ準備中なんだ。早く着き過ぎちゃったみたいだね」

　いや──むしろ遅いくらいだ。

　あと三日で、モルガーナが死ぬ。その短い時間で、ただ単純に幽閉を終わらせるだけでなく、魔女と化した彼女すら知り得なかった真実をこの手で暴かなければならない。

　三日しかないのだ。

　メルが森の道の向こう側を見据えて、笑みを浮かべて言う。

「祝祭はね、今回が初回なんだ。教会がお祭りの中心になるけど、ここの土地の領主も力を入れているし、きっと街全体が賑にぎやかになるんじゃないかな？」

　その言葉に、「楽しみですね」と返すのが自然だと分かっていたが、私は何も言えなかった。平和の裏には一人の少女の死が隠れている。そして祝祭を皮切りに、この街は滅ほろびの一いっ途とを辿る。私はその未来と結末を知っているのだから。

　とにかく、まずは彼らに関わるところから始めなければ。

「祝祭は準備中だと言いましたよね？」

「あ、うん、言ったけど？」

「だったら、私も準備に加わりたい」

「え、」──メルの頰ほおがほんの一瞬引き攣つった。私の反応は予想していなかったのだろう。だが、不自然さを上書きするように明るい笑顔を作り上げると、「もちろん、歓迎されると思うよ。人手は足りないくらいだからね。それに、教会の門は誰だれにでも開かれているから。旅人さんにも同様に」といっそ饒じょう舌ぜつなくらいに話した。

「ここからそう距離もないよ。じゃあ、ついてきてくれる？」

「……ありがとう」

　ひとまずは、一歩というところか。




　しばらく森の道を進む。

　最初は私に対して警戒を──というより胡う散さん臭くさい目を向けていたメルだったが、次第にいつもの柔にゅう和わな態度に戻り、いくらか会話も出来た。人の好いいごく普通の青年。メルに対する印象は、最初の扉で見た時と変わらなかった。

　だが、そんな彼でも、モルガーナの幽閉に関与しているのだ。

　恐らく、望んでのことではないのだろう。ジゼルも『何か事情があるのだと思います』と思案げに呟く。その事情を探る必要があるが、もう少し彼と周囲について情報を得てから切り出した方が良さそうだ。

　ちなみにジゼルとの会話は、声に出さないまま行うことが出来た。まさかこんなところで、生きていた頃ころ、幽霊とさんざん話したのが役に立つとは思わなかった。……まったく公おおやけに出で来きない特技だ。

　メルとの会話で得た情報といえば、その教会には〝聖女〟と呼ばれる修道女がいて、いわば彼女が代表者ということだった。モルガーナが語って聞かせた通りだ。そして三日後に行われようとする春の実りを願う祭はこれが初回のようで、街の方でも賑やかに祝いわわれるだろうと。

　先を進むメルが振り返る。彼が前方を指さすと、木々の向こうに見知った輪郭が見えてきた。

「そろそろだよ、向こう側に屋敷が見えてきたろ？　あそこが教会なんだ」

　やはり、そこは私が暮らした館やかたと同じものだった。

　ほんの一瞬郷きょう愁しゅうめいたものを覚えたが、そのすぐ後にやるせない気持ちでいっぱいになった。私が、いや私たちが過ごしたあの館で──まったく同じ場所で──一人の少女の幽閉が行われ……すべての者が命を落としていく。そんな過去が存在したのだ。

　そして過去であった事件は今、これから起きようとしている。

「あの……、どうかした？　そんなに怖い顔をして」

「ああ、いえ、少しぼんやりしてしまっただけで……」

「やっぱり不思議だった？」

「え？」

「だって、教会とは程遠いだろ？　どっちかっていうと、立派なお屋敷って感じでさ」

「……そういえばそうですね」

　見知った場所過ぎて疑問に思っていなかった。確かに客観的に見ればその通りだろう。私もかつては、屋敷の内部に教会があるという奇妙な構造に驚いたものだ。

「僕も最初見たときは驚いたんだ。とりあえず、中まで案内するよ」

　館に辿り着く前に、多少空間の開けた広場のような場所を通った。庭園というほどではないにしても、木々は伐ばっ採さいされ見通しも良く、雑草も綺き麗れいに刈り取られ、人々が集つどうには充分な広さが確保されている。現に今も、切り株に腰掛けて談笑する者たちがいる。ここは民たちの新たな憩いこいの場となりつつあるのかもしれない。

　私の時代では背の高い雑草に飲み込まれていたところだ。かつては、このように整備されていたのだろう。

　そして見慣れたはずの玄関を開き、眼前に広がったものに、息を飲んだ。

　私の時代には壁も石畳も剝はがれ、ぼろぼろの長なが椅い子すのみが残り、かろうじて教会であると分かる程度であった広間が……、誰の目にも美しい教会だと分かるように存在した。

　整然と並ぶ長椅子、乱れもなく敷き詰められた石の床、ところどころに模様が彫り込まれた中央の通り路、柱には天使をモチーフにした彫刻、壁際にもレリーフ……。

　最奥には、眩まばゆいばかりに輝く大天使のステンドグラス。

　死を迎えた廃はい墟きょが、一瞬にして息を吹き返したような感覚──。

　元々はこういう部屋だったのだ。こんなにも……美しい部屋だったのだ。

『綺麗な教会ですね……』

　ジゼルの優しい声に、静かに頷く。浸ひたっている場合ではないと分かっていても、こうして朽くち果てた間の本当の姿を見られたのは良かったと、素す直なおに感じていた。

　モルガーナの時代は、私とジゼルの生きた時代より前であることは明らかだったが、価値観や常識、特に宗教観に違いはなかった。だから数十年くらいの──多くて百年程度の差しかないはずだ。つまり私が目にした崩壊は、年月だけが原因ではない。きっと、祝祭の日に起きる暴動で多くが破壊されてしまうのだろう。……歴史を変えることが出来れば、この美しい教会も、そのまま残すことが出来るのだろうか。

「──ようこそ教会へ！　祝祭のために立ち寄った方というのは、あなたで間違いない？」

　明るい声がして、教会の内装から意識を引き戻す。私の前に現れたのは黒一色の修道女服を纏まとう、二十代前半の女だった。傍らにはメルがいて、彼が私の元に連れてきてくれたのだろう。

　この女性が聖女と呼ばれる修道女のようだった。

『あっ、この人！』

　ジゼルが驚く。私も同じ感情を抱いていた。

『ポーリーン……ですね』

　その修道女は、二番目の扉で見た女性によく似ていた。恋人を探してはるばる遠方の漁村にまで到着し、危険を顧かえりみず〝獣けものの棲すむ館〟へ向かった──ポーリーン。

　あの時代の悲劇は今でも鮮明に覚えている。

　死体と、殺さつ戮りくと、絶望と……。

　探し求めた恋人に惨ざん殺さつされるという、彼女の悲惨な結末も。

　やはり三人の男だけでなく、彼らと深い関かかわりを持つ女性たちも、この時代の登場人物なのだ。すべての扉の出来事が繫つながり合っていく。

「どうしたの？　私の顔をそんなにじろじろ見ちゃって」

「あ、ああいや、知り合いに似ていたもので……」

　咄とっ嗟さに誤ご魔ま化かすと、彼女の隣にいるメルが肩を竦すくめた。

「この人、僕に対しても『知り合いに似ている』って言うんだよね。変な人なんだ。連れてきた僕が言うのもなんだけど、新手の詐さ欺ぎかもしれないから気を付けた方がいいよ」

「詐欺とか企たくらんでないですから！　いきなり心証を悪くしようとしないでください！」

　これから祝祭に深く関わっていかないといけないというのに、いきなり何てことを言うんだこの男は。……いや、知り合いに似ているとしか言い訳の種類がない私も私でアレなのかもしれないが！

　修道女は一瞬驚いたように目を丸くしたものの、すぐににっこりと笑った。そして「大丈夫だよ！　教会に来る人に悪い人はいませんっ」と言う。それもちょっと警戒心が無さすぎる気がする。

「それに彼、詐欺とか出来なさそうな気がするし」と、修道女。

「まあ、それは同意出来るんだけど。人を騙だますような度胸はなさそうだものなぁ」と、メル。それをお前に言われたくない。

「きっとお友達が欲しくて、そんな風に声をかけたんじゃないかな？　私でよかったらお友達になるし、なんでも気兼ねなく話してね。教会は助け合うところだから！」

　眩まぶしいくらいの善意に押され、「あ、はい」と曖あい昧まいに頷いてしまう。メルはまだ半信半疑な目を向けてくるが、修道女は人ひと懐なつこい性格を隠そうともしていない。こうして話しやすい雰囲気を作ってくれるのはとても助かる──が、話せば話すほど、彼女を〝聖女〟と言い表すのは違う気がしてくる。

　聖女というより……何て言うべきなのだろう……近所のお姉さんとかか？　いや確実に私の方が年上だし、そもそも近所に女が住んでいたこともないのだが。

　とにかく敷居が低いというか──

『ねえ、ミシェル？』

『あ、はい!?』

『えっ、なんですかその反応？　……なんか妙なことでも考えてました？』

『い、いや、特に何も』

『まさか修道女さんに対してやらしいことを考えていたんじゃ……』

『濡ぬれ衣ぎぬです！　誓ってそんなことは考えていない！　単純に、こう、修道女というには近づきやすさがあり過ぎるというか、そういう客観的判断を──』

『つまりお近づきになりたいんですね……？』

『だからそうじゃないッ！』

　ジゼルと心の声で必死にやり取りをしていると、それが思いっ切り顔に出ていたのか、メルと修道女が不安げな目を向けてくる。主に頭の心配をされているのだろう。何も問題ありませんよと取り繕つくろっておいてから、冷静に、ジゼルに要件を聞き直す。

『ええとですね、彼女にお願いしたら、この屋敷の部屋を借りれないかしら？　って思ったんです。教会をきりもりしているのは彼女だという話だったし。これから全員と関わっていくためには、この場所から離れない方がいいでしょ？』

　確かに正論だし、そうした方が良いと思っていた。……それをジゼルから提案されたことにほっとする。自分から切り出していたら、また『お近づきになりたいんですか』と勘かん繰ぐられる気がする。

「あの、一つお願いがあるのですが」

「うん？」

「祝祭の日まで部屋を借りることは出来ないでしょうか」

　だが、聞いた途端、修道女の表情が曇った。

「あ、いや、もちろんただでとは言いませんし、とはいってもお金は持っていないので、祝祭の準備やそれ以外に雑務などやれることはなんでも──」

「もちろん！　と言いたいところなんだけど……。ちょっと、今は難しくて……お部屋を貸すことは出来ないの。ごめんなさい」

　修道女は視線を逸そらしながら、申し訳なさそうな態度で言った。

『やっぱり、彼女もモルガーナの幽閉に関与しているんでしょうか？』

　ジゼルが言う。

『恐らくその可能性は低いでしょう。彼女は知らずに聖女役をやらされているのだと思う』

　誰かに『人を入れるな』と命令をされているのだろう。単純に貸せる部屋がないのならそう言えるはずだし、何より彼女の申し訳なさそうな表情は、本意からの拒絶ではなさそうに見えた。

　ここで引き下がるわけにはいかない。頭を回転させて、言うべき言葉を考える。相手は修道女だ、憐あわれみを乞こう形が一番良いだろう。問題は私の演技力だが……。

「そこをどうにかお願い出来ませんか。不ぶ躾しつけなお願いだと分かっていますが、本当に困っているんです。行く場所もなく何日も飲まず食わずで……。それに実は病を患わずらっていて、教会に助けを求めるしかなく、」

「この人、さっきピンピンして歩いてたよ」

「お前は横よこ槍やりを入れるな！」

　いかん、思わずメルに突っ込みを入れてしまった。

「つまり、その！　……この教会には〝聖女〟がいると聞いていたんです。聖女様なら憐みをくださるだろうと、最後の望みをかけてここまで来たのに……」

　大だい根こん役者の自覚はあったが、それでも必死に憐みを誘おうと腐ふ心しんする。修道女の視線が困惑したように右へ左へと彷徨さまよう。「私、そんな、聖女とかじゃ」と狼ろう狽ばいする仕し草ぐさは、謙けん遜そんなどではなさそうだった。

「けれど、実際に貧まずしい子供たちに施しを与えていたのでしょう？」

　確かこの時代の彼女は、後先考えず貧民救済に身を投じていたはずだ。それは間違っていないようで、彼女は「それはそうなんだけど」と呟つぶやく。

「私も出来ることなら力になってあげたいんだけど、どうしても難しいの。短期間であってもお部屋を貸すのは、領主様から止められていて──」

「領主？　貴女あなたがここの教会の代表者なのでは？」

　表向きは質問を返しながら、内心では、なるほどと思っていた。彼女を止めているのは領主だったのか。幽閉計画の現場に赤の他人を近づけたくないのは当然だ。修道女としても領主からの命令であれば逆らえないだろうし、そこまでして私を擁護する道理もなくなる。

「代表なんてものじゃないわ。ここの教会を任されてはいるけど……。でも、とにかくそういうことだから、あなたは泊められないの。信者さんの誰かならお家うちを貸してくれると思うし、そういうことなら口利きするよ！　あと、本当に病気ならお薬も分けてあげられるし──」

「……薬？」

「うん、中身は清めた葡ぶ萄どう酒しゅなんだけどね、薬の成分も入っていて、普通のとはちょっと違うんだよ。どんな病気も治す〝聖女の血〟と言って──」

「聖女の……血、だって？」

　私の表情が固まったのを見て、修道女が慌てて「あ、血って言っても本物じゃないんだよ、安心して！　そういう名前のお薬ってだけで」と笑顔で付け足した。彼女の笑みには疾やましさも疑いも存在しなかった。心からただの薬だと思っているのだ。

　だが。

　心臓が締め付けられるような、痛みを覚える。

　本当はまだ口にすべきではなかった。自制しておくべきだった。

　しかし気づけば、私の口から、その言葉は漏もれていた。

「それは本物の血だ……！」





◇◇◇






「──なんで、あんなことを言ったの」

　私たちは教会の間から離れ、別室に向かっていた。扉はしっかりと閉ざされ、対たい峙じするのはメル一人だけだ。あの発言をした矢先、メルに「話がある」と移動を促されたのだ。

　彼の表情からは柔にゅう和わな気配が消え失せ、今やはっきりと警戒一色に染まっている。顔色も悪く、そこにはどこか怯おびえも潜ひそんでいるように思えた。

　私はどう返すべきか逡しゅん巡じゅんしていた。空気はひどく張り詰め、ふとしたきっかけで取り返しのつかなくなるくらい壊れてしまう気がする。だからこそ次に言うべき言葉には、重みが伴っていた。

「君は、本当は何者なの？」

　本物の血だと、まだ口にすべきではなかった。事件について斬きり込むにはまだ早すぎる。だがこうして踏み込んでしまった以上、ここから道を作り上げるしかない。

　考える。

　いっそのこと、ここですべてを明かしてしまうか。

『ミ、ミシェル、どうしましょう。未来に起きることと、彼に降りかかる呪のろいを、信じてもらえるように説得するしか──』

　いや、やはり無理だ。

　未来を話したところで世よ迷まよいい言ごとにしか聞こえまい。彼が生きているのは、この今なのだ。

『……大丈夫。ここは任せてください。恐らく……何とか出来るはずだ』

　ジゼルの、頷くような気配がした。

　深呼吸をして、彼を見据える。ここで失敗は許されない。

「……まず、聖女の血については、噂うわさで聞いたことがあったのです。病を治す血を持つ者のがいる、と」

「噂……？」

「ああ、この地方までは伝わっていないのかもしれませんね。遠い村で、神の子が現れたという話があったのです。もしかしたらその血が使われているのではないかと思って──、そう、つまり……期待をしたのです」

　予想と違ったのか、メルは奇妙な顔をして「期待？」と同じ言葉を返した。

「おかしいですか？　奇跡の血が本当にあるのなら、見てみたい、あわよくば欲しいと願うのは。まあ確かに、多少物ぶっ騒そうですけれど」

「つまりさっきの君の反応は、ただ食い付いただけだったって？」

「その通りです」

　メルは警戒を解かないまま私を睨にらむように見据え、「その割には怖い顔をしていたよ」と言う。その通りだろうと思う。私の態度は前向きなものではなかったと自覚している。けれど、ここで狼狽うろたえるわけにはいかない。私はあくまでしらばっくれた。

「気の所せ為いでしょう。元から優しい表情は作れませんし」


「…………」



「……むしろ、なぜそこまで、貴方あなたが気に掛けるのですか？」

　突然話の矛ほこ先さきが変わり、メルは目を大きくした。

「え？」

「私を別室に呼んでまで、確認したいことが？　事実無根ならば、あの場で否定すれば良かったはずです」

「あ、いや」

「〝聖女の血〟に何かあるとでも？」

「ち、違う！　そうじゃ……なくて。その、……ああ、ほら！　本物の血なんて言われたら、みんなびっくりするだろ？　そんな物騒なもんじゃないわけだし。変な話をみんなの前でされたら困るってだけ。……別に、この対応だっておかしなところはないと思うけど」

「そうですね、普通だと思います──」敢あえて、間を開けた。そしてはっきりと告げる。「それを修道女が言うのならば」

「え……？」

「教会の代表は修道女なのでしょう？　なら、周囲を気に掛けるのは彼女の役目だったはず。しかし別室に呼んでまで事情を聞こうとしたのは貴方だ。……貴方の行動の方が、私には普通ではないように見える」

「そ、れは……」

　彼の表情から血の気が失せていく。糾きゅう弾だんをしたわけでも、非難をしたわけでもないのに、まさに追い詰められる人間の顔だ。そしてその態度は、彼自身が弱い立場に置かれているのだと、示し唆さしているようなものだった。

　やはり彼は、取り繕うのが上う手まくない。

　追い詰めて圧力を与えるのは得策ではないし、それを望んでいるわけでもなかった。必要なのは、状況を改善する一手だ。

　死者の世界での出来事を思い出す。私は彼の魂と、一度会話を行っている。あの時彼は、『そんなつもりではなかった』と、後こう悔かいと自己弁護を繰り返していた。そして見ず知らずの私に『助けてほしい』とも。

「落ち着いてください。貴方を追い詰めるための発言ではない。ただ確認がしたいだけなのです。……ここの教会の代表は彼女だが、貴方も運営に関わっている。だから〝聖女の血〟に対して悪評になるような発言は控えて欲しいと思っている。そういうことですよね？」

「……うん、まあ、大体そうだよ」

「なら、貴方の方から、私がここに滞在出来るよう口添えしてもらえませんか」

「は？」

　彼は、理解出来ないものを目の当たりにしているかのような表情を浮かべた。

「どうして突然、そんな話に飛ぶんだよ？　僕が君の要望を聞かなきゃいけない道理だってないだろ」

「祝祭までの、たった三日でいいので」

「だからっ！　三日だろうが何日だろうが、駄目なものは駄目なんだって！　さっきも断ったばかりじゃないか!?　宿なら街の方にあるし、金がないなら修道女の伝つ手てで誰だれかから間借りすればいいだろ!?　大体なんで──そんなにこの教会に拘こだわるんだっ！」

「──助けて欲しいと願っているのだろう？」

　突然、水を打ったように静まり返る。

　呼吸すらも奪われた静寂。

　まるで時が止まったかのような。

「毎晩、誰かに助けて欲しいと、願っていたんじゃないのか？」

　ただし、停止しているのは彼だけだ。

　何かを言おうと、彼が口を開く──けれど音にならず、ただ空むなしく呼吸の音だけが漏れる。

「後悔……しているんだろう」

　私の発言は突拍子もないものだ。誰かが傍そばで聞いていたら、どう見てもおかしいのはこちらの方だろう。

　しかし、彼は、訳の分からない狂言だと両断出来ない。

　そして、それを、私は知っている。

「私が……協力する」


「…………」



「あの時、私は『助ける』と約束出来なかった。……けれど、善処すると言った」


「…………」



「その言葉に偽いつわりはない。今もそのつもりでいる」


「…………」



「この状況を変えられるように、善処する。だから──」


「…………」



「手伝って欲しい」


「…………」



「私は、貴方の敵ではない」


「き、みは、……一体、なにを…………」



　その続きは、言葉にならなかった。何を知っているのか、何を言っているのか、あるいは何をしようとしているのか──

　様々な困惑が混じったような、呻うめきだった。

　彼は青ざめたまま、ふらりと椅い子すに腰を下ろした。それでも冷静であろうと努めているのか、取り乱すことはなく、ただ感情を堪こらえるように唇を嚙かみ締めている。

　多くの疑問と混乱と、そして判断が、彼の頭の中で渦巻いているのだと思う。突然現れた人間が、願いを知っている。ならば事件のことも知っている可能性がある。だがもしも事件の内容を知らずに、適当なことを言っているだけだったら？　……そういった思考の末に、「ではどう出るべきなのか」と必死に考えているのだ。

　だが実際には、これは駆け引きでもなんでもない。

　私は噓をついていない。本当に、協力をするつもりなのだから。

「私の望みは一つだけだ。……祝祭の日まで置いて欲しい。もし、その日まで置いてくれたのなら──」

　簡単に約束など出来ない──そう思って、あの時は「善処をする」という言い方にした。今だって、何も確約出来ないし、絶対というものは存在しない。だが、だからこそはっきりと意志を見せなければならない。

　私に躊躇ためらいがないのだと、伝えなければ──彼もまた、協力など出来ないだろう。

「──私が、すべてを、良くしていく」





◇◇◇






『な、何とかなりましたね……！』

　メルが扉の向こうに消えると、頭の中に、ジゼルのほっとしたような声が響いた。

　完全に安心出来る状態ではないし、メルも監視の意味で私の滞在を許したのだろうから、手放しに良かったとは言えないが──。

「まずは第一関門を突破したところですね。ここからどう切り崩していくか……」

『彼はこの事件に関かかわってしまったことを後悔しているはずですし、メルくんの信頼を得られれば、きっと何があったか話してくれると思うんです。でも、そこが難関なんですよね……』

「ええ……、私たちは突然現れた部外者に過ぎませんからね」

『でも、知っていることは多いと思うんです。メルくんが後悔していたことを知っていたように、たとえばそう……彼の性格とか、彼の考えていたこととか──』

　──そうか。

　本来ならば知り得ない知識や記憶が、私たちの武器になるのだ。私たちは彼のもう一つの人生を垣かい間ま見みている。ある意味では友人や親よりも、彼の想おもいを理解しているのだ。

　そしてそれは──彼のことだけではない。

「──メルの妹を探しにいきましょう」

『えっ！　……ネリーちゃん、ですか？』

「そもそもメルがモルガーナの幽閉に嚙んだのは、妹の病気を治すためという動機からだった。彼女はもちろん、そのことは知らないはずだが」

『もしも知っていたら、さすがに兄を止めますものね……』

「そう、だから──止めさせるんだ」

　これから起きる未来を知っていても、それをぶつけられなければ意味がない──と思っていたが、そんなことはないのだ。彼らの関係性を上手く見抜いていければ、信頼を得る前に話し合いの場に持っていけるかもしれない。

「私が単身説得を試みるより、事実を知った彼女が止める方が、メルも決断するはずだ。そしてそこで、話を聞き出すしかない」

　手荒いやり方かもしれないが、三日という限られた時間で動き回るには──

　外部から変えてしまうしかないだろう。

『なるほど、そうですね！　大事にしている妹から「もう止やめて」って言われたら、こんなこと意味ないですもの！』

「ええ──」

　その通りだと力強く頷うなずこうとして、何かに引っかかって中途半端な角度で止まってしまった。……このやり方でいくしかないと思った矢先だが、嫌な予感が過よぎる。

　そもそもメルは、本当に妹を大事に思っているのだろうか？

　一番目の扉の結末を、嫌でも思い出す。

　兄に、兄きょう妹だい愛を超えたものを求めた妹。その妹を拒絶して逃げ出した兄。完全に決裂した二人の仲。修復されないまま、若くして死んでいく……。

『ミシェル？』

「あ、ああいや、とにかく──ネリーを探しにいきましょう。きっと彼女も、この近くにいるはずですから──」

　目の前にちらつく不穏な光景に蓋ふたをして、扉に手をかける。

　今は──メルが本当に妹を大切にしているのだと思って、動くしかない。




　私たちはネリーの居場所を聞くために、修道女かメルに会おうと教会の間に向かった。

　祈りを捧ささげる者たちがまばらにいる中で、ちょうど修道女が、一人の老人に小こ瓶びんを手渡しているところだった。老人は幸福そうな笑みを浮かべて何度も修道女に感謝を捧げていた。修道女の方も始終笑顔だったが、決して尊大な素振りは見せず、むしろ彼女も教会に立ち寄ってくれる老人に感謝をしているような様子だった。あの謙虚さが、聖女として持て囃はやされる一因でもあるのだろうなと思う。

　そして、老人の手に渡ったあの小瓶こそ、修道女が薬と信じる〝聖女の血〟なのだろう。今すぐにでも小瓶を取り上げ、無意味な──それどころか病魔をまき散らす最悪の──慈善活動を止めさせてしまいたかったが、今騒ぎを起こすわけにはいかなかった。歯は痒がゆさに、奥歯を嚙み締める。

　……皮肉なものだと思う。万病を癒いやすと思われている〝聖女の血〟が、後あと々あとになって病の原因となるのだ。街の崩壊の引き金となった病は、〝魔女の呪い〟だと口々に叫ばれる。それは、もしかしたら本当に、モルガーナの憎しみによって引き起こされた悪魔染じみた奇跡なのかもしれない──その可能性も否定は出来ない。魂の再生という奇跡が存在したように、モルガーナには人智を超えた何かがあるのかもしれない。……が、この件に関してはそうではないと思っていた。

　これは時代が引き起こした人災だ。単純に、血を媒介として病が広がってしまっただけなのだ。医療が発達していないこの時代において、流行はやり病やまいは致命的だ。人々が次々に病に倒れる姿は、それこそ悪魔や呪いの仕業に見えるだろう。

　私もまた中世という信仰がすべてを支配する時代に生きたが、今の私は、その先の時代も知っている。三人の男たちのもう一つの人生を介して、先の時代の価値観も学んだのだ。だから、今なら、血を含んだ薬がどれほど危険で愚おろかなものなのかも分かっている。それがいくら、聖女のものだと言われても。どんな聖人のものであれ、血液が恵みに変わることはない。

　けれどこの時代には分からなかったのだ。奇跡も信仰も、悪魔も魔女も存在するのだ。

　彼らの心の中に、しっかりと。

　結局、教会に残っていた見知った顔は修道女だけだった。メルがどこへ行ったのか問うと、修道女も分かっていない様子で「用事があるって言ってたかな？」と言う。その用事とやらが、領主への密告でないことを祈るしかない。

　修道女からメルの妹ネリーについて情報を聞くと、ネリーはこの屋敷から少し行ったところにある小屋に身を寄せているのだという。修道女自身もそこで寝起きをしているようだ。

　礼を言って立ち去ろうとすると、別れ際に、彼女はこう言った。

「ネリーと仲良くしてあげて欲しいな。あの子、この街の出身じゃなくて、仲の良いお友達がいないの。病気がちってこともあって、あんまり外に出られないし──だから、あなたが話し相手になってくれたら、ネリーもとても喜ぶと思うんだ」

　優しさと悲しさが混ざったような、複雑な笑顔だと思った。




　修道女に教えてもらった小屋までの道筋は、距離にしてみたらさほどのものではなかったのだが、木々が伐ばっ採さいされ道が開けているおかげで陽ひ射ざしを遮さえぎるものが少なかった。まだ太陽は頭上で燦さん々さんと輝いており、春とはいえ汗ばむ陽気になっている。

　本来であれば、陽射しに恵まれた過ごしやすい日中だと思う。実際、途中までは私自身も、光に溢あふれる森の道を好このましく思っていた。自分の厄やっ介かいな体質のことを忘れかけていたのだ。

　強烈な光は、私の視界を蝕むしばんでしまう。太陽は文字通り武器となって襲いかかる。白い髪、白い肌、赤い瞳ひとみ──見た目にもはっきりと分かる特徴は、外面的なものだけでなく、痛みや視界不良といった問題も起こす。

　たかが外を歩くだけなのに、頭の奥には鈍にぶい痛みが残り、視界も段々と白に飲み込まれていく。目の奥で、光の調整が出来なくなってきているのだ。

　生者の感覚が戻ってくるということは、同時に弱点も戻ってくるのだと再認識する。せめて三日間は自由に動いてくれと身体からだに念じながら、手で陽射しを遮り、速足で進む。

　すると程なくして、小さな庭とその中心に佇たたずむ小屋が見え始めた。ここが修道女の言っていた住まいだろう。迷わず辿たどり着けてほっとしてしまう。

　更に玄関先を目指して近づいていくと、軒のき先さきにしゃがみ込んで花を摘む亜あ麻ま色いろの髪をした少女が目に入った。メルの妹で間違いないと思うが──私の記憶にある……つまり一番目の扉で見た彼女よりも──折れそうなほど華きゃ奢しゃな身体をし、潑はつ剌らつとした雰囲気を失っていた。

　病というのは、やはり本当なのか。

　服装もずいぶん質素なものだ。髪飾りもなく、髪は下ろしたまま。着飾らない彼女は貴族の娘というよりも、平凡な街娘に見える。しかし花に触れる手は、あかぎれ一つ見当たらない真っ白なものだった。

「ネリー？」

　声をかけると、驚かせてしまったのか、彼女は「きゃっ」と小さく悲鳴を上げて、花を落とした。勢いよく振り返った顔は、どこか小動物めいた怯おびえも混じっていた。

　衣装が違うだけでなく、醸かもし出す雰囲気も、私の知るネリーとはどこか異なっていた。気が強く、我がままで、それでいて快活な少女──のようには見えない。少なくとも、今は。

「あなた……誰？」

「私はミシェルといいます。貴女あなたに問いたいことがあり訪れました。話をさせて欲しい」


「え……………………」



　……おかしい。沈黙が長い。ひょっとして言葉が通じていないとか？　いや、そういうわけではなさそうだ。何よりこの──不審人物を見るような眼まな差ざし。

　そして、またも開いていく物理的距離。

　嫌な予感がする。

『ミシェル！　そんな直球にいかないでください！　まるで尋問か何かですよっ！　ほら、とっても警戒されてます！』

　そ、そんなことを言われても。他に何て言えば良かったんだ？

『まずは警戒を解かなくちゃ。女の子には優しい態度で近づくんです。ほら、にこーって笑ってあげてください。にこーって！』

　にこーって……。

　正直、笑うのは得意ではない。まともな笑い方なんてすっかり忘れている。十代半なかばくらいの少女にどう接していいかも分からない。だがジゼルの言い分も確かで、ネリーの警戒心を早く解かないと先に進めない。それどころか、今にも扉の奥に引き籠こもってしまいそうだ。……ならば覚悟を決めなければならない。ここで「無理だ」と逃げてはいけないのだ。これはモルガーナを救う大切な一歩だ。笑え、笑うのだ。渾こん身しんの笑みを浮かべるのだ。少女があっさり心を開いてくれるようなとびきりの笑顔を浮かべてみせるのだ！

「け、け、警戒しないでも大丈夫ですよ、私はただ貴女と話をし──」

「いやあーっ！　この人、凶悪に笑いながらネリーに近づいてくるわーっ！　変態よ！　犯罪者よ！　ネリーを攫さらいにきたんだわっ!!」

「そんな！　私の渾身の優しい微ほほ笑えみが、凶悪だと!?」

「どこが優しい微笑みよ！　どう見てもヤバイ奴やつだわ！　具体的にはネリーみたいな可か愛わいい女の子を暗い倉庫に連れ込んでぐへへって笑ってる感じのヤバイ奴よ！」

「そこまで!?」


「誰だれか助けて！　ネリーが乱暴されちゃう！　衛兵！　えいへーーーーい！」



「ちょ、まっ、待って！　待ってください！　兵は呼ばずに！　本当にただ話をしに来ただけで、何もするつもりは──」

「不審者は誰しも最初はそう言うものよ！」

「いや、だから、その……！」

「ほら何も言えない！　図星なんだわ！　そこを動くんじゃないわよ、今から兵を呼んでくるから！　大人しくお縄なわについたらいいわ！」

「笑顔で話しかけただけで逮捕とか、理不尽にも程がありませんか!?」

「女の子に話しかけるんならそれくらい覚悟して！」

　そんな馬ば鹿かな！

　モルガーナを救うより前に私の人生が終わろうとしている。いや、一度死んでいるので既に終わっているのだが──それはともかく！

　ど、どうすればいいんだ!?

『なんだかわたし、今、とても面白いものを見ている気がするわ……』

　ひたすら狼狽うろたえていると、頭の中でジゼルののんびりとした声がした。面白いとか言っている場合じゃない、と危あやうく声に出しかける。

『何かこう、助言はないんですか、助言は！　このままだとしょっぴかれる！』

　なりふり構わず心の声で縋すがると、ジゼルが噴ふき出す。

　そして何とか笑いを堪えるような声で、『メルくんの名前を出したら丸く収まるんじゃないかしら？』と言う。……なるほど。そうか、メルの知人だということにすれば、さすがに衛兵に突き出しはしないだろう！

「待ってください、ネリー！　落ち着いて話をさせてください！」

「嫌よ、油断させて襲おうっていう魂こん胆たんなんでしょ！」

「そこまで危険人物に見えるのか私は！　と、とにかく、声をかけたのは、単純に──メルから妹の話を聞いていたので、貴女がその妹かと思っただけです！」

「えっ──」その瞬間、ネリーの瞳からすとんと警戒心が抜け落ちた。「あなた、お兄さまのお友達なの？」

「いや友達というわけでは──」と言いかけて間髪入れず、ジゼルの『そこは友達ということにしておきましょうよ！』という声が頭に響く。

「……と、友達です」

「ふうん……？」

　……なんとか切り抜けたか？

「お兄さまのお友達にしては、ずいぶん年上に見えるわ。それに、ネリーに紹介されたこともないし」

　──と思ったが、まだ心から納得出来ていないようで、ネリーはじろじろと容赦なく私の全身を見渡している。

「ええと、つい最近知り合って、意気投合したもので」

「……ネリーはね、毎日お兄さまに、その日あった出来事を聞いているの。お友達が出来たんなら、そう言ってくれると思うんだけど」

「そ、それは……」……確かにそうだな。

「──だからね、本当にお兄さまのお友達っていうなら、証明して！」

　思ってもいなかった要求に、「証明？」とオウム返しをしてしまう。すると彼女は胸を張って、指を一つ立てた。出会い頭の病弱な雰囲気はなりを潜め、私の知るネリーらしく、気まぐれな猫のような可愛らしさと明るさがあった。

「お兄さまのことを、ネリーにたくさんお話しして！」





◇◇◇






「それでね、それでね、去年のお誕生日にはね、お兄さまがネリーのためにお花畑まで連れていってくれて──あ、お茶のお代わりいる？」

「あ、はあ、じゃあ頂いただきます……」

　──奇妙な流れになってしまった。

　あれからメルについて知っていることを洗いざらい話し、少なくとも知人以上だと認められ──実際は知人も何もこの時代では出会ったばかりなのだが──ネリーの態度は一気に軟なん化かした。のは良いのだが、「お兄さまのお友達ならちゃんとおもてなししなきゃ！」と室内に招かれ、木彫りのテーブルに着席を勧められたかと思えば、あれよあれよと小さなお茶会が開催された。

　そこまでは、彼女と会話をする機会が得られたと思ってありがたく思っていたのだが──

「お兄さまは照れくさそうにしてたけど、ちゃんと受け取ってくれて──って、あなた、ネリーの話ちゃんと聞いてる？」

「き、聞いてます。それはもう、しっかりと……」

　実は半分くらい記憶が飛んでいる。

　いざお喋しゃべりが始まると、彼女は怒ど濤とうの如ごとく話し続け、こちらの話題を振るどころではなくなってしまった。しかも話題の八割が兄に対する自慢話で、だんだん同じ話を繰り返しているような錯覚にすら陥る。

　しかし話題はぐるぐると繰り返していても、時間は着実に進んでいる。気づけば陽が傾かたむき始める頃ころ合あいだった。

　ネリーの調子はいつもの潑剌としたものに戻っていて、不安げな表情を浮かべられているよりもずっと良かったし、懐かしさも感じていた。とはいえこのまま世間話を続けていたら、次は夜が明けてしまう。

「あの、ちょっといいでしょうか」

「なーに？」

「そろそろ別の話に移りたいなと……」

「あらそう？　じゃあ、誕生日の翌日の話に──」

「──その話題ではなく！」

「あはっ！　大丈夫よ、ちゃぁんと分かってるから。あなた、ネリーにお話があるのよね？　楽しくてついつい喋り過ぎちゃった」

　そう言って笑う様子に、内心ほっとする。用事を忘れられていたわけではないようだ。しかしほとんど相あい槌づちを打っていただけなのだが、それでも楽しかったのだろうか……？

「……最近、あんまりお話ししてなかったものだから」

　彼女の呟つぶやきが、疑問の返答となる。

「具合が悪くてあまり外に出られないそうですね……。でも、修道女と一緒に暮らしているのでは？　……もしかして、彼女と仲が悪いのですか」

「そんなことないわ！　修道女さまはいい人よ。でも、お友達っていう感じじゃなくて……」

　歯切れが悪く、彼女にしては珍しく言い淀よどんだ。言いたいことは、多少分かる気がした。修道女は教会の象徴──聖女として仕事についているのだから、なかなか気軽に接することが出来ないのだろう。修道女自身は気安く話しかけても、ネリーの方が萎い縮しゅくするのだと思う。

　だが、それなら──「メルは？」

「お兄さまは……」さっきまで嬉き々きとして兄の自慢話をしていた少女から、輝きが失われていく。傍はた目めにも分かるほど消沈しているというのに、それを覆い隠すように笑顔を作ろうとする。痛いた々いたしい空から元げん気きだった。「……毎日、ネリーのところに寄ってくれるわ！」

「本当は一緒に過ごしたいんだけど、お兄さまは教会の方で大事なお仕事があるの。すっごくすっごく重要なお仕事で、だから、内容もネリーには言えないの。でも、仕方ないわよね？　お兄さまがお仕事をしないと、ネリーたちは路頭に迷っちゃうんだもの。それに、ちゃんと毎日来てくれるし……。あんまりお話ししてくれなくて、すぐ帰っちゃうけど……でも……仕方ないわよね？」


「…………」



　私には、メルがそういう態度を取るのも推測出来てしまう。妹に、自分のやっていることなど報告できるわけがない。そして罪悪感や後ろめたさから、距離を取りたくなってしまうのだ。そしてネリーは真実を知らないまま、〝聖女の血〟を口にし続け、やがて死に至る。

　止めるためには、二人を向き合わせなければならない。

　それにしても、ずいぶんと……。

『なんだか、今のネリーちゃんはすごく弱気で、見てて辛つらいですね……』

　ジゼルも私と同じことを考えていたのか、まるで私の言葉の続きを代弁してくれたかのように、呟きが零こぼれる。

『来世の彼女とは、やはりずいぶんと違うように見える。あの時の彼女は、もっと本音をはっきり言う娘だったから』

『……わたし、同じだと思いますよ』

『え？』

『彼女の明るさの裏には、ずっと孤独がありましたから。我がままを言っているように見えて、本当はあの時だって、本音が言えなかったんです。家に縛られて自由に振る舞えない苦しさとか……、……兄への想おもいとか』


『…………』



　……そうか。あの時も、彼女は「仕方ない」と割り切ろうとしていたはずだ。兄との恋は実らないものだと自分に言い聞かせ、諦あきらめようとしていた。受け入れられないものだと、分かっていたのだ。

　けれど兄が愛した相手も、結局は血が繫つながっていて──

　それが、ネリーの暴走のきっかけとなったのだ。

　あの事件においてネリーの引き起こした行動は、常軌を逸いっしていた。歪ゆがんでいたと言ってもいい。しかしネリーが元から恐ろしい人間だったというわけではない。……少なくとも、今こうして向き合っている限り、彼女が残ざん酷こくな人間だとは思えなかった。

　人間は複雑な生き物だ。表もあれば裏もあり、それは意図せず、何かのきっかけでひっくり返ることもある。あるいは表も裏も混じり合い、「これが君の姿だ」とはっきり言えない瞬間が、生きていれば何度でも訪れる。悪人になってしまう時も、善人でいられる時もある。

　……きっと、そういうことなのだ。

『時代は違っても、心の在あり方は変わらないのかもしれません』ジゼルが囁ささやく。『いいえ、もしかしたら心の在り方だけじゃなくて──今、彼女が辿たどっている人生も……あの時と通じるものがあるのかもしれませんね……』

　そうかもしれない。しかしだとしたら、それほど皮肉な運命はないだろう。誰だって、望んで破滅の道に進もうとしているわけではないのだから。

　この時も、あの時も、あと一歩何かが変わっていれば、結末だって違ったのではないか？

　あの時の悲劇は、確かに〝魔女の呪のろい〟という後押しがあったかもしれない。

　けれど──彼らの心次第で如い何か様ようにでもなったのではないか。

　つまり、二人が向き合ってさえいれば──悲劇は起こらなかったのかもしれない。


　…………。



　最初は、ネリーと関かかわったのだって、彼女にメルを止めさせるという打算的な思いがあった。モルガーナを救うために嵌はめなければいけないパズルのピースみたいなもので、悪い言い方をしてしまえば、最終目標のための通過点だったのだ。……けれど今は、そうは思えない。

　一緒に食卓についたから──だけではなく。

　もう他人とは思えないからだ。

　私は彼女の人生を見てしまった。想いが報われないという嘆なげきも、諦めも、怒りも、狂気も、善も悪も、何もかもを知ってしまった。病弱な彼女を見て「いつもと違う」と思ったり、お喋りをする楽しげな顔を見て「懐かしい」と感じたり……。

　私は彼女のことをたくさん知っているが、彼女は私のことなんて知らない──まったくの一方通行だ。それでも私は彼女を近く感じている。

　知人とも、友人とも呼べないが──他人じゃ、ない。

　彼女の魂を知っている。

　だから……助けたい。

　もしもそれが、私に出来るのならば。

「……ネリー」

　私は彼女の顔を真まっ直すぐに見据え、少し、身を乗り出した。

「どうしたの？　なんだか改まっちゃって」

　そう言って小首を傾かしげる仕草は、本当に無害な少女だった。

　私に対する警戒もすっかり解いていて──私がこれからどんなことをしていくのか、何を暴あばいていくのか、知りもしない無防備な顔だった。

「……本当に仕方ないと、思っていますか？　本当の気持ちを、メルに伝えていますか？　貴女はとても明るい子だし、何事もはっきり言うように見えるから、メルもきっとそう思ってしまっている。でも本当は違うのだと、心から向き合ったことはありますか……？」

「え……？」

　彼女の亜あ麻ま色いろの瞳ひとみが驚きょう愕がくに染まる。「どうして、突然……」と茫ぼう然ぜんとした様子で呟くものの、私の発言を跳ね除のけようとはしなかった。

「聞かせてください。貴女はこの状況のままで、良いと思っているのですか？」

　彼女が逡しゅん巡じゅんして、何度か口を開いては、閉ざす。小さな声で、「そんなこと、あなたに……」と漏らす。分かっている、彼女にとって私は初対面の人間だ。それでも、本音を聞きたいという想いを込めて、彼女を見た。これがただの興味本位ではなく、打算ではなく。

　本当の言葉を知りたいのだと。

　やがて、

「……仕方ないなんて、思ってるわけないじゃない……」

　蚊かの鳴くような小さな声が漏れた。

　そして気づけば、彼女の瞳がうっすらと濡ぬれていた。

「本当はお兄さまと一緒にいられるだけで良かったのよ。……昔の暮らしのままで良かったの」

「……昔の？　いつのですか……？」

「ここへ来る前。ネリーとお兄さまは二人で生活してたの。今の方が生活は楽だし、教会でお世話になっていれば薬だってもらえるけど──でも、こんな寂しい思いをするんだったら、ネリーは苦しいままでよかったわ。……あのね、ネリーはね、その時が一番楽しかったの。二人で暮らす前は実家にいて、使用人もたくさんいたんだけど、窮きゅう屈くつだったわ。自由がなくて……。たくさん人がいても、余計寂しいだけだったわ。だから……、だからね、お兄さまと二人っきりの時が、一番……幸せだったの」

「……本当にそう思っていますか？　貴女あなたの病が治らず、苦しむ毎日が続いたとしても──」

「──寂しいより、ずっと、いいわ」

　それが、ネリーの望みであるならば──

　メルの行いは、何の意味も持たないどころか、彼女の幸福を意図せず潰つぶしてしまっている。

　彼らは、ここへ来るべきではなかったのだ……。

「ネリーが望んでいるのは、お兄さまに傍そばにいてもらうことなの。本当は、それだけなの。本当は──」彼女は俯うつむいて、どこか呻うめくように言った。「別に……王子さまじゃなくたっていいの」

　その言葉が他ならぬネリーから零れたことが、私には少し意外だった。彼女はずっと、兄のメルを王子として扱っていた。それをずっと楽しんでいるように見えたし、望みなのだと思っていた。寂しい生活が続いて心に変化が現れたとも取れるが──

『ネリーちゃんにとって、王子様とお姫様というのは──口実に過ぎなかったのだと思います。今も、昔も……』

　と、ジゼルが言う。

『つまり最初から、王子の幻想はおろか、〝お姫様〟も不要だったと？』

『そうです。だって王子と姫というごっこ遊びの中でなら、「好き」と告げるのも自然じゃないですか。妹のままでは出来ないことを、したかったんですよ……』

『そうか……』

　ネリーは、王子じゃなくてもいいと言った。本当はごっこ遊びには未来がないことにも気づいているのだろう。本物の〝王子と姫〟にはなれない。二人が〝兄妹〟である限り。

「それを……、彼に伝えたことは……ありますか？」

「え？」

「本当は傍にいてくれるだけで良いのだと。たとえ素晴らしい人間でなくとも──傍にいてくれれば良いのだと。貴女自身の口で、伝えたことはありますか」

　ネリーが彼に〝王子役〟を求めるのは、彼女自身が王子と対をなす〝姫役〟を得たいためだ。それ以上のものはなかったし、メルの中身にまで〝王子〟を求めているわけではない。彼女が欲しいのは王子ではなくメル本人だ。……だが、求められる側からしてみたら、それは分からないだろう。

　ネリーはまるで、叱しかられた子供のように小さくなった。

「ネリーは……、傍にいてほしいって……言ってるわ」

「王子のような人間でなくとも？」

「でも、お兄さまが王子さまでいてくれるって言うのよ？　ネリーがそういう風に言ったら笑ってくれるのよ？」

「もちろん、貴女は強しいているつもりもないのだと思う。純粋に言っているだけで──悪気はないのだろう。けれどメルは、それに応こたえようとしているのかもしれない。いや……、むしろ彼自身も無自覚に──そういう人間であるべきだと思っているのかもしれない」

「つまり、ネリーが……お兄さまの負担になってるの？」

　ネリーが縋すがるような目を向けてくる。その瞳が、言わずともすべてを物語っていた。違うと言って。否定して。お兄さまはネリーを大切にしていると言って。──そんな風に。

　私は一瞬、喉のどを詰まらせた。もちろん否定したかったし、彼女の存在はメルの救いになっていると思いたかった。だが私には、今この瞬間のメルの気持ちまでは分からない。

　だから私は、隠さずにはっきりと言う。「分からない」と。そして「けれど、きっと明らかに出来る」とも。

　私がやるべきことの方向性が、見えてきた気がする。

　私は──他者の考えを改めさせるために、自分の意見を押し付けるのではなく──

　背を押す係なのだ。

　そして絡からみきった糸を、一つ一つ、解ほどいていく。それが私の出来ること。




　言葉に、心と、力を込める。

「──彼と向き合う覚悟は、ありますか。すべてを知っても、彼の味方でいられますか」





◇◇◇






　そして私は、彼女に真実を告げた。私が知る限りの情報を伝えた。それは王子の幻想を打ち砕くどころか、善人であるはずの優しい兄の幻想すらも粉々に破壊するものだった。むごたらしく、残酷で、それを伝える私自身もまるで死しに神がみの使いのようだった。

　ネリーは信じなかった。噓うそだと喚わめいて、私に怒りをぶつけた。ここから出て行けと叫んだ。もう近づくなと泣いた。あんたはひどい大噓つきだと罵ののしった。

　大荒れするネリーに対して、私は最後に一つだけ〝頼みごと〟をした。

　楽しいお茶会は、最悪の形で終わった。






３　王子様とお姫様








　その夜、私に与えられた一室は、埃ほこりと黴かび臭くささに満ちた物置きのような部屋だった。他にも部屋はあるはずなのだが、ここへ案内したメルは「嫌なら外で泊まって」と言った。その言葉の通りの嫌がらせなのか、あるいは私の滞在を隠すためなのかは分からないが、歓迎されていないのは明らかだった。

　一応寝台はあるものの、客室として機能しているわけではなく、シーツもきっと洗っていない。ここで眠ったらすぐに病気になるのではと不安になるくらいだ。位置的には、私の時代では完全に物置きとなっていたところだ。この時から放置されていたのだな、と思う。

　春の訪れは確かに来ていたが、それでも夜の空気は肌に突き刺さるように冷たかった。

　窓も閉ざしているものの、そこからは隙すき間ま風かぜが入り込んでくる。燭しょく台だいに灯ともしたろうそくは、風の流れに従ってゆらゆらと揺れていた。

　私もジゼルも、言葉は少なかった。

　それでも彼女が私に語りかける柔らかい声であったり、少しだけ耳に届く息いき遣づかいといったものが私の心を落ち着かせ、そして、一人ではないということや──ずっと私を見守ってくれているということを……感じさせてくれる。

　ジゼルが共にいてくれなければ、こうして落ち着いて彼を待つことも出で来きなかっただろう。何せ、ネリーとの会話はほとんど失敗したといっても良かった。最良の流れは、あの時、彼女が私の言葉に最後まで耳を傾けてくれて──そして共にここにいてくれることだったのだ。

　だが、そうはなっていない。

　やがて、燭台のろうそくが半分ほど溶けたところで、扉が開いた。

「……話って？」

　淡あわい炎の色合いが、そのシルエットを浮かび上がらせる。どうぞと手で示し、メルに椅い子すを勧める。彼はいくらか躊躇ためらいの間を置いた後、私に向かい合うようにして着席した。

　緊張か、不安か、彼の顔色は悪かった。

「一応、確認させてください。ここへ来たのは貴方あなただけですか？」

「え？　うん、そうだけど……っていうか他に誰だれがいるのさ？」

　彼は苦笑を浮かべた。何を言っているのか分からない──といった表情ではなかった。言外に、「密告はしていない」と仄ほのめかしているような態度だった。

　覚悟を決めて、向かい合う。

「では、率直に言います。──私は貴方たちが行っていることを、すべて知っている」

　空気が凍こおりつく。

　ろうそくの炎の揺らぎすら、ぴたりと止まるほどに。

「物見の塔とうの最上階にいる人物を……、よく知っているのです」

　彼の、ネリーの亜あ麻ま色いろの瞳ひとみとまったく同じ色合いをした目が──同じ暖かさを持つはずの目が──色を失っていく。

「貴方たちは三本の鍵かぎを用い、モルガーナを幽閉している」

　それでも私は続ける。

「彼女の──奇跡の血を奪い続けるために」

　突きつけ続ける。

「私は……それを止めに来た」

「なんで」彼の声は、まるで死にゆく者のように掠かすれていた。「君が、それを、知っているんだ……」

「だって、彼女は……、そのことを伝える手段なんて持ってないはずだ……！　ずっと変な奴やつだって思っていたけど、まさか本当に知っているなんて！　一体どうして!?　あいつらが言ったのか!?」

「いいや、私は、モルガーナ本人からすべてを聞いたんだ」

「どうやって!!」

　ガタンッ、と、木製の椅子が壊れるかという勢いで倒れた。いきり立つ彼を冷静に見据えて、声を荒げることなく、真剣に──、

「今から言うことは──簡単には信じられないことだ。しかし私は、噓は言わない」

　その言葉を、告げる。

「私はこの時代の人間ではない」

　メルの表情が怪け訝げんに歪ゆがむ。からかわれているのか、それともこの男は正気ではないのか──その判断を迷っているような様子で。

「言ったはずだ、私は噓は言わない。すべてを知っている理由が、まさにそれだからだ。私はこれから先の時代で、命を落とし魔女と化したモルガーナ本人の魂から、この事件を聞いた」

「君、馬ば鹿かなのか？」

　私は首を横に振りながら続けた。

「それなら、私がすべてを知っている理由を説明出来るのか。三本の鍵のことだけではない。物見の塔の最上階がどんな場所かも知っている。長いらせん階段の先にはもう一つの扉があって、その先が彼女の牢ろう獄ごくだ。窓は到底手の届かない高い位置に一つしかなく──」

「うるさい！　もうそれ以上言うな！　どんな手段を使って知ったのかは分からないけど、それ以上言うなら──」

「メル！　モルガーナはこれから三日後の祝祭で死んでしまうんだ！　それだけでなく、彼女は死後、お前たちに強い呪のろいをかける！　──その連鎖を止めなければならない！」

「止めるって──」

「お前の持っている鍵を渡して欲しい。そして、ここに至った真実を語って欲しい！」

「そんなことを今更しても──」

「──お前はこの状況を望んでいないのだろうッ！」


「あ、…………」



　メルの瞳がふらふらと彷徨さまよい、それにつられるように足元が揺らいだ。崩れ落ちそうになる彼に手を差し伸べる。お互いの瞳が交差する。隘あい路ろの奥にもぐり込んで出口を見つけられなくなったような、追い詰められた人間の目。……助けて欲しいと心の底では願っているような目。

「私は、お前の善意を、信じている」

　背を押すように告げる。

　彼の瞳に色が戻り始め、全身の緊張が解けていく──その気配を、支えた腕越しに感じた。

　通じるかもしれない。彼の心を変えられるかもしれない。いや、呪じゅ縛ばくから放てるかもしれない。モルガーナを救う大きな一歩を、共に踏みだせるかもしれない──

「はっ」

　一瞬胸の奥に湧わき上がった安あん堵どは、しかし彼の嘲ちょう笑しょうによって崩された。見たことのない顔だと思った。この時代でも、先の時代でも。私の知らない彼の歪んだ表情。

　彼は私の腕を振り払い、歪いびつに笑ったまま言った。

「……危うく、なんだか分からないまま、飲み込まれるところだったよ。僕の善意だって？　今日一日顔を合わせただけの相手に何が分かるっていうんだ？」

「違うんだ、メル、本当は今日のことだけでなく──」

「君が何者であろうと、関係がない」

　冷たい、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしが向けられる。

「僕たちを邪じゃ魔まする存在だという事実だけで──十分だ」

　なぜだ。メル、お前は、この事件に関かかわったことを唯一後悔しているはずだ。そうじゃなかったのか？　そんなつもりではなかった、助けて欲しいと、あの時言っていたのは何だったんだ？　それとも、この今、この瞬間は──違うというのか？

　あれは、死という結末を経たからこその、後悔でしかなかったのか？

「つまり君は、僕なら鍵を奪いやすいと思ったから、こうして僕に的を絞ったわけなんだろ。モルガーナを救うって言うのも本当かどうか分からないしね。大体、それが目的なら、そのお得意の口で民衆を煽あおれば良いじゃないか。そのうち味方も出来て、大勢で物見の塔に踏み込めるかもしれない──僕やあいつらから鍵を得るより、ずっと確率が高いと思うけどね！」

「違う！　言ったはずだ、必要なのは鍵だけではなく、お前たちの抱える真実なのだと！」

「死後のモルガーナのために？　まだ彼女は生きているのに？　……それこそ訳が分からない理屈だよ。やっぱり、君の言っていることはおかしいし、信じられる理由もない」

　そして彼は、「もう話はお終しまいだよ、それ以上何か言うようなら兵を呼ぶから」と背を向けた。

　だめだ、このまま行かせてはいけない。まだ話を終えてはならない。手を伸ばす。口を開く。けれど何も言葉が出てこない。何を言えばいい。何を言えば、彼を納得させられる？

　分ぶが悪い説得であるのは分かっているんだ。彼にとって、私は突然現れた外部の人間で、そんな奴が何を言ったところで容易には受け入れられない。それならもっと時間をかけるか？　明日も同じことを彼に言い続けるか？　だめだ、そんな時間はない。期日まであと三日しかないのだ。

　何を、言えば……。

『──彼が何のために事件に関わっているのか、思い出してください！』

　ジゼルの声が、まるで電撃のように貫いていく。は、と顔を上げ、今まさに扉に手をかけようとしているメルに向けて叫ぶ。

「お前がやっていることは、妹を救うどころか殺そうとしている!!」

　彼の手がぴたりと止まり、とても緩かん慢まんに、螺ね子じの抜けた人形のようにぎこちなく振り返る。

「モルガーナの血に奇跡の力なんてないんだ！　だからこそ、祝祭の日に大勢の人間が死ぬ！　これは病気を広げる愚かな行為でしかない！」

「……噓だ。だって、僕は、見たんだ。彼女が……奇跡を起こすところを」

「それは強く信じたが故ゆえの──盲信による奇跡だ！　彼女の血に力はない！　現に、ネリーの病は完治していないだろう！」

「噓だ……」

「このまま彼女の血を妹に差し出し続ければ──妹も祝祭の日に命を落とす！　お前は何一つ報われない事件の引き金に、指をかけているんだ！」

「噓だ……！」

「お前たちは祝祭の日にすべてを失う！　それを止める方法はひとつしかない……！　その幽閉を──、中断することだ!!」

「噓だっ！」

　破裂したように叫びが部屋中に広がった。そして彼は大おお股またで一気に距離を詰めると、私の胸元を摑つかんだ。至近距離で見る彼の表情は鬼き気き迫るものがあり、錯乱する一歩手前のように見えた。

「な、なんなんだよ、それこそ、信じられるわけがない！　ぼ、僕の妹が、し、死ぬって？　ひどい噓だな……！　お前こそ僕の妹を殺そうとしているんだろう！　僕はただ、ネリーを救うために……！」

「救う方法は、お前が今やっているやり方じゃない！　お前が本当にやるべきことは、モルガーナから血を奪うことではなく──彼女の傍に居続けることだろう！」

「うるさい、うるさい、うるさい！　お前に何が分かるっていうんだ!?　さっきから勝手なことばかり言って……！　僕は言ったはずだぞ、それ以上何かを言ったら兵を呼ぶと！」

「お前はこのままでいいのか！　お前の後悔は──」

「──後悔なんてしてないッ！」

　彼は私の胸元を握り締めて、唇を強く嚙かみ締めた。真まっ青さおな顔をしている。やはり後悔をしていないなんて言葉は噓なのだ。そう自分に言い聞かせるしかない状況なのだ。自分で自分を追い詰めているのだ。

　それを象徴するかのように、彼は悲鳴染じみて、叫んだ。


「僕はやめないからな……！　モルガーナを幽閉し続けて、彼女から血を奪い続ける……！　お前だって、すぐに殺させてやる……ッ！　そうすれば──！」






「──お兄さま、今の話は、本当なの……？」




　その時完全に空気が凍こおりつき、

　亀き裂れつの入る音を聞いたような気がした。

　いつの間にか扉は開かれており、そして、闇やみにそっと佇たたずむ小さな姿があった。

　メルは凍りついたまま、首だけをどうにか曲げて、彼女を見た。

　その時彼がどれほどの絶望を抱いたのか──考えるまでもなく。

　彼は私から手を放し、どさりと、膝ひざをついた。

　私は沈痛に瞼まぶたを閉ざした。あまりにも辛つらい現実を二人に突きつけている──その自覚はあったが、それでも、こう言うべきだと思った。

「来てくれてありがとう、ネリー」

　だって、私が、彼女を呼んだのだから。





◇◇◇






　三者の間に──いや、正確にはジゼルも含めて四者の間に重たい空気が流れていた。彼らにジゼルの声は届かなくとも、私たちは同じ場と感情を共有している。

　あの時、ネリーは私の言葉を悉ことごとく否定していたが、それでもこうして最後にした〝頼みごと〟通りに来てくれた。……「私が彼と話をするから、真実を知りたいのなら部屋に来て欲しい」それが私の言った言葉だった。きっとネリーは、私の噓を証明するためにここまで来たのだと思う。正しいのはメルの方で、「やっぱり何も問題はなかった」と安心するために。

　しかし現実は逆になってしまった。証明されたのは残ざん酷こくな現実の方だ。

「……どうか、真実を語ってください」

　私はもう一度、その言葉をメルに向けた。

「モルガーナのためだけでなく、ネリーのためにも」

　メルは俯うつむいたまま微動だにしなかった。一瞬にして養分を失った枯かれ草くさのような様子で、病に侵されているのはネリーではなく彼の方なのではと思うほどだった。

　私はネリーに視線を送った。彼女は怯おびえるように萎い縮しゅくして、胸元で手をぎゅっと握り締めながら、弱々しい声で彼に語りかけた。

「本当に……、お兄さまは……、聖女さまを幽閉しているのね……？」

　まだ言葉を挟むべきではないと思っていたが、それでも「聖女？」と問い返してしまう。ネリーはモルガーナのことを知っていたのか？

「聖女さまのお顔も、名前も、ネリーは知らないわ。でも、ぼんやりと覚えているの。ネリーが病気で寝込んでいる時に、聖女さまが血を分け与えてくれて、その声がとても優しかったことを。……ネリーはね、聖女さまは修道女さまなんだと思っていたのよ。だってみんなあの人のことを聖女さまって言うし……なんだか声も雰囲気も違う気がしたけど、みんながそう言うならそうなんだわって。だからネリーはいつもあの人に、〝聖女の血〟を分けてくれてありがとうってお礼を言っていたの……」

　それを聞いて、様々なことに納得がいった。修道女の親しみやすい性格なら、間違いなくネリーと仲良くしようとしたはずだ。しかしネリーは彼女に対して一歩引いた態度を取っていた。それは相手が権力者だからではなく、自分を救った聖女──いわば信仰の対象として扱っていたからだ。……それなら友人のように振る舞えまい。

　ネリーは言葉の通り〝血〟を分けてくれたことに感謝したが、修道女は〝聖女の血〟は薬の別称だと思っている。その認識のズレは正されることなく、この日にまで至っていた。

「でも、本当の聖女さまは……あの人じゃないのよね。物見の塔の最上階に……いるのよね」

「……その通りです」

「その理由は、ネリーの病気を治すため……」

「……それも、その通りです」

　私が頷うなずくと、ネリーは縋るようにメルに言った。

「でも、どうして!?　聖女さまは何度もネリーたちのお家うちに来てくれたじゃない！　聖女さまが奇跡を拒んだの？　だから幽閉なんてしてしまったの……!?」

　メルの沈黙は、尚なおも続く。


「ねえ、そうなのお兄さま……？　だ、だったら、もういいわ。こんなことはやめて。ネリーは病気のままでいい。聖女さまを幽閉してまで血をもらいたくなんてないわ。……それに、彼……ミシェルが言うには、その血も意味がないんでしょ……？」




「…………」



「もう、ネリーのために悪いことはしないで……」

　その時、低く乾いた笑い声がした。ネリーも私も、そしてきっとジゼルも、怪け訝げんな顔をする。こんな時に彼が笑うとは思っていなかった。

　メルが顔を上げる。ほんの一瞬、その顔が、十代の若い青年が浮かべるようなものではなく、疲れ果てた老ろう衰すいした男のようなものに見えた。

「本当は、ネリー、君のためじゃないんだ」

「え？」

「君のためという免罪符を掲かかげているだけに過ぎないんだよ」

「……どういうことなの？」

「僕は誰だれかのために、自分を犠牲に出来るような人間じゃない」

「ね、ねえお兄さま、分からないわ。それなら教えて。どうしてこんなことになっているの」

「それを教えたら」彼の微ほほ笑えみは昏くらく──「君はもう、僕に夢なんて見られなくなるだろうね」

　ネリーは喉のどを鳴らして唾つばを飲んだ。そんな表情を浮かべる兄を、初めて見たのだろう。私だって彼がここまで暗い顔を──憔しょう悴すいした態度を見せるとは思っていなかった。それほど普段の印象からはかけ離れている。穏やかな日常に身をゆだねる青年は、もう存在しない。

「い、いいわ、それでも。……どんなことを言われても、ネリーはお兄さまの味方だから。そう誓ったんだから……」

「……どうかな。僕は、君を、そこまで強い子だと思っていないよ。夢見がちで狭い世界に住んでいる──」彼は額に手を置いて項うな垂だれた。「いや、それは、僕もか……」

　そして彼は、そのままの姿勢で「分かった」と呟つぶやいた。「どちらにしろ、もう逃げようがない……」とも。

「話すよ。ここに至るまで何があったのか、包み隠さず。……ネリー、受け入れられなかったらそれでいい。話の途中でもいいから、この部屋から出て行って……」


「…………」



　ネリーの瞳ひとみは怯おびえるように濡ぬれていた。

　私は彼女と視線を合わせて、大丈夫だと意思を込めるように頷いた。……どんなに醜みにくく凄せい惨さんな事実が隠されていようと、それに向き合うことが出来れば──その強さが持てれば──彼らの絆きずなは保たもたれるはずだ。けれど背を向けてしまえば、もう永えい劫ごうに取り戻せない。それこそ、私が見た、彼らの来世のように。

　これは、ネリーにとっても、強さを問われる場なのだ。

　ネリーの瞳はまだ弱気に圧おされていたが、それでも思った以上にはっきりと頷いてみせた。

「きっと、出て行かないと思うわ」

「……それを、祈いのるよ……」

　そして彼は、ゆっくりと語り始めた。

　長い夜が始まろうとしていた。






４　彼の真実








　十七の誕生日を迎えるまで、平和な毎日だったんだ。晴れた日には実家の庭を散歩して、僕は木こ陰かげでうたた寝をする。絵に描かいたような毎日さ。

　そして、そう、隣にはいつも君がいたね。僕と同じ亜あ麻ま色いろの髪をした君が。けれど君の髪は、陽ひ射ざしを浴あびるときらきらと輝いて──僕のとは別物に見えた。まるで太陽みたいだったよ。

　そういう穏おだやかな毎日がさ……ずっと続くと思っていたんだ。本気でね……。

　でも、ある時から僕の身の回りは急変した。父が倒れて、そのまま帰らぬ人となったんだ。あまりにも突然の出来事で、親族たちは大慌てで後継者について話し合うようになった。順当に言って後継者は僕さ。あの家の長男は僕だったんだからね。僕はもう十七になる頃ころ合あいだったし、十分大人としてやっていける歳としだった。

　少なくとも僕はそう思っていたけれど──周まわりはそうじゃなかった。

　僕みたいな甘い奴やつに後を継がせるのが不安だったんだろう。結局、話し合いの末、後継者は叔お父じということになった。すべてが知らないうちに決められて、正直、戸惑ったよ。どうして僕には何も言わないのかって。でも、心の中ではほっとしていたところもあったんだ。僕は自覚していた。自分が跡取りの器うつわじゃないって。

　だから、誰かが責任を負ってくれるのならそれで良かった。僕が今まで通り平和に暮らせるなら、なんだって良かったんだよ。もちろんそんなことは表には出さなかったし、僕自身ですら自分がそこまで勝手なことを考えていると当時は気づいてなかった。分かったのはつい最近だ。ああ、僕はこんなにも自分のことしか考えられない人間だったんだって──すごく落らく胆たんしたよ。

　でも、自分ですら分かっていなかった僕のそういう性格を、叔父は見抜いていたんだ。

　僕は勘当を言い渡された。

　不幸中の幸いというべきか、僕にはしばらく暮らせるだけの資金が渡された。それから暮らす場所も。実家からずいぶん遠い場所に一軒家が用意されたんだ。僕が簡単に戻ってこれないようにしたかったんだろうな。まあ、僕だって戻るつもりはなかったけどさ……。

　でも、何よりの幸運は──ネリーが僕についてきてくれたことだった。

「ここがネリーとお兄さまの新居ってわけね！」

　実家と比べたらまるで犬小屋のような一軒家に到着して、ネリーはまず笑顔でそう言った。実家を追い出されて消沈している僕に対して、ネリーは嬉き々きとしていたよ。当時の僕には理解出来なかった。どうしてこの子は、こんなひどい状況なのに笑っていられるんだろう、って。だって何もないんだ。大きな庭も、絵画の一枚も、花をいける花か瓶びんも、銀皿に詰まった果くだ物ものも、使用人も。

　そんな風に落ち込んでいたら、ネリーは「何にも問題ないわ。だってネリーがいるし、お兄さまがいるもの」って自慢げに言った。僕はその時、彼女はまだ状況が分かっていないだけなんだろうと思って、せっかく励ましてくれているのに少し苛いら立だっていた。

「本当に良かったの？　僕と来るっていうことは、もう……家に居た頃みたいな良い生活は出来ないんだよ。この最悪の状況がずっと続くってことなんだ。分かっている？」

「分かっているわよ。あのね、ネリーが本当に欲しいものは、世界でたった一つだけなのよ？　何より大切なものが傍そばにあれば、それでいいんだから！」

　僕はぽかんとして、彼女が何を言っているのか初めは理解出来なかった。

　つまり──彼女が一番欲しいものは僕との生活で、僕との時間だったということ。昔からお兄ちゃん子だと思っていたけど、そこまで想おもわれているとは分かっていなかった。

　ネリーは歌うように、「お庭がなくたって、太陽はいつだって輝いているじゃない。庭師の人が手入れをしてなくたって、お花も咲くわ。一番大切なものさえあれば、ネリーの世界は輝いているのよ」と続けた。

　その時の彼女の笑顔はとても眩まぶしかったし──忘れられなかった。

　お金も身分も何もかも失ってしまった僕のことを、ネリーは見捨てないどころか、特別な存在のままにしてくれた。そのことがとてもありがたかったし──

　僕も、自分自身を見放さずにいられたんだ。

「ありがとう、ネリー。君がいてくれて良かった」

　そう言うと、彼女は当然だと笑って、「だってネリーは、お兄さまのお姫さまなのよ？　お姫さまは、王子さまの傍にいるべきだわ！」と言った。

　お姫様とか、王子様とか、貴族でもなくなった僕たちには遠い言葉だったけれど、その冗談は少し笑えたよ。





◆◆◆






　二人で暮らす生活は、何事もない平和な毎日だった。

　何事もないって言っても、温室育ちの僕たちにとってみたら新鮮なことばかりだったけれど。たとえば、そう、街で鶏にわとりを一羽買ってきたんだけど、僕もネリーも鶏のさばき方なんて知らなかった。買った時だって、僕はてっきり料理されたものを届けてくれるんだとばかり思っていたんだよ。……笑っちゃうだろ。「どういう料理にしてくれるんですか？」って商人に聞いたら、こいつは何を言っているんだ？　って目で見られたよ。当然だよね。でも、その時の僕は、冗談じゃなくて本気で分かっていなかったんだ。

　僕だけじゃなくて、ネリーも愉ゆ快かいだったな。鶏を持って帰ってきたら、「そのにわとりさん、どうするの？　ペットにするの？」って言うんだもの。

　とにかく、僕たちの考える〝料理〟っていうのは最初から出来上がったもので、生きている鶏とは結び付いていなかったんだ。

　結局、鶏をさばくのは僕の仕事になったんだけど、鶏を殺すのなんて初めてだったから、いざって時に目を瞑つむっちゃって。逃がしちゃったんだ。貴重な食料だったのに、もったいないことをしたよ。

　そんな風に、最初のうちは何もかも分からなくて、やることなすこと失敗ばかりしてたけれど──そのうち僕も色々なことに慣れていって、昔の日々を思い返すことはなくなっていった。

　こんな生活もいいなと──そう思い始めていた時期だった。

　崩壊が始まってしまったんだ。

　もう分かっていると思うけれど、ネリーの病気のことだ。彼女が高熱を出して、それが中々引かなくて……。最初はただの風か邪ぜだと思っていたけど、どんどん悪化していった。そして、明日には良くなる明日には大丈夫って思い続けながら、結局彼女はベッドから起きられない状態になってしまった。

　いつもは騒がしいくらいに明るくしてくれるのに、目に見えて衰すい弱じゃくしていった。何か欲しいものはないかと聞いても、彼女は弱々しく首を横に振って、僕が傍にいてくれたらそれでいいと言う。何か食べさせようとしても食欲が湧わかないみたいで、口にするのは水くらいだった。

　日に日に弱っていくネリーを見て、僕は不安でたまらなかった。僕はどうしてもネリーを失いたくなかったんだ。

　せっかく、この生活が平和なものに思えてきて、前を向けるようになってきたっていうのに……このままじゃ、また、僕の世界が崩くずれてしまう。だから僕は、必死に薬を探し回った。身体からだに良いと言われる食べ物も、果物も、片っ端から集めて、ネリーが回復するのを祈ったんだ。

　そんな僕を見て、ネリーは感動していたみたいだった。ネリーのためにここまでしてくれるなんて、って、目を潤うるませてさ。

　でも、あれはね……。

　本当は……、僕のためだったんだよ……。

　結局は、僕が一人になりたくないから、誰かに僕のことを認めてて欲しいから──そうでないと自分自身が崩れてしまいそうだから、君を助けたかったんだ。

　どんな時でも、僕は、自分のことばかり考えている。呆あきれるくらいにね。

　けれど結局、決め手になるような薬は手に入らなかったんだ。僕の焦しょう燥そうは増していって、悪夢も多く見るようになった。いいやむしろ眠るのすら怖くなった。朝になって、ネリーがもし目を覚まさなかったらどうしようと……その瞬間が恐ろしくてならなかったんだ。

　ネリーが回復するのなら、なんにでも縋すがりたかった。

　そんな時に、街道の小さな市場で噂うわさを聞いたんだ。湖こ畔はんに住む魔女の、ね。

　その人は、俗世から離れた生活をしているようで、もうずっと街には下りてなくて──小屋からほとんど出ないんだって聞いた。不気味だなと思ったし、魔女に頼るのはどうかと思ったけれど、さっきも言ったようにネリーの病気が治るのなら何にでも縋りたかった。その相手が神じゃなくても良かったんだ。

　それに魔女なら、病気だって良くなるような薬草を持っているのかもしれない。だから噂を聞いてから、僕はすぐに湖畔に向かった。幸い、僕らの小さな家から、その湖畔はさほど離れていなかった。

　噂通り、湖畔には小屋が建てられていたんだけど、僕たちの家よりずっとずっと小さくて、おんぼろで、贅ぜい沢たくって言葉からは無縁の雰囲気だった。どんな人がいるのか分からなかったし、世捨て人なら気難しいのかもしれない。正直おっかなびっくりだったけど、意を決して僕は扉をノックした。

「誰ですか……？」

　最初にその声を聞いた時、僕は驚いて、息を飲んだよ。

　世捨て人で、ずっと前から湖畔に住んでいるって聞いたから、そりゃもうよぼよぼの婆ばあさんだろうって思ったんだ。

　でも、その声は、若い女の子のものだった。

　それだけじゃなくて──、たった一言しか発していないのに、彼女の声には吸い寄せるような何かがあった。ずっとその声を聞いていたいと思うような……奇妙な力だよ。何ていうんだろう、声そのものに魅力があるというのかな……。

　うまく言えないんだけど、魔法みたいだった。

　僕は呆ほうけてしまった。まるで魂が抜かれたみたいにぼんやりしてしまって、何も言えなかったんだ。

「誰……」

　もう一度そう問われて、はっとして、ようやく僕は返事をした。なんとか、しっかりと話せるように、意識して……。

「妹が重い病気にかかっていて、どうしても薬が欲しいんです」


「…………」



「この小屋に住む人なら、薬草に詳しいって聞いて……。何か、薬をもらえませんか」

「……症状は……」

「あ、えっと、とにかくすごい熱で……。食欲もなくて、飲み物くらいしか口にしないんです。ずっと起き上がれなくて……」

「じゃあ、まずは熱を下げた方がいいわね……。熱が下がったら栄養のある食べ物を。薬草は二種類用意するわ……。一つは熱が高い時に、一つは熱が下がった時に……」

「あ、ありがとうございます」

　若い女の子が相手だっていうのに、僕は恐縮してしまった。その人はさ、ネリーみたいな明るくて高い声音ってわけじゃなかった。どちらかと言ったら、暗めで静かに喋しゃべる感じなんだけど──でもね、とても澄み切った声なんだ。

　だから、僕は、彼女がどんな顔なのかとても気になってしまった。扉越しの彼女は、いったいどんな女の子なんだろうって。こんなにも綺き麗れいな声で、僕の意識を引き付けて止やまない女の子は、一体どんな顔をしているんだろうって。

　その願いが届いたのか、金貨と交換に薬草を手渡す際に、扉から少しだけ顔を見せてくれたんだ。ほんの一瞬だよ。彼女も目が合った瞬間、意図していなかったのかはっとして、すぐに扉を閉めようとしたから。

　僕はどういう表情をすればいいのか、一瞬、分からなくなっていた。

　……勝手に、彼女がとても綺麗な顔をしているんだろうと思い込んでいたんだ。あんなに綺麗な声をしているんだから、顔も同じはず──って。

　でも、違った。

　噓うそ偽りなく話すと言ったのだから、正直に言うけど……。

　彼女の顔は、とても不ぶ気き味みだった。

　あんな綺麗な声からは想像もつかないような、気味の悪い顔をしていた。皮ひ膚ふが爛ただれているというのか、内側の肉のようなものが覗のぞいていて、直視するのが厳しいくらいだったんだ。フードで顔を隠しているからすべてをはっきり見たわけではなかったけれど、見えた部分だけを考えても悲惨過ぎるくらいだった。

　でも、そこで目を逸そらしちゃだめだろう？　彼女はきっと、こんな顔をしていたから世捨て人になったんだろうし。だから傷つけちゃいけないと思って、僕は自分の嫌悪感を隠して笑うことにしたんだ。

　……そういうわけで、僕の笑顔はただ取り繕つくろっただけに過ぎなかったんだけど。彼女の目にはそうは映らなかったみたいで……。

　その女の子は、驚いた顔をしていたよ。

　そう、彼女がモルガーナだ。

　助けてくれたにもかかわらず……僕が裏切ってしまった女の子だよ……。





◆◆◆






　魔女からもらった薬草は、少しだけ効きき目があった。街の医者をあたるより正解に近いような気がした。それでも少し持ち直したっていう程度で、やっぱりネリーの具合は回復しきらなかった。だから、僕は度々、魔女の住む小屋に向かって薬草を買っていた。

　その度に扉越しの声を聞いた。僕は彼女の顔を知っていたし、不気味だと思ってはいたけれど、それでももっと間近に……つまり扉越しなんかじゃなくて……彼女の声を聞けたら素敵だと思ったんだ。だってその声は、本当に綺麗だったから。

　それに、扉越しで話をした分には、僕たちは年齢も近いようだった。

　彼女は十六歳で、僕は十七歳。年齢が近いと、なんとなく親近感が湧いたりするじゃないか。別世界の魔女だと思っていたけれど、本当は身近な女の子なんじゃないかって。

　その頃には、彼女の名前も聞き出すことが出来て、彼女も遠くから来たようで、境遇が似てるって思ったんだ。だから、もしかしたら友達になれるかもしれないと思って、彼女を散歩に誘ったんだよ。

「あんまり部屋の中にこもってたら、良くないよ。せっかくきれいな湖畔があるんだから、そこをぐるりと回ってみよう」

　──っていう風に。

　正直、出てきてくれないかと思っていた。だってモルガーナはずいぶん長いこと他人との接触を拒こばんできたわけだし、最初は僕が知らなかったからお金を渡してしまったけれど、いつもは物々交換で済ませていたみたいなんだ。つまり買い出しに街に下りることすらしなかったんだ。

　ものすごく長い沈黙があって、ああやっぱりだめだったかな、むしろ怒らせてしまったかな──なんて不安に思っていたんだけど、驚くことにうっすらと扉が開いた。

　僕はびっくりして、でもとても嬉うれしくて、久しぶりに心の底から笑った。

　彼女は僕の笑みをちらりとだけ見て、すぐに俯うつむいて、風で搔かき消されるような小さな声で「遠出はしません」と言った。僕は「充分だよ」と言って、また微ほほ笑えんだ。




　こうして僕とモルガーナは、時折一緒に散歩をする仲になった。とはいっても、隣を歩くんじゃなくて、一定の距離を開けて決められた道を往復するだけの奇妙な散歩だった。まるで軍隊の一部みたいな規則正しさだ。散歩にかける時間も彼女の中では決まっているみたいで、僕がペースを落としたりルートを外れようとするとやたらと警戒されたし、すぐに帰ろうとする。散歩っていうのはもっと気を抜きながら、風景や会話を楽しむものだと思っていたんだけど、彼女はまるで義務のように歩くんだ。

　そんな規則的過ぎる散歩も、何回かやると慣れてきて、僕も適度な距離を開けつつ話しかけることが出来るようになっていた。まあ、会話のほとんどは僕が一方的に話しかけるばかりで、彼女は相あい槌づちを打つ程度だったんだけど。

　でもある日、こう言ったんだ。「驚いているんです」と。

「驚いているって……何が？」

「私の顔はこのように醜みにくいものですから、それを知っての上で、散歩に誘うような人がいるとは想像もしてませんでした。……変わった人ですね」

　確かにその通りかもしれないけど、僕は笑って「そんなことないよ」と言った。

「僕たちは歳としも近いわけだし、もっと仲良くなれると思ったんだ」

「仲良くしたいのですか、この私と」

「そりゃあ、僕たち境遇が似てるわけだし。共感とか色々あるんじゃないかな？　若いのに色々と苦労をしててさ、こんな辺へん鄙ぴなところで暮らして……」

　僕は何なに気げなくそう言っただけなんだけど、その時彼女が突然足を止めた。そしてあの綺麗な声を歪ゆがませて「もしも私と……本当に境遇が似ているのなら……、あなたは今いま頃ごろ笑ってなどいない」と言った。僕は迂う闊かつなことを言ってしまったと思った。

　彼女の言う通りだと思った。色々苦労をしている？　どの口が言うんだ。だって僕は元々は裕福な生まれで、実家から渡されたお金もあって、まだ働かないでも何とかなっている。

　でも彼女は全然違うんだ。若い女の子がたった一人で生計を立てて暮らすなんて厳しいに決まっている。それに顔の傷が生まれつきじゃないのなら、何かが原因でそうなってしまったんだ。あまり考えたくないことだけど、虐ぎゃく待たいとか折せっ檻かんとか、そういう可能性だってある。

「あの、ごめん……適当なことを言って。そうだよね、似ているわけない。でも、それなら、君がどんな生き方をしてきたのか聞かせてよ。もちろん話せるところだけでいいから。きっと辛つらいことがたくさんあったんだと思うし──、人に話したら楽になるはずだから」

　彼女はフード越しの瞳ひとみを僕にじっと向けていた。影になっていてよく見えなかったけれど、金きん色いろに近い瞳だった気がする。声だけでなく、目の色も、そして雰囲気自体も、人とはずいぶんと異なった子だった。

　その時、彼女が何を考えているのかは分からなかった。表情がなかったし、分かりやすい仕草があるわけでもない。僕はだんだん笑顔を作れなくなっていた。なんだか、僕の上うわ辺べだけの優しさとか、そういうのを全部見透かされてしまいそうな気がしたんだ。

　視線を外してしまった後で、彼女は「私の話は、しません。けれど気を遣つかっていただいたことは私でも分かります。……ありがとう」と言った。

　その声には何の感情も乗っていなくて、凍こおりついた泉のようだった。とても綺麗で近づきたいのに、凍いてつく寒さがそれを許さない。彼女の心はがっちりと閉ざされていて、僕程度では開けそうになかった。




　けれど、そんな風に思いながらも、僕は彼女との散歩を止やめなかった。僕の心にも少しずつ変化があって、彼女の心を溶かす手伝いをしたいと思うようになったんだ。彼女が人並みの感情を取り戻して、生活がせめて潤うるおうような──。

　その想おもいだけは、決して、上辺だけのものじゃなかった。

　それが通じたかどうかは分からないんだけど、ある日、自分のことは話さないと言っていたモルガーナが少しだけ語ってくれたんだ。僕はいつもネリーのことばかり話していたから、ためしに「君に大切な人はいないの？」って話を振ってみたんだよ。どうせ「いない」って答えるんだと思っていたんだけど、意外にも彼女は「今は、いません」と言った。

「今は、ってことは……昔はいたの？」

「もう……、亡くなりました。四年前に少し辛いことがあって、私に人の優しさを教えてくれた人と──別れることになったのです」

「そう、なんだ……」

　彼女の言い方は淡たん々たんとしていて、ちっとも悲しそうな響きをしていなかった。でも、こうして何度か散歩を共にするようになって、僕は彼女の人となりが多少は分かるようになっていたから、そのまま受け取ったりはしなかった。

　彼女はとにかく感情を隠そうとしている──いや、表現の仕方が分からないんだ。むしろ、そんな彼女が「辛いこと」と言ったのだからよっぽどなんだと思う。「少し」って言ったけど、それも本当は、その程度じゃ済まないんだろう。怪け我がを隠しながら見み栄えを張って「大丈夫」と言うようなものさ。……多分ね。

　彼女ははっとしたように顔を上げて、「今日はこれで」と言って帰っていった。散歩の時間はまだ終わっていなかったのに。いつもと異なるその態度が、まるで証拠のように思えた。

　その人が生きていれば彼女は幸せでいられたのだろうか？

　そんなことを思ったけど、死んでしまった人は帰ってこないのだから、考えるだけ意味のないことだった。それと同時に、湖畔に取り残された僕はとてつもない寒気を感じたんだ。

　大切な人の死。──それは、ネリーの死を予感させるものだったから。




　ネリーの看病を続け、モルガーナと散歩をする。そんな日々がしばらく続いた。ネリーの具合は良くなったり悪くなったりで、僕は一いっ喜き一いち憂ゆうするばかり。

　僕の心が休まる日は来なかった。

　看病をずっと続けていると、こっちが参ってきちゃうんだ。本当に辛いのは、病気になっている方だっていうのにね……。分かっていながら、看病の苦しさから楽になりたかったんだ。

　だからかな、ついに僕は、奇跡を望むようになってしまった。神でも天使でも、それ以外の存在でも──ネリーの病気を治し、僕を楽にしてくれるものがあれば良いと。

　そしてその想いの一部を、散歩の時、モルガーナに零こぼしてしまった。

　どんな手段でも、奇跡でもいい。妹が助かる方法があれば……って。

　僕はいつものように、僕の夢想を彼女が言葉で両断するものだとばかり思っていた。彼女はそういう性格だと思っていたから。感情が感じられない──けれどとても綺麗な声で──愚おろかなことを考えるものですねと切り捨てるのだと。

　でも、彼女の返事は、僕の予想とは違ったんだ。

「奇跡は存在しますよ」

　僕は一瞬、聞き間違いかと思った。でも彼女は間違いなくそう言って、そしてあんなに距離が開いていたのに、すぐ近くまで近づいた。

　それこそフードで隠れた金色の目が見えるくらいに。

「あなたが信じ、願えば、それは奇跡として姿を現します」

　ただでさえ人の意識を引き付ける強い力を持つ声が──殊こと更さら引力を増して僕を飲み込んでいく。いつもと変わらない晴れた湖畔、いつもと変わらない気難しそうなモルガーナ──けれどその時何かが決定的に変へん貌ぼうし始めていた。

「私の話を聞きたいと……、何度か、あなたは言いましたね」

「う、うん……」

「今から私の話をしましょう。そうすれば、なぜ私が、あなたと私は似ていないと告げたのか分かってもらえるはずです。それは単に生活のことだけではないのです。けれど、この話を聞けば、きっと希望が湧わくはずですよ……」

　いつもは顔を隠すように俯いているのに、その時、モルガーナははっきりと顔を上げていた。話し方もぼそぼそとした小さなものではなく、はっきりと、自信を持って、明確に、淀よどみなく。

　僕はもう、言葉を挟はさめなかった。

　無防備な心に、彼女の魔力的な声が、入り込んでくる──

「私は今、湖のほとりで魔女として暮らしていますが──本当はそうではなかったのです」

　そして彼女は、

　それこそ神の啓けい示じを告げるように、恐ろしいほど堂々と告げた。

「私は──聖女なのです」




　普通はそんなことを言われたら、この子は何を言ってるんだ、って思うだろう？　僕も最初はそう思ったんだけど──いや、思おうとしたんだけど──不思議なんだ。それを否定するのが馬ば鹿からしいくらいになって、気づけばモルガーナの言葉にどんどん引き付けられて、いつの間にか彼女の語るすべてを黙って聞いていた。

　聞けば聞くほど、その言葉には噓うそがないように思えて──

　そのうち、僕は、彼女が聖女であると……奇跡の血を持つ者であると……信じていたんだ。

　彼女の産うぶ声ごえは不作続きの村に大おお粒つぶの雨を降らし、そして彼女の血は病やめる者を救うのだ……とね。

　彼女は袖そでを捲まくって腕を見せてくれた。軟なん膏こうを塗り続けることでずいぶん良くなったみたいだけど。そこにはまだ大量の切り傷の名残なごりがあった。その傷はすべて、血を望んだ民のために作られたものだと教えられたよ。

　そのことも疑わなかった。傷きず痕あとを見たのがもっと前であれば、自傷の痕こん跡せきなのかと思って彼女を憐あわれんだのだと思う。でも、その時の彼女の雰囲気はもう普通とは違って、どこか超越したものがあって……。

　僕ですら、尊とおとい犠牲の傷だと思ってしまった。

　今、こうして昔のことを話していると、僕はやっぱりどうかしていたと思う。……でも、そう思っているにも拘かかわらず、今でもモルガーナが普通の人間ではなく特別な力を持っているのではないかと考えてしまう。もうずいぶんと彼女の声を聞いていないというのに、まだ、耳の奥にこびりついている。

　すべてを語った彼女は、僕と妹のために、血を捧ささげてくれると言った。

　気づいたら、僕は二つ返事で了承していた。そして彼女を僕の家まで連れて行ったんだ。ネリーはその日も苦しげにしていて。意識も朦もう朧ろうとしていた。モルガーナが聖女であると心から信じていたその時の僕は、ネリーの傍に近寄って「もう大丈夫、何も心配はいらないよ。だって聖女様が来てくれたんだから」と微笑んで言った。

　ネリーはほんの一瞬怪け訝げんにしたけれど、モルガーナが傍そばで囁ささやいたら、ネリーの全身から警戒心が抜けて、それどころかぼんやりと弛し緩かんした表情を浮かべたんだ。そしてモルガーナが何か言う度にネリーはどんどん気を許していって、とろんとした夢を見ているような瞳になっていった。まるで洗脳されているみたいだった。

　そしてモルガーナは歌を紡つむぐように、あるいは祈いのりを捧げるように。

　祝福を紡ぎながら腕を切ったんだ。

　まるで何かの儀式のようで、僕と、恐らくネリーも、空気に飲み込まれていた。それを神性的というべきなのか、悪魔的であるというべきなのか、僕には分からなかった。彼女の手首を伝う赤い鮮せん血けつが、まるで触れてはいけない禁きん忌きであるかのように思え──気づけば僕は大量の汗をかいていた。

　足元がぐらついて今にも倒れそうだった。指先がしびれるようで、頭がうまく働かない。もしかしたら僕は、人が踏み込んではいけない領域に存在するものを──僕は目まの当あたりにしているのではないか？

　モルガーナの呟つぶやく神への祈き禱とうすら、次第に言葉として認識できなくなって──

　音だけが、わんわんと頭の中で鳴り響いて……

　視界がゆっくり狭まっていく……。

「大丈夫ですか──」と声がかけられて、意識が引き戻された時には、もうすべてが終わっていた。モルガーナは呆ほうけた僕を、さして驚きもせず見ていた。まるで見慣れているとでもいうように。

「ネ、ネリーは……!?」

　慌ててネリーの傍に近づくと、彼女は安心しきったように眠っていた。呼吸も安定していて、頰ほおも血色が良い。僕はネリーの変化に声を失って驚きょう愕がくした。確かに薬草でも多少は良くなったけれど、こんなに劇的に症状が改善したのは初めてだった。

　……その瞬間から、僕はもうモルガーナの奇跡を疑わなかった。完全に、一いっ片ぺんの疑問もなく、彼女が本物であると信じたんだ。

　モルガーナに礼を言って、治療費を渡さないといけないと思った。でも彼女は静かに首を横に振って、「施しに対価は求めません」と言ったんだ。

「私の血は奇跡を起こしますが、それは信仰により成り立つものであるとお忘れなきように」

「つまり、その、君のことを崇あがめると……？」

「いいえ、まさか。私は神そのものではありません。あなたたちが真に敬うやまい、こうべを垂れるべきなのは──私の父、神です」

　彼女はそれを告げると、「それではこれで」と、散歩を切り上げる時と同じように背を向けた。でも、僕はもう、その背中に向かって「じゃあ、またね」とは言えなくなっていた。

　あんなものを見せられて、彼女と友達になれるなんてもう思えなかった。あまりにも違い過ぎる。あまりにも住む世界が異なり過ぎている。僕は、僕より小さくて折れてしまいそうなほど細い身体からだをしている年下の女の子を──

　心から、恐れたんだ。




　ネリーは本当に回復した。

　モルガーナと友情は築けなくなってしまったけれど、ネリーが元通りになるのなら、何も問題はないと思った。これでようやく平和が戻ってくるのだと、僕は心底ほっとしていた。

　──でも、それで終わっていたら、こんな状況にはなっていない。





◆◆◆






　モルガーナから血を分け与えてもらった数日間は、ネリーも調子を良くしていたんだけど、また熱がぶり返して、ベッドから起き上がれなくなって、終しまいには何度も噎むせ返るようになって──その咳せきの中に微かすかに血けっ痰たんが混じっていたものだから、僕は本当に焦あせった。混乱すらしていた。

　慌ててモルガーナのところまで行って、事情を言うと、彼女は少し不思議そうに首を傾かしげたよ。僕にとってはネリーの生き死には死活問題で、首を傾げる程度の話じゃないんだよ。でも彼女は、多分表情一つ変えていなかった。

　そして奇跡が現れたのに持続しないのはおかしなことだ、なんて言うんだ。おかしくてもなんでも、実際ネリーは体調を悪くしている。僕はなりふり構わず縋すがったよ。ネリーの信仰は揺らいでいない、僕は毎晩あの子に神の教えを説いている、だからこれはネリーに問題があるわけじゃない──って。

　傍はたから見れば滑こっ稽けいなくらい僕は焦っていたけれど、モルガーナは呆あきれた顔一つせずに、「大丈夫です。私は病める者を見捨てはしません」と言ってくれた。そして、もし仮に一度や二度の施しでは完治しなくとも、何度でも僕たちの家に赴おもむき血を与えてくれるとまで。

　彼女は言った通りに、ネリーに血の施しを分け与え続けた。そうすると、その翌日にはネリーは元気になるんだよ。でも同じことの繰り返しだ。結局、また悪夢のような日々が始まったんだ。ネリーの熱はすぐにぶり返して、また起き上がれなくなって、その度にモルガーナを呼んで、血をもらって……。

　そしてその度に、あの儀式を見て……。

　僕は徐々に壊れ始めた。精神的におかしくなりかけていた。僕がやっていることって、やっぱり冒ぼう瀆とく的てきな行いなんじゃないのかと、ただの狂気なのではないのかと……、そう思うようになったんだ。

　だって女の子から血をもらって、それを妹に飲ませているんだよ。

　普通に考えたら……、おかしいだろ……。

　でもそれ以外に縋る方法が見つからないんだ。どうしたらいいか分からなかったんだ。それに実際にモルガーナに会って、彼女の言葉を聞くと、やっぱりこれしかないような気にさせられる。彼女が清らかな聖女であるような気になるんだ。

　後悔するのは、いつも、モルガーナが立ち去った後だ。

　僕はもう、何が正解で、どうすれば良いのか、分からなかった……。

　モルガーナに会っても、段々、その顔が見られなくなっていった。湖こ畔はんの散歩に誘うこともほとんどなかったし、気軽に話しかけることもしなくなっていた。

　そんな憔しょう悴すいの毎日の中、誰だれかが僕の家を訪れたんだ。モルガーナには、まだ声をかけていない日だった。ベッドには静かな寝息をたてるネリーがいて、僕は彼女を起こさないように、そっと席を立って扉に向かった。

「どちらさまですか？」

　扉越しに声をかけても、またノックが響くだけ。……嫌いやな予感がした。ノックと言っても丁てい寧ねいなものではなく、こう、拳こぶしを叩たたきつけるような乱暴なものだよ。モルガーナなら絶対にそんなことはしないし、道に迷った旅人でももう少し丁寧だろう。

　けれど、嫌な予感を感じておきながら、僕の危機管理は甘かったんだ。本当は扉を閉ざしたままにしておくのが正解だったのに、相手が誰だか分からない不安から、閂かんぬきを抜いて扉に隙すき間まを作り、向こう側を覗のぞこうとしてしまった。

　その瞬間だった。


「────っ!?」



　男の大きな手が間に挟まり、あっという間に扉を開けられてしまった。そしてぬっと現れたのは、この地方では見ないような黒髪と黒い瞳ひとみ、そして黄色い肌をした大男だった。

　そして男は突然僕の肩を摑つかんで、すごい力で、家の中に押し込んだ。こうして僕は為なす術すべもなく、招かれざる客を室内に入れてしまったんだ。

「な、な、なんだよ、君は……っ!?」

　大男は何も言わず、僕を見下ろしてじろじろと観察した。切れ長の細い目をしていて、モルガーナとは別の意味で感情が読めない男だった。とにかく不ぶ気き味みで、恐ろしい。そして威圧感を全身から放っていた。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのような心ここ地ちで、僕は身動きすら取れず男を見上げていた。

「おまえ、魔女と関かかわりを持っているな」

　やっと口を開いたかと思えば、突然魔女の話をする。僕は眉まゆを寄せた。

「湖のほとりに……魔女が住んでいるだろう。若い娘だ」

「ま、魔女なんて、知らないよ。だって、あそこに住んでいるのは聖女──」

「聖女？　俺おれは魔女だと聞いたが……そいつは奇跡の血を持っているのだろう？」

　しらばっくれておくべきだったのに、僕は「あ」と声を漏らしていた。男は無表情のまま頷うなずいた。

「図星のようだな。では、その者に相違はない。おまえの力を貸してほしい」

「は……？　力を貸せって、どういう……」

「魔女を家からおびき出す必要がある。奇跡の血が必要なんだ。俺は、魔女から血をもらわねばならない」

「それなら直接行けばいいじゃないか!?　どうして僕にそんなことを……！」

「俺では扉を開くことが出来ない。しかし、おまえが魔女と親しげに話をしているところは見た。湖畔で散歩をしていたな……」

　嫌な予感はどんどん膨らんでいく。逃げ場を求めるように後ずさったけれど、そもそもここは僕の家だ。逃げ出せるところなんてない。

「おまえの力を貸せ」

「ど、どうするつもりなんだよ……。彼女を呼び出して、それで、一体……」

「領主に捕えるよう命を受けている」

「は？　領主って……？　なんで……？」

「それはおまえの知るところではない。求めるのは一つだけだ。おまえの呼びかけで魔女を家から出せ」

　そんなことを言われて、分かりましたなんて言うわけがない。だって男の言い分によると、モルガーナは警戒して扉を開いてこなかったってことなんだろう？　穏やかな状況でないのは明らかだった。

　僕は無理に決まっていると強く否定した。すると男は「そうか」と存外あっさりと頷いたんだ。浅はかにも僕は一瞬安心しかけて、気が緩んだ。その僕を押し退のけて、男は突然ネリーに近づいた。

　そして制止の声をかける間もなく、男は腰に帯びた剣を引き抜いて、ネリーの首筋に向けたんだ。

「ならば、こうするしかないな」

　僕は突然のことに頭が真っ白になって、何も考えられなくなって、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　もしも僕が勇敢であったのなら、僕に勇気が溢あふれていたのなら、男に摑みかかってネリーから引き剝はがしたのかもしれない。けれど僕の足は、まるで自分のものではないかのように、床に張り付いて微動だにしなかった。それどころかがくがくと震えが全身に行き渡り、膝ひざをつきそうになっていたんだ。

「な、何をしているんだ……！　ネ、ネリーから、離れてよ……！」

　男は僕の懇願を聞かず、「お前の選択肢は二つある」と告げた。

「魔女を守るために俺の要求を撥はね除のけるか……俺と共に魔女を捕えるか。ただし要求を撥ねた場合は、この少女を殺す。……決断に時間も与えぬ」

　男は唇の端をゆっくりと吊つり上げて、見せつけるように笑った。

　間違いなくそれは──殺人鬼の顔だった。

「十数えるうちに、選べ。さもなければ、要求を撥ねたと見なして、少女を殺す」

　どうしてこんなことになっているのか──理解すら出来ない。

　だって、少し前まで、僕は実家にいて……何不自由なく暮らしていて……ネリーが元気に笑っていて……刺激のない毎日だけど、平和で……。

　そんな日々がずっと続くと思っていた。

　なのに、どうして、僕は家からずっと離れたところで暮らしていて──

　どうして、奇跡の血なんかと関わっていて──

　どうして、こんな恐ろしい殺人鬼と対たい峙じしているのか……。

　分かるわけがなかった……。





◆◆◆






　僕が下した決断がどんなものだったかなんて、もう分かっているはずだろう？　僕はそのすぐ後、男と、湖畔に向かったんだ。絶望的な気持ちに陥りながら。

　僕はモルガーナが怖くなっていたけれど、もちろん嫌いなわけじゃなかった。むしろ感謝していたんだ。彼女の奇跡は恐ろしかったけど、確かにネリーを救ってくれていた。手首を傷つけるだなんて痛いに決まっているのに、表情一つ歪ゆがめずにネリーと僕のために続けてくれていた。

　それを分かっているくせに。モルガーナが悪い人じゃないってことを十分理解しているはずなのに。むしろ、彼女は本物の聖女なのかもしれないのに──僕は脅迫に負けて彼女を売り渡したんだ。

　気づいたら僕はだらだらと涙を流していた。男はそれを見て煩わずらわしそうにした。そして泣き止やまないと殺すと脅おどしてくる。殺す、殺すと、人の命を一体なんだと思っているんだ。この男にとっては僕なんて虫より軽い存在なのだろう。

　やがて湖畔の小屋に辿たどり着き、僕の、人生最悪の瞬間が始まった。僕は男に脅されるまま、扉をノックした。不在であって欲しいと願ったけれどそんなことはなく、やっぱり彼女は小屋に閉じこもっていて、扉越しに「どちらさまですか」と聞いてくる。

　僕は震える声をどうにか誤魔化しながら、「あの、僕だけど」と言った。


「今日は……、妹の件で寄ったわけじゃないんだ。その──……」



　僕は心の中で願った。どうか扉を開けないでと。どうか今だけは僕のことを手酷く嫌っていてくれと。あなたと一緒に散歩なんて嫌だと言ってと……。

「ずっと距離を置いていてごめん……。君と、ちゃんと話がしたいんだけど……」

　けれどその瞬間、扉の向こうで、息を堪こたえるような声が聞こえたんだ。

　そして……彼女はこう言った。




「私もあなたと話がしたい……」




　なんで。

　なんで、こういう時に、そんな言葉を言っちゃうんだ。

　だってモルガーナはずっと淡々としてて、理知的で、僕の言葉を簡単にへし折って、情緒的なことは何も言わないで、感情的じゃなくて、人を超越したような雰ふん囲い気きを持っていて、冷たい感じで、無機質で、僕のことを何とも思っていない感じで、僕よりずっとずっとずっと恐ろしい存在であるはずで、神のような人で、身近な女の子じゃなくて、怖くて聖女で魔女で、ああ、なのにどうしてこんな時だけ普通の少女のように震えた声を上げるんだ！　どうしてこんな時に僕と話がしたいだなんて言うんだ！　どうして、それが、この瞬間だったんだ……！

　彼女は扉を開いた。開いてしまった。それからはもうあっという間だった。風が吹いたかと思えば、僕に向けて伸ばしていた彼女の腕が突然消えたんだ。いや、消えたんじゃない、あの男に斬きり落とされたんだ！　僕は訳が分からなかった。でも、もっと分からなかったのは彼女のはずだ。腕が落ちたというのに彼女はぽかんとして、その時の顔はやっぱり普通の女の子みたいで、そしてほんの一瞬遅れて絶ぜっ叫きょうを上げた。彼女の激痛が伝わってくるような凄せい絶ぜつな悲鳴だよ。彼女は床に崩れ落ちてのた打ち回って何度も何度も助けて殺さないでと叫んだんだ。ああ僕は一体彼女の何を見てきたのだろう！　彼女は人間を超越した恐ろしい存在なんかじゃなかった！　脆もろくてか弱い十六歳の女の子だったんだよ！　でも僕は動けなかった。助けられなかった。広がり続ける血を見て気が遠くなりかけていた。殺人鬼が恐ろしかったし彼女の悲鳴も怖かった。

　男は倒れた彼女に近づいた。彼女はもちろん這はって逃げようとするけど、もう打つ手は残されていなかった。男は屈かがんで、血だまりに沈むモルガーナの腕を拾った。そしてそれをあろうことか僕に放ほうり投げたんだ。僕は反射的に受け取ってしまった。今でもその時の感触を──切断された人間の腕を抱えた時の感覚を──思い出すと呼吸が出来なくなる。立っていられなくなる。男は僕に向けて「おまえの取り分だ」と言った。意味が分からなかった。僕はそんなもの望んでいない。そもそもあいつが彼女の腕を斬り落とすなんて思ってもいなかったんだ。そこまで酷い行いをするなんて予測していなかった。でもその言葉は、モルガーナの心を切り裂くには充分だった。彼女は血走った目を僕に向けた。もうその表情だけで何を言いたいのか分かってしまった。

『どうして私を裏切った』

　何も言えなかった。これは違うんだよ、なんて弁明出来るわけがない。それにその時、もうまともな思考は残されていなかった。僕を取り巻くすべての恐ろしいものから逃げ出したくてたまらなかった──いいや実際に逃げ出したんだ！

　僕は湖に急いで戻ると膝をついて、嘔おう吐とし続けた。胃の中が空っぽになってもまだ吐き続けた。あんな光景は許容出来なかった。何もかもが無理だった。え？　腕？　腕なんか湖に捨てたよ！　だって人の腕なんだ、欠損した身体の一部なんだ、それを持ち歩くなんて正気の沙さ汰たじゃない！

　分かっている、どうしようもないことをしたって！　だったら彼女は何のために腕を斬られたんだって話さ！　でも、持っていられなかったんだよ……！

　自分の行ったことが恐ろしくてならなかった。僕が引き金を引いたのだと心のどこかでは分かっていたけれど、認めたくなかった。受け入れたくなかった。

　だから僕は喚わめいたんだ。

　僕の所せ為いじゃない。僕が悪いんじゃない。脅されて仕方なくやったんだ。僕だけが悪いわけじゃない。僕は被害者だ──。

　それから僕は、必死で、返り血のついた服を洗った。

　ようやく血を洗い流した頃ころには陽ひも傾かたむき始めていて──烏からすの鳴き声が聞こえていた。僕はやっと家に置いてきたネリーのことを思い出して、家に帰ろうという気になったんだ。

　でも、足元がおぼつかなくて、今にも倒れそうで……。

　もしもネリーがいなかったら、僕はそのまま湖にこの身を沈めたのかもしれない……。

「おにいさま……、どうしたの……？　どこに……行ってたの？」

　家に帰るとネリーが弱々しい声で僕を求めた。僕の様子がおかしいと気づいたのか、彼女は不安そうに首を傾かしげた。一瞬、白状してしまおうかと思った。ネリー、君の兄はとんでもないことをしてきたんだ。君が尊敬している聖女をぼろぼろにしてしまったんだ。僕はとんでもない悪人になってしまったんだ……。

「ごめんなさい……」

　でも、僕の口から零れたのは、謝罪だけだった。しかもそれは、本当はモルガーナに向けなければいけないものだった。

　僕はネリーに縋すがりながら何度も謝った。ごめんなさい、ごめんなさい、許してください、そんなつもりじゃなかったんだ、ごめんなさい、どうか許して……。

「おにいさま……。ネリーの、おくすりが、みつからなかったのね……？　だからそんなふうに、泣いているのね……？　気にしないでいいのよ、おにいさま。ネリーはね、大丈夫なんだから……」

　見当違いの慰めをくれるネリーの手を握り締めながら、僕はただひたすら泣き続けた。

　結局、真実を告げることなんて出来なかった。

　僕はあの時、どうするべきだったのだろう。何をすれば良かったのだろう。あの男に刃向かって死ぬべきだったのだろうか。それともいっそ自害でもして、彼女に詫わびれば良かったのだろうか。

　分からない。

　何が正しかったのかも──

　果たして僕に行動を起こせる力が存在したのかも……。
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　……それからの話は、もう、長くない。数日経たつとまたあの男が訪れた。そして今度は、魔女を新しい教会に閉じ込めるって言うんだ。彼女を幽閉して血を分けてもらって、それを教会で配布させるっていうのさ。寄付金をもらうからほとんど商売だ。

　その計画を進めているのは領主で、あの男は汚れ仕事を請うけ負う部下のようだった。……表向きは領主の護衛として振る舞っているようだけれど。

　男は僕に、その一端を担になえと言った。

　今度は、選択肢は二つもなかった。断ったら死あるのみだ。事件の目撃者は消しておきたいのだろう。でも、こんなことなら最初から僕の選択肢なんて一つもなかったじゃないか。

　僕は男の言いなりになって領主に会い、三本の鍵かぎのうち一つを手渡された。何度も捨ててしまいたいって思ったけど、あの男のことを思い出したら出来るわけがなかった。あいつだけでなく、領主も恐ろしく残忍な男だ。次にモルガーナのように斬り捨てられるのは僕なのかもしれないって思ったら、とてもじゃないけど逆らえなかった。

　──これが、今から半年前の出来事だよ。

　それからは毎日、早朝と夜に、モルガーナに食事を運んだ。彼女は何も言わないんだけど、目がこう告げているんだよ。「どうしてあんなことをしたんだ」って……。

　その視線が恐ろしくて……

　僕はもう、彼女の目を見られなくなったんだ……。






５　罪を背せ負おう勇気








「これが……、僕がここにいる理由だよ……」

　──メルはそう告げて、話を終えた。酷く重たい空気が我々に圧のし掛かり、押し潰つぶそうとしている。いいや既すでに、語り終えた彼の心は潰されてしまっているのかもしれない。ネリーはメルの話を最後まで聞き、決してこの部屋から逃げ出さなかったが、事の重大さを突きつけられて自失していた。今やその頰ほおには何の色もない。

『彼は脅されていたんですね……。決して、モルガーナを陥おとしいれるつもりじゃなかった……』

　ジゼルの声が、私にだけ届く。彼女の声が部屋に響いてくれれば、もしかしたらこの重たい空気も変えられたのかもしれないが──やはり現実は変わらず、彼女はただ目に見えぬ魂として私の傍そばに在あるだけだった。

　確かに、メルは脅されていた。被害者だったと言っても良いだろう。だが、それでも。

　そうだとしても……。

「だから、言ったんだ。幻滅するって。僕に夢なんか見られなくなるって……」

　メルの声は嗄かすれていた。涙は流していなかったが、どこか泣き疲れたような顔をしている。そして自や棄け気ぎ味みに「蔑さげすめばいい」と漏もらす。

「僕のことをだめな奴やつだって……、卑ひ怯きょうだって……、酷いって……誰だれにも逆らえなかった僕を、蔑めばいいだろ……！」

「──で、でも、お兄さまは、脅されてしまったんでしょ！」

　ネリーが青白い顔のまま、無理に笑おうとする。場違いな笑顔はやはり場違いらしく、歪いびつで奇妙な形にしかならなかった。彼女の笑みの下に隠された感情が、分かる。

　──恐怖だ。

「ネリーを盾たてにとられて、その人に脅されて……。だから今、こんなことになってて……」

　なぜならば、彼の罪を認めて糾きゅう弾だんしてしまえば、それは己おのれにも降りかかるからだ。彼女は罪悪感に震えている。もしも自分が病気に罹かからなければ、もしも男が訪れた時に目を覚ましていれば、もしも兄の変化に気づいていれば──と。

　だから彼女はこう言うのだ。

「だったら……、お兄さまは、悪くなんてないじゃない」

　だったら、わたしは悪くなんてないじゃない。

「悪いのはその人よ！」

　自分たちに非はなかった、仕方のないことだった──そう言って逃げたくなる気持ちは分からないでもない。自分たちが罪深い悪人となってしまうことが、きっと、何よりも恐ろしい。おぞましい罪とは無縁に生きていた彼らには許容の出来ないことなのだ。

　──だが。

　それでも！

「それでも向き合わなければならない！」

　虚うつろだったメルの表情に痛みが走る。彼らは揃そろって、私に視線を向けた。

「でなければ前に進めないどころか、泥沼の中で永遠に足踏みを続けるだけだ！　彼女に対して罪の意識を覚えているのならば、裏切りがお前自身の望みでなかったのならば、今すぐそれを彼女に伝えるべきだ！　そうだろう……!?」

「伝えたところでどうなるんだよ……ッ!?　今更何を言っても無む駄だじゃないか!?　謝ったところで許してもらえるわけがない……!!」

「──許しをもらうためではない！」

　そう──許しをもらうための謝罪では、彼女には届かない。モルガーナはそれを理解してしまうだろう。所しょ詮せんは自分のために謝っているだけだと、自分の苦しみを減らすための上うわ辺べだと、見透かしてしまう。

「これは許されるか許されないかではなく──お前の人としての決断が問われているんだ！　保身のためではなく──彼女のために！　……罪を認め、贖しょく罪ざいを！」

　メルは唇を嚙み締めていた。彼だって本当は理解しているはずなのだ。このままではどうしようもないのだと。モルガーナの幽閉を続けていても未来はないのだと。

「メル……、彼女は、分かりにくかったかもしれないが、お前に心を開きかけていたんだ。信頼していたんだ。だからこそ、お前の言葉で扉を開いてしまった。……彼女にとって、肉体を傷つけられたのは確かに許せぬ行為だが、それ以上に許せないのは噓うそをつかれたことだ！」


「…………」



「彼女はこう思っている。お前があの男と共謀をしたのだと。そして祝祭の死の間際、こうも思う。──誰も私の死体を見て謝りもせず、罪を擦なすり付け合うだけだと」


「…………」



「そうではないと告げるだけで……、彼女の心はほんの少し楽になるかもしれない！」

「僕には……そうは思えない……。僕が彼女だったら、何を言われたところで楽になんてならない……。だってそれくらい彼女は悲惨な状況に追い込まれているんだ……」

「それでも何もしない限り、待っているのは全員の死と、終わらぬ呪のろいの連鎖だ！　それを断ち切るために、出来ることをしなければいけない。意味がないとやる前から言ってはいけないんだ……！」


「……ッ……」



　メルの言葉はなく、嚙み締めた唇が、ただ白くなっている。気づけば彼の額ひたいには大量の汗が浮かんでいた。

　どうか、と私は懇こん願がんするように、身を乗り出す。

「──お前の善意を信じさせてほしい」

「善意？」汗に濡ぬれた、憔しょう悴すいしきった彼の顔が上がる。「……あの話を聞いてもまだ、僕に、善意があるとでも？」

「善意がなければ、今、苦悩なんてしていないだろう……」

　確かに善悪という単純な物差しで見てしまえば、この事件の加害者はすべて悪人になってしまう。だが善人も悪人も見方次第だ。悪に手を染めた人間がすなわち悪人なのではない。

　彼の根は、別のところにあるはずだ。

　彼はほんの一瞬、泣きそうに口元を緩ゆるめた。

「……君はモルガーナを助けたいと言った。つまり彼女の味方だ。それなのに僕の善意を信じると……」

　ろうそくの弱い灯あかりの中でも彼の緊張状態は見て取れたが、それがゆっくりと解けていく。脱力するような。がちがちに絡からんだ糸が勝手に緩んでいくような。

「仮に……」彼の声から、棘とげは消えていた。「君の言う通りにしたら……。もう、ネリーのために奇跡の血をもらうことは出来なくなる。君は、彼女の血に特別な力なんてないと主張したけど、やっぱり僕は、奇跡があるんじゃないかと思うんだ。つまり、僕が降りればネリーの病気は──」

「──治らないで、いいわ」

　そう言ったのはネリーだった。

「ネリーは……そこまでして生きていたくなんてないわ。聖女さまを傷つけて……、お兄さまを追い詰めて……、それで得られたのがひとりぼっちの生活だなんて……。そんなの、これ以上望むわけない……」


「…………」



「ねえ……お兄さま。ネリーの話も聞いて」

「何……？」

「……ごめんなさい。たくさん辛つらいものを背負わせてしまって」

　メルは大きく目を見開いた。罵ば倒とうの類たぐいならまだしも、向けられるのが謝罪だなんて思いもよらなかったのだ。

「君は、僕の話を聞いていたんだろ？　だったら謝る必要なんてないじゃないか……。言ったはずだよ、僕は結局、自分のために君を傍に置いておきたかったんだって。むしろ謝らなければいけないのは僕の方だ。こんなことに巻き込んでしまったのは、僕が弱かった所為なんだから。王子なんかじゃない。何にも出来ない弱虫だ……」

「それでも、ネリーはお兄さまと一緒にいられて幸せだったし──その想おもいは今も変わらないわ」

　メルは信じられないものを目まの当あたりにしたような目でネリーを見た。そして「今の僕は、君の理想からかけ離れているというのに？」と零す。

　彼女は席を立ち、恐る恐る彼に手を伸ばした。きっといつもなら何の躊躇ためらいもなく触れるはずの彼の髪に、勇気を持って触れて、そして目を合わせる。同じ色の瞳ひとみが向かい合う。

「だってネリーは──」彼女が一度、言葉を飲み込んだ。それが何なのか、私には分かる気がした。

「お兄さまの──」ことが好きだから。「妹だから」

　彼女は涙を堪えて笑った。それはもう現実逃避のための場違いな笑みなどではなかった。兄の行いを受け止め、そして自らの道ならざる想いを封じて、妹として傍に立つ──彼女の覚悟だと思った。


「お兄さまがどんな人でも、それは変わらないのよ。ネリーはずっと間違えていたのね。本当は、お兄さまをネリーの王子さまにするんじゃなくて……世界でたった二人の兄きょう妹だいとして、助け合っていかないといけなかったんだわ。ネリーも、もう、お姫さまはやめる。あなたの妹として、ちゃんとする。一人の人間として、同じ目線に立って……お兄さまを支える。だから。だから……、だから…………」



　零こぼれ落ちそうになるものを堪えて。

　それを口にしたら、もう後戻り出来ないのだと、心を決めて。

　彼女は言う。

「──聖女さまを解放して」

　メルは否定をしなかった。する必要もなかったはずだ。彼の心の枷かせが外れていく。

　彼は力なく項うな垂だれて、「うん」と呟つぶやいた。

「ネリー、僕の妹のままでいてくれて、ありがとう……」

　そして彼らはお互いの存在を確かめるように抱き合った。

　それは、ずっと見てみたいと思っていた光景だったような気がする。

　凄せい絶ぜつな事実を経てもなお彼らの絆きずなは保たれ、次の世のように決裂することなく、向き合うことが出来たのだ。それはようやくの第一歩だったかもしれないが、大きな変化であったとも思う。

　きっと、これが、本来あるべき姿だったのだ……。





◇◇◇






　そして、しばらくが経った。二人が落ち着きを取り戻してから、メルが「ずっと疑問に思っていたんだけど」と切り出す。

「君って本当に、何者なの？」

「何者って──」

「事件のことも、モルガーナのことも知っているし、それだけじゃなくて僕のことも知っているような口ぶりだった。実際、色々と当てられていたわけだし……、僕の後悔とか──」

「……私が何者かは、もう言ったと思うんですけど」

　メルが「え」と素すっ頓とん狂きょうな声を漏らす。「まさか」そして双そう眸ぼうを細めて私の本気を疑うように凝視する。
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「先の時代──つまり未来から来たってやつ、あれ、本気だったの……？」

「はあ、まあ」……あの場を切り抜ける適当な噓だと思われていたのだろう。とはいえ私も逆の立場だったら、信じられないだろうなと思う。

　彼は困こん惑わく気ぎ味みに思案を続けていたが、最初のように敵対心や疑念に満ちたものではなかった。純粋に怪奇とぶつかってどう受け止めれば良いか考えあぐねている仕草だ。やがて答えが出ないと判断したのか、ため息をつく。

「正直、訳が分からないけど、今は君のことを詐さ欺ぎ師しとか頭のおかしい人だとは思っていないんだ」

　つまり今までそう思われていたんだな……？

「だって、詐欺を働くなら、こんなに苦労して僕を説得するはずがないもの。鍵かぎが欲しいなら力ずくでどうにかすればいい話だったし。それに何て言うか、君は……僕たちのことを心配しているような雰囲気だった」

「ネリーは、この人が未来から来たって話、信じてもいいかも」

　すっかり、メルの隣にぴったりとくっ付いているネリーが言う。

「だってね、なんだか不思議だったのよ。ミシェルとお話ししたのは今日の午後が初めてだったのに、まるで昔から知り合いだったかのように振る舞うんだもの。お兄さまのことだけじゃなくて、ネリーのことも見抜かれていたわ。……だからかしら、話しやすいって思ったし──信頼出来るような気がしたの」

　感動的な評価を頂けてありがたい限りではあるが──「お茶会の後、信用出来ないとか出て行けとか散々罵ののしられた記憶があるのですが」

「それはその時の話よっ！　今は違うのっ！　水を差さないでってばぁ！」

　ネリーが顔を真まっ赤かにして眉まゆを吊つり上げる。思わず小さく笑ってしまった。メルもつられたように笑って、少し場が和なごんだ気がする。

「まあ、素性はどうあれ……君のことは信じるよ。その……、ありがとう。僕一人じゃ何も決断出来なかったから、向き合うきっかけをくれて感謝しているんだ……」

「……礼を言う必要はありません。何より──これからなのですから」

　確かにそうだと言うように彼は頷うなずいた。そして改まって私に向き直り、

「三本の鍵のことだけど──」

　と、これからについて、話し始めた。

　残りの鍵を持つのは領主と東洋の男だが、彼らから鍵を入手するのは難しいだろうとメルは言った。いや、鍵どころか、彼らの口から何かを聞き出すことすらも。首謀者の領主はもとより、東洋の男は自ら進んで人を殺あやめるような人物だ。後悔など抱いているはずがない。

　それは私も理解している。メルのように善意に訴えかけるような話し合いは望めないだろう。それでも、きっと、何かがあるはずだと信じるほかない。

　メルからあの二人に関して何か聞けるかと思ったが、これといった情報は得られなかった。鍵の共同管理者とはいえ、メルは隷従させられている立場に過ぎない。彼らと行動を共にする時も、余計なことは一切話さないのだという。

　顔を合わせるのはモルガーナに食事を運ぶ時──つまり早朝と夜だ。それが終われば領主は、丘の上にある自分の館やかた──城と言った方が近いかもしれないが──に戻ってしまう。表向きは護衛として領主の傍そばにいる東洋の男も、普段はどうしているのか分からない。もしかしたら本当に四六時中領主の傍にいるのかもしれないが、「その可能性は低いんじゃないかな」とメルが言う。どうも領主は猜さい疑ぎ心しんの強い人物として有名で、人を寄せ付けないらしい。領主の猜疑心を超すほどの信頼関係で繫つながっているとは考えにくいし、やはり護衛というのは本当に体面上でしかないのだろう。結局のところこの館で寝起きをするのはメルだけで、彼らと接触することすら難しそうだった。

　メルは「正直言って、勝算があるとは思えないんだ」と言う。話し合いをしたところで聞く耳なんて持たないだろうし、そもそも場を作ることだって不可能に近いと。

　だが、ふと思い出す。メルがネリーの病気をきっかけに行動したように、東洋の男も修道女のために動いているはずだと。ユキマサとポーリーン。あの二人の関係性もどこか歪いびつなものがあったが、メルとネリーが本来支え合う関係性であったように、彼らもそうであれば──今回のように修道女側から訴えかけることで活路を見いだせるかもしれない。

「修道女が、あの男のことを……？」

　それを説明した時、メルは怪け訝げんな顔をした。

「二人は親密な関係ではないのですか」

「そんな話は聞いたことがないよ。それに、よりによって修道女が、あんな不気味な殺人鬼を好きになるなんて思えないし……」

　私もまた怪訝な顔になってしまう。

「ちょっと待ってください。そもそも、あの男が修道女のことを気にかけていると、最初に教えてくれたのは貴方あなただったはず……」

「え？　僕がいつそんなことを？」

「いつって──」記憶を辿たどる。色々なことが起き過ぎて曖あい昧まいになっていたが、あれはそう、この時代ではなく──死者の世界での出来事だった。枯かれ果てた薔ば薇ら園えんでメルの魂と対たい峙じした時、彼が消える間際に告げたのだ。

　ああ、そうか……。

　今のメルが理解していないということは、もしかしたら、死の間ま際ぎわに知ったのかもしれない。祝祭の暴動は彼の死によってより大きな混乱へと飲み込まれるのだが──その渦中で修道女と東洋の男の繫がりを目にした可能性がある。そうであれば、現状、あの二人に関してメルから聞き出せることはほぼないだろう。

　いずれにせよ、この段階では未来のことだ。それも、絶対に引き起こしてはならない類の。

「修道女さまは秘密の恋をしているのね！　なんだかどきどきしちゃうわ！」

　色恋沙ざ汰たの話題となれば盛り上がるネリーに、メルが「ハハ……」と乾かわいた笑いを浮かべる。彼にとって東洋の男は恐怖以外の何者でもないだろう。それはそうだ。私もあの男は少し恐ろしい。

　秘密の恋、か。

　それくらいの可か愛わいらしいものであれば良いのだが。





◇◇◇






『お疲れさまでした』

　二人が退室してすぐに、ジゼルの優しい声がした。それを聞いた途端気が抜けてしまって、埃ほこり臭くさいベッドにどさりと倒れ込む。

『ど、どうしたの!?　眩暈めまいですか、発作ですか、衰すい弱じゃくですか!?』

「……確かに私は難儀な体質をしていますが、さすがにこれくらいで倒れたりしません。ほっとしただけです」

　そして、ふふ、と笑い声を零した。彼女ではなく私が。こんなに自然に笑みを零したのは珍しいことだった。

「ジゼル、ありがとう。……君のおかげでメルを味方につけることが出来た」

『えっ』

　間が出来上がる。今、彼女はどんな顔をしているのかと、目を瞑つむって思い浮かべる。驚いているのだろうか。でも、目を大きくしてびっくりする顔ではなく、ぽかんと口を半開きにした感じだろう。きっと。

『わ、わたし、何にもしてないと思うんですけど……。メルくんを説得出来たのはミシェルの力だもの』

「重要な時に助けられたし、それに、君が傍にいることで勇気づけられた。一人きりであれば、迷うことだらけだったと思う」

　瞼まぶたの裏に思い浮かべるジゼルは、嬉うれしそうにはにかんだ。

『……それなら良かった。傍で何も出来ないことを、歯は痒がゆく思っていたから。あなたの役に立っているのなら、嬉しいです』

　何も出来ないなんてことは、ない。絶対に。大切な人が傍にいてくれる、話を聞いてくれている、背を押してくれている──そう思えることが力に換かわるのだから。それはきっと、これからのメルもそうなのではないかと思う。罪を犯し社会から糾きゅう弾だんされる立場になったとしても、味方がいると思えば、もう恐れず立ち向かえるはずだ。

『でも、わたし、びっくりしちゃいました』

「びっくりって、何が……？」

『だって、あんなに力強くメル君を説得してくれるなんて。やっぱりミシェルは、決める時は決めてくれる人ですね！』

「え。や。そう……ですかね？」

『そこは「そうだ」ってビシッと言うところですよ！』

　ジゼルががっくりと項うな垂だれて、大きなため息を漏もらす。『でも、そういうところがあなたらしいかもしれませんね』そして、困ったように笑って顔を上げる。

『格好良かったですよ』

「そ、」れは──不意打ちだ。

　突然そんなことを言われたら、それこそどんな態度を取ればいいのか分からない。彼女には見えていないと分かりながらも、口元を抑えてしまう。変な顔になっていそうだ。

　それに、最後に決意をしたのは、彼自身の罪を認める勇気だ。私はただ背を押しただけに過ぎない。

「……あまり甘やかさずに……」

『え。なんでですか。調子に乗っちゃうとか？』

「乗るかも……」

『あはっ。じゃあ、とっておきは最後にしておきます』

　とっておきとは一体どんなものなのだろう。とても気になる。気になり過ぎる。このままでは夜も眠れない。が、追及はぐっと堪こらえた。

　目を開いて宙に向けて手を伸ばす。見えるのは薄汚れた何もない天井だったが、ジゼルがその先にいることを想像する。彼女の輪郭に触れるように指を折り、私はもう一度微ほほ笑えんだ。

　この時代に来てから、感情を顔に出すのが得意になってきたような気がする。彼女にも、いつか、見せられれば良い。前向きに変わりつつ自分自身の姿を。

「……メルが言ったように、残りの二人は難しいことになるかもしれない。本番はきっと、これからなのだと思う。でも、私は諦あきらめません。だから……最後まで共に進もう」

　彼女も笑う。

　お互いの手が触れ合ったような、そんな気がした。

『もちろんです。……すべての悲しみを、二人で止めましょうね』

　そして私は彼女の気配を傍で感じながら──未来を変える決意を新たにして。

　再び、瞼を閉ざした。
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６　盲もう信しんの果てに








　あまりの息苦しさに目を覚さました。

　何事かと声を発しようとしたが、喉のどに隙すき間まが出来上がっていないのか、空気すら漏れなかった。なんだ、一体。身体からだが動かない。何が起きている？　首に誰だれかの手がかかっている──？

「どこの誰に、魔女のことを聞いた？」

　その冷淡な声は、メルのものではなかった。棘とげを多分に含んだ低い声には聞き覚えがあったが、誰のものなのか即座に思い出せない。

「答えろ」


「…………ッ」



　男は私に圧のし掛かり、胸倉を摑つかむ──どころか、首を締め上げる勢いで押さえつけていた。これでは話すどころではないと目線で必死に訴えると、その手から僅わずかに力が緩ゆるみ、私は噎むせ返るようにして呼吸をした。

　目が暗くら闇やみに慣れてきたのか、ぼんやりと輪郭が浮かび上がる。窓から射さし込む弱い月明かりに照らされるのは、三人の男だった。

　一人は浅黒い肌はだをした身なりの良い男で、私に圧し掛かって首に手をかけている。

　もう一人は背の高い身体つきの良い男で、出入り口を塞ふさぐようにして佇たたずんでおり──

　最後の一人は、その隣で俯うつむいて震えていた。

　その小柄なシルエットは見覚えのあるもので、月明かり程度の光でも彼だけは一瞬で誰なのか分かった。だって、つい先ほどまであれほど話を聞き、向かい合ったのだから。

　メルがここにいて。萎い縮しゅくしたような態度を取っている。つまり、それは……。

「な、なぜだ……」

　恐怖や狼ろう狽ばいよりも真っ先にやってきたのは、巨大な絶望感だ。事件から手を引く決意をしたメルは、私の行動を支援すると言ってくれたし、出来ることがあるなら手伝うとも言っていた──それなのに。

　もはやこれは、話し合いの席という雰囲気ではなかった。何か間違いが起きているのだと、そう現実逃避すらしたかった。

「……おい、質問をしているのはこの私だ。言え、どこから情報を入手した？　正直に答えた方がキサマの身のためだぞ」

「それはモルガーナから直接──、ぐッ！」

「正直に、と言ったはずだが？」

　喉が塞がれ、苦く悶もんに表情が歪ゆがむ。私を見下ろすその男からは一切の容赦が感じられない。首に指の爪つめが食い込み、息苦しさだけでなく鋭するどい痛みも感じる。

　逃げ道を塞ぐようにして扉の傍らに立つ長身の男が、「やはり、おまえがすべてをばらしたのではないのか？」と言う。即座にメルが「違う！」と悲鳴染みて叫んだ。

「この人は最初から全部知ってたんだよ……！」

「そんな説明で納得させるのは難しいと思わないのか？」

「で、でも……！」

　そして私の首を絞めながら、今度は目の前の男が不機嫌そうに言う。

「──おい」口元に浮かぶのは侮ぶ蔑べつの冷れい笑しょう、だった。その対象は私とメルのどちらにも向いているのだろう。「キサマ、奴やつを庇かばい立てしているのなら、それは無意味だぞ。奴はキサマを私に売ったのだ。妙な男が訪れている、騒ぎを起こされると厄やっ介かいだからどうにかして欲しい──とな」

「なッ……」

　潰れて濁にごった声が喉から零れた。目を見開き、男の肩越しにメルを睨にらむと、彼は一瞬怯ひるんだもののすぐに俯いてしまった。

　……本当に、事実なのか。

「その様子だと、裏切られるとは思わなかったようだな？　ふん、キサマも哀」れだな。奴は知り合いだろうが何だろうが、我が身可愛さのために容易たやすく他人を売るぞ」

「だから違うんだ！　知り合いなんかじゃないよ！　大体、彼が知り合いなら、正直にあなたたちに突き出すものか……！」

　もはや、言うべき言葉すらなかった。

　だったら、今夜のやり取りは何だったというのだ。モルガーナへの贖しょく罪ざいの意思は、後悔は、どこへいったのだ。お前の善意を信じたのは無意味だったというのか。ネリーとだって本音でぶつかることが出来たというのに。それに──向き合うきっかけをくれてありがとうと、礼まで言ったじゃないか！

　あれすらもすべて上辺だったとでも言うのか……！

「……聞いたかね？　これでキサマも心置きなく真実が言えるというものだ。さあ、答えろ」

「……ッ、本当、に、私は、モルガーナ本人から、すべて、を──！」

「いい加減にしろ、状況が理解出来ん馬ば鹿かなのか？　もう一度聞くぞ。誰から聞いた？　次は命がないと思えよ」

　男は突き飛ばすように、無造作に私を解放しながら言い放った。寝台に強く叩たたきつけられると、弱い光源の中でもはっきりと分かるように埃が舞い散った。それでも空気を求めて、咳せき込みながら息を吸う。

　ぜえ、と荒い息をつく。……口だけの脅しではないと、刺さるような空気が物語っている。しかし、ここで私が「メルから聞いた」と噓をついたところで、状況は好転しない。それどころか、より最悪なことに二人とも口封じの目に遭うかもしれない。……いや、誰かが欠ければもう、その時点で〝最悪〟だ。モルガーナに何も届けられなくなる！

　ここを突破するには何を言えばいい？　今から何が出来る？　焦しょう燥そうに駆られ頭の中がごちゃごちゃに絡まっていく。冬のように寒い深夜だというのに、大量の汗をかき始めていた。

「……いいか。私は気が長くない。最さい後ご通つう牒ちょうだ。言え」


「…………分かった」



　長い思案の末、私は頷うなずいた。

「誓って、噓うそは言わない。これから話すことはすべて真実だ」

「最初からそうしろと言っているだろうが」

「……私は今より先の時代から訪れている」


「…………」



　もはや他に手はない──ここで説得に出るしかないのだ。男の口元が歪み今にも死を通告されてしまいそうだったが、そうなる前に矢継ぎ早に言葉を紡ぐ。

　私は話した。話し続けた。メルに話した内容だけでなく、来世に降りかかる彼らの不幸についてもはっきりと。

「だからモルガーナを救わなければ、お前たちの来世も救われないんだ……！」

「呆あきれて物も言えんが、そうだな……」彼はもう、皮肉ることすら疲れたとでも言うように、冷めた表情をしていた。そして、

「──来世が怖くて今を生きられると思うか？」

　腰の帯に差した細長い短剣に手をかけた。

　心臓を一突きにされる幻影を垣かい間ま見る。

　けれどふと思考を切り替えたように、彼は背を向けた。そして遠ざかりながら「殺やれ」と長身の男──東洋人に告げる。

「……おまえが殺らぬのか」

「餌えさをくれてやると言っているのだ。飢うえた獣を放置しておくと面倒なことが起きるようだからな。そいつで満足したら、私の領地で命令以外の勝手な殺しをするのは止やめろ」

「なるほど」

「おい、メル。キサマは後片付けだ。キサマを庇って最後まで口を割らなかったあの男に感謝をしながら、奴がばらばらに切り刻まれていくところを見届けるのだな」

　待て、やめろ、私はすべて真実を言っている、そしてこれはお前たち自身を負の連れん鎖さから救うことでもあるんだ──その言葉は一切届かないどころか、ただ空むなしく響くだけだった。

　東洋の男がゆっくりと近づいてくる。ずっと能面のような無表情だったのに、気づけば唇の端がこれでもかと吊つり上っている。これ以上の話し合いは望めない。だとすればもう一か八かここから逃げ出すしかない──そうして走り出そうとした瞬間。

　唐突に、腕を失った。

　斬きり落とされたのだ、と気づいた時には遅かった。

　それだけで身体のバランスが保たもてず、ぐらりと視界が傾かしいだ。こんな状況下で、モルガーナがあの時どういう絶望感を抱いていたのかよく分かると、そんなことを考えて──そして次に足に耐えがたい激痛が走る。人のものではないような、まるで獣の絶ぜっ叫きょう染じみたものが耳に入って、それが自分のものであると一瞬分からなかった。こんな悲鳴を上げるのか。私はこんな声も出すのか。耳が痛い。腕が痛い。足が痛い。心が痛い。どこもかしこも痛すぎる。

　メルは耳を塞いで縮こまっている。剣を振り下ろす男は不気味に笑っている。扉の前で一度だけ振り返った男は、憐れん憫びんの一つもない嘲ちょう笑しょうを向けた。

　そして、絶望の塊を加重するのだった。

「──安心したまえ、この館やかたには我々以外おらん。好きなだけ喚わめき散らすといい」
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「もう止めてくれ──ッ!!」

　生きながらに身体をばらばらに刻まれていく凄せい絶ぜつな痛みに身を震わせて跳ね起きると、目の前にいるのが誰なのかも分からないまま肩を力強く摑んでいた。

「うわっ!?」

　裏返った悲鳴を上げたのはメルで、彼は目を白黒とさせていた。彼の、男の割に生白い顔を見ていると、突然煮えたぎった油のように怒りが湧わき上がる。

「どうして私を裏切ったんだ……!?」

「ちょ、ちょっと落ち着いてってば！　裏切ったって、何のことだよ……!?」

「何のことって、だから──ッ」

　私のことを、彼らに……。

「え……？」

　冷や水を浴びせられたかのように熱が急激に冷めていく。が、私の頰ほおを暖かく照らすのは、窓から射し込む真っ白な朝陽だった。冬のような深夜でもない。あの二人の男もいない。そもそも──両手がしっかりとある。

　何もなくなっていない──状況も悪くなどなっていない。

「大丈夫？」

　メルが遠慮がちに言う。「あ、ああ」私の声は情けなく震えていた。「すみません……」

「悪い夢を見ていたようで……」

　そう……夢。あれは単なる夢だったのだ。私の不安や緊張が呼んだ、悪夢……。

　だがそれにしても、現実感があった。ただの夢と割り切るには、あまりにも……。

「そうだろうと思ったよ。ひどいうなされようだったし。……どんな夢だったの？」

「いや、それは……」

「まあ、無理に言わないでもいいや。大体予想がついた気がする」

　彼は困ったような顔をして首を竦すくめた。夢で見た、怯えて縮こまる青年の姿はそこにはなかった。彼の表情に陰りはなく、昨夜の出来事はきちんと形になっているのだと分かるものだ。

　急激に彼に対して申し訳なくなった。あんな夢を見てしまったことも、寝起きざまに食ってかかってしまったことも。肩を落としてもう一度「すみません」と言う。

「そんなに謝らないでよ。昨日あんな話をしたから、僕が裏切るかもって不安に思うのは……仕方ないよね。だから本当に、全然気にしていないんだ」

　彼は朗ほがらかに微ほほ笑えんで、窓辺に近づいた。硝子ガラスなんて貴重品は嵌はまっておらず、格こう子しで遮さえぎられている程度の簡単な窓だ。おかげで、ちょうどスズメが羽を休めているのもはっきりと見えた。

　メルが手に持っていた何かを、格子の隙間から外へと押しやる。一度は驚いて飛び去ったスズメだが、しばらくすると戻ってきて、元気にその何かをついばみ始める。

「あのー……、一体何を……？」

　メルはにっこりと笑って振り返った。

「君の朝食のパンをスズメにあげているところ」

「充分ッ、気にしているじゃないかッ！」




　そんなこんなで半分程度になってしまった朝食のパンをありがたく頂いていると、ジゼルもいつものように『おはよう、ミシェル！』と明るく声をかけてくれた。もうすっかり元通りだ。あんな夢を見たことが信じられないくらいに。メルが同室している手前、ジゼルとの会話は声に出さないまま続ける。

『それにしても、本当にひどい悪夢だったんですね？　寝起きにあんな反応をするミシェルを初めて見た気がします』

　確かに、あれほど痛みの伴ともなう悪夢は初めてだった気がする。今でも寒気がするし、腕がきちんと繫つながっていることに感謝を覚えるくらいだ。

『私が見た夢までは、君に共有されないのか』

『そうみたい。夢でも一緒にいられたら素敵だったんですけど』

　もしもあの光景を彼女にも見せてしまったら、それは素敵どころの話ではないだろう。苦痛を味わうのが自分一人で良かったと心底思う。

　だがそれはそれとして……夢でも一緒にいられたら、か。まるで物語の台詞せりふのように綺き麗れいな言葉だなと思う。そんなことを照れもせずさらっと言えるのは、彼女の特技なのかもしれない。

「なんか……嬉うれしそうだね。そんなにパンが欲しかったんだ……？　貧まずしい人たちに配るやつだから味もないし嚙かみ心ごこ地ちも最悪だと思うんだけど、それでもありがたがってくれちゃうんだ……？　ごめんよ……半分スズメにあげちゃって」


「…………」



　誤解をされてしまった。

　ま、まあいい。そういうことにしておこう。

「裏切りはしないけどさ、悪い夢っていうのは嫌な兆候だよね。気をつけろっていう何かの警告みたいに感じる……」

　腹ごしらえが済むと、メルは真剣な顔でそう呟つぶやいた。

「仮にですが、彼らをどうにか捕まえて説得をした場合、聞く耳を持たれないどころか処刑される──なんてことも、充分あり得ると思いますか」

「ていうか、十中八九そうなると思うよ」

　彼らとて人間だ、さすがに簡単に殺しはしないのでは──と思うのは、どうやら甘いらしい。警告か。確かにその通りかもしれない。勢いでぶつかって失敗した場合、再説得は不可能なのだ。選択を誤るのは、たったの一度も許されない。やはり、穏おん便びんに話が進められる確率を高めるためにも、周囲から埋めていくしかない。

「昨日も言ったけど、とにかく、あいつらは危険なんだよ。女の子を閉じ込めておいてお祭りなんて計画しているんだから、正気じゃない……。いや、すっかり他人事みたいに言ったけど、僕もそれに加担しているんだったね……」

「でも、彼女に真実を告げ、解放する決意はしたでしょう」

「もちろんさ。だから僕も協力するつもりでいる。ただ、目立った動きを取ると彼らに伝わって早々に詰むかもしれない。そういうことだから……今のところは、いつも通りに振る舞っておこうと思う」

　それが良いだろう、と頷いた。メルは内部の人間だし、周囲にも顔が割れている。嗅かぎ回ればすぐに露見してしまう。動き回るのは、旅人でまだ通じる私の役目だ。

　ふと、メルが表情を曇らせる。何か心配事があるのかと思ったが、「正確には……〝もう振る舞っておいた〟……だね」と言う。

「早朝の食事は、もう運び終えたんだ」

　はっと目を見開く。

　誰に、は必要なかった。

「……こうなってから、やっと彼女の目を見られた気がする。でも──」メルの口元は罪の意識で歪ゆがんだ。

「もう、彼女の方が、僕なんか見ようともしなかったけれど……」
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　修道女を探して館の中を見て回ったが、彼女の姿は見当たらなかった。念のため離れの方も確認しようかと思い、開放的に開け放たれている玄関を潜もぐって外に出ると、あまりの人の多さに一瞬たじろいでしまう。

　まだ午前中だというのに、この様子は一体……？

『わっ！　なんだか熱気がありますね、何か催もよおし物かしら？』

『祝祭はまだ始まっていないはず……？　まさか今日の礼拝は外でやるとか？　ちょっと見てきま──うぐふッ!?』

　突然横合いから衝撃を感じてあっさり横転し、世界がひっくり返った。『ミシェル!?』と悲鳴を上げるジゼルの声も遠い。な、なんだ、一体何の急襲だというんだ？

「ちょっとぉ！　これくらいで転ぶってどんだけ貧ひん弱じゃくなのよ！」

　気づけば私の上にネリーが跨またがっていた。気の強い猫みたいな眼まな差ざしが、私をじとっと見下ろしている。

「と、突撃を受けるほど恨うらみを買ったか……？」

「ちがーう！　今のは抱き着いたの！　し・ん・あ・い・の・ハ・グ！」

「それにしては勢いが……」

「これくらい、お兄さまだったら抱き止めてくれるし！」

　あいつと私を一緒くたにされても困るのだが。

　相手がネリーだと気づくと、ジゼルも気が抜けたように笑った。そして『ネリーちゃん、ずいぶん元気そうですね。この方がいつも通りって感じで安心するわ』と言う。

「と、とにかく」土つち埃ぼこりを払いながら立ち上がる。「そんなに動き回って大丈夫なのですか？　病気の方は……」

「なんかね、今日はとっても調子がいいのよ。気分もね。昨日はたくさん泣いちゃったけど、逆にすっきりしたわ」

「そうか……。しかしあまり無理はしないようにお願いします。倒れられたら困るので」

「だいじょーぶよ！　ていうか、ネリーよりあなたの方が心配よ。真っ白な顔をしているし、こーんなに可か愛わいくて軽いネリーのことも受け止められないし」

　真っ白なのは生まれつきだし、可愛いというのは受け止められなかったことに関係ないのでは……？　というか自分で可愛いとか言ってしまうんだな。

　と、ぼんやり考えていると、ネリーがきょろりとあたりを見回して首を傾げる。

「二番目のお兄さまも、準備を手伝いにきたの？」


「…………ン？」



　ちょっと待って欲しい。準備というのも気になるが、二番目のお兄さまというのは……？

「私が知る限り、貴女あなたの兄はメル一人だったような気が……」

「そうよ。でも増やすことにしたの」

「はあ……、では増えた兄というのはどこに？」

「目の前にいるでしょ、目の前に」

　ン？　ンンン……？

「だって、あなたとは初めて会った感じがしなかったし、昨日は親身になってくれたし。だからね、ネリーはあなたのことを特別な存在にしてあげたの！」

「それで、私を兄呼ばわりする……と？」

「そーよ。何よその顔、不満なの？」

　私よりも十歳以上年下の、背もずっと小さい少女に気け圧おされている。展開が急すぎて頭がついていかない。というよりも彼女の思考回路についていけない。なぜよりによって兄ポジションになるのだろう？

『あはっ。ネリーちゃんなりの親愛表現なんですよ。つまり、懐なつかれているんです！　良かったじゃないですか』

　良かった……のかなぁ？

　しかし一つはっきりしたことがある。これくらいお兄さまなら抱き止めてくれる──というあの台詞は、メルなら、という意味ではなかったようだ。

　ネリーの兄役はなかなか難易度が高そうだな……。

「ああ……それで……ええと。貴女が言っていた準備というのは──」

「ネリーは妹なんだから、もっと気軽に呼んでちょうだい」

「ネ、ネリーが言っていた準備というのは、何のことなんだ……？」

　私のぎこちなさといったら酷ひどいものだったが、ネリーは満足げにふふんと笑った。そして説明をしてくれた。

　どうやらこれは、祝祭が二日後に迫ったため、飾りつけや配布物などの準備を始めているらしい。祭りの開催宣言はここで行われる予定で、そこから街を上げての大規模なものへと変じていくようだ。初回ということもあってみな気合が入っているのだろう、庭全体から感じる活気は前向きなものばかりだった。

　そして見渡していくと修道女の姿も目に入った。彼女はここで率先的に準備を手伝っていたのだ。問題は彼女が忙しすぎるという点で、人気者らしくひっきりなしに声をかけられているし、周囲には人だかりが出来上がっている。

「修道女さまは本当の聖女さまじゃなかったけど、いい人なのは、間違いないわ」

　ぽつりとネリーが漏らす。

　確かに、偽りの善行であればこうも人に好かれまい。修道女というのは、彼女にとって天職なのかもしれない。生き真ま面じ目めな職業というイメージと、彼女自身の雰囲気は合致していなかったとしても。

『でも、困りましたね……。さすがに信者さんたちに囲まれた状態で、幽閉の話なんて出来ませんし……。かといって彼女が一人になるのを待っていたら、いつになるか』

　ジゼルの呟きに、私の表情も曇る。それを見たのか、ネリーは「困りごと？」と聞いてくる。

「ネリーが手伝ってあげようか？　二番目のお兄さまの悩みなら聞いてあげるわ！」

　それはありがたい申し出だったが、果たして彼女にどうこう出来る問題なのだろうか。言うだけ言ってみようか。

「出来れば修道女と二人で話がしたいんです」

「あっ、分かった！　秘密の恋の話をするのね！」

　ネリーが頰ほおを赤らめてきゃあきゃあ言っている。緊張感がないことこの上ない。

「ま、まあ、それも話の一部として……」

「それなら簡単よ。修道女さまのお仕事を減らしてあげればいいんでしょ？　ほら、こっち！」

　有無を言わさぬ勢いで手をぐいぐいと引かれて、信者たちの輪に入っていく。修道女は切り株に腰掛けていて、周囲の人々は思い思いの姿勢で直接草の上に座り込んでいる。そして彼らの周まわりに散らばっているのは、花の輪飾りだった。大小それぞれあり、建物に飾るためのものであったり、あるいは頭に載のせたりと用途は多た岐きに渡るのだろう。

　振り返った修道女は、元気そうなネリーを見てびっくりしていた。

「ねえねえ修道女さま、それ、ネリーにも手伝わせて」

「それはすごく嬉しいんだけど、具合は大丈夫なの？」

「もう～、修道女さままで同じことを言うんだから。今日は大丈夫よ！　それに、もし調子が悪くなったら、ちゃんとお部屋に戻るもの」

「そう……？　もしかして、お友達が来てくれたから元気が出てきたのかな？　だったらミシェルに私からもお礼を言っておくわ。昨日はネリーと遊んでくれてありがとう」

　修道女は私を見上げて、にっこりと微ほほ笑えんだ。彼女もネリーも、ここに集まっている人たちも、みんな笑顔だ。場に合わせて私も笑っておけば良かったが、愛想を振りまくのはとにかく下へ手ただった。

「じゃあ、飾りを作るのを二人にもやってもらおうかな？」

「えっ、二人って、私もですか？」

「そりゃそうだよ～。だってミシェルは祝祭の準備を手伝うために泊まり込んでるんでしょ？　だったらやってもらわないと」

　そういえば、最初はそういう設定で交渉していた気がする……。

　もちろん手伝うのが嫌だとかそういうわけではない。協力して作業を進めれば、より早く修道女と話が出来るだろう。私は頷うなずいて、なるべく木陰を陣取りながら花飾りを作ることにした。

　それに、たかが花の輪だ。簡単に出来るだろう。

　さっさと量産してしまおうじゃないか。




　──と、意気込んで作り始めたのだが。

「二番目のお兄さまはほんとーに不器用なのね……」

「むしろ、そこまで崩れるのは芸術的だよぅ……」

『ミシェル、わざとやってないですか？』

　気づけば三人の女に酷こく評ひょうをもらっていた。

　おかしい……こんなはずでは……。

　私の手に収まるのは途中であらぬ方向にねじくれた珍妙な輪飾りであった。これでは花のままの方が綺き麗れいなのではないか？　……今なら自然のお言葉が聞こえる気がする。すなわち『土に戻せ』と。

「し、仕方ないでしょう！　こんなもの、初めて作ったんですから！」

「輪飾りを作るのが初めてなのは、ミシェルだけじゃないよ？　ここにいる人たちだって経験者ばっかりじゃないし」

　との修道女の発言に、うんうんと頷く周囲の方々。……つまり、本当に私の手先が圧倒的に不器用なのか？　なんだかあまりにも得意なことがなさすぎて生きるのが辛つらくなってきたぞ？　あ、いや、もう死んでいるんだったっけ……？

『花の輪っかが作れなかったからって、この世のすべてに絶望したような顔をしないでくださいよぉ！』

『君には私の顔は見えていないはず……』

『そういう顔をしている気がしたんですってば！』

　ジゼルは長い長いため息をついたあと、気を取り直して『わたしに任せてくださいな』と言う。

『ここは共同作業といきましょう！　ほら、わたしの言った通りに手を動かしてくださいね？』

　彼女がにやりと笑ったような気がした。





◇◇◇






　すべての作業を終えると午後になっていて、休憩を挟んだ後に、私と修道女は神父室に向かった。教会の隣に作られる、いわば準備室のようなものだ。とはいえここにいるのは修道女だけなので、この場合は修道女室とでも言った方が良いのかもしれないが。室内には古ぼけた聖書をはじめ、洗礼に必要な道具一式やろうそくの束たばなどが片付けられていた。

「本当にこの教会の代表者は貴女なんですね……。いや、疑っていたわけではないのですが」

　ふと漏らしてしまうと、修道女は気分を害した風でもなく微笑んだ。

「外から来た人は不思議に思うよね？　私もね、領主様から仰おおせつかった時はどうしようって思ったんだ。光栄だったけどそれ以上に怖かったっていうか……」

「やはり荷が重いと？」

「うん。だって普通、教会には神父様がいるものでしょ。女がしゃしゃり出るなんて、色々な人に睨にらまれるんじゃないかって思って」

　彼女の不安はもっともだ。自由も権力も、この時代は圧倒的に男の方が強い。いくら彼女が巷ちまたで〝聖女〟として有名だったとしても、新しい地区の教会に配属するのはやり過ぎな気がする。彼女がいかに善人であろうと、いかに欠点のない人物であろうと、非難する者が現れるのではないだろうか？

「でもね」しかし彼女は苦を見せぬ表情で言う。「思っていたより、みんな親切だったの。多分この街の人たちは、変わったものを受け入れやすいんじゃないかな？」

　つまりどういう意味なのかと首を傾かしげる。彼女は続けた。

「あなたも街を通った時に気が付かなかった？　ここは色々な国から旅人や商人が訪れているの。街道にも市場が並んでいるし、一部では『首都で手に入らない商品も、ここでなら手に入る！』って有名なんだよ」

「なるほど、交易街として栄えているんですね」

　確かに異国の人間が多ければそれだけ文化も混じり合う。修道女が代表を務める教会が一つあったところで、うるさく言われないのかもしれない。そういえば私に関してもそうだった。この時代では殊こと更さら奇異の目を向けられることもなく、排はい他たされずに済んでいる。

　どんな人間も受け入れられる器うつわを持った土地──そう言えば聞こえは良いが、異国の人間が増えるということは、その分まとまりが欠けて自国領の一致団結に影響しかねない。広く門戸を開くことは、流通や経済の面でメリットがあるが、無防備になるということでもある。招かれざる客が入り込むことだって皆無ではないのだから。

　それに、単純に領民の不満も溜たまるだろう。彼らは外部よりも自分たちを一番大切に扱って欲しいはずだ。……暴動のきっかけはそのあたりにもあるのだろうか。

「昔はね、特にこれといった特徴もない街だったんだけど。ここ数年でみるみる発展して、ずいぶん活気づいたんだよ」

　だが修道女は、領主のやり方に文句はないようだ。まあ、言えない立場なのかもしれない。領主から直接立場を与えられているのだ、容易たやすく逆さからえまい。

「お話って、そのことだったの？」

「いや……」

　本題はここからだ。改めて彼女を正面に捉とらえると、修道女は何も分かっていない顔で、きょとんと首を傾げた。

「……この教会に、よく東洋の方が訪れますよね」

「領主様の護衛の方？」

「彼を──止めていただきたいのです。貴女の手で」

　修道女の表情が一瞬だけ曇った──が、すぐに平常通りの微笑みに戻る。それは、どこか違和感を覚える態度だった。

「どうして私に？」

「貴女と彼は親しい間柄だと思ったからです。つまり、彼を止められるのは貴女しかいない」

　しかし彼女は微笑みを崩さない。何の狼ろう狽ばいも、感慨もないかのように。

「うーん、彼が何をしているのか知らないけど、それは私に言うことじゃないと思うなぁ。だって、これといって親しいわけじゃないもの」

　……なんだって？

「いや、しかし、彼は貴女の教会を守るために、傍そばにいるのではないのですか……？」

「……私の教会を守る？　あの人が、そんなことを言ったの？」

　彼女の鉄壁の微笑みに、初めて別の色が混じる。その様子を窺うかがいながら、「そうです」と頷く。

「そうなんだ。少し……、ううん、かなり意外かな。あの人が誰かと話しているところ、あんまり見たことがなかったから。あなた、彼とお友達？」

「友達……というか、知り合いというか……」

　本当はまだ知り合ってもいないのだが、ここは噓うそをついてでも二人の繫つながりを確認しておきたかった。

「そう、じゃあ仲良くしてね。悪い人じゃないと思うから」

　しかし返ってくるのはまたも他人行儀な言葉で、私の困惑は増していく。

「本当に親しい仲じゃないのですか……？」

「ただの知り合いだって。あの人がもしも、私の教会を守るって言ったのなら──それは単なる〝お礼〟の意味だと思うなぁ」

「お礼？」

「昔ね、あの人が路ろ頭とうに迷っていた時、食事を分けたことがあるの。私の教会がこのお屋敷の中にあった頃ころじゃなくて、街の中にあった時の話。そこでは孤こ児じ院いんも兼ねていて、子供たちもたくさんいたんだよ。私たちは、困っている人に手を差し伸べないといけないの。だから、彼に対してもそうしただけで……」

　彼女は懐かしげに目を細めた後、私に向き直り──はっきりと強い口調で言った。

「そこに、特別なものはありません」

　私は今度こそ黙り込んでしまった。ジゼルも言葉を失っている。

　一体、どういうことなんだ？　まさか、彼女が言っているように、東洋の男は一方的に修道女を敬愛していると、そういう話なのだろうか……？

『で、でも。それなら、二番目の扉のことはどうなるんですか？　彼女……あんなに彼のことが好きだったのに、この時代では関係性が違うというの？』

　ジゼルの狼狽が伝わってくる。修道女は苦笑しながら話を切り上げようと、「だからね、私とあの人がそういう仲だというのは、あなたの勘違いかな」と席を立つ。

「ま、待ってください！」

「うん？」

「貴女は、その──」もはや何を言うべきか分かりかねていた。出てきた言葉は、苦し紛れのものに近かった。「ポーリーンなんだろう……？」

　彼女は怪け訝げんな顔をして私をじっと見つめ、何かを言いかけた。が、笑顔を取り繕う。まるで融ゆう通ずうの利かない子供を相手にしているような態度だった。

「いいえ、私はマリアです」

「……は？」

　マリア？　どういうことだ？

　マリアといえば、三番目の扉でヤコポと深く関かかわっていたマリーアに名が酷似している。しかし、彼女とは別人のように思えるのだが……。

　頭の中が混乱してくる。まるで配役の異なる台本を突然手渡されたかのようだ。

　私もジゼルも、メルとネリーが次の世でも同様に強い結びつきを持っていたから、他の関係者もそうに違いないと考えていた。つまりこれはそういう輪りん廻ねなのだと。しかし、それは思い込みに過ぎなかったのだろうか？

「じゃあ、そういうことで。礼拝の準備もあるし、私はもう行くね」

「ま、待ってくれ！　最後にあと一つだけ聞かせてもらえませんか！」


「…………何かな」



　常に優しい態度を崩さなかった彼女だが、初めて煩わずらわしさを態度に滲にじませた。だが、ここで引くわけにはいかなかった。このまま直接、領主や東洋の男に説得を試みても突破口は見当たらないのだ。

「貴女の権限で、物見の塔とうへ続く扉を開くことは出来ませんか。見てもらいたいものがあるんです……！」

「……何を私に見せたいの……？」

「領主と、その護衛の男が……塔の最上階に人間を隠しているんだ」

「え？」

「彼らは奇跡の血を持つ少女を幽ゆう閉へいしているんだ……！　私はそれを止めたいと思っている！　そして彼らも説得したい！　だから教会の代表である貴女の協力が必要なんだ！」

　彼女は表情を失って、私を見据えていた。

　彼女が東洋の男をこの時代では何とも思っていなかったとしても──やはり彼の方は、修道女の存在が動機になっているはずなのだ。ならばやはり、彼の説得には、彼女の存在が必要不可欠になる。強引なやり方だが、幽閉の事実を見せつけて彼女を動かすしかない。

　私たちは長い間視線を逸そらさなかった。緊張感が互いの間を駆け抜けていく。

　やがて彼女は、ふうと短いため息をついて「分かった」と言った。

　途端に気が抜けて、ジゼルも私の心を代弁するかのように『良かった、これできっと修道女さんも味方になって──』と、言いかけ、

「あなたを逆ぎゃく賊ぞくとして通報します」

　場が、凍こおった。

「……メルのお友達だと聞いていたから信頼していたのに、目的は財宝を盗み出すことだったんだね。がっかりだよ」

　今や修道女は、はっきりと私に敵意を向けていた。

「ちょ……、ちょっと、待ってくれ。なぜそんな話に！　財産!?　どういうことなんだ……！」

「物見の塔の最上階のことは、領主様から聞いているわ。あそこには領主様の大切な財産があるから、近づくような人がいたら兵に突き出していいって言われているの。……幽閉だとか噓をついて扉を開かせて、その隙すきに盗み出すつもりだったんでしょう？」

　絶句する。

　物見の塔に隠されたものが、財宝なはずがない。そんなふざけた話があるか。すべてを知っている私にとってみたらそれこそが碌ろくでもない噓だというのに、領主を信頼している修道女には分かってもらえない。

　……くそ、既に先手を打たれていたということか！

「私は噓なんてついていない！　扉を開けてくれれば、そこにあるのが財宝なんかではないとすぐに分かるはずだ！」

「……残念だけど、あなたの企たくらみは叶かなわないよ」

「だからッ……、企みなどでは──！」

「そもそも私は鍵かぎを開ける方法を知らないんだよ。それとも、無理やり鍵を壊そうっていうの？　私の権限で？　……あのね、私は確かにこの教会を任されているけど、物見の塔は別なの。あそこは領主様の私有地で、無関係の人は近づけない。……どこで情報を得たのか知らないけど、私に声をかけたのは間違いだったね」

　修道女は憐れん憫びん混じりに私を一いち瞥べつし、部屋を後にしようとする。

「物見の塔を確認するのは貴女だけでいい！」

　私は必死に縋すがった。

「私が望んでいるのは財宝を盗むことでもなんでもない。ただ説得の場を設けたいだけなんだ。せめて一度、塔の中を確認する検討だけでもして欲しい！　本当に、あの中には少女が閉じ込められているんだ……！」

　彼女はゆっくりと振り返り──笑顔もなく。「分かった」と、先ほどと同じように言い、

「じゃあ通報の仕方は、不敬罪ということにするわ」

　と、冷たく告げて、扉の奥に消えた。


「待っ──！」



　なりふりなど構っていられない。追い縋るようにして部屋から飛び出て、廊下を進む彼女に手を伸ばそうとする。しかしその瞬間、窓から入り込む強烈な光が私の目を焼いた。

　いや、本当は、うららかな午後の日光程度なのだ。それが、色素の欠けた目には凶器のように映り込む。肌も焼けるように痛く、頭の奥が刺されるように痛い。

　開け放たれたすべての窓。光に満ちた廊下。ここを訪れた初日に好ましく思ったすべての要因が、今、私の足を引っ張っている──。


「あ…………」



　ぐらりと大きく視界が傾かしいだ。

　眩暈めまい程度ではなく、歪ゆがみがどんどんきつくなっていく。保てない。踏ん張ることが出来ない。自分の意思に反して視界が狭はさまり、周囲が暗転していく。

　やがて、かろうじて目に映うつるのが床ばかりになって──

『ミシェル!?　大丈夫ですか!?　ねえ、ミシェル──！』

　ジゼルの声も遠く……意識が急速に遠とお退のいていく。

　身体からだが力を失っていく。

　倒れている場合ではないのに。立たなければいけないのに。まだやらなければならないことがたくさんあるというのに。このままでは修道女が行ってしまう。引き留めなければいけない。もう一度話をきちんとして、それで……。

　そ、れ、で……。

　思考が、途絶えて、いく。

　なんて、忌いま々いましく……無力な……身体なのだろう……。






７　聖女という名の孤独








　ざああ、ざああ、ざああ、と……雨のような音を聞いた。

　聞き覚えのある音だと思った。それを聞くと逃げ道を失ったような心細さと恐ろしさを感じ──それ以上に物悲しかった。

　ゆっくりと目を開く。

　私の目に映ったのは、見知らぬ小屋の一部だった。どうやら寝しん台だいに寝かされているようで、ごわごわとした粗そ末まつなシーツ越しに、藁わらの感触が伝わってくる。

　一体、あれからどうなったんだ？　ここは……どこなんだ？

　心の中でジゼルを呼んでも、何の反応も返ってこない。

　何か奇妙なことが起きている予感がする。

「……気が付きましたか」

　少女の声がして、はっと起き上がろうとする。しかしその瞬間、またも頭の奥に痛みが走る。私は呻うめいて額ひたいを抑えた。

「無理なさらない方が良いですよ。倒れていたんですから」

　その声は、何度も何度も聞いたもので──

　けれど、今聞けるはずもない──

　彼女のものだった。

「モルガーナ……？」

　私が名を呼ぶと、彼女は驚いたように顔を上げた。けれどすぐに俯うつむいて、フードを引っ張って顔を隠そうとする。彼女の顔は見える範囲でも痛いた々いたしい痣あざに覆われていて、それを見られるのを嫌がったのだろう。

　そういう仕草をする彼女は、なんだかおかしかった。いじらしいとも思った。もちろん彼女にとっては重たい問題で、いじらしいなどと軽率に言ってはならないものだと分かっている。ただ、私の知る、魔女として存在する恐ろしいモルガーナとはあまりに違ったから。

「どうして私の名前を……」

「どうしてって、私はお前を救いに……。一体ここはどこなんだ？　〝　　　　〟から出られたのか──」

　今、自分の声が突然かき消された気がした。まるで声を奪われたかのような違和感。ゆっくりと身を起こし、喉のどに手をやる。ためしに声を出してみたが特に不調は見当たらない。

「どこって……、おかしなことを言う人ですね。ここは、湖こ畔はんの魔女の小屋です」

「魔女の小屋だって……？」

　改めて周囲を見ると、そこは小屋の一室だった。部屋の数も一つか二つしかない程度の、一軒家というのは寂しい建物だ。棚たなには見たこともない枯かれ草くさの束が重なっていて、暖だん炉ろには鍋なべがかけられている。室内に漂うのは苦みのある不思議な香りだった。その香りを嗅かいでいると、なぜか懐かしい気持ちにさせられる。いくら記憶を辿たどってもここを訪れた思い出なんてないというのに。

「落ち着く香りでしょう？　人の気持ちを、穏やかにしてくれる香草なんです」

　……もしかしたら、懐かしさの要因は、この部屋にあるのではなく──

　彼女自身にあるのかもしれない。

　私が生きた時代、物見の塔の最上階で彼女の骨を抱えた時──この香りを嗅いだ気がする。もちろん骨に匂においなど染み付かないだろうし、ただの錯覚である可能性の方が高いのだけれども。

「あなたは扉の前で倒れていたのです。……本来、小屋に誰だれかを招いたりしないのですが、相手が病人であれば致し方ありません」

　私は貴重なものを眺ながめるように彼女を見ていた。今の彼女からはちっとも禍まが々まがしさを感じない。人を追い詰めて嘲あざ笑わらうような、そんな悪あく辣らつとした気配も一切ない。それどころか、たとえその顔が醜みにくく爛ただれていても、清せい楚そで慎つつましやかな美しさを感じる。

　何より今の彼女には、両手がしっかりとあった。

　つまり──今は──彼女が腕を失う前なのか。

　魔女ではなく……聖女として、生活をしている時なのか。

　あれから、更に時が遡さかのぼったと……？

「モルガーナ……すぐにこの小屋から離れるんだ。いや、いっそのこと別の国に逃げてくれ」

　彼女は口元を薄く開いた。表情は隠れていたが、きっと私のことを訝いぶかしんでいるのだろう。

「突然……、何を言うのです。ここから離れたら、私は生活が出来ません……」

「それなら、これから現れる男には注意してほしい。絶対に扉を開けてはだめだ」

「それは一体、誰のことを……？」

「　　　の髪をした青年と　　の男が──」

　──まただ。

　また、言葉が突然奪われる。重要なことを言おうとしたら、声が奪われてしまう。気の所せ為いではない。抗あらがえない奇妙な力によって、私の声が搔かき消される。

　ここは本当に、現実の世界なのか……？

「モルガーナ……、ここは一体、どこなんだ？　本当に、湖畔の小屋なのか……？」

「窓の外を見て、ご覧になられたらいかがです」

　──そこには何もなかった。

　いや、正確には違う。赤黒い霧きりが渦うず巻まいているのだ。ざああ、ざああと、何かが流れ落ちるような音も響かせて。……思い出した。この音は、死者の世界で聞いたものだ。モルガーナの元へ向かうためにらせん階段を上った時、彼女の痛みの象徴のように、大量の血液が奔ほん流りゅうとなって押し寄せた……。

　しかし、あの時は感じた恐怖というものが、今は一切感じられない。

　ただひたすら、切なく、悲しい。

　モルガーナには血に呑のまれた世界が見えていないのか、穏やかな口調で「美しい湖畔があるでしょう」と言った。

「まあ……、私には縁のないものですが……」

　ここはやはり……現実ではない。

　だったら、モルガーナ──ここはお前の心の世界なのだろうか？　あるいは、私たちが見ている夢の世界なのだろうか……？

　彼女がゆっくりと首を傾かしげて、私を見る。

「あなたは何者ですか？　……何か奇妙なのです。あなたからはとても不思議なものを感じて、懐かしいような気すら……」

　何て奇妙なのだろう。今まではずっと、彼女が私の名を呼んで語り続けていたのに、今の彼女は私の名も知らない。けれど懐かしいと言ってくれる。それがなんだか、私たちの間に僅わずかな繫つながりを感じさせてくれて、嬉うれしいと感じてしまった。

　そんな感情を抱くことも、やはり奇妙だ。私とモルガーナの関係はとても歪いびつなものだった。魔女と化したモルガーナは私の心を蝕むしばみ続けた。私だけじゃない、ジゼルすらも、気の遠くなるような年月をかけて追い詰め続けた。

　本来なら、憎しみを向けるのが正しい関係だ。

　それでも今、憎悪なんてものはちっとも湧わかない。魔女ではなく、ただの少女として生きているモルガーナに近づけて、本当に嬉しいのだ。

　たとえこれが、現実の世界でなくとも──本来の彼女と、向き合う機会が得られるとは思わなかったから。

　だからこそ、私は現実に起きている様々な事態を、一度横に置くことにした。本当なら、今すぐにでも目を覚まして現実に戻り、修道女との話し合いを進めるべきなのかもしれない。けれど、それと同じくらい──いやそれ以上に、本来のモルガーナと向かい合うことは大事だと思った。

　私は寝台に座り直し、彼女と向き合った。その姿を視界から外さないように。

　そして答える。

「私は……これから先の時代で、お前の傍そばにいた者だ」

　彼女は黙って、私の言葉を受け止めていた。否定するような気配もなく、一いっ笑しょうに付す様子もなく。信じてくれているのかは分からない。ただ、私たちの間には、共通する感情が流れているような気がした。

　目の前に居る相手は、他とは異なる存在なのだと。

「少し話をしよう……モルガーナ。今のお前の感情で、お前自身のことを聞かせてほしいんだ」

　彼女は困惑した素そ振ぶりを見せた。更に俯いて、顔のほとんどが見えなくなる。

　お互いの声が途と絶だえると、聞こえるのは血が川のように流れる音と、暖炉で散る火花の音だけとなる。それはどちらも囁ささやくような音量で、弱々しい。

　やがて彼女は、ぼそぼそと、小さな声で話した。

「私は……自分自身のことを、他の人に語るつもりはありません。なぜならば、それは──他人には共感出来るものではないから……」

　そうして小さくなっている姿は、恐れられる魔女でも、あるいは神の威光を背負う聖女でもなく、ただの──心を閉ざしたか弱い娘だった。

　私は一度頷いて、「それなら」と切り出した。

「……私の話からしよう」
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　こうして私たちは、〝対話〟を始めた。

　たくさんのことを彼女に語った。私の生おい立ち。互いの特殊な生き方。社会に交わる恐ろしさ。他者の目に怯おびえる苦しみ。自らの弱さを認めたくないがあまりに孤こ独どくを愛する振りをすること。

　そして彼女の奇跡の正体。

　私はきっと、否いや応おうなく人の心を摑んでしまうその〝声〟こそが真相なのだと思っている。

　血を与えなくとも、彼女の〝言葉〟を信じる者であれば、奇跡は起きたはずだ。

　つまり。それは、無自覚の──優しい洗脳。

　そのことに、誰かが気づいてくれれば良かったのに。そして誰かが手を差し伸べて、彼女に普通の生活を送らせてくれれば良かったのに。四年前に彼女が失ってしまったものを、もう一度取り戻せるような──そんな瞬間が訪れれば良かったのに。

　せめて私が、それを出来れば良かったのに。

　けれど私はこの時代の人間ではなく──彼女と共に居ることは出来ない。出来るのは、今、彼女に言葉を贈ることだけだ。だから私は彼女に伝え続ける。

　いつかもう一度大切な人の手を、取ることが出来るようにと。






８　宴うたげ








『ミシェル……、ねえ、大丈夫……？　目を覚まして……』

　闇やみの向こうからぼんやりと、ジゼルの声がする。彼女にはいつも心配ばかりかけている気がする──情けないような申し訳ないような、罪悪感で一杯になりながら、うっすらと目を開いた。

　目に入ったのは、見み慣なれた石造りの天井だった。私に宛がわれた物置のような一室で、寝台も相変わらず埃ほこりっぽい。……藁わらの感触もなければ、不思議な香こう草そうの香りも漂っていない。

　格こう子しで遮さえぎられただけの簡素な窓も、そのままだ。そこから入り込む光はとても弱く、既に陽ひは落ちていた。頼れる光源は月光と、誰かが灯ともしてくれたろうそくの炎だ。

『良かった……、目が覚めたんですね』

　ジゼルの心底ほっとした声が頭の中で響く。すっかり、頭痛も収まっていた。

「あっ、目を覚ましたわ！　ねえ大丈夫？　頭とか打ってない？」

　ぱたぱたと軽い足音がしたかと思えば、私の顔を覗のぞき込む大きな目があった。ネリーだ。柔らかそうな亜あ麻ま色いろの髪が、ふわりとなびく。

「びっくりしたわ、突然倒れたっていうんだもの。どこか具合が悪かったの？」

「いや……、先天的なものです。心配をかけてすみません」

　色素の著いちじるしい欠乏が引き起こす衰すい弱じゃく──それが私を襲った正体だ。

　彼女に苦笑を向けてから、心の中でジゼルにも詫わびた。心配をかけてしまってすまない、と。ジゼルはやはり優しく、『体質的なところは仕方がないわ。無事で良かったです』と言う。

「急な病気とかじゃないなら、いいんだけど。もうすっかり大丈夫なの？」

　起き上がりながら「ええ」と頷うなずく。まだ深夜というほどではなさそうだが──それでも、あれからずいぶんと時間が経たっているようだ。

「あの、聞きたいことが」

「なーに？」

「衛兵は来てないんですか……？」

　ネリーはきょとんとしたあと、青ざめて「二番目のお兄さまってば……何か悪いことしちゃったの？」と言った。心なしか身も引いているように見える。

「い、いえ、そうではなく、修道女との話し合いに失敗をしてしまって……彼女に不敬罪で訴えられそうになっていたんです」

「えぇ、不敬って。あの人、自分の立場を笠かさに着るようなことしないと思ってたんだけど」

「彼女に対する不敬というより、領主に対して……」

「ああ」ネリーは納得したように頷いて、首を竦すくめた。「修道女さま、領主さまのこと慕したっているみたいだものね。ネリーは領主さまのこと好きじゃないし、悪口くらいいいじゃないって思うんだけど」

「……会ったことが？」

「たまーに教会でね。お話も滅めっ多たにしないんだけれど、とにかくカンジの悪い人よ！」

　ネリーは腰に手をあてて子供っぽくむくれた。彼女の場合は政治的な云うん々ぬんではなく、単純に印象で嫌っているだけのようだ。

　それから拗すねた表情から一転、笑みを覗かせて、

「たぶん、通報はされてないと思うわ。ここに運んでくれたのだって修道女さまだし」

「……彼女が？」

「結局、修道女さまは甘いのよ。でも、あの人の心証を悪くしちゃったんなら、これから動きにくいかもしれないわ」


「…………」



　確かにその通りだと思う。彼女に睨にらまれれば、信者たちの心証まで悪くなる。もう一度話が出来るかどうかすら怪しい。いや、むしろ、もう教会に近づくなと言われかねない。

　だが、私の思い悩む顔を見て、ネリーは心配を吹き飛ばすかのように肩を小突いた。

「ネリーはこれから修道女さまとお夕飯なんだけど、ミシェルのことはフォローを入れておいてあげるわ！　きっと大丈夫よ、安心して」

「た……、助かります」……本気で。

　ネリーはにっこりと笑って、「それじゃあまた明日ね！　お大事に！」と部屋から出て行った。彼女の体調を心配していたこちらの方が結局は心配されているという始末だ。

　また明日、と反射的に返したものの、その言葉の重みに遅れて気づく。

　モルガーナが死を迎えるのは明後日あさっての正午──十二の鐘かねが鳴る時。

　時間がない。自由に一日使えるのは、もう明日だけだ。

　その途端強烈な焦あせりに襲われて、今からでも何かしなければと立ち上がり──扉に手をかけようとした時だった。向こうから勝手に開き、びっくりしたような顔と目が合った。

「ああ、起きてたんだ？　良かった」

　そこにいたのはメルだった。

「まさか、見舞いにでも来てくれたんですか？」

「まさかってなんだよ。僕だって人の心配くらいするけど……」

　だが、そう言う割には顔色が悪く、周囲を警戒するような緊張感が漂っていた。

「何か用事が……？」

「いや……、夕飯に誘いに来たんだ」

　ますます不思議に思う。夕食をもらえるのはむしろありがたいくらいだったし、それくらい強こわ張ばって提案するものでもないと思うのだが……。

「誘っているのは、僕じゃないんだ」

　だが、その後に続いたメルの言葉で、すべてを悟った。

　それどころか──彼の緊張は私にまで伝染することになった。

「あいつだよ。……領主の護衛の……殺さつ人じん鬼きさ」
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　夕食は広間で取るということで、私とメルは重たい空気を抱えながら向かった。

　その途中で、メルはなるべく何でもないことだと、どこか自分自身にも言い聞かすかのように「探さぐりを入れる程度なんだと思うよ」と言っていた。確かに疑念が確実なものとなっていたら、まどろこっしいことなどせずに殺しに来る気がする。……あの男なら。

　夜の広間は暗闇に大部分が支配されている。真っ先に視線が向かったのは暖だん炉ろの炎で、そのすぐ隣に長方形に伸びたテーブルが用意されていた。

　東洋の男は椅い子すの一つに深く腰を下ろしていた。眠るように閉ざしていた眼まな差ざしを、私たちの訪れに合わせて持ち上げる。炎の揺らめきが彼の横顔を照らしていて、まるで、血に染まっているかのように見えた。

　そしてもう一人、配はい膳ぜんを行う瘦やせぎすの男がいた。貧ひん民みん以上に粗そ末まつな身なりをしている。真っ先に奴ど隷れいという単語が思い浮かび、私は一瞬顔を顰しかめた。

「……連れてきたよ」

　メルの強張った声に、東洋の男は浅く頷いた。そして彼は、予想していなかった態度で私たちを出迎えた。

「突然呼び立ててしまってすまないな、メルの友人が滞在していると聞き挨あい拶さつでもしておいた方が良いかと思ったんだ。ああ、席は用意している、座ってくれないか」

　彼は微ほほ笑えみを浮かべていた。それは想像以上に社交的で、拍ひょう子し抜けするくらいだった。

　血に飢うえた恐ろしい男という印象が彼には強過ぎたのだ。それはメルが語り聞かせた半年前の出来事の所せ為いでもあって、死者の世界での出来事、そして二番目の扉で見た〝獣〟の所為でもあった。

『な、なんだか、予想以上に普通ですね？　話し合いが出来そうな雰囲気……？』

　ジゼルも不思議そうにしている。

　とはいえ、友好的だからといって気を抜いてはいけないだろう。それくらいの猫は被かぶれるだろうから。

　席につくと、瘦せぎすの男が順々にグラスに葡ぶ萄どう酒しゅを注いでいく。表情はなく、淡たん々たんと己おのれの仕事をこなしている様子だった。まるで何も聞こえていないような、感情を宿さない態度がやけに気になる。

「……彼は？」

　問うと、東洋の男が答える。

「領主から借りた奴隷だ。この館やかたに料理人は常駐していないからな、せめて軽く用意出来る者が必要だろうと」

「そうですか……。……あの、自分でやりますよ」

　彼に声をかけて葡萄酒のボトルを受け取ろうとしたが、無反応のまま、結局目の前で注がれてしまった。ふっ、と短い笑い声が、東洋の男から上がる。

「そいつは言葉が分からんのだ。ついでに舌も切り取られて物も言えん」

「なっ……」

「だから安心しろ、ここでの会話は漏れない」

「そんな心配は端はなからしていない！　まさか貴方あなたたちは、彼に話をさせないという、ただそれだけのために舌を切り落としたのか!?」

　彼は切れ長の目を更さらに細くして、まるで珍めずらしいものを相手にするかのように、こちらを見た。

「奴隷の待遇に異を唱となえる奴やつなど、初めて見たな」

「彼だって人間だ、こんな酷ひどい扱いは間違っているだろう！」

「人間？　どうかな、そいつは己のことを人とは思っていないかもしれないぞ」

「それは貴方の一方的な理屈で──！」

「まあ、落ち着くといい」彼は何を考えているのか分からない薄い笑みを浮かべたまま、肩を竦めた。「そいつは元からだ。少なくとも俺おれが知った時には」

「領主は疑り深い性格をしている。あの男にとっては、必要最低限の言葉しか通じず、話すことも出来ない奴隷というのは、安全な使用人なのだろう。……むしろ領主に買われなければ、そいつはのたれ死んで終わりだったと思うがな」

　反論の言葉を失って、奴隷の彼を見る。劣悪な環境で感情を殺された──という話ではなく、ただ単に、彼が言ったように言葉が通じていないだけなのか？

「信じられないか？　……どうやらずいぶん、俺は悪人だと思われているようだな。いや、領主がか？　まあどちらでも構わないが……そんなに他人を傷つけるような人間に見えるか？」

　信じるか信じないかは横に置いても、最後の問いかけについては「見える」と言ってしまいたかった。何せ、私は彼の行いを知っているのだから。

　しかし、まだ穏おん便びんに話を続けておきたかった。

「いや……疑ってすみません、非礼を詫びます」

「別に、気にしていないさ……」

　奴隷は仕事を終えると、誰にも目を合わせないまま壁際に向かい、最初からそこにある置物かのように、気配なく佇たたずんだ。その動きを、どうしても目で追ってしまう。

　奴隷の外見は痛いた々いたしいものがあり、胸の奥に苦いものが広がっていく。自分では何も出来ないと分かっているから余計に、その苦みは濃いものとなっていた。ここで正義感を振りかざしても何にもならないのだ。奴隷が存在するのはこの時代の仕組みとして仕方のない話で、未来を知っているが故ゆえの価値観をここで押し付けても、それは私の自己満足にしかならない。

　私はなるべく、奴隷のことから思考を切り替えることにした。

　東洋の男は「さて、それでは自己紹介でもしておこうか」と言う。

「まあ、大体はメルから聞いているかもしれないがな。俺は普段領主の護衛をやっているが、祝祭の期間は警備も必要になるだろうから、今晩からはこの近くに滞在しているのだ。……それで、せっかくだから夕食でもと」

「それはどうも……」

「そちらのことを聞いても？」

「それはもちろん構いませんが──、まず貴方の名前を伺うかがってもよろしいですか」

「なるほど、確かに先に名乗るのが道理だ──だが生あい憎にくと教えられる名が無くてな」

　……名が無い？　私は眉まゆを寄せた。

「どういう意味ですか？」

「昔の記憶が欠けている。己の出自が分からんのだ。……だから名も覚えていない。名が必要ならば好きに呼ぶといい」

　噓うそを言っている様子ではない……と思う。

　名を聞いたのは、修道女の名が〝マリア〟という想像していた名と違ったからで、彼についても確認しておきたかったのだ。だが記憶がないというのならば無理な話だった。

『そういえば』とジゼルが記憶を辿たどるように呟つぶやく。『彼は二番目の扉でも記憶喪失でした。その時は、それが原因で自らのことを獣と思い込み、残ざん虐ぎゃくな行為に至った……』

『……今は記憶がなくとも落ち着いているように見える。あの時とは状況が似ていても、違うものがあるのだろうか』

　私の沈黙を眺めながら、「何か？」と微笑を浮かべたまま男が言う。その間、メルの方は、席についてずっと俯うつむいたままだった。食事に手をつけようともしない。

「いや……苦労をされたのだなと思いまして。私のことですが、名前はミシェルといいます。彼……メルの友人で、この街に立ち寄ったので会っておこうかと。ちょうど祝祭があるということで、滞在するにも良い時期でしたし」

　まだどういう話の運びになるか分からない以上、設定を崩す必要はないだろう。東洋の男はやはり穏やかな態度を崩そうとしない。せめて疑われているかどうかだけでも表情から判別出来れば良かったのだが、彼の顔からは何も読み取れなかった。

「良い友人を持ったな」切れ長の黒目がすっと動いて、メルを見据える。「はるばるお前の元を訪ねるような稀け有うな友人がいるとは思わなかったよ」

　メルは黙り込んで、青白い顔をしていた。何も返さず、重圧に耐えるように唇を嚙かむ。私は思わず横よこ槍やりを入れていた。

「彼は人当たりも良いですし、友人も多いですよ。……私は特に珍しいわけでもない」

「そうか。では、そういうことにしておこう。……お前の方は？」

「え？」

「友人だ。いるのか」

「いや、友人は、その……ほとんどいないです」

「家族は？」

「家族は……いますけど」

「会いに行ける距離に居るのか？」

「いいえ……あの、それが何か？」

　何なんだ、この質問攻めは。

「いや？」段々、この男の薄い笑みを見続けるのが恐ろしくなってきた。──私まで重圧を感じ始めているのだ。「俺には家族がいないからな、共感を得られるかと思っただけだ」

　何とも噓くさい発言だ。探りを入れているとしか思えない──

『この人、まさかミシェルと友達になりたいんじゃ！』

　が、その重苦しさがジゼルの言葉で吹っ飛んだ。いっそ彼女の声が部屋中に響いてくれれば良かったのに。そうしたらメルも笑ったかもしれない。

『いやさすがにそれはないでしょう……』

『やっぱ、そうですよねぇ……』

　ともあれ彼女の良い意味での空気の読まなささは、かなり助けになった。深呼吸をして、気を楽にする。たとえ私の素性に探さぐりを入れているのだとしても、答えられるものは素直に答えてしまえばいい。変に身構える必要はない。

「それにせっかくの夕食に何も会話がないというのは、つまらんだろう」

「なるほど……夕食は賑にぎやかな方がお好きでしたか」

　無論、相手がそのようなタイプだとは微み塵じんも思っていない。彼は首を竦めて「こう見えて社交的だよ」と笑う。こっちはちっとも笑えなかった。

　ともあれ食事は始まった。テーブルに並ぶのは硬いパンにチーズ、豆類が中心となったスープ、そして葡萄酒だ。どれも質素なものだったが、清せい貧ひんを良しとする教会の備び蓄ちくだと思えば納得する。むしろ豪勢な肉料理が出てくる方が不安になるというものだ。

「これはちょっとした世間話なんだが──」

　彼は私から目を離さないまま葡萄酒を口にする。グラスで口元が隠れ、見えるのは切れ長の、その目元だけ。そこでようやく、はっきりと理解する。

　この男の目が、まったくと言って良いほど笑っていないことに。

「もしもここにいる友人が、とてつもない大罪を犯していたとしたら──お前はそれでも友を続けるか？」

　……何を言っているんだ。その質問に何の意味がある？

「重く捉とらえるな、言っただろう……世間話だと。いや……軽い余興さ」

　私より目に見えて反応していたのは、メルの方だった。

　私はメルに目め配くばせをした。臆おくすることはないし、彼はすべてを語ってくれたのだ。今いま更さら何を言われたところで、味方であること辞やめるつもりはない。

　私は東洋の男に向き直った。

「後悔しているか否いなか、贖しょく罪ざいをするか否か……それによって答えは変わります」

「ほう」

「そして……そこにいる彼は、もしも仮に何かの罪を犯したら……後悔を抱く人物だ」

「そうか」

「……貴方はどうなのですか」

　質問が返されると思っていなかったのか、彼は眉を僅わずかに持ち上げた。

「仮にもしも、罪を犯していたとして──貴方は後悔を抱くのか、あるいは贖罪をするのか」

　グラスを下ろして、彼の口元が見えるようになる。

　その唇は、もう笑ってはいなかった。

「贖罪や後悔をしていたら、それだけで俺の人生は終わる」


「…………」



　やはり彼は、己の悪事を悪と認めて生きている人間だ。ただ直球に〝悔くいろ〟と言ったところで、鼻で笑い飛ばされるだけだろう。

　だがそれは、範囲を彼のみに絞った場合だ。

「それで……いいのですか。そのままでは、彼女──修道女の隣に居られなくなるというのに」

　彼は表情に一切の変化を見せず、私を見据えていた。驚くわけでも、怪け訝げんにするわけでもなく、無反応に近い。

「なぜ、修道女が関係する？」

「貴方と彼女は親しい関係にあるのでしょう……」

「俺は誰とも親しくなどない」

　また関係を否定される。だが、この場合は──無反応こそが反応なのではないか？　もしも本当に彼と修道女に接点がなければ、私の発言を奇妙に感じて訝いぶかしむのが自然な反応なのではないだろうか。

　だが追及は出来なかった。その前に彼が話題を切り替えたからだ。

「ところでメル。お前にも質問をしていいか」

「え……、な、……なに……？」

　突然矛ほこ先さきが変わり、メルは顕けん著ちょに動揺をした。私もまた眉を顰ひそめる。

「簡単な……遊びの質問だよ。今、お前は崖がけのふちに立っている。そしてお前の妹と、友人が、崖から落ちかかっている。お前はどちらか一人しか助けられない。……どちらに手を差し伸べる？」

「……それって……」

「よくある質問じゃないか、どこかで聞いたことがあるだろう？　気楽に答えればいい。実際に──起きているわけじゃないんだからさ……」

　言葉が──重苦しく沈んでいく。

　実際に起きているわけじゃない。

　だが──似たようなことを──

　起こそうとすることは出来る。

「……ぼ、僕は……、も、もう誰も、裏切りたくな……」

「答えになっていないな、これは二に者しゃ択たく一いつだ」

　──なんて底意地の悪い質問なのだ。

　東洋の男は確実に理解している。彼──メルが自分を恐怖の対象として見ていると。逆さからうことの出来ない呪じゅ縛ばくとして自分が君臨しているのだと。彼のトラウマそのものであると。

　分かりながら質問をし、楽しんでいる。

「ぼ、ぼ、僕は、」

「答える必要はない」

　私ははっきりとそう言っていた。

「この余興に一体何の意味がある？　楽しんでいるのは貴方だけじゃないか！　こんな悪趣味な質問はただ気分が悪いだけだ。それとも、貴方は今ここで、彼を追い詰めたいと言うのか？」

　彼は私を見て、唇の端をほんの少しだけ持ち上げた。彼の何を考えているのか分からない黒い瞳ひとみに、今だけは、確かに一つの感情が見て取れる。

　憐あわれみだ。

　だが、そんな目で見られるいわれはない。

「好奇心と正義感はそのうち猫を殺すな……」

「何を──」

「まあそう嚙みつくな。気分を害したのなら謝ろう、すまなかったな」

　食ってかかることすらいなされて、私はひっそりと奥歯を嚙んだ。出来ることなら、お前の目的は何だ、何を考えているんだ、こちらを馬ば鹿かにするなと怒りを向けてしまいたかった。けれど今は、自分の感情に振り回されるわけにはいかない。

　ただ、分かったことがある。この男は友好的などころか、我々を手のひらで転がして楽しんでいる。こんな夕食は一刻も早く切り上げたかった。





◇◇◇






「食事の味も分からないほどだった……」

　憂ゆう鬱うつな夕食が終わり、真っ先にそう呟いていた。

　東洋の男は私とメルを残し、広間を後にしていた。給仕の奴隷もいつの間にか姿を消している。メルはようやく緊張を解いたのか、長い長いため息をついた。

「あの……ありがとう。僕も、うまくやるつもりだったんだけど……。だめだな、あいつの前だと……何も言えなくなる。ごめん……」

「いや……、仕方ないでしょう」

　彼にとってみたら、あの男が事件に引きずり込んだ張本人だ。いくら話し合いを経て前向きになったとはいえ、根本的な恐怖感までは拭ぬぐい去れない。

「さっきの、何だったのかな。崖のふちで、ってやつ……」

「気にしない方が良いと思いますよ。考えても嫌な気分に引き摺られるだけですから」

「まあ……それはそうなんだけどさ。……気を付けてね。今夜は特に注意した方がいいのかも。あいつも今夜はこの屋敷の近くにいるって言っていたし……」

『わたしも同意見です。嫌な予感がするわ……』

　ジゼルの声も、メルの声も、どちらも沈痛で重たい。そんな風に言われると、首に縄なわをかけられている気になってしまう。だがあのような含みのある言い回しをされて、楽観的でいろという方が難しいかもしれない。

「本当にあいつから……鍵かぎなんて取れるのかな……」

　メルが呟き、場が静まり返る。すると「あ」と顔を上げて失言を悔いるように、彼は苦い顔をした。あの男から鍵を得ることも話を聞くことも、どちらも難しいなんて充分分かっている。

「ごめん、僕が愚ぐ痴ちることじゃなかった……。せめてもう少し、何か協力出来れば良かったんだけど」

「いえ、味方についてくれたことだけでもありがたいですから……」

「そう……」

「ただ、確かに他の情報がもう少し欲しいところではあります。……たとえば、領主について、些さ細さいなことでもいいので知っていることはありませんか」

　彼はしばらく思案していたが、お手上げだというように肩を竦めた。

「昨日言ったように、顔を合わせても全然話さないから、知っていることなんてほとんどないんだ。猜さい疑ぎ心しんが強くて人を寄せ付けなくて……。ほら、給仕の奴ど隷れいだってそうじゃないか。あんな話せない人を使ってさ……」

　そしてため息を一つついて、

「僕も下へ手たな発言をしたら、舌を引っこ抜かれてバルニエの奴隷にされるのかも──」


「………………はい？」



　今の、聞き間違いか？　それとも彼の言い間違いか？

「え？　だから舌を引っこ抜かれ──」

「そうではなく、誰だれの奴隷と言った……？」

「バルニエ？」


「それは、ど、…………どちらさまですか？」



　彼は目が点になった。

　恐らくきっと、顔は見えないけれどジゼルも目が点になっている。

『あれ？　領主さんのお名前って、ヤコポさん、じゃ……』

　私もそう思っていたのだが……。

「君、ここの領主の名前すら知らなかったんだ？　他のことは何でも知っているような素そ振ぶりだったのに、変なの」

「い、いいから、教えてくれませんか。それは通称ではなく、領主の本当の名前なんですか？」

「そのはずだけど？　領主の名前は、フルネームでジャン＝フランソワ・バルニエだよ」


「え、ええーーー…………」



　誰だそいつは！

　修道女の名前も違うし、東洋の男は記憶を持っていないし、領主も全く違う名前だ。何が何やら、ごちゃごちゃに混乱してきた。もはや糸が絡まりきって、解ほどけないくらいになっている。こんな状態で解決の糸口なんて見つかるのか？

　一体これから、どうしたらいいっていうんだ……？






９　深夜の来訪者








　行き詰まった気持ちを抱えながら部屋に戻り、これでもかというくらい大きなため息をついた。もはやすべての幸運が全速力で逃げ出しそうだったが、それでもつかずにはいられなかったのだ。

『ま、まずは明日、もう一度修道女さんに話をしてみたらどうでしょうか！　メルくんやネリーちゃんにも協力してもらったら、もっと話がしやすいかもしれませんし。あの二人の口から物見の塔とうのことを言ってもらえたら信じてくれるかも……』

　ジゼルの声を聞きながら、考えるために窓際に近寄る。外の風を吸って頭の中身を入れ替えたい気分だった。

『そうですね、それしかないかもしれません。ただ不安なのは、それでも信じてもらえなかった場合あの二人の立場も危うくなる可能性があることと……。もしも修道女とあの男に関係性がなかったら、真相を聞きだすという点においては意味がないということです』


『…………』



　それに口には出さないが、東洋の男の方から接触を図はかられている今の状況は、はっきり言って良いものではない。あれは探りを入れるというよりも釘くぎを刺したのだろう。

　自分はいつでも、お前のことなど、どうとでも出来るという──

『……あら？』

『？　どうかしましたか』

『今、何か物音が聞こえませんでした？　ほら、窓の向こうの方で』

　物音？　どうだろう、考えに集中していて気づかなかったが……。

　もっと近くに寄ってみ──


『ぎゃーーーーーーーーーーーーーーっっっ!!』



『ッ!?』

　想像を絶する絶叫が室内に──いや、私の頭の中だけで響いた。ぐわんぐわんと木霊こだまし続け、脳の機能がいくらか潰つぶれてしまったのではないかと危あやぶむほどだった。更に言えば、ジゼルの悲鳴だと分からなかったくらいだった。


『い、今、今の、見ましたかっ!?　格子のところに手がにゅっと……！　お、おば、おばけですよぉ～～～!!』



『ジ、ジゼル、落ち着いて……』

　確かに──見た。暗くら闇やみから真っ白な女の手が伸びてきて、格子を摑つかんで──そして私の存在に気づいて脱だっ兎とのごとく逃げ出したのが。

　あれはおばけというよりも──。

「すぐに追いかけよう！」

『ええっ!?　正気ですか!?　おばけなんて追いかけたら取りつかれちゃいますよーっ！』

　それをほぼ亡霊状態の君が言うのか！　という突っ込みは可か哀わい想そうだからしないであげた。

　私はジゼルの悲鳴と文句を無視して、外へ向かって走り出した。まだ近くにいてくれと願いながら。




「──待ってください！」

　外に出て、祝祭の飾りつけが始まりかけた広場を突っ切って、街へ続く森の道に差し掛かったところで女の背を見つけた。

　私の声にぎょっとして振り返ったその女は、短い金色の髪と、鮮あざやかなグリーンの瞳をしていた。そして寒さの厳きびしい夜にも拘かかわらず、肌が透けて見えるような薄手の衣装を身に纏まとっていて──布ぬの地じの色も闇に良く映はえるような明るいものだ。

　彼女の姿は、私の記憶違いでなければ見たことのあるものだった。

『あっこの人！』ジゼルも気づいたのか、驚いて──『ものすごく色っぽい格好をしていますね!?』

『そっちじゃないッ！』

　しまった、思わず突っ込みを入れてしまった。

「ちょ、ちょっと！　なんであんたが追いかけてくんのさッ!?」

　前方を走る女が目を白黒させて叫ぶ。声を聞いて、確信する。やはり彼女は、三番目の扉でヤコポに深く関かかわっていた──マリーアだ。

　彼女もこの時代に存在していたのだ。

「止まってください！　貴女あなたと話をさせて欲しい……！」

「言っとくけど、あたしは悪さしようとしたわけじゃないからな！　だから兵に突き出すとか、そういうのはナシッ！」

「違う、そんなつもりじゃない！　私はただ、話を……！」

「あたしはあんたに話なんてないっつーの！」

「私はあるんだ……！　た、頼むから止まってくれ……！」

　そろそろ息が切れかかっている。自慢ではないが、本当に体力がないのだ！

「なんなんだよ!?　あんた、あれか!?　変質者かァ!?」

「違うッ！」


「あっ！　誰か人がいる！　しめたっ！　すみませーん！　助けてくださーい！　変な人が追いかけてくるんですぅーー！」



「はああッ!?　ちょ、まっ、待ってください！」


「おーーーそーーーわーーーーれーーーるーーー！」



　マリーアだと思おぼしき女が、その〝誰か〟の元に走り寄ろうとする。阻そ止しすべく速度を上げたが、私の努力もむなしく、もう一人の影が見え始め──

「……何をしているの……？」

　更に最悪なことに、その誰かは、修道女だった。

　全速力を出したことで、最初から露出度の高い衣装が更に開はだけているマリーア。

　その彼女を追ってぜえぜえと息を切らしている私。

　その状況を見て凍りついている修道女。

　こ、これは……。

『もしかして……、ピンチってやつですか!?』

　自覚したくなかったことを、はっきりとジゼルが言う。出来ればなりふり構わず頭を抱えたいところだった。

「どういうこと……？」

　修道女が私とマリーアを交互に見る。私は焦って「これは違うんです！　冤えん罪ざい、冤罪です！　とにかくゆっくり話し合って……！」としどろもどろになった。

「マリーア……？」

「そ、そう、マリーアです！　彼女を見つけたのでこれは話をしなければと──、え？」

　修道女の困惑は、マリーアを追いかけて息を切らしている私の方ではなく──

　マリーア自身に向かっていた。

　何やら、風向きが変わった気がする。

「えっ？　ああっ！　あんた、もしかしてポーリーン!?」

　マリーアが修道女を指さして、驚きょう愕がくの声を上げる。同時に私も驚いていた。修道女はマリアと名乗ったが──

「やはり、貴女の名前はそうだったんじゃないか……」

　修道女は──いや、ポーリーンは気まずそうに視線を逸そらした。そして小さな声で、「それは、えと、俗世の名です。今の私の名前じゃありません。私は……その、マリアです」と言った。

「マリア？　あんたが？　アハッ、ちょっとウケんねそれ、冗談？」

　マリーアは美人が台無しになるような下品なやり方で、げらげらと爆笑する。ポーリーンの表情はまだ優れないままだ。

　それにしてもこの二人、まさか知り合いだったとは。初めて知った情報だ。モルガーナの語った過去でも、死者の世界でも、あるいは次の世の扉でも──どこにも二人の関連性は見当たらなかったから。

「つーかその恰かっ好こうってさ、あんた、シスターにでもなったワケ？　それも冗談？」

「……冗談じゃないよ」

「ふうん？　ま、それで名前がマリアってことね。……お似合いじゃん？　最初っからあんたがマリアだったら良かったのにねェ。マリアの名前をもらった女は、聖母様どころか娼しょう婦ふになって──夢見るポーリーンちゃんが聖母マリア様ってね。今から俗世の名前を交換してやろうか？」

「そういう言い方って……」

　なんだか……ものすごく剣けん呑のんな雰囲気が流れている。知り合いといっても、良い間柄ではないのだろうか？　……仕方ない。こういう時は第三者が何とか口を挟んだ方が冷静になるだろう。私は咳せき払ばらいをした。

「……二人とも。ここは寒いですし、夜の道は色々と危険です。とはいえ積もりに積もった思い出話というのもあるでしょうから、暖あたたかい部屋でゆっくりと──」

「あんたさ、今、あたしとこいつが思い出話にキャッキャと花を咲かせているように見えた？」

「み、……見えない、ですね」

　割と良い線を行っている仲裁の仕方だと思ったのに……。

　だが、予想していなかったところから、くすりと笑い声がした。私の様子を見て、ポーリーンの方が態度を和らげてくれたのだ。

「確かにその通りかも。ねえ、マリーア。せっかく会ったんだから、私の家に寄っていかない？」

「敷地内への不法侵入の理由を尋問するって？」

「違うよ、そうじゃないって！　それは気になるけど、言いたくないって言うなら聞かないし。私たちすごく久しぶりに再会したんだよ？　幼おさな馴染なじみなんだよ？　だったらお茶くらい飲んでいってもいいじゃない！」

　知り合いだとは思っていたが、幼馴染なのか？　それは更に意外な関係性だ。

「別に……、そういう関係じゃなくない？　あたしたち」

「それでも、私、気になるよ。あれからマリーアがどうしていたのか」

　マリーアは腕を組んで、眉み間けんに皺しわを寄せていた。が、私を見て意地悪くにやりと笑う。

「そうだなァ。正直、あんたと二人で何話していいかわっかんないんだよね。だから──そこの真っ白な男も連れていくってんなら、話に乗ってやってもいいよ」

　そしてそんなことを言って、ウィンクをしてみせたのだった。


「…………え？」
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　それから何度頭を抱える羽は目めになったか数えたくもない。

　何せ三人の女──いやジゼルも含めれば四人の女に囲まれている状況で、夜のお茶会とやらが始まってしまったのだ。考えてみても欲しい。そんな場に男が一人放ほうり込まれているというのは、まったく喜ばしい状況ではない。四つの花かと思えば四匹のライオン、あるいは何かの嫌がらせ、あるいは見知らぬ異国に迷い込んだ遭そう難なん者しゃ。

　散々苦手な恋愛話や好みのタイプの話などを振られ体力も気力もごっそり奪われてしまったのだが、しかし収穫もあった。もちろんマリーアとポーリーンの昔の話だ。

　二人は幼い頃ころ同じ孤こ児じ院いんにいたらしい。教会の敷地内に併設された施設で、それなりの人数の子供たちが保護されていたと聞いた。

　ネリーもポーリーンの昔の話を聞くのは初めてだったようで、目を輝かせていた。反面ポーリーンは苦い顔だ。孤児院での生活は路ろ頭とうに迷うよりマシだとは思うが、それでも恵まれた環境とは言えまい。昔の話をしたがらないのも分かる。

　マリーアはその孤児院から、十歳になる前に逃げ出したらしい。そして貧民街に流れつき、やがて娼婦として働くようになった。

「んで。今でも、院長のくそったれとは会ってんの？」

　ある程度の思い出話──というより苦労話に区切りがつくと、マリーアは皮肉げに言った。

「そういう言い方はだめだよ。悪い人じゃないんだから」

「はいはい、あんたにとってみたら、みーんな『悪い人じゃない』になっちまうよね」

「本当に……悪い人じゃないよ？　もちろん挨あい拶さつに来てくれるし……、私に修道女の道を示してくれたのもあの人だったし」

「まあ、あんたは気に入られてたもんな。いい子だったからさ。それに比べて、あたしは悪ガキだったかんなー」

　今の態度を見ても、それは想像がつきそうな気がする。ネリーが温めた葡ぶ萄どう酒しゅを口にしながら、「マリーアはやんちゃだったのね？」と聞く。

「そそ、やんちゃもやんちゃ。壁に石投げてちょっと穴開けたり──、あと院長の靴くつに犬の糞ふん塗ったりとか？」

　……それはやんちゃ過ぎるだろう。

「まーでもさ、あたしだって最初からそうだったワケじゃないよ。好き嫌いが激しい人だったかんな、向こうがさ。嫌いな子供に対しては、ひどいもんだったよ。飯を取り上げたり──、外で寝かしたりね」

　つまり、差別が厳しかったのだろうか。いや、下へ手たをすれば虐ぎゃく待たいの域に入るかもしれない。子供の保護を優先する孤児院でそのようなことがまかり通ってしまうなんて……。

「それ……、知らなかったわ。そんなことされていたの？　言ってくれれば良かったのに……」

　ポーリーンが身を乗り出して、困惑する。

「あんたに言ってどうなるってのさ。当時のあんたは院長にべったりだったし──あたしなんかの言葉は信じやしなかっただろ？　あんたってさ、自分の信じる奴やつの言葉は全然疑わないで、まるっと信じ込んじまうような──頑固者だから」

「そんなこと……」

「そうじゃんか。あんたが話を聞いてくれたのは時間が経たったからと、他にも人がいるからだ」


「…………」



　マリーアは口元を歪ゆがめて、すんと鼻を鳴らした。

「……ま。だからさ、あたしにとっては孤児院に残り続けるより、娼婦になっちまった方が良かったんだ。他に仕事があるんだったらその方が良かったけどね。体力がいる仕事だし、くたばる奴も多いし。……それに四年前に、仲間もほとんど失っちまった。未来のない仕事さ」

「……四年前？」

　私が質問を挟むと、マリーアは頷うなずいて話を続けた。
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「盗賊に娼館が襲われたの。ホント、最悪だったよ。なんだってわざわざ娼婦を狙ねらうのか──狙うなら貴族の館やかたとか、領主にしちゃえばいいのにさ」

　……何か、引っかかる。

　四年前の娼館。盗賊の襲撃。仲間もほとんど失った。

　まさか……。

　頭に浮かんだ疑問を結びつけるように、ジゼルに向けて語りかける。

『四年前と言えばモルガーナが十二の頃だ。その時、彼女は娼館に居たはず……』

『もしかして、マリーアさんの居た娼館が──！』

　私は身を乗り出してマリーアに聞いた。

「その娼館に……モルガーナという少女はいませんでしたか」

　するとマリーアの明るいグリーンの瞳ひとみが大きく見開かれた。予想していなかった言葉に、彼女も面食らっている節ふしがあった。

「あんた、モルガーナの知り合いなの!?」

　やはり──そうなのか！

　モルガーナは、盗賊の襲撃で全員殺されたと思っていたようだったが──

　生き残りがいたのだ！

「いたよ、いたいた。あたしらで面倒見てたんだ。でも、その襲撃の日に見失っちまってね。ホントさ、ひどいもんだったんだ。生き残りは一握りで絶望的な状況だったからさ──殺されたか、どっかに売られたかしちまったのかと思ってたんだけど」

　彼女はほっとしたように、満面の笑みを浮かべた。

「あんたが知ってるってことは、生きてんだ？　良かったよ！　ずっと心配してたんだ！」

　だが、良かったと笑えないのはこちらの方だった。ネリーも狼ろう狽ばいを明らかにして、おずおずと私を見て問う。

「モルガーナって……聖女さまの名前よね？　ミシェルがそう言ってたものね……？」

　私ははっきりと頷いた。マリーアは「聖女？」と怪け訝げんな顔をする。やはりマリーアには伝わっていないのだ。モルガーナが聖女として生まれたことも、そして魔女として今繫つながれていることも。

「聖女さまは、物見の塔とうに幽閉されてるの……！」

「ミシェル……、あなた、ネリーにもそんなことを！」

　いつもは穏やかな顔をはっきりと歪めて、ポーリーンが叫びかけた。しかしネリーが彼女を抑えるように畳たたみかける。

「本当のことなのよ！　だって、お兄さま──メルが教えてくれたんだもの！　全部本当のことを、お兄さまは言ってくれたわ！　お兄さまはすごく後悔しているの！　でも、お兄さまだけじゃ扉を開けないのよ！　領主さまと、護衛の人の鍵かぎがないとだめなの！」

「な、何を言っているの……」

「ネリーはね、本当のことを知って修道女さまに言わなきゃって思ったけど──でも信じてくれないと思って、言えなかったの。だって信じてくれないと、きっとお兄さまが危ない目にあっちゃう！」

「う……噓うそはだめだよ、ネリー」


「噓なんかじゃ──ッ」



「あそこにあるのは領主様の財産。だから、勝手に開いてはならないの。それとも、あなたたちはそろって領主様の財産を取ってしまいたいの？」

　……ネリーが主張しても駄目なのか。ポーリーンの心にほんの僅わずかな隙すき間まが出来上がれば、それだけで話し合うきっかけが出来るかもしれないのに──彼女はあまりにもかたくなだった。

「どうしてそこまで領主を信じるんだ……!?　突然現れた私のことはともかく、ネリーとは長い間一緒にいたのだろう!?　彼女が噓を言っていないことくらい、分かるはずなのに……！」

　彼女は私に、怒りとも憎しみとも──悲しみともつかない複雑な目を向けて、珍しく声を荒げた。

「元はと言えば、あなたがネリーに妙なことを吹き込んだんでしょう？　もう、疑心の種を撒まくのはやめて！」

「──ほら見ろ、言った通りじゃんか」

　だが、マリーアの声が、まるで鋭いナイフのようにポーリーンに斬きりかかる。

「自分の信じる奴以外の言葉は、耳に入らないんだ。なんにも変わってないよ」

「そ、それは……」

　マリーアは苛いら立だち気味にため息をついた。そして私の方へ顔を向ける。

「……その、物見の塔？　の扉ってのは、ぶち壊せないワケ？　話が全然読めないけど──そこにモルガーナがいるかもしれない、ってことだろ？」

「……そうです。ただ、扉を壊すのは難しいと思います。祝祭の準備期間で警備も厚くなっていますから──」

　東洋の男の存在を思い出す。夜間であっても、彼に気づかれたら、考えるまでもなくまずいことになる。それに扉を開くことだけが目的ではないのだ。

　真実を知ること。それが本当の目的だ。

　マリーアは納得をしたのか、ならばどうやって鍵を得るべきかと顎あご先さきに手をあてて思案を続けた。正直、彼女の反応には驚きが隠せなかった。というのも物見の塔のことを説明しても今まで必ず否定されてきたので──状況を考えれば当然の流れではあったが──何も疑わずに信じてくれたのが予想外だったのだ。

「──噓だよ」

　だが、その思案の静せい寂じゃくを、ポーリーンが壊す。

「だって……、あの人が……そんなことするはずない……」

　今やはっきりとポーリーンの表情には狼狽が浮かんでいる。額には汗が滲にじみ。顔色は青白さを通り越していた。

「あの人は……、怖い人って誤解を受けるけどそうじゃないもの。誠実で……素敵な人なんだから……そんなことするはずがない……」

　震える唇が、悲痛な想おもいを紡つむいでいく。

「他の奴が、違うって言ってんのに？」


「だって、私が信じなければ、誰があの人を信じるというの──ッ！」



　それは──彼女の想いを知る決定的な言葉だった。

　やはり……そうだったのだ。かたくなに否定をされ続けていたが、この時代も、彼女はあの男のことを深く想っている。ほつれかけていた糸が、もう一度繫がっていく。

　時代は異なれど、やはり輪りん廻ねの輪は崩れていない。同じことが繰り返され、同じ人物たちが関かかわっているのだ。

「本当に信頼を寄せているのなら、彼が行っていることを見た上で言ってほしい……」

　信じられない気持ちは分かる。大切な人が恐ろしい罪に手を染めていたら、その可能性を否定し、目を背けたくなるのが普通だ。ネリーだって最初はそうだった。

　しかしそれは、本当の信頼とは言えない……。

「もし仮に……、仮にだよ……」彼女は凍えるような顔をした。「物見の塔に誰だれかいるのだとしても──私ではどうすることも出来ないよ……。教会の代表者なんて言っても、何の権限もないんだから」

　ポーリーンが俯うつむくと、修道女服の頭ず巾きんが、その横顔に影を落とす。

　そして呻うめくように言った。

「私、ただの、お飾りだよ……」

　……彼女の本音が、やっと見えた気がした。重要な立場を授けられて光栄だと微ほほ笑えんでいた彼女こそ、偽りだったのだ。あれは処世術でしかない。社会の中で生きていくための、取り繕つくろった感謝と笑顔なのだ。

　その痛々しい心が、こちらにも伝わってくる。

　……それでも私には、背を押し続ける以外の選択はないのだ。

「彼が行動に移したのは貴女あなたのためだったんだ。貴女が彼を止めることで──彼の心は変わるのかもしれない」

　そして今や、私は一人ではなかった。ネリーも必死に訴えて、彼女の背を押そうとする。

「お願い、修道女さま……。聖女さまを助けるのを手伝って」

　それはネリーだけでなく、マリーアも。

「純粋に信じるのってのは、あんたの美徳だと思うけどさ……。妄信的になりすぎると、最後に痛い目見るのはあんただよ」

　長い沈黙があった。

　私たちは期待した。次にポーリーンが顔を上げた時、異なる決意を持っているのではないかと。私たちの言葉を、少しでも信じてくれているのではないかと。

　けれど。

「悪いんだけど……、ミシェルもマリーアも、そろそろ……帰ってもらえるかな」

　──彼女の心はいまだ、かたくなに閉ざされていた。

　私は落らく胆たんを覚えかけ、逆にマリーアははっきりと怒りを見せる。

「昔の知り合いがさァ、もしかしたら閉じ込められてるのかもしれないって聞いて──はいそうですかって帰れると思ってんの!?」

「帰って」

　マリーアはきつく睨にらむと、舌打ちを零こぼした。

　果たして本当に、彼女は見失っているだけなのだろうか。確かに純粋過ぎる人だったとは思う。ただひたすらに恋人の生存を信じて、そして彼が善人であると信じて、周囲の反対を振り切って捜索の旅に出た。それは恐ろしいまでの信念で、向こう見ずと言っても良かったが……。

　きっと、それだけじゃないはずなんだ。

「ポーリーン、どうか考えを変えて欲しい……。貴女は決断が出来る人だ。確かに貴女はずっと一人の男を信じ続けていたが、自分の人生をどうするべきなのかも考えていたはずだ。その視野は……決して狭いわけではない……」

　それは次の世の話ではあったが──今の世でも同じだと信じている。

「会ったばかりのあなたに……、私の何が分かるというの……」

　彼女は深く肩を落としたが──消えそうな声でこうも告げた。

「明日まで……時間をください」

　それは初めての、彼女からの否定以外の言葉だった。
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　外に出ると雲が出てきたのか、月が陰り始めていた。それだけでなく凍えるような寒さが肌に突き刺さり、息を吐くと真っ白な煙が闇やみに飲み込まれていく。昼間は暖あたたかかったが、今は真冬のようだった。

　マリーアは私と一緒に外に出たが、さすがに寒そうに腕をさすっていた。

「あのさ、さっきの話ってホントなんだよね？」

　白い吐息と共に彼女が言う。

「はい。なかなか信じられないと思いますが──」

「いや、信じるよ。あのちまっこいのも言ってたし、冗談で幽閉だの何だの物ぶっ騒そうなことは言わないだろ。それに実際に扉を開いて、誰もいなかったらそれはそれで良かったってなるだけじゃんか。噓だったらその時あんたをボコればいいし」

　私は一瞬黙だまり込んだ。ボコられるのが怖い──わけではなく。

　むしろ、その逆だ。こんなにもはっきりと、信じる、と言ってくれるなんて。

「……いい人だったんですね」

「は？　なにそれ。あたしのこと悪人だと思ってんの？　ひどい奴だなー。まあ、コソ泥だと思われてたら第一印象が悪いのも仕方ないけどさァ」

　本当はそのことではなかったのだが、私は苦笑しておいた。

　三番目の扉でマリーアが行ったことは、決して善人の所業ではなかった。親友を裏切り、嘲あざ笑わらい、最後は殺そうとする。情もない仕打ちと、その凶悪な笑みは今でも覚えている。

　しかし今、私の隣できょとんとしている顔は、同じ造形をしていてもその時のものとは重ならなかった。

　もしかしたらモルガーナの永えい劫ごうの呪のろいさえなければ、彼女たちも歪ゆがまずにいられたのかもしれない。ネリーがそうであったように、今の彼女が、本来あるべき姿なのかもしれなかった。

「あの、貴女が屋敷に来たのはもしかして領主の姿を探すためだったのですか」

　領主の名を出すと、マリーアの眉み間けんに細かい皺しわが刻きざまれた。

「そうだよ、ぶち殺してやろうかと思ってね」

　出てきた不穏な言葉にぎょっとする。マリーアは皮肉げに「兵に突き出す？」と口元を歪めた。

「いや、それはしないが……。でも、なぜ……？」

「だってさ、領主の強引な政治っていったらないよ。確かに経済の巡りは良くなったのかもしれないし、この街は商売人には向いていると思う。商売人にかかる税金は少ないし、金さえあれば異国民だって簡単に住民になれる……。でも昔から住んでいた奴とか、貧困層とか、農民とか、救いの手が欲しい奴ほど行き場がなくなるばかりで──格差は広がる一方さ。綺き麗れいな表通りの裏側で、食うに困った奴がくたばってんだ。一般人の中には領主を憎んでいるヤツも多いよ。あたしみたいにね？」

「では、貴女と領主は知り合いではないと……？」

「顔は知ってる。でもその程度さ」

　顔は知っているということは、彼女は娼婦として領主の館に招かれたことがあるのだろうか。確か、モルガーナが初めに領主の館を訪れた時、そこには娼婦の姿もあったと記憶している。

　彼女もその中にいたのかもしれない。

「あのさ、あたしの話じゃなくて──ポーリーンのことなんだけど……ちょっといいかな」

　マリーアは歯切れが悪そうに、私を見ずに切り出した。もちろん、と頷うつむく。

「あいつが修道女やってんのって、おかしな話なんだよね」

「どういう意味ですか……？」

「望んでやってるワケじゃないってことさ。あたしとあいつが一緒にいたのは、ガキの頃ころだけど──信仰心が厚いってワケじゃなかったよ。あたしらは孤児だったから、飯の前とか祈りは捧ささげたけど。そういうのは儀礼的だったし」

「しかし、今の彼女は神に対して敬けい虔けんであるように思えますが……」

「だからさ──そうせざるを得なかったのかなァって。普通の女の子だったんだよ。普通っていうか、ちょっと夢見がちかな……。それが聖職者やってんだもんな。まあ……だから、余計に一直線になっちまうのかもね。相手はちゃんと選べよって感じだけど」


「…………」



「なにが言いたいかって──あいつも悪気があって、撥はね除のけてるワケじゃないよって……ことかな。散さん々ざん言ったあたしが言うべき言葉じゃないけど」

　彼女は鼻を啜すすって、言い辛づらそうにそう告げた。私にはその姿が微笑ましいものに見えて、「結局、仲が良いじゃないですか」と笑ってしまう。

「昔むかし馴染なじみみだから言ってるだけだって！」

「じゃあ、そういうことにしておきます」

「ったく……。……じゃあ、あたしはもう戻るかな。モルガーナのことは気になるけど……あたしじゃ手出しできないみたいだし。娼婦が兵に告げ口したって、信用ないかんね。しかも領主が嚙かんでるんだろ？　正直、厄やっ介かいだと思うよ。ま、そんなことは分かりきってるか」

「……そうですね……」

「でも、もしも手伝えることがあるなら言ってよ。貧民街の娼館にいるから。そんじゃ、あたしはこれで」

「あ……、ちょっと……待ってください」

　呼びとめると、彼女は腕をさする速度を速めながら振り返った。早く帰らせろという意思表示に見えてならない。

「いや、出来れば、貴女のところにモルガーナが居た頃の話を──聞かせて欲しくて。些さ細さいなことでもいいので……」

「……明日でもいい？」

「今だと駄目な理由が……？」

「ダメってこたないんだけど、ま、こっちにも準備がね」

「準備？」

「そそ、あんたに渡したいものがあるんだ。それと一緒に話をするよ。そういうワケで、明日の夜な！　また広場に忍び込むから！　じゃ、風か邪ぜ引くなよー！」

　そう言うと彼女は風のように──いや嵐あらしのように去ってしまった。風邪を引きそうな格好は向こうだった気がするが、突っ込みを入れる暇もない。

　出来れば時間が足りない以上、もっと話をしておきたかったが……明日の夜ならまだ間に合うだろう。それに渡すもの、というのも気になる。

『もしマリーアが、モルガーナにとって大切な人であれば、彼女の存在が後の運命を変える切り札にならないだろうか……』

　心の中でいつものようにジゼルに話しかける。

　──しかし、いつもならすぐ返ってくるはずの返答がない。私は怪け訝げんに「ジゼル？」と彼女の名前を何度か繰くり返した。

『えっ、あ、はい！　なんでしょうか？』

　ややあって彼女の声が響く。反応があってほっとしたものの、どことなく歯切れの悪さを感じる。何かあったのだろうか？

『いや、ずっと黙っていたので……どうしたのかと』

『あはは、ちょっとぼんやりしてたみたいです。でも、もう大丈夫！』

『そうですか……？』

　本当にそれだけなら問題はないのだが……。

　彼女の声しか届いてこない──というのは、こういう時に支障が生じるのだと改めて気づく。今まではジゼルがすぐに反応をしてくれたし、彼女の声は感情の起伏に富んでいたから、見えなくても彼女の顔が想像出来た。

　一人で思い悩んでなどいなければいいのだが。

『わたしたちも部屋に戻りませんか？　今日出来ることは、やれたと思うんです』

　しかしジゼルはいつも通りの声で、そう提案する。先ほどの引っ掛かりは、やはり私の気の所せ為いか……？

　同意して、小屋から離れて館へと戻り始める。曇り始めたことで視界が悪く、灯あかりの一つも持ってこなかったことを少し後悔した。が、マリーアと出会えたことは僥ぎょう倖こうであったし、ここへ来られたのも良かった。

　もしかしたらポーリーンも、あの男と向き合ってくれるかもしれない。

『明日の流れで、大きく進展しそうですね。メルくんの時みたいに、きっとうまくいきますよ！』

　ジゼルの声も明るかった。






10　あなたはもう大丈夫








「──じゃあ、おやすみなさい」

　世界がゆっくりと暗闇に落ちていく。彼の意識が消えると、そこで不思議な繫つながりも途絶える。どうして彼の見ているものがこちらでも分かるのか何度か考えてみたけれど、やっぱり明確な答えは出せなかった。ただ一つ分かるのは──死者だからこそ繫がっているのだということ。死者を更生するのは記憶と想い──わたしたちは生きている人たちと違って、きっと構造の違う世界にいるのだ。

「あ……」

　ふと、声を漏らす。立ち上がろうとして、失敗してしまう。いや、そもそも、もう出来ないのだった。

　わたしの両脚はとっくに消えていた。

　──繫がっているのがわたしの声だけで良かった。もしもわたしの状況が彼にも伝わっていたら、あの人のことだからわたしを助けようと必死になってしまう。今は、彼の足あし枷かせになんてなりたくなかった。モルガーナを救うために、館やかたの呪いを解放するために、前へ進み続けて欲しかった。

　それに、充分もった方だわ。本当なら、彼の魂を救い出した時に、わたしの魂も消えているはずだった。それくらいの無む茶ちゃをしたのだから。

　不死の肉体を失ってから、こうして彼の心と繫がり続けてきたけれど。

　それも、もう、ここまでだろう……。


「…………」



　もちろん……辛くないと言えば噓うそになる。彼の心と繫がったのは奇跡的なことで──その喜びをもっと味わっていたかった。彼の見ているものをわたしも見て、同じ感情を分かち合いたかった。出来ることなら……最後まで手伝いたかった。

　見届けたかった。

　指先が消えて、両腕が消えて、わたしの身体からだと心が消えていく。

　真っ暗闇の中でひとりぼっちで消えていく──その心細さを拭ぬぐい去るように。彼が好きだと言ってくれたわたしらしい笑顔を浮かべて。眠る彼に、そっと告げる。

「ミシェル──あなたならもう大丈夫。きっと、やり遂げられるわ。だってもう一人じゃないのだもの。わたしは居なくなってもあなたの味方だし──わたしだけじゃなくて、この世界でも味方になってくれる人がいる。……もう一人で抱え込まなくてもいいの」

　目も、喉のども、声も、何もかもが消えていく──。

「ミシェル」

　けれどわたしの想いだけは。

　どこにも消えないと信じている。

「あなたのことを……愛しているわ」
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11　正気と異常の境界








　──割れるような頭の痛みに引き摺ずられて、目を覚ました。

　視界に入ったのは乱雑に詰まれた積み荷や樽たるの類たぐいで、それが混乱に拍はく車しゃをかける。思考を巡らそうとすればするほど頭痛は増していく。

　なんだ──一体何が起きている──？

　真っ先に、また悪夢でも見ているのかと思った。いや、そうであれば良いと願ったと言った方が正しいのかもしれない。自分を落ち着かせるために周囲を確認しようとして、身動きが取れないことに気づく。どうやら両手が後ろで縛られている。

　虫のように這はいつくばりながら、必死で首を、眼がん球きゅうを、ぐるりと回して──

　男の不ぶ気き味みな笑い顔と目が合った。

「起きたか」

　……悪夢ならば、今すぐに終わって欲しい。

　積み荷の上で剣を抱えながら腰かけていたのは、東洋の男だった。

「青い顔をしているな。夢なら覚めて欲しい……そんなところか？　だが生あい憎にく、現実でな。朝のことは覚えていないか？」


「あ、朝…………？」



　ズキズキと激しい痛みが押し寄せる中、記憶を手繰り寄せる。朝、という言葉がきっかけになって、おぼろげな記憶が断片的に蘇よみがえった。一度、誰だれかの気配に目を覚まして──それが誰なのか確認する余裕もなく──

　そうだ、そいつに頭部を殴られたのだ……。

「ひとまず……死んでいないようで何よりだよ」

　男はそう言いながら積み荷から降りて、ゆっくりと私の元へ近づいてくる。

「なにを……、企たくらんで……」

「俺おれは昨日、〝余興〟だと言っただろう？」

「は……？」

「いわゆる最後の晩ばん餐さんをな……、再現してみただけなんだ」

　男は這いつくばる私の頭の近くで立ち止まった。蹴けり飛ばされることを恐れて反射的に身を引いたが、拘こう束そくされている身では逃げたところで大した距離は稼かせげない。

　私はこの瞬間、はっきりと、彼の意図を理解した。昨晩の夕食は、探りを入れたわけでも釘くぎを刺したわけでもなく──ただ確認をしただけだったのだ。

　友人の有無。家族の存在。私の出自。

　つまり──私がここで消えても騒がれない人物かどうか知りたかっただけで──

　昨日の時点で、この男の腹積もりはほぼ確定していたのだ……。

「気づいたようだな」

　男はそう言って、唇の端だけを持ち上げる不気味な微ほほ笑えみを崩さない。

　心拍数が上がっていく。これは悪夢ではなく。最悪の状況に追い込まれた現実だ。

『……ジゼル……！』

　咄とっ嗟さに、彼女に呼びかける。悪夢でないならば彼女もこの状況を見ているはずで、だったらまずは落ち着かせてあげなければ──

『ジゼル……？』

　──彼女の声が聞こえない。

　返事が、ない。それどころか──一切の存在を感じない。

　気配も、息遣いも、何もかも。

　なぜだ。なぜ突然、彼女の声が聞こえなくなったんだ。繫がりが途と絶だえたのか。

　それとも、まさか、彼女が、


　消え──……



「もっと騒ぎ立てるかと思ったんだけどな……。案外と静かだ」

　私の内心の激しい狼ろう狽ばいを知らない男が、見下ろしながら呟つぶやいた。昨日はあれほど事態が好転すると信じたのに、実際に置かれた状況は絶望的なもので──目の前が暗くなっていく。

　ジゼルのことも、この男のことも、どうすればいいのか分からない。

　それでもせめて、情報を得なければ。考える時間を得なければ……。

「なぜ……わざわざこんなところに、私を連れてきたんだ……。ここは地下倉庫か……？　殺すつもりならば簡単に出来ただろうに……」

「確認はしておかなければならんからな」

「確認……？」

「無論、お前がメルの代わりに鍵かぎの管理者になるかどうか、という点だ」

　苦しい姿勢で男を見上げながら、きつく眉まゆを寄せる。私が鍵の管理者に？　何を言っている？

「奴がすべてを吐いたのだろう？　でなければ、お前が事情を知っている説明がつかぬ」

　は、と息を呑のむ。

　つまりメルを殺して口減らしし、今度は私を言いなりにしようということか！

「違う。彼は関係ない！」

「そうか。で……、どこまで聞いたんだ？」

「彼は関係がないと言っているだろう！」

「ずいぶんと庇かばい立てするじゃないか。奴やつには勿もっ体たいないくらいの友人だ」


「人の話を……ッ！」



「話を聞け？　ああ、聞いてやるよ。ゆっくり……、聞いていこう……」

　それは人間の浮かべる笑みとは思えないくらいの凶悪な笑みだった。唇の端がゆっくりと、それでいて鋭く持ち上がり、不気味な三み日か月づきが作られる。獲え物ものを見つけて歓喜している。

「なかなか好きに出来る機会がなくてな……。その分、今日は時間を使っていこうじゃないか」

　心が全力で警けい鐘しょうを鳴らす。だが、激しくもがいた私の肩を、男が強く踏みつけた。関節が軋きしみ、鈍にぶい音が身体の中で響く。それだけで全身に痺しびれが広がった。


「誰か……、誰か来てくれ──ッ！　誰か……ッ！」



　救援を呼ぼうとする私を、男がもう一度踏みつける。自由を取り戻そうと腕に力をかけるが、手首で結ばれた縄は一向に解けない。皮ひ膚ふに食い込み、焼けるような痛みを感じる。見えないが、血が滲にじんでいるのではないかと思う。

「無駄だ。地下には誰も近寄らない」


「…………ッ！」



「それに、地下の扉には鍵がかけられている。だがその鍵穴に、嵌はまる鍵はない。どういう意味か分かるか？　……内側で閉めたら終わりということだ」

「く、そ……！」

　男の踵かかとが、肩から移動し、今度は体重をかけながら背骨を圧迫する。木材がぎしりと軋むような聞いたこともない音が体内から聞こえてくる。息苦しさに肺が震え、小刻みに息が漏れる。

　せめて扉に近づこうともがいても、私の身体は少したりとも進まなかった。

「さて、それじゃあ洗いざらい吐いてもらおうか。お前があいつと何を企んでいるのか──何をするつもりだったのか。他に共謀者はいるのか──」


「……ッ……」



　この状況では手段を講じることすら難しい。悪夢の時と状況が似ていた。あの時も、真相を吐くしかなかったのだ。──それが信じてもらえないものだと分かっていても。

　今も、結局は、同じだ。本当のことを言うしかないのだ。

「いいだろう、言ってやる──ただしこれは命乞ごいではない！」

　息苦しさに喘あえぎながらも、私はここに至るまでの経緯を彼に叫んだ。私自身がモルガーナの解放のために動いていること、メルには私から協力を望んだこと──。

「……口を割ったのがメルでないなら、誰から聞いた」

「モルガーナ自身だ！　彼女の魂からすべてを聞いた！　私はこの時代の人間ではなく、彼女の死後の──」

　その瞬間、目の前で火花が散った。

　何が起きたのか一瞬理解出来なかった。

　木片が真まっ二ぷたつに割れた時の音に少し似ていたが、それははっきりと身体の内側から響いてきて──指先から伝わる熱が、神経を駆け巡って激痛を呼ぶ。

　頭の中が、痛みだけで、支配される。

　身動きを奪われた中、それでも肩越しに振り返ると──私の背に圧のし掛かる男が、私の右手を摑つかみ──小指を、逆の方向にへし折っていた。

「もう一度聞こう、誰から聞いたんだ？」


「……ッ……、モルガーナ……自身だ！　か、彼女は……祝祭の日に……命を、落とす！」



「そうだな……次は薬指にしよう。順番にやった方がいい」


「事実だ……ッ！　彼女は……、お前たちを憎み続け──、その魂に呪のろいをかける！　私はお前たちの来世に何が起きるのかも知って──」



　ゴキンッ──と再びおぞましい音が響いた。もはやどの部分が痛みの発生源なのか分からなくなるくらい、右手が痛む。男は宣言通り私の薬指を折った。反射的に背を反そったが、そんな抵抗すらも抑え込まれる。私はただ絶叫を上げることしか出来なかった。

「魂、来世ときたか。ペテン師もここまでくると愉快だな。……で、次はどんな噓をつく？」

　痛みが思考を奪いかける──が、唇を血がにじむほど嚙かみ締めて、すんでのところで押しとどめる。もはや他に方法はないのだ、どんな目に遭あおうとも真実を主張し続けるしかない！

「モルガーナを救わなければ……お前たちの魂も囚とらわれたままだ！　あの呪われた館やかたから出ることすら叶かなわない！　この時代でも祝祭の日にすべてを失うんだ！　お前も例外じゃない！　お前がモルガーナを幽閉してまで守りたかった──修道女もそこで死ぬ！」

　そして今度は──中指が。


「ぐッ……、うぅ、あああッ……！」



「残りは二本だが……どうする？　まだペテンを続けるか？」

　痛めつけられているのは末端だというのに、激痛は全身を震わせる。まさに拷ごう問もんだった。痛みだけでなく絶対的な恐怖を植え付ける──。

「私は……、噓は……つかない……！　すべて……、この目で見た……、事実だ……！」

　それでも、屈服するわけにはいかなかった。大量の脂あぶら汗あせを流しながら、肩越しに男を睨にらみつけて叫ぶ。男は私を見下ろしながら、涼しげな顔をしていた。

「私が……お前の魂が負った業ごうと……、来世に辿たどる運命を教えてやる……！」

　そして──人差し指。頭の奥が痺れて、電流に飲み込まれる。生理的に悲鳴が吐き出されるのを、止めることが出来ない。

「……来世のお前は！　記憶を失い自分が人であることを忘れている……！　仮面の下に隠していた暴力性がそのまま現れ──お前はまるで……いいや獣けものそのものとして振舞う！」

　男の笑みに、ほんの一瞬──亀き裂れつが入ったのを見逃さなかった。

　同じ運命が繰り返されているのならば。同じ人格や性質を持ち合わせているのならば。

　私の言葉は、まるで自分の心を当てられているかのように響くだろう。

　今はそれに賭かけるしかなかった。

「そして数々の人を手にかける……！　そうだ、お前が大切に想おもっていたはずの恋人も！　その女の名ならよく知っているはずだ！　ポーリーン……、お前の〝鎖くさり〟だろう……！」


「…………………………鎖？」



　初めて──反応を見せた。

　間違っていないのだ。このやり方でなら、この男の内面を揺さぶれる！


「なぜお前が……その言葉を、使う…………」



「すべて……、知っているからだ……！　お前が望んだものも──摑めなかったものも！　お前は人の世に憧あこがれ、平穏を望んでいたのだろう……！　彼女を通して、平穏を手に入れたかったのだろう!?」

　平穏。その単語を耳にした時、彼の顔色ははっきりと変わった。


「だがお前は、彼女ごとその平穏を壊してしまう！　彼女はお前の姿を探し、一いち途ずに想い、海辺の街を離れ──お前の元に辿り着く！　それを……お前自らが殺すんだ……ッ！」




「…………海辺の街だと…………」



　彼はきっと、確信し始めている。私が本当に、知りもしない情報を知っているのだと。

　心の中身を知っているのだと。


「ポーリーンだけではない……、お前は……、平穏を与えようとした別の女も失って……最後には理性もすべて失うんだ……ッ！」



　彼の表情が歪ゆがむ。あともう一押しだ。これで状況を覆くつがすことが出来る──！

「その未来を回避するために！　モルガーナの解放を──」

　決意してくれ。──だがその言葉の代わりに漏れたのは、これでもかと引き攣つった悲鳴だった。もはや私の声は、頭は、言葉の一つも生み出せない。指を折られた時よりも激しく。灼しゃく熱ねつの痛みが支配する。

　気づけば私の背に剣が突き立てられていた。

「分かった……、分かったぞ……、お前はペテン師ではない、人を惑まどわすあやかしの類たぐいだ！　俺の心を覗のぞき……、お前は惑わそうとしているのだろう……！」

　判断を誤ったのだという絶望感は遅れてやってきた。確かに私の言葉は彼の心を揺さぶった。だが、やり過ぎたのだ。今や彼の目には、私は理解不能な異端として映ってしまっている。

　違う、そうじゃない、そう言いたいのに言葉になってくれない。何かを言おうとしても喉のどに詰まった熱が、私の声を奪ってしまう。


「…………殺してやる…………」



　彼の目は完全に血走っていて、常軌を逸していた。それは獣と成り果てた来世の彼と同じ瞳ひとみで、理性での話し合いなど、もう求められない。

「お前が何者であるかなど……、もう関係はない……」

　背から剣が引き抜かれたかと思うと──頭上で構えられる。

　振り下ろされれば、終わりだ。私の首など簡単に刎はね飛ばされる。けれど、声も出なければ手も動かず、身動きも出来ず、もはや本当に──打つ手がない。

　死ぬのか。こんなところで。モルガーナを救うのだと、ジゼルを救うのだと、館の呪いを私が終わらせるのだと──息巻いておいて。


　こんな、あっけなく。この男に、殺され、て…………。




「……殺してやるゥゥゥゥゥ……ッ！」



　獣染みた咆ほう哮こうを聞きながら──己おのれの無力さを突きつけられて──死の覚悟なんて出来ていないまま。

　それは振り下ろされた。





「────やめなさいッ！」






　耳元で風の唸うなりを聞いた。

　頰ほおのすぐ横に、剣先が落ちている。

　呼吸をする。瞬まばたきをする。思考を巡らす。そのすべてが可能だった。

　私の首は、まだ、繫つながっているのだ。

　何が起きたのか分かっていないのは、どうやら東洋の男も同じようだった。私の背に跨またがったまま、驚きょう愕がく染みた唸りを零こぼした。

「やめなさい……、その人から離れてください……」

　その声は──ポーリーンのものだった。そして開け放たれた扉の隣に、もう一人の影があった。彼は「間に合った」と息を零して、それから真まっ直すぐに顔を上げた。

「崖がけのふちのなんとかってやつ……今、答えを言うよ」

　彼──メルは、怯おびえの気配などどこにもない目をしていた。

「──どっちも何とか出来るように、頑がん張ばってみるんだ！」

　そこにはもう、あんなに逃げたがっていた弱い青年の姿はなかった。
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「鍵は僕が開けたよ。ネリーのアクセサリーに、尖とがったデザインのやつがあったからね。それが鍵代わりさ。まあ、アクセサリーは使い物にならなくなっちゃったけど。……意外だったろ、僕がこそ泥みたいな真ま似ねするなんて」

　東洋の男はメルの言葉を聞いてはっきりと表情を歪ませた。彼にとっても予想外に過ぎたのだ。メルがまさか、よりによって自分に刃向かってみせるなど。

　男はよろけるようにして、私の背から離れた。凶器の剣は床に落ちたままで、傷を負っているのはこちらだったが、彼の方が手負いの獣のように見えた。

　ポーリーンが慌てて私の元に駆け寄り、縄なわを解ほどこうとする。そして「すぐお医者さんに」と言うのだが、見た目ほど酷ひどい傷ではないと告げて、彼と話をするように背を押した。

　本当はすぐに手当てが必要な負傷だと、自分でも分かっていた。背を貫いた剣はかろうじて内臓を避よけたのか、ひとまず呼吸に血は混じらない。だが肩に繫がる筋が傷ついたのだろう、右腕がほとんど動かなかった。

　しかし重傷であることを見せてしまえば、ポーリーンは私の治療を優先して、あの男と話し合う機会を失ってしまう。今でなければならないのだ。混乱の渦中であり、そして熱が冷めていない、この瞬間。

　メルもそのことを察してくれたのか、代わりに応急処置を買って出てくれた。

「本当なんだね……、ミシェルが言っていたことは……」

　ポーリーンは青ざめていたが、思いのほか気丈に彼と向き合っていた。信じていた男が事件に加担しているどころか、今もまさに殺人を犯そうとしていたのだ。そんなものは受け止められないのではないかと思ったが、彼女は逃げようとはしなかった。

「物見の塔とうには領主様の財産があるんじゃなくて……女の子が囚われているのね……？」


「…………」



　東洋の男も、ポーリーンに目撃された初めこそ激しく狼ろう狽ばいを見せていたが、今は落ち着きを取り戻していた。恐らく、瞬時に判断したのだろう。もう言い逃れも出来ない状況だと。

「そう、なんだよね……？」

「領主の財産であることには変わりないだろう……。奇跡の血が、教会の運営資金になっている。だから、財産なのだ……」

　ポーリーンは泣き出しそうになりながら顔を覆った。そんなものは財産なんて呼ぶべきものじゃない──その悲痛な叫びが聞こえるかのような呻うめきが零こぼれる。

「私がずっと薬だと思って信者の方々に配っていたのは……人の血だったなんて……。私……、知らずに……、そんなひどいことをしていたんだね……」

「お前は何もしていないだろう……。お前に罪はない……」

「無知でいたからといって、罪にならないわけじゃないよ。あなたと時間を共にしていたはずなのに、私、何も気づいていなかった……。それにあなたがこんなことをしたのは、私のためだったんでしょう……？」


「…………」



　彼女の指の隙すき間まから涙が零れて、白い肌を伝って落ちていく。

「私……、何も気づかないで……、救える人が増えたと思って……喜んじゃって……。なんて……馬鹿な……ことを……しちゃったんだろう……」

　そして重苦しい沈黙が流れ、聞こえるのは彼女の嗚お咽えつだった。涙の気配が部屋中に広がっていく。──やがて彼女がもう一度顔を上げた時、涙も苦痛も悲しみも確かに存在したものの、それ以上にはっきりとした意志を宿した目を彼に向けた。

「お願いが……あります。モルガーナという方を、解放してください」

　東洋の男は黙り込み、彼女を見据えている。その瞳からははっきりと戸惑いが感じられた。そうやって一人の女の声に揺らいでいる姿を見ると、彼が恐ろしい殺さつ人じん鬼きであることを忘れそうになる。

「しかし、魔女の血を失えば領主からの資金提供はなくなり教会は──」

「誰だれも救えていない教会に、なんの意味があるの？　ううん、本当はそこからが間違いだったわ……」

「間違い？」

「私、本当は……本当は──教会のことなんてどうだって良かったんだよ……」

　東洋の男の表情が凍る。いや、それは彼だけでなく、私やメルもそうだったかもしれない。

　あれほど信者に慕したわれて、笑顔で周囲のために尽くしていた修道女が──

　教会のことなんて、どうでもいい──だって？

「何を言っている。お前は、自分のことすら犠牲にするほど他人に施しを与え……だからこそ聖女と呼ばれていたのだろう……」

　彼女は首を横に振った。そして「本当のことをちゃんと言うよ」と言い──

「私、修道女になんてなりたくなかったの」

　彼女は語る。

　孤児院で育ったこと、院長の勧めで修道女になったこと──それらに選択肢はなかったと。他に生きていく道がなく、かといってマリーアのように自分一人で生きていく自信はなく。けれど、これが本来の望みではないと自覚してしまえば辛つらくなる。仕事があって生きていられるだけで自分の人生は幸福で、修道女であることが望みであると──自分に言い聞かせていた。

　修道女の責務を全まっとうしようとしていたのはそのためだった。誰彼構わず施しを与えていたのは、本質的には自分のためなのだ。そうしているとずっと修道女でいないといけない。そうしていると本当に自分が欲しかったものも、すべて忘れられた……。

「それなら、何だったんだ。お前の、本当に欲しかったものは……」

「普通の……、女の子としての幸せ……かな」

「海辺の街か」

「え？」

「俺おれに話しただろう。生まれ変わりの……。次は海の傍そばにある街に生まれて、また俺と出会って、平和に暮らすのが夢だと。それは本当に手に入るものなのかもしれない……」

　少し……驚いていた。昨日の午後ポーリーンと話した時には、彼女は生まれ変わりなど信じていないような素振りを見せていた。あれもすべて修道女としての立場を守るための演技だったのか。

　そして東洋の男の仄ほの暗ぐらい瞳が私に向けられる。「そうなのだろう？　お前は見てきたかのように言った……」

　私は首しゅ肯こうして答えた。

「……そうです。次の世で彼女は修道女をやっていない。普通の女性だった。明るくて……、素直で……、両親もいる……」

「それを、俺が……」

　彼は自分の手のひらを見下ろした。まるでそこに、彼女を殺あやめた時の──今ではない次の世の惨さん劇げきがこびり付いているかのように。

「私の話を、信用してくれるのですか」

「分からん、お前の話は突拍子もなさすぎる。しかし何もかもが噓うそだとも思えなくなってきた」


「…………」



　私自身、自分の話が他者にとって信じがたいものであると充分理解している。けれど彼の心に大きな揺らぎが生じていた。信じられないものから、信じるべきものへ変わりつつあるのかもしれない。

　彼は再び、ポーリーンに向かう。

「それがお前の本当の望みだったとしたら、俺はどうするべきだったのだ。俺はお前の持つ平穏な世界に憧れていた。だから……、それを失わせるわけにはいかなかった。しかしそれは、お前にとっての平穏ではなかったのだろう……？」

「うん……」

「どうすれば良かった……」

　彼女は一度躊躇ためらい──音もなく泣きながら言った。

「私を連れて……どこか遠くに逃げ出して欲しかった」


「…………」



「私をマリアじゃなくてポーリーンにして欲しかった……」

「そんな」重たい熱を零すかのように、彼が呻く。「気づけるわけがない……」

　もしもポーリーンがその願いを口にしていたら──修道女という肩書きを捨てて二人で暮らすことだけが本ほん望もうだったのだと言っていれば──彼は恐らく、モルガーナの幽閉に嚙かむことはなかった。彼の行いも皮肉的な結果にしかなっていない。彼女の望みのためだと思って動いたことが、結局彼女を教会に縛り付け、より逃げ道を失わせることになったのだから。

「だから……、私は無実なんかじゃない。私だって同罪だよ……」

　彼女はもう一度、「お願い、モルガーナさんを解放して」と言う。

　彼は最後の躊躇いを見せた。

「それを行えば、俺は間違いなく罪に問われる。それ自体は構わん……、逃げるつもりはない。しかし俺たちが行ったことは生なま易やさしいものではない。この国で人をどう裁くか俺は詳しくないが……恐らくは処刑だろう。特に俺は他国の人間であり、非難を向けられやすい」


「…………」



「お前を……、遠くに連れ出すことは出来なくなる」

　罪を償うということは──別れを意味している。

　ポーリーンの心の葛かっ藤とうが伝わってくる。

　本当は今すぐ逃げ出したいのかもしれない。彼と二人で見知らぬ遠い国へ行って──もう一度幸福を摑つかむために二人で生きたいのかもしれない。けれど、もはや真実を知ってしまった以上、それは出来ないのだ。誰かの不幸と引き換えに笑って暮らすなど、彼女には出来ない。

　ポーリーンは唇を強く強く嚙み締しめて──

　涙のはっきり残る顔で──

　それでもどうにか笑みを作って。決意を口にした。

「来世で……、会いましょう……？」

　そしてその言葉が、すべての決定打となったのだった。





◇◇◇






　一段落がついた頃ころには、時刻は午後を回っていた。

　私は自室に戻って人を待っていた。ポーリーンには何度も医者の元へ行くことを勧められたが、そうしている時間はない。


「…………」



　室内には、私一人の気配しかなかった。昨日まではジゼルの存在を感じられたというのに、もうずっと、彼女の声を聞いていない。

　マリーアと別れた昨晩、ジゼルの様子がおかしかったことを思い出す。やはり何でもないことではなかったのだ。どうして教えてくれなかったのか──どうして気が付くことが出来なかったのか……。


「それでも私は…………」



　君が居なくなってしまったのだとは──思いたくない。

　絶対に──消えてなどいない。

　そのことを信じ続けるほかなかった。




「俺だ、邪魔をする」

　しばらくして、扉が開いた。立っていたのは東洋の男だった。

「待っていました」

　男は私の全身を眺めて、「先ほどはすまなかったな」と言う。すまないと言う割にはちっとも申し訳なさそうな声ではなかったし、表情も変わっていない。が、詫わびられたこと自体が驚きだった。

「まあ……なんとか生きてますので」

「だが痛むだろう」

「当たり前です……」

　痛む程度で済む話じゃない。指は折れて腫はれているし、刺されたところは止血まで時間がかかったし、おかげで失血量も馬鹿に出来ない。脂あぶら汗あせは顔中に滲にじんでいることだろうし、顔色も悪いはずだ。せめて痛みさえ和らげば、少しは楽になるのだが──

「これを使え」

　と、男が差し出したのは葉の束だった。怪け訝げんにしていると、「すり潰つぶしてから口に入れて、何度か嚙み続けろ。幾らか楽になるだろう。……飲み込むなよ」と言う。

　なるほど、と思う。実物を見たことがなかったが、そういう類たぐいか。

「戦場の兵士はこういったものを持ち歩くそうですね……」

「盗賊もな」

　苦笑をして、受け取った。こういうものは思考も弱らせるというから、話し合いの席では避けたかったのだが、どちらにしろこのままではまともに頭が回らない。受け取ることにして、少しだけ口に含んだ。

　痛みが和らぎ落ち着いてから、改めて着席を勧める。彼は奇妙な顔をした。

「……本当に、俺の話を聞くのか。先ほど言ったように、俺の事実程度では、魔女の認識を覆すことなど出来ん」

　私はそれでも聞くのだと、頷うなずいた。

　ポーリーンの一言が決定打となって、彼がこの事件から手を引くことを決めた時──私は彼にここへ至るまでの真実を話してくれるよう頼んだのだ。話すのは構わないがそのことに意味があるとは思えないと、彼は難色を示した。

　確かに彼は、メルのように脅おどされて加担したわけでもなく、自ら進んで手を染めている。そこに情状を汲くむ要素などないのかもしれない。それでもすべての視点から積み上げることで、見えていない真実が明らかになるかもしれないのだ。

「分かった。ならば、一つ頼みがある」

「……何ですか」

「出来るのなら、俺の話を聞いたあと、俺がどうすべきなのか道を示してくれ。罪を認めた今、俺に残された時間は僅わずかしかないが、それでも知っておきたい」


「…………道？」



「おまえは、はっきり言って、妙な男だ。突然現れて、俺のことも修道女のことも知っているように話す。いや実際に心の内を見抜かれていた。……俺が平穏を欲していることも彼女を鎖として見ていることも、誰にも言ったことがなかったというのに」

「まさか、私が……心の中身まで見通せるから、それで助言をしろと……？」

　男はあっさりと頷いた。

「ま、待ってください。そんな、それじゃまるで私が預言者みたいだ……！」

「違うのか？」

「違いますッ！」

「なら預言者ではなく天使か」


「………………は？」



　今、自分の顔を客観的に考えたくない。それくらいひどい歪ゆがみ方をしているに違いない。

　元から考えの読めない男だったが、いよいよ何を言っているのかさっぱりだ。

「あのステンドグラスの大天使は、おまえの名の元になっているのだろう？　それくらいは、異国の人間である俺でも知っている」

「ま、まさか、私がその天使だと言うつもりじゃ……」

　男は軽く笑い、

「そうであればいいが、そうでなくても構わない。……俺はただ、普通ではない得体の知れないおまえに、聞きたいだけなのだ。……俺ですら分からない俺のことを、おまえなら分かるかもしれない」


「…………」



「俺は、俺という人間が恐ろしい。自分では段々、どうあるべきなのか判断がつかなくなる。俺は自分が鬼き畜ちくだと自覚しているが──だからと言ってそれを喜んでいるわけではないのだ」

　彼は腰を下ろして、私と向き合った。

「ありのままを……話す。俺の浅ましさや醜みにくさも含めて」

　すべてを聞き終えて、私に言えることがあるのかどうか──自信がなかった。誰かの人生を左右するような言葉を、自分の人生すらまともに歩めなかった私が言えるのかどうか。

　けれど、きっとジゼルならば、背を押してくれるだろう。

　共に考えてあげて欲しいと……言うのだろう。

「……分かりました」

　──そして彼は、真実を語り始めた。






12　男の真実








　俺には昔の記憶が欠けている。

　はっきりとした記憶があるのは、大体五年くらい前からだ。俺は奴ど隷れいをやっていた。人の屋敷で働く類の奴隷ではなく、街道を作る時や建物を作る時……それから山を切り崩す時に使われた。俺は頑丈だったからな、その方が使い勝手が良かったのだろう。

　敢あえて言うまでもないが、酷ひどい生活だった。他の奴隷は衰弱して息絶えていく。まだ、どこぞの屋敷で飼われていた方が、主あるじがいる分、良かったのかもしれない。

　奴隷をやる前の記憶はない。おぼろげに覚えていることから辿たどると、俺はどこかの商隊に属していたか──あるいは他国の使いの者だったのだろう。

　何者かに襲われた記憶がある。多勢に無勢で、俺たちは為なす術すべもなく壊滅した。気づいた時には身み包ぐるみを剝はがされていて、周まわりには見知らぬ男たちがいた。そいつらが口々に叫ぶ言葉は、何一つ理解出来なかった。

　しかし、そいつらが友好的な存在でないことなど、語調や表情を見れば瞭りょう然ぜんだ。侮ぶ蔑べつと嘲ちょう笑しょうが混じっている。そんな雰囲気でな。俺は抵抗を試みたが、既に十分に痛めつけられていたのと、碌ろくに水分も摂取出来ていなかったのだろう、渇かわきが酷ひどく身体からだに力が入らなかった。どれほど腕に自信があろうとも、そういう状況では何も出来ん。

　奴隷として過ごした一年は屈辱的で、人としての扱いなど当然受けられなかった。同郷らしき者は見当たらず、俺を救いにくる者もいなかった。

　俺は今でも読み書きはほとんど出来ないが、奴隷として過ごすうちに、奴やつらの話す言葉から学ぶことは出来た。しかし何を言われているのか理解出来ないままの方が良かったのかもしれない。奴らは俺を様々な言葉で罵ののしっていた。ああ、獣と呼ばれたこともあったな。俺の見た目はこの地方ではずいぶんと変わっていたから、そういうこともあって余計人間扱いされなかったのだ。

　そして人以下の扱いを受け続けていると、段々、俺が本当に人ではないように思えてくるんだ。俺は醜い恐ろしい獣なのではないか、知識もない下等生物なのではないか。そんな風に考え、自尊心が歪んでいく。

　俺が普通と違ったのは、そこで折れなかったところなのだろう。

　虐しいたげられる日々の中、俺の胸の内側にはどす黒いものが溜たまっていった。奴らに牙きばを剝むいてやりたくなったのだ。俺を虐げた者どもに復ふく讐しゅうをし、同じか──それ以上の苦痛を味わわせてやりたかった。

　俺の本質は、最初から獣だったのかもしれないな。




　今から四年前の冬のことだ。

　その日、俺は馬車に揺られていた。旅馬車なんてものではない、奴隷を運ぶ汚らしいものだ。別の街に連れていかれる途中でな、馬車の中には他にも奴隷が多くいた。あるいは奴隷になっていく者……というべきか。

　若い女もいれば、子供もいた。みな、絶望に満ちた表情をしていたよ。けれど抵抗する余力なんてものはなかったんだ。最初の頃の俺と同じで、食うものや飲むものを奪われていた。更に暴力を受ければ、大人しくならざるを得ない。

　その中で、声もあげずに涙を流している少女がいたんだ。

　横目でその顔を見たが、奇妙なものだった。あれは皮膚が爛ただれているというべきか、醜い顔をしていた。しかし、それに関して取り立てて思うことはなかった。殊こと更さら不気味に思うだとか、嫌悪感を抱くだとか……。俺も周囲から見れば、奇妙な外見をしているのだろうからな。

　ただ気になったのはそいつの泣き方だ。

　なんと言えば良いのか……他とは違っているように見えたんだ。泣いている奴などたくさんいたが、あれは、そう──自分に対する嘆きではなかった。

「おまえはなぜ泣いている？」

　俺の問いかけに、少女は顔を上げた。俺の顔を見て少し驚いたようだったが、向こうもそれだけだ。こちらと同じようなことを感じたのだろう。殊更怯おびえるようなことはなかった。

　そいつは少しだけためらった後に、こう言った。

「大事な人達に、お礼を言えなかったのが悲しいのです」

　……正直、不思議でならなかった。

　なぜここで、他人に対する礼が出てくる？　なぜ自分の境遇を嘆かない？　奴隷商を憎むのでもなく、自分を哀れむのでもなく……、なぜ礼を言えなかったことで泣く？

　今でも……あの時の言葉が、俺には理解出来ん。

　不思議だったのは、その娘の言葉だけでなく声もだ。小さな声だったにもかかわらず、他の奴隷たちの泣き声や嗚お咽えつにかき消されることもなく、俺の耳にすっと届いたんだ。

　特別なことを言われたわけでもないのに、それは驚くほどに俺の心を安らかにしていった。

　俺はその時……信じてもらえないかもしれないが……そいつをこの汚らしい馬車から出してやろうと思ったんだ。穢けがれた枷かせを外してやろうと思って……。

　その瞬間はそれを思って、行動に出たんだ。

　噓うそでは……、ない……。

　俺は反逆に出た。護衛の隙すきをついて剣を奪うと、自分でも驚くくらいに手に馴な染じんだ。元から剣を扱う仕事についていたのかもしれない。枷をつけられた制限があっても、俺は奴隷商も護衛も殺し尽くすことが出来たんだ。あるいは枷があるからこそ、奴らは油断したのだろう。まさか逆襲に出る者がいるとは想像だにしていなかったのだ。

　いつの間にか俺の周りには死体が転がっていた。全部俺が作り上げたものだ。俺の力がそうさせたものだ。それを見ていると徐々に俺はおかしくなり始めた。血の臭においが興奮を呼び、死体の山が宝のように見える。いつの間にか、殺し自体が楽しくて楽しくて仕方がなくなっていた。これほどの悦よろこびが世の中に存在するのだと──俺は初めて知った。

　俺は自分の力に酔い痴しれた。もっともっと、その興奮を味わいたかった。俺はきっと最初から異常だったのだ。最初から人間ではなかったのだ。俺がもしもまともならば──人の死体に興奮などしまい。

　俺は奴隷商から鍵かぎを奪って、馬車に戻った。湧わき上がる昂たかぶりをどうにか抑え込んで、平静を装っていた。そしてあの少女の傍そばに近づいて、「俺の枷を外してくれ」と頼んだ。

　彼女は何も言わなかった。怯えていたのだろうと思う。結局その娘は、何も言わずに俺の枷を外した。

　もしも、……もしもだ。その時彼女が、何か一声でも発していたら。俺の心を落ち着かせるあの声を聞かせてくれたのなら。俺の気は鎮まったのかもしれないと、そう思うんだ……。

　けれど、そいつは終始無言だった。

　やがて、奴隷たちから賞賛の声が上がった。さっきまで自分の境遇に嘆いていた奴らが歓喜の声を上げるんだ。滑こっ稽けいなことに、「救世主だ！」なんて言いながらな。

　本当に……笑い話さ。

　奴らが目の前にしていたのは救世主なんかじゃなくて、人の血に飢えた──ただの化け物だったんだ。その瞬間、俺おれを見て喝かっ采さいを上げる奴隷たちが、すべて肉の塊に見えてきた。斬きれば甘美な血が滴り落ちる極上の獲物。それが連なってわあわあと騒いでいる。

　俺はもう我を失っていた。殺あやめるべき者、殺めてはならない者、その判別すらつかない。もう俺の目にはすべて等しく、餌えさにしか見えなかったのだ。

　俺はそうして欲望の赴くまま、無抵抗な奴隷たちを殺していった。たまらなかった。たまらなく……愉快だった。俺に情けを乞こいながら死んでいく者の声が、心ここ地ちよかった。俺に向けられる怯えた眼まな差ざしや、恐怖に歪む頰ほお、絶叫を上げる血濡れの唇。

　絶望に満ちた表情……。

　そいつらが俺と同様虐げられた者であるとか、被害者であるとか、そんなことはどうでも良かった。その悦びの前に、すべてが無意味だった。

　俺はすべての命乞いを跳ね除のけ、奴隷たちを殺してまわった。馬車の中は血ち塗まみれだった。血しぶき程度で済むものではなく、首を失った胴体からは、まるで間欠泉のように熱い血が噴出してくる。

　血の海に近かった。

　しかし全員殺したわけではなかった。たった一人生き残りがいたのだ。ああ、あの少女──

　つまり、モルガーナだ。

　俺は彼女を殺めるのだけは無意識に避けていたのかもしれない。

　最後に残された彼女を見て、俺の心はほんの一瞬揺らぎ、正しさを取り戻そうとした。が、結局は収まらなかったのだ。俺は最後に残った彼女のことも殺そうと、近づいていった。

　俺が行動に出たきっかけはその娘だというのに。そいつを馬車から出してやるためにやったはずだったのに。もう目的などどうでも良くなっていた。そんなものは忘れていた。享きょう楽らくが俺から理性を奪い去っていたのだ。

　俺は彼女に剣を突きつけた。

　他の者同様に悲鳴を上げ命乞いをするかと思ったが、彼女は俺をじっと見つめていた。

「なぜ逃げない……」

　俺がそう問うと、彼女はやっと口を開いた。

「なぜ……、みなを殺したのですか……」

　驚いたことに──その声を耳にすると、やはり、俺の昂ぶりは抑えられていった。自分ではどうしようも出来なかったものが、他人の声一つでそうなってしまうのが不思議でならなかった。言葉ではなく、少女の声そのものが俺の興奮を収めていくのだ。たとえその時、彼女が紡つむいだのが俺への罵ば倒とうだったとしても同じだったと思う。

「そうしたかったからだ」

　奴隷を虐ぎゃく殺さつした理由など言葉にしようがない。説明など出来ようもないものだ。

　そうしたかったからそうした……、そうとしか言えなかった。

「なぜ……私をすぐに殺さないのですか」

　その問いに関しても、明確な答えを導き出せなかった。

　その時の俺は、そう……少なからず混乱をしていた。今でこそ、その娘の声こそが俺の最初の鎖であったと、そう言いきることが出来るが──当時の俺はどうして欲望の赴くままにそいつも殺めてしまわないのか、自分のことが不思議でならなかった。

　女子供であっても、俺は構わず殺したのだ。たとえ若かろうと、哀れな姿であろうとも、良心が痛むことはなかった。なのに彼女が殺せない。

「分からない……」

　俺はそれだけ呟つぶやいて、その場を後にした。

　俺に残ったのは──俺は果たして人か獣かという疑問だった。

　自分の暴力性を自覚し、殺さつ戮りくの悦びに浸ひたりはしたものの、本当に俺が欲しかったのはそれだけだったのか……よく分からなかった。
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　それから俺は、盗賊紛まがいのことをして日々を過ごしていた。俺が身を寄せられる場所などあるはずもなかったからな。俺は人殺しだったし、異国の人間だ。まともな職を得ることなど当然出来なかった。俺に出来るのは剣を振るい他人から命と金品を奪うことだった。

　だが正直、金はどうでも良かった。他人から奪ったもので金持ちになりたいわけではない。

　生きるためと──俺の渇かわきを癒いやすために。……そういう生活を送っていたのだ。

　三年くらいはそんな生活を送り続けていた。けれど皮肉なもので、どれほど俺の力が強かろうと、頑丈だろうと、剣を鋭く振るうことが出来ようとも──病には勝てなかったのだ。

　ある日突然、寒気が止まらなくなって、碌に動けなくなった。せめて医者を探そうと近隣の街に向かったが、俺の身体はそこまでもたず街道の外れで力尽きた。

　街には近い場所だったから、人ひと気けはあった。だが、街に向かう人間は俺の脇わきを通りかかっても、何も言わず立ち去っていく。誰だれも俺に関かかわりたくないのだ。それも当然だろう。どう見ても堅かた気ぎには見えなかったからな。

　このあたりで見たことのない人種だというだけでなく、湯ゆ浴あみもしていない俺の肉体は汚れていた。誰も、触りたくないだろう。

　俺は、死ぬのだと思った。

　似合いの末路だとも思った。所しょ詮せん、歪ゆがんだ人殺しだ。他人に蔑さげすまれながら野たれ死ぬのが相場だろう。むしろ三年も人からすべてを奪い続けて、まだ生きていたことが間違いだったのだ。

　死ぬことに関して、悲しみはなかった。

　こんなものだろうなという、諦あきらめに満ちていた。

　しかし、そんな時だった。修道女が、俺を見下ろしていたのだ。

「あの……、大丈夫ですか……？」

　何も答えられず倒れたままでいると、彼女は俺を厭いとわずあっさりと触れた。そして熱の高さに驚き、教会に連れていくと言いだしたのだ。一時的に寝泊り出来る場所がある、そこで回復するまで休んでいって構わないと。

　そして彼女は驚くことに俺を背負って──いや引き摺ずって、本当に街外れの教会に連れていった。高熱にうなされていた俺の視界は酷くぼやけていたが、それでも通り過ぎる周囲の人間が、俺を見て嫌そうに顔を顰しかめているのが分かった。

　それなのに、修道女は俺を放ほうり捨てずに、必死になって教会に連れて行ったんだ……。




　俺は教会の一室に寝かされた。寝台で眠るのなんてどれくらい振りだろうか。彼女は「硬くて狭いベッドでごめんね」と謝ったが、俺にしてみたら極上の寝心地だったよ。

　こういう時に、天国のような──と言うべきなのかもしれない。

「なぜ、俺を助けたんだ……」

　寝台の脇で林りん檎ごをすり潰つぶす彼女を見ながら、俺は虚うつろに呟いた。

「なぜって、困っている人がいたら助けるのは普通でしょ？」

「それは……、普通ではない……」

「そ、そうかなぁ」

　修道女というのは立派なものだ。だが、彼女は俺が何者か知らないから、優しくしているのだ。その時の俺はそう思った。俺がいかれた人殺しなのだと知ったらこうは出来まい。

「他に欲しいものがあったら言ってね？　豪華な食事とかは出せないけど、出来るものなら用意するよ」

　俺はなぜか、その時猛烈に、彼女の名が知りたいと思った。何よりそれが一番欲しかった。

「私は……マリアです」

　名前を聞いたら、彼女はすぐに答えてくれた。マリア。聖母の名だ。異国の俺でも知っているくらい、誰もが敬う女の名。聖母の名がこうも似合う奴がいるとは。俺は素直に感嘆していた。

「あなたの名前はなんていうの？」

「俺に名は……、ない……」

「え？」

「呼び方に困るようなら……、決めてくれ……。何でもいい……」

「で、でも」

「俺は名無しだ……、お前が名づけろ……」

「名前は……、あなたが決めた方がいいと思うな。お手伝いならいくらでも出来るけど……あなたが、これがいいって思った名前が、一番いいと思うから」

　彼女はそう笑って、そして仕事に戻っていった。

　一人になって、俺はぼんやりと考えた。俺に相応ふさわしい名前は何なのかと、何度も何度も考えた。……だが結局思い浮かばなかった。

　名前なんて自分で決められるわけがない。

　自分が何者なのかすら、分からないというのに。




　清潔な場で休むと回復は早かった。

　街道でくたばりかけていた時はもう先はないと思っていたが、俺の身体からだは三日もすれば元の通りになっていた。元々、馬ば鹿かみたいに頑丈だったのかもしれん。

　俺は世話になった修道女に礼を言い、教会を出ることにした。

「世話になった。……お陰で命拾いをした。これを世話代として取っておいてくれ」

　そう言っていくらかの金を渡そうとすると、修道女は困惑した。

「お金なんていらないよ。そのために介抱したわけじゃないし……」

「食った分とか……金はかかっているだろう」

「じゃ、じゃあ……寄付としていただいておくね」

「寄付……？」

　俺は首を傾かしげた。寄付という概念が俺の頭には入っていなかったのだ。

「そう、教会に対する寄付金。確かにあなたの言うとおり、何をするにしてもお金がかかるもんね。……ありがとう。あなたに神の祝福がありますように」

　彼女は十字を切った。それを見ながら、俺は改めて、自分がとてつもなく不届きなことをしていると分かった。

　その金は他者から奪ったものなのだ。

　それを教会の寄付金として修道女に渡し、あまつさえ、神の祝福をもらうなど。だが、己のやっていることを理解しつつも、罪悪感は湧かなかった。

　ただ思ったのは、これ以上、俺みたいな奴やつはここに居るべきじゃないってことだ。

「ねえ、また近くに来たら、私のところに立ち寄って？」

　しかし立ち去ろうとした時、彼女がそんなことを言いだした。

「だって、あなたの話も全然聞けなかったし……。もう少しお話ししてみたいなぁって」

「俺がここに来たら迷惑だろう……」

「え、どうして？　そんなことないけど？　あ、もしかして、他の人と外見が違うのを気にしてるのかな。そんなに気にすることないと思うよ！」

　外見程度の話じゃない。俺は人殺しなのだ。俺が修道女の傍にいれば、彼女の魂まで穢れる。

　……そう思っていながらも、俺は口に出来なかった。そして曖あい昧まいに濁にごして、その日は立ち去ったんだ。

　俺は彼女の笑顔が忘れられなかった。彼女の穏おだやかな笑みを見ると、心が安らかになっていくのだ。まるであの時と同じだった。馬車で出会った少女の澄み切った声を聞いた時と同じで、今度は修道女の笑顔が俺の欲望を抑える鎖だった。

　俺は殺しの欲望に取り付かれていて、人を甚いた振ぶっている瞬間が一番幸せなのだと、それが一番欲しいのだと、そう思っていた。

　けれど、人を殺して悦に浸る反面、穏やかな世界にも憧あこがれていたのだ。

　俺には程遠い世界で、得がたいものだと分かっていた。

　それでも……欲しかったんだ。

　結局俺は、教会に再び立ち寄っていた。最初は、数ヶ月に一度顔を出す程度だったが、間隔が徐じょ々じょに短くなっていった。月に一度になり、半月に一度になり、そして週に一度になった。顔を合わせる時間も延びていった。

　修道女はいつも笑顔で俺を迎えてくれた。

　会う回数を重ねる度に、俺は、彼女の前では普通の男であろうと思うようになった。いや、普通の男を演じようと思った……と言うのが正しいか。普通の男を演じていれば、俺が彼女の隣にいるのも、おかしくないと思ったのだ。

　平穏な世界に、少しでも相応ふさわしい姿でいたかったのだろう。

　やがて俺たちは親密になっていった。

　俺は気づき始めていた。──彼女が俺に向けている感情に。

　最初は思い上がりだと思ったし、あり得るはずがないと思っていた。しかし、彼女が俺に向ける熱の入った視線は、そうだとしか説明がつかないのだ。

　その時は、俺も彼女のことが好きなのだと思っていた。だからこれは、喜ばしいことなのだと思った。もしも俺が彼女と結ばれることがあるのならば、その時こそ、俺の平穏は本当に訪れるのかもしれない。

　人殺しから足を洗って……、そんな願望を完全に捨て去って……。

　穏やかな世界に行くことが出来るのかもしれない。

　人並みに、誰かを愛することが出来るのかもしれない。

　だから、俺は行動を起こしたのだ。いや、起こしてしまったと言うべきだな……。
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　ある夜、俺は彼女を人気のない裏庭に呼び出した。そして告白をしたのだ。

　一目見たときから、君を好きになっていたのだと。

　その言葉に偽りはないと思っていた。

　彼女は──本当は俺の告白なんて無視してしまうべきだったのに──受け止めてくれた。修道女という立場上、男と関係を持つなど論外だ。そんなことは俺も彼女も分かっていたが、それでも俺は彼女が必要だと思ってしまったし、彼女の方も恋心が止められなかったのだろう。

　そしてその時、俺は彼女の本当の名を知ったのだ。二人きりの時だけ、洗礼名ではなく、ポーリーンという彼女自身の名を呼ばせてもらう約束をした。

　こうして、俺は平穏を得ることが出来た。

　そう思っていたんだ。




　……結局、俺の抱いている感情が恋だとか愛だとかそういう優しいものではないと気が付くのに、大して時間はかからなかった。彼女が言うには、俺と会う時は心が弾んでどうしようもなくなるらしい。胸が苦しくなったり、顔が熱くなったり。……そんな現象は、具合でも悪くならない限り、俺には起きなかった。

　俺は彼女を愛しているわけではなかったのだ。

　彼女に触れたいとも抱きたいとも思っていない。

　ただ、俺の傍そばで笑ってくれていればそれでいい。

　彼女が傍にいて興奮することなんてない。いいやむしろ逆だ。俺が高揚するのは女の傍にいる時ではないのだ。

　つまり俺はただ──落ち着きを取り戻したいだけだったんだ。

　俺は根本から歪ゆがんでいた。結局人殺しの獣だった。
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　俺たちの関係は確かに恋人同士だったが、本当は歪いびつなものだった。彼女は何も疑わず俺を愛していて、俺も彼女を必要としている──それは合致しているようでありながら、決定的にずれていた。

　言い表すのならば、俺は彼女を、自分に必要不可欠な「道具」みたいに思っていたんだ。つまり、俺を正しく平穏な世界に繫つなぎとめるための鎖だ。

　だが、かといって彼女のことを無下に扱ったわけじゃない。むしろ大切にしてきたつもりだ。彼女を愛してなどいないと自覚したが、特別な存在であることには変わりないのだから。

　しかし俺の歪んだ欲望は、完全に消え去ったわけではなかった。

　俺は定期的に飢うえに苛さいなまれた。誰彼構わず斬きり捨てて、陵りょう辱じょくしてやりたくてならなかった。その願望は、時折、修道女にすら向いた。もちろん彼女に対して剣を抜くことなどしなかった。それでもいつ、そうなるか分からなかったんだ。

　もし俺が、彼女を殺あやめてしまったら、その時こそ俺は、本当に獣に成り下がるのだろう。

　彼女と俺は深夜に密会するようになっていたが、俺は自分の本当の心を打ち明けなかった。

　打ち明けるつもりもなかった。

　俺は彼女の前で、誠実な恋人を演じ続けることが出来た。彼女は俺の愛を疑ってはいなかったし、彼女に愛されていれば俺も普段以上に笑ってもらえる。

　それは利益だった。

　彼女とより親しく接している内に、徐々に、その人となりも分かってきた。彼女はとても博愛的で、困っている人すべてに手を差し伸べる。……既にそれは、あいつの心の重圧から来る行動だったと分かったわけだが、その時の俺は、それこそ彼女が望むものだと思っていた。

　彼女はすべてを救いたいのだと、聖女であり続けたいのだと。

　彼女は助けを求められれば、それがどんな者であれ手を差し伸べた。おかげで枯こ渇かつするのは教会の資金だ。神は天からパンも葡ぶ萄どう酒しゅも降らせない。結局、どのような場所であれ金の巡りは必要なのだ。

　やがて彼女の施しは、徐々に度を越していった。自分の糧かてすら他人に与え、犠牲的になっていったのだ。


　…………。



　今思うと……、それも俺の所せ為いだったのだな。俺が彼女に、普通の女としての願望を強く抱かせてしまったから──その願望を抑えるために、彼女は人に施しをせざるを得なくなっていったのだ。

　彼女の行動に、他の修道女も困り始めていた。度の過ぎた施しは、彼女の立場をも悪くしていく。それでも彼女は、もっと多くの人を救えればいいのにと俺に漏らすのだ。

　俺は、それを叶かなえてやりたかった。それがあいつの望む平穏なら。その平穏に俺も触れられるのなら。

　しかし所詮人殺しに、何が出来るという？　他人から奪い取るものでは、教会や孤児院の運営など賄まかなえない。仮に賄えるほどの派手な虐殺をやってみろ。簡単に足がついて、あいつの教会が潰れてしまう。

　人殺しが、どんな手段で大金を得れば良いというのか。そんなものが存在するのならば、何であろうとも手を出すだろう。

　そう思っていた折に、俺は領主に呼び出しを受けたのだ。




「昨今、教会に出入りをしているという東洋人はお前だな」

　初めてその土地の領主の顔を見たが、思った以上に若くて驚いたのを覚えている。俺とさほど歳としは変わらなさそうに見えた。老人か、それかせめて壮年くらいの人間だと思い込んでいたのだ。

　領主の館やかたは丘の上に建てられており、街が一望出来る。俺が招かれた謁えっ見けんの間は広々としていて、壁一面に広がる壁画だとか、光を多く取り込める巨大な窓だとか、学のない俺でも金がかかっているのが一目で分かった。

　やはり金は集まるところに集まるのだ。

「そうだが、それが一体どうしたという」

「キサマ、誰に向かって口を利いている？　少しは敬え」

「……この国の、敬う言葉があまり分かっていない」

「ふん……、まあ良かろう。私の懐が広いことに感謝をするのだな」

　領主は皮肉げに笑った。

　若いが、自信に満ちた顔だなと思った。それとも、人を統すべる立場に立ち続けると、自然とああいう顔になるのだろうか。

　領主は浅黒い肌をしていて、この地方では少し珍しい雰囲気を放っていた。焦げ茶色の強いくせ毛に、ダークブラウンの瞳ひとみ。それぞれが強く主張するようにその男を彩っていた。

　部屋にしろそいつの身なりにしろ、当然上品なものを集めているわけだが──

　なぜか、野蛮な気配を感じたよ。

「それで呼びつけた用事だが──、キサマ、四年前の街道で奴ど隷れいを殺したな？」

　俺おれは黙り込んだ。なぜその話を今になって突きつけられるのか、困惑したのだ。罰せられるのかと真っ先に思った。処刑に対する恐怖は薄かったが、ポーリーンに何て言えば良いのかだけが分からなかった。

　だが領主は、俺を罰するつもりはなかった。

　ただ一つ、仕事を手伝えと言うのだ。そしてそれを手伝えば、俺が入り浸っている教会に──いや、修道女に便べん宜ぎを図はかるとも言った。

　領主は修道女のことも調べていたようで、あいつが聖女と巷ちまたでは人気が高いことも、あいつの教会が資金のやりくりに困こん窮きゅうしていることも、すべて知っていた。

　領主の計画では、街の外れに新たな教会を設立するようで、その代表者に修道女を招くというのだ。ああそうだ、今俺たちがいるこの屋敷のことだ。

「修道女もより多くの人間が救え、満足することだろうな」

　領主の甘かん言げんに、俺は一も二もなく乗っていた。俺はポーリーンの傍らで得られる平穏な世界が必要だった。それを得続けるためには、彼女に笑い続けてもらわねばならない。

　だから、修道女のためになるのならば、断る理由もない仕事だったのだ。

　そして俺は領主から、郊外に住む魔女の話を聞いた。

　街の外では魔女の噂うわさが広がり始めているようで、どうやらその魔女は万病を癒やす奇跡の血を持つのだという。それだけでなく、魔女の産うぶ声ごえは飢き饉きんに苦しめられていた村に雨が降り、作物を救ったらしい。

　その魔女を捕えること──それが俺の仕事だった。

　そして、奇跡の血は妙みょう薬やくと称して教会で配くばる予定だった。

　もしも奇跡の血に本当に力があり、そしてポーリーンの聖女としての名声が高まれば、それは一種の宗教のように広がっていくだろう。多くの者が妙薬を求めるようになれば、それだけ莫ばく大だいな金が集まる。教会の運営も楽になるだろうし、領主としても経済を発展させやすくなる。

　だが、そんなことを思いつくこの男は、ずいぶんな外げ道どうだろう。

　最初から魔女の犠牲を前提として話し、命を軽かろんじている。死体の山を築き、その上で君臨している男でないと易やす々やすとは思いつかない計画だ。

　俺は頂上に君臨するような男ではなく、ただ無造作に、食い散らかすかのように死体を作り上げていく。そういった意味では領主と俺は別の人間だが──

　人殺しという点においては、同じだった。





◆◆◆






　こうして俺は領主の話に乗った。

　決行の日に、教えられていた湖こ畔はんの小屋へと向かった。生かして捕えてこいとは言われていたが、傷つけるなとは言われていない。魔女が扉から出てきたら、強硬手段に移るつもりでいた。

　領主に言われたように、良心の呵か責しゃくはなかった。今更、誰かを傷つけることに躊ちゅう躇ちょはない。

　それがたとえ、あの修道女と深く関かかわり──彼女の平穏を知った今となっても。

　だが──小屋の扉を叩たたき、向こう側から「どちら様ですか」と少女の声を聞いた時──

　俺は固まっていた。

　それは、あの時の少女のものだった。顔を見なくても、絶対にそうだと言い切れる。澄み切った水のような透明度の高い声。俺の欲望を抑えつけることの出来る、最初の鎖……。

　聞き間違うはずがない。

　領主に言われた魔女が、まさか……あの時の少女だとは思ってなどいなかった。

　あれから四年──生きていたとしても、どこかで奴隷として暮らしているものとばかり思っていたのに、まさか魔女として人の病を癒やしていたなんて。

「……お前が奇跡の血を持つ魔女か……」

　本当は、扉を開かないのなら押し入るつもりだった。だから俺は、剣の鍔つばに手をかけていたのだ。

「……お引き取りください……」

　けれど、その娘の声を聞いた瞬間、俺の手は剣から離れていた。

「私の家に近づかないでください……」

「お前の血が必要なのだ。分け与えてくれないか……」

「あなたのような人に渡せるものなど、何一つありません……。私の血は、病める者、悩める者に与えるものです！　お願いだから……、私に関わらないで……！」

　扉越しに叩きつけられたのは強い拒絶だった。彼女もまた、俺の声を記憶していたのだ。ならば当然だろう、あんな惨さん状じょうを引き起こした男と顔を合わせるのは苦痛に違いない。

「あなたのような殺人鬼に関わりたくないのです……！」

「……そうか」

　──俺はあっさりと言われた通りにしていた。扉から後ずさり、少しだけ……呆ぼう然ぜんとしていた。四年前と違い、俺に向けられたのは罵ば倒とうだった。しかし、それは当たり前のものだ。それに罵倒だったとしても、確かにそいつの声は、昔と変わらずに俺の心を鎮めていく。

　俺は悩んだ。領主に言われた通りに、この娘を捕えるべきなのか……。それとも今度こそ、この娘を逃してやるべきなのか……。

　だが、俺がどのような結論を出したのか、もう分かっているだろう？　俺はやはり、その娘を捕えて領主に差し出すことにした。

　鎖は……二本も、いらなかったからだ。

　強引に押し入っても良かったが、既に俺は、その娘に警戒されている。万が一にでも逃げられたら事だ。何せ領主が関わっている話なのだからな。まあ、俺みたいな汚れ者を使っている時点で、計画が失敗しても俺が単独で引き起こした犯罪として切り捨てるつもりなのだろうが──俺としてはそうなるわけにはいかない。

　だから俺は、その娘が外に出る機会を狙ねらった。だが、誰だれが訪れても娘は外に出なかった。どうやら娘は、誰に対しても等しく警戒心を抱いているようだった。

　粘り強く観察していると、例外を見つけることに成功した。そうだ、あいつだ。メルは娘を外に連れ出していた。湖畔を散歩して、会話をしていたのだ。

　その姿を見て、俺はあいつを使うのが良い方法だと思ったのだ。

　俺はあの男を脅おどして、魔女を呼び出させることにした。

　そして、計画は実行された。

　事はすべて、俺が思った通りに進んでくれた。





◆◆◆






　俺は彼女の腕を斬り落とし、それをメルに分け前として与えた。のた打ち回る彼女に跨またがって身動きを奪い、簡単に死なれては困るから止血を施した。彼女はただの小娘のように──いやその瞬間はまるで幼おさな子ごのように泣き叫んだ。魔女として畏い怖ふされる要素はどこにもなかった。痛い、痛い、助けて、誰か助けて、お願い、殺さないで、連れていかないで──。

　このまま叫ばれたのでは厄やっ介かいだ。街外れの屋敷を目指すとはいえ、通行人には確実に出くわす。だから口の中に布を突っ込んで黙らせた。そして麻あさ袋ぶくろに突っ込んで、荷物のように扱った。さすがに血ち塗まみれの少女を背負って街を歩けば大問題だ。

　彼女を運びながら、俺はせめて、これからについて説明をしなければならないと思った。俺なりの義務感だったのだろう。……知らない方が良かったのかもしれないが。

　俺は用意していた荷車に魔女を押し込み、指定されていた物見の塔とうに向かった。

　そして領主と共に、魔女を幽閉したのだ。




　その数日後、俺は再び領主の館に向かった。俺が魔女を捕らえるために第三者を使ったことを漏らすと、領主は不満そうだった。

「他人に漏らすとは想定外だな……、キサマの脳はすかすかなのか？」

「まずければ殺しておく」

　領主は酷ひどく苛いら立だっていた。落ち着かない様子で踵かかとを何度も鳴らし、思案する。そして俺に、メルの特徴を聞いてきた。メルは質素な服装をしていたが、世間を知らない態度であったり、労働に慣れていなさそうな身体からだつきから、一般人ではないだろうと予想していた。貴族かもしれないと領主に告げると、奴やつは頭痛を堪こらえるようにこめかみに指をやった。

「厄介な奴を使いやがって……」

「殺せと言うのならば無報酬で殺すぞ」

「……世の中にはな、消えても騒がれぬ人間と、そうでない奴がいるのだ。キサマは前者だが、その青年は後者かもしれん」


「…………」



「その男も奇跡の血を欲しているのだったか？」

「そのようだ」

「そうか……、では……我々の仲間に加えてやるしかあるまいな？」





◆◆◆






　これが、半年前に起きた出来事だ。

　後は分かっているだろう。俺はメルを脅し、幽閉に関わらせた。奴は妹のために血を抜き続けなければならなかった。……妹のためという理由がなくても、逃げ出す勇気はなかっただろう。

　俺は元より加担した身だ。……逃げる道理もない。むしろ魔女を幽閉するための三本の鍵かぎの管理者となっていれば、今や教会の代表者となった修道女とも頻ひん繁ぱんに顔を合わせられるだろう。それは俺にとって利益だった。

　領主の目もく論ろ見みは成功した。教会には寄付が集まり、領主はその金を元に街の商人たちを支援した。魔女の血に本当に奇跡の力があったのかどうか、俺には分からん。しかし、病が治ったと言う者も確かにいた。

　万病に効くという妙薬は、徐々に、病を患わずらっていない者も手を出すようになっていった。

　ご利益がある、という話でな。

　そういった話が広まれば広まるほど、領主の元に金が送られていった。

　この街は──確かに魔女の血によって発展したのだ。






13　人であるための苦しみ








「長い話を聞かせたが、これですべてだ。……酷い話だっただろう」

　彼が話し終える時、窓からは西日が射さし込んでいた。男の半身が真まっ赤かに染まり、それがひどく不気味で、恐ろしく見えた。

　彼が起こしたことも、彼の残忍性も、すべて理解していた──しかし。

　分かっていながらもここに至るまでの事実を聞くと、心が苦しく、まるでそこからも血を流しているかのような痛みを覚えた。

「俺のことを憎いと思うなら、この剣で殺してくれても構わん。俺は抵抗をしないし、鍵も渡そう。……お前には俺を罰する資格があるんじゃないのか」

　男はそう言って、鞘さやごと、腰から剣を外した。私に差し出そうとするそれを見ながら、重たく、首を横に振る。

「それをしても、意味がないのです。許すのも、罰するのも、私のやることではない……」

　──確かに。確かに私は、怒りを抱いている。どうしてそんなことが出来た？　なぜそこまで非道になれる？　殺されていく人間の苦痛を少したりとも考えなかったのか？　──そんな数々の声が渦巻いては消えていく。もはやそれは行き場のない感情だ。すべての真実を彼が告げている時点で、彼は己の性質をよく理解している。私も分かってしまった。なぜ、と問うたところで──そういう人間だからだ、とシンプルな答えがあるだけだ。

　しかし、それで終わらせてしまっては先がないではないか。私は、彼の話の中から必死に探した。彼なりの善意を。モルガーナの心を変えうる事実を。

「貴方あなたにも……、最初はモルガーナを救う意志があったんじゃないか……」

　私の声は掠かすれていた。まるで縋すがるようなものだった。

「……しかし実現しなかったものだ。最初は自分自身の欲望が俺を塗り潰し、次は身勝手に切り捨てた。やはり酌しゃく量りょうの余地はない。俺にどんな思いがあったとしても意味はないだろう」

「それでも……、彼女を助けたかった気持ちがあったことを信じさせてください……」

　男は長く沈黙をし、「そうだな」と零こぼした。

「身勝手な台詞せりふを吐いている自覚はあるが、あいつをこのまま死にゆかせることを喜んではいない。あいつの腕を切り落とした瞬間──いつもなら感じていた悦よろこびがなかったのだ。俺にも良心があったのか、それとも気の迷いだったのかは分からないが……。お前があいつを救えるのならば、そうしてもらいたい。俺では何も出来ん。状況を、悪くするだけだ……」


「…………」



　身体の内側で渦巻いていた怒りが収まっていき、その代わりにこう感じている。ただひたすらに辛つらいと。私がこの時代に生まれ、モルガーナの味方になってやれなかったことが、たまらなく悔しい。今からでも彼女の心を救えるよう、願うしかない。

「彼女の前で……、贖しょく罪ざいをすると……約束してもらえますか。私だけの力では、すべてを変えるのは難しい」

「贖罪で許されるものかは分からんが……。そうしろと言うのならば、そうする」

　彼は私の言葉を否定せずに頷うなずいた。今の彼は理性的で大人しく、狂気の気配は一切見当たらない。両極端な感情を抱えている男は、歪いびつで奇妙な存在だった。

　呼吸を整えて、心を落ち着かせる。彼は真実を話した。ならば次は、私が彼に協力をする番だ。そこに個人的な憤りを挟んではいけない。

「……貴方が本当に望むものは、何なのですか」

「俺が、」彼の躊躇が表情に現れる。異常性に満ちた顔も見せれば、今のように、まるで脆もろい青年のような顔を見せる──「楽なのは、人殺しの道だ……」

「欲望に従っていれば楽でいられる。葛かっ藤とうを抱くこともない。ならば俺の救済は、そもそも人をやめることではないのか？」

「それで、本当に良いと思っているのですか……」

「……分からない。俺には、どうすれば良いのか……本当は何も分からんのだ」

　そう呟つぶやく彼の姿は、どこか頼りなくも見えた。私などよりずっと力が強く、身体つきもしっかりしていて、頑丈な男だというのに。

「……私は貴方の『平穏に生きたい』という願望を信じたいし、そう生きて欲しいと思っている。ただそれは、貴方にとって楽な生き方ではないのだと思う。貴方が自分で認めたように、楽なやり方は欲望に従う方だ。けれど、私たちが生きているのは人の世で……そして貴方が手を伸ばしたのは、平和な生活を望む人だ……」


「…………」



「それならどうか、抑え込んでいて欲しい。決して楽な生き方にはならないが、自分とその人のためにも、苦難の道を選んで欲しいんです」

「……それが、仮面の上に成り立つものであってもか」

　素直であること──それはほとんどの場合美徳となるだろう。しかし、互いに正直で居続けることが幸せに繫つながるとは限らない。それが他者を傷つける要素を持つものであるのならば、余計に。

「すべてを晒さらす必要はないと思います。貴方の内側にあるものは、他人を傷つけてしまう」

「ならば演じ続ける方が良いと？」

「いいえ、誠実さを過剰に見せなくても良いはずです。彼女の前にいる時の貴方は、まともな人間というのを作ろうとし過ぎている。貴方の人となりに関しては──今のままでも良いと思いますよ。……今の、人であろうと葛藤している貴方で。彼女はそれを受け入れると思う」

「しかし、彼女に愛という感情を抱いていないと、伝わってしまうかもしれん」

「……思うのですが、」今まで見てきた様々な人生を思い返すように、天井を仰ぐ。「それも一種の〝愛〟なのではないでしょうか」

「……どういう意味だ」

「修道女が抱いた感情と、貴方が抱いた感情が違うからといって、片方が正解で片方が間違っているとは限らないはずです。確かに、人が他者に恋をした時、彼女のように感じる人が多いのかもしれない。しかし大多数がそうであっても、それがそのまま正しさになるわけじゃない」


「…………」



「情欲を抱いていなかったとしても、構わないじゃないですか。……貴方が彼女を大切に思っているのならば、それも、愛なのだと。……私は思います」

「教会の人間どもは、愛というのは、他者のために向けられるものだと言う。……俺が彼女を大切にしているのは、俺のエゴのためだぞ」

「教会が告げる愛も、多くの考えのうちの一つに過ぎません。……それに、彼女だってきっと、自分のために貴方が好きなのだと思います。自分の幸せのために……貴方と共にある優しい世界を夢見ている。それは悪いことだとは思えません」


「…………そうか」



　彼は私の答えを咀そ嚼しゃくするように、黙っていた。陽ひは既に落ち、月が代わろうとしている。血に染まったかのような男の顔は、なくなっていた。

「なあ、来世は……、変えられると思うか」

　彼はぽつりと漏らした。

　変わる──そう言い切りたかったが、私は正直に分からないと告げた。

「……でも、貴方たちの魂が同一である限り、その性質は先の時代とも干渉するのだと思う」

「それなら俺は……変えなければならん。あいつは……ポーリーンは俺を信じて探しに来たのだろう？　俺みたいな男を信じてしまったのだろう……？　それを、俺が殺あやめてしまうというのならば、変えねばならぬ……。俺がそうしなければならない」

　そして彼はしっかりと顔を上げて。

　力強く告げた。




「来世を変えよう」




　──あれほど恐ろしいと思っていた男が、憎しみすら向けていた相手が、その一言で、まるで心強い味方になったかのような気がした。私は無自覚に口元を緩めて、頷いていた。

　彼も少しだけ笑ったように感じた。

「死ぬ時は、それを誓って死のう。……次の世で忘れぬように」





◇◇◇






　東洋の男は立ち去る前に、私に鍵を渡すことを約束してくれた。そして、領主を呼び出す協力をするとも言った。領主は今晩、この屋敷を訪れる。モルガーナへ食事を与えるためにだ。

　彼はその前に、もう一度夕食を開くことを提案した。

「次で……最後か」

　与えられた三日という短い時間。自分に出来ることを迷いながら進んできて──それでもここまで来ることが出来た。領主との話し合いに成功出来れば、モルガーナを救い出せる。

「ジゼル──」

　けれどそれは、一人の力で為なしたことではなかった。彼女に助言をもらい、背を押してもらい、共に考え、進んできた。

　今こそそれを、君と分かち合いたいと言うのに。


　…………。



　いや、しっかりするんだ。まだ気を緩める時じゃないだろう。

　残りは領主だけだと言っても、彼に対する突破口は何も見えていない。マリーアにも繫がりを否定されてしまっている。まだ手がかりがないのだ。

　モルガーナの語った過去においても、領主は最初から非道であり続けた。東洋の男が語ってくれた中でも、やはり同様だった。ならば領主は本当に、そういう人間なのか？　血も涙もない男なのか？　他人の命など、己の権力のために潰していくものなのか──？

　幼いモルガーナの血を奪い続けたあの宴も、進んで開催していたのか？

　もしその通りだとしたら、彼の視点から事実を語らせても、モルガーナの憎しみを増やすだけではないのだろうか……？

　モルガーナは娼しょう館かんで過ごした三年間に、人としての幸福を見出していた。大事な人たちにお礼を言えなかったのが悲しいと言って涙を流した。それならマリーアこそが、モルガーナの憎しみを晴らすことの出来る人なのだろうか……。

　……彼女から話を聞かなければ。

　もうそろそろ、広場に忍び込んでいるかもしれない。

　気を入れ替えて立ち上がる。そして扉に向かおうとして──意識が飛びかける。よろめいて、大怪け我がを負っていることを思い出す。痛みを強引に感じないようにしていただけで、身体の方は限界が近かった。

　は、と目を見開く。気づけば床が迫っていた。受け身を取ろうと反射的に右手を出したが、それがまったく動かない。

　しかし私を襲ったのは硬い床の衝撃ではなかった。まるで真っ黒な湖に沈み込むように。何かと混じり合うように。己の精神が浸食され。引きずり込まれていった。






14　ただ父のために








「どうしてあなたは、奇跡を無償で施し続けてしまうの？」

　懐かしい声がする。

　目の前に、誰だれかがいる。女だ。黒い靄もやのようなものが彼女の姿を隠していて、よく見えない。けれど、姿が分からなくても彼女が誰なのかすぐに分かった。

　この人は──母だ。

　私の……。……私の？　いや──違う、私の……母ではない。この人は──

　彼女わたしの母だ……。

「どうしてって……、その質問にどんな意味があるというの、おかあさま」

　その時、私はまだ九つの娘だった。自らを神の子として信じて疑わず、他者に奉仕して生きることが私の使命だと思っていた。

　いつか、全能なる神、父の下もとへ参じた時に──幻滅されることなどあってはならないから。

「だって、私たちはこんなにも貧しい暮らしをしているのよ。ほんの少しの見返りをもらうことは、悪いことではないわ」

　けれど母は、天使に選ばれた人だというのに、使命を軽かろんじるようなことを言う。

「いいえ、それはわるいことです。奇跡に、対価をもとめてはならないのです。なぜなら奇跡は、私の父が、みなにひとしく与えるものだからです。父のちからを借りている身で、どうして私たちがおかねをもらうのですか？」

「ねえ……よく聞いて、モルガーナ……。あなたは彼らに施しを与える度に、その身を傷つけているのよ。受けた痛みに対して、報われることがあってもいいじゃない」

　母の態度に疑問を覚えかけていた私だったが、その言葉を聞いて微ほほ笑えんだ。きっと母は、自分が神に選ばれたことよりも、私の母であることが大事なのだろう。私の傷が増え続けることを悲しんでくれているのだ。

「おかあさまは、私のためを思ってそう言ってくださるのですね。ありがとう、それはとてもうれしいことです」

　私は母の愛を疑わなかった。

「けれど……、私はとても満足しているのです。父からたまわったちからを、人々のために与えられることに。それに私は聖女なのでしょう？　それなら、どのような境遇であれ、父のみちびきが存在するはずです。私の施しがとだえるようなことは、ありません」

　母は少し困惑していたが、それでも私を抱き締めてくれた。私の想おもいは正しく伝わったのだ。その証拠に母は慈しむように微笑んで、こう言ってくれた。

「あなたが正しいわ、私の聖女様……」





◆◆◆






　その翌日、私は突然見知らぬ男に腕を摑つかまれて、村の外へと引き摺ずられていった。母に助けを求めたが、彼女は振り返ってもくれない。私には理由が分からなかった。

　そして男は乱暴に、私を馬車に放ほうり込んだ。そして仲間の一人らしき別の男が、母に近づいていく。それを見て私は焦りを覚え、必死に叫んだ。

「おかあさま、逃げてください！　その人は悪人です！」

　その時私は、母が恐ろしさのあまり、振り返ってくれないのだと思っていた。そして心の底から母に助かって欲しいと願った。母が傷つけられるくらいならば、私一人、犠牲になるのは厭いとわないと。

　しかし男は母に、金の詰まった袋を手渡した。

　私は茫ぼう然ぜんとした。それでも、そんなものを見てもまだ、私は何かの間違いなのではないかと思った。私の心が決定的に引き裂かれたのは、母が袋の中身を確認して、はっきりと笑ったところを見てからだった。

「お、おかあさま……、おかあさま！」

　私の悲鳴は、先ほどとは異なる響きをしていた。

「私を正しいといってくれたのに……どうして！　なぜ、他人からおかねを受け取っているのですか……！　おかあさま、どうして……！」

　母は、その日、初めて私を見た。もう手を伸ばしても届かない距離だったけれど、母の顔ははっきりと分かった。

　恐ろしいほどに冷たい眼まな差ざしをしていた。

　そして母の唇は動いた。それは声にはならなかったけれど──母が何を言ったのか分かってしまった。

「だって、あなたはいらない子なんだもの」

　どうして？

　母は私を愛してくれていたのではなかったのか？　私と共に暮らした九年間は一体何だったのだろう？　いや、よしんば、私に愛など抱いていなかったとしても──あなたは聖女の母であるはずなのに。

　どうして、その手を罪に染めるのか。

　どうして地獄に堕おちるような振る舞いを、してしまうのか。

　どうしてそんなことができるの、おかあさま。





◆◆◆






「──ようこそ、聖女様。これからは私のために奇跡を起こしてくれ」

　私は見知らぬ街に連れていかれ、気づけば、領主の目の前で膝ひざをついていた。領主は立派な椅い子すに腰かけて、私を見下ろしていた。

　周囲には娼婦らしき少女たちがいる。少年も居たかもしれない。

「奇跡を起こしてくれたならば、格別の待遇を約束しようではないか」

　私は毅き然ぜんと顔を上げた。領主は恐ろしかった。けれどだからといって、屈してはならないと思っていた。私は神の子であり聖女なのだから。父に愛されているのだから。たとえ母が私を見捨てたとしてもそれは変わらない。父の教えを歪ゆがめることなど、あってはならない。

「奇跡は……、特定の誰かのために……起こすものではありません」

　だから私は必死に領主を説得しようとした。奇跡は魔法でも手品でもなく、父が私に預けた尊い力なのだと。それを私利私欲のために使うことはあってはならない。領主が権力を得ているのもまた神の導きの一つであり、一時的に授けられた力でしかない。おごりは罪悪となる。

　どうか民のために動いて欲しい。

　しかし私の願いは領主を怒らせるだけだった。

「お前は私と客のために、奇跡を提供し続ければそれで良い！」

　私は息を呑のんだ。怯おびえて震えそうな唇を嚙かみ締めて、気を抜けばただの幼い娘のように泣き出しそうな目に力を込めて。心を強く、彼を見つめる。

「何度でもおつたえします、領主さま。それは……できません」

「出来るか出来ないかは──こちらが決めることだろう？」

　けれど私の想いは通じなかった。領主はそう言って歪いびつに笑うと、私の髪を引き、床へと倒した。私はやめてくださいと何度も懇願したが、領主が聞き入れることはなかった。

「聖女の血を皆様に！　乾杯！」

　やがて血の宴うたげが始まった。私は血液を抜かれ茫洋となった意識でそれを見つめていた。

　宴に集まるのは裕福な貴族ばかりだった。病で苦しむ者には喜んでこの血を差し出すつもりだったが、彼らが苦しんでいる様子はどこにもない。

　それでも私は微かすかな希望に縋すがった。ここにいる誰かが──ほんの一人でもいいから──善意を持っていて、声を上げてくれることを。これは神に対する冒ぼう瀆とくであると、聖女を解放すべきだと叫んでくれることを。

　領主のすべての振る舞いに対して、怒ってくれることを……。

　けれど裕福な来客たちは、誰一人として、この状況に異を唱えなかった。それどころか、嬉うれしそうに歯を剝むきだしにして笑っていた……。

　これは、とても醜みにくい、サバトなのだ。

　痛みではなく絶望感から、私の意識は遠とお退のき始めていた。神をも恐れぬ冒瀆的な宴を催して、笑い合っている彼らがとても醜く思えた。身み形なりだけが美しい、醜悪な、化け物。

　もしかしたら、この客たちは、人間の姿をした悪魔なのかもしれないと思った。

　ここはきっと、地獄の門なのだ……。





◆◆◆






　宴は定期的に開かれた。そして宴の度に、私は血液を抜かれた。私の手首には枷かせが嵌はめられて、勝手に逃亡出来ないようにさせられていた。

　数をこなせばこなすほど、私の皮膚は傷だらけになっていった。気づいた頃にはもう、私の手足は目もあてられない、ぼろぼろなものとなっていた。至るところの皮膚が傷のおかげでめくれ上がり、赤黒く濡ぬれていて……。村のみなのために血を振る舞っていた時とは、比べものにならないほど、醜い。私ですら、そのおぞましさに震えるほどだった。

　領主は、私の身体からだのどこに傷を作るべきなのか、度々悩んでいた。その悩みは、決して良心によるものではなく……血を抜くならば、まだ傷ついていない清潔な部分から奪う方が、良いと思っていたからだ。

　領主は私の衣服を剝はいだ。

「今日は腹の血にしようか、聖女様。ここなら、まだ清い血が取れるだろうからな」

「やめてください……、あなたはご自分でなにをなさっているのか、わかっていないのですか……！」

　その時の私には、まだ抵抗する意思があった。身動きを奪われ、身体的に抵抗ができなくとも、魂だけは屈しまいと必死だった。

「金で買ったということは、私の所有物だ。そこらの奴ど隷れいとなんら変わらん。それがたとえ聖女であろうともな」

「あなたのおこないをッ……、神は……、怒っておられます……！」

「ならば奇跡とやらで、私に天罰を与えるが良い。どうだ、やってみろ。出来んのだろう？」

「天罰は……、あなたのたましいに、くだります……！　今でなくとも、その業は……、かならずあなたが、受けることになる！」

「はッ……、丸裸で説教をしても、まったく凄すごみを感じないな？　ふん、そのような顔で私を見るな。お前に女としての辱めを与えるつもりはない。元より──そんな傷だらけの不気味な娘を、誰が抱くか」

　私はただ、その屈辱の日々を耐えるしかなかった。

　領主のナイフは、私の身体の様々なところを傷つけていった。

　顔以外はすべてと言っても過言ではなく──

　私の身体は……赤黒く染まっていった。




　そして私の心は肉体以上に傷つき、そして、穢けがされていった。






15　ただ君に手を差し伸べたい








　沼地から這はい上がるかのように、私は心を取り戻していった。夢──とは言えない映像が、いまだに目の前にちらついている。彼女の感情にあてられて、子供のように泣き出したい衝動に駆られた。その苦しみも、想いも、そして痛みも──あまりに鮮烈だったから。

　それを押し殺して、ゆっくりと立ち上がる。

　今のはきっと──幻まぼろしでも妄もう想そうでもない。分厚いガラス越しに見るような不鮮明な景け色しきではあったが、紛まぎれもない彼女の記憶であって、過去だった。

　私は一瞬、幼い彼女と混ざっていたのだ。

「モルガーナ……」

　彼女の過去は、本当に私自身の体験であったかのように心に圧のし掛かっていた。こんなものを見てしまっては──もうただの同情などでは済まされない。

　他人のこととは、思えない。

「領主……なぜあんなことを……」

　考えても答えは出ず、この先に待ち受けるのは、結局は何も覆くつがえせない絶望的な不幸なのではないかと思ってしまう。しかしだからこそ、最後の希望に縋るように、私は部屋を後にして外を目指した。もうマリーアがモルガーナの大切な人であった可能性にかけるしかない。

　この時代で実際に起きたことは、モルガーナが誰にも振り返ってもらえずに孤独に死んでいったことだ。ならば、その歴史を変えることが出来れば──解放の瞬間に大切に想っていた人から慰めの言葉をもらうことが出来たなら──もしかしたら彼女が魔女とならずに済むかもしれない。

　ずいぶんと玄関が遠い。どうやら私の歩みが遅くなっているようだ。まるで、今までずっと血を抜かれ続けてきたかのような虚脱感が全身を包んでいる。一歩進むにも、とてつもない労力が必要で──世界がぐらぐらと歪み続ける。

　もうマリーアが来ているかもしれない。

　少しでも気を抜けば倒れ込んでしまいそうな中、進まなければという意志だけを強く持って──私は広場へと向かった。




　夜はいよいよ深まり始めていた。私が広場に姿を現すと、やはりマリーアは先に来ていたようで、元気よく「おー、やっと来た！」と手を振った。相変わらず薄い生地で出来た衣装を身に纏まとっていて、見ているこちらが肌寒さを覚えるくらいだ。

　彼女は明るい顔で近づいてきたが、私の全身が見えるくらいになると、真まっ青さおになった。

「あんた、どうしたの？　顔色めっちゃ悪いし──ってか、その怪け我がやばくないっ!?」

「……大丈夫です。時間がないので早速話がしたいのですが、まず聞きたいことについて──」

「ちょ、ちょっと待てって！　そんな死人みたいな顔で大丈夫って言われてもさ！　今日は部屋に戻って休んでなって。また明日でも明後日あさってでも、都合のいい時に──」

「今でなければ駄目なんだッ！」

　足止めを喰くらっているような苛いら立だちを感じて、私は突然叫んでいた。


「明日の正午にはすべてが終わっていて──その前に決着をつけなければならないんだ！　自分がどんな状態かなんて分かっている！　それでも私が動かなければ──モルガーナを救い出せない！　だから話をさせてくれ……ッ！」




「…………」



　はっと我に返る。

　モルガーナの心と同調してしまった所せ為いか、重傷を負っている所為か、時間が迫っている所為か──きっとすべての要因が絡んでいた。しかしそれは、よりによって私に協力してくれるマリーアに向ける感情ではなかった。

　バツの悪さを感じていると、彼女は肩を竦すくめた。怒ってはいないという姿勢だった。

「あんたがなんでそんなに必死なのか分かんないけど──、あたしはね、怪我してる人間にこれ以上無理はさせたくないんだよ。病人怪我人は、つべこべ言わずに帰って寝ろ」

「……いきなり、騒いだことは、謝ります。でも、引きません。……貴女あなたたちには今がどういう状況なのか分かっていないんです。明日を変えるということが、どれほど大きな結果になるのか……。だから、たとえ這ってでも今動かなければ、何も変わらないどころか──より酷ひどい次が待っている。彼女の呪のろいが途と絶だえない限り、きっと悲劇は起こり続ける。それを知っているのは私だけなんだ……」

「んな、魔女の呪いって……あんたホントに大丈夫？　あんたのこと信じるって言ったけどさ、さすがに荒こう唐とう無む稽けい過ぎて──」

「なら、信じなくてもいい。ただ、私自身が明日絶望的な悲劇が訪れるのだと強く信じているから、今、動かなければならないと思っているのだと……、そう認識してください。だから、時間がないと強く思い込んでいるのだと……」

　彼女は困惑した顔で私を見やり、いくらか言葉に迷ったあと、口を開いた。

「つかさ、仮に、ホントにあんたが未来を知ってる人だったとして──なんでこっから逃げ出さないの？　あんた、別にこの街の人間じゃないじゃん？　だったらこんなもん重過ぎるっつって、投げ出してもいいじゃんか。別に誰だれも怒んないだろ。むしろ、あんたが頑張ったって──それって、誰かに感謝されたりすんの？」

「感謝されたくてやっているわけじゃない。知ってしまった以上、動くしかないんだ……」

　これから何が起きるのか、そして彼らの間に何が起きていたのか。モルガーナが何を抱えて、何を考えていたのか。それらを知ってしまった以上、投げ出すわけにはいかないのだ。見捨てることなど出来ない。

　最初は、館やかたの呪いを解き放つという目的のためにモルガーナを救おうとしていて──純粋に彼女のために動いていたかと言えば、違ったと思う。

　けれど、今は──今の私は──モルガーナに、ただ、手を差し伸べたいと思っているんだ。

　君の味方であると告げて、頑張り続けてきたことを認めて。

　もう大丈夫だと、言いたい。一方的な救済をしたいのではなく。

　ただ、君はもう一人じゃないと、心の底から伝えたい……。

「そ……。あんたってホント、生き辛づらそうな性格してるね。気楽に生きるやり方を、知らないんだろうなー」

　それはきっと、お互い様だ──心の中でそっと呟つぶやく。気楽に生きるやり方を知っていたら、そもそも一族の復ふく讐しゅうなんてものに取りつかれず、楽に生きていける方法を見つけられただろうから。それはこの時代の話ではないので、口にはしなかったけれど。

「分かった分かった、とりあえず話はしよう。あたしの知ってることは何でも教えるつもり」

「……助かります。本当に」

「でも！」

「えっ」

「まずはそこに座れ！　話はそれからだっ！」

　音が鳴るほどの勢いで庭の切り株を指さすと、彼女はにやりと笑った。

　私はぽかんとしてから、「あ、はい」と大人しく従うしかなかった。




「モルガーナが？」

「そうです……、彼女は、その三年間が幸福だったと言っていました」

　私はまず、彼女にモルガーナが娼館で暮らした時代をどう感じていたかを彼女に伝えた。マリーアは意外そうにしていた。

「あの子、そんなこと言ってたんだ。なんだ……結構うれしいね」

「……直接、言われはしなかったのですか」

「あまり周まわりに溶け込もうとするような子じゃなかったよ。なんかすっごく分厚い壁があったんだよね」

「なんとなく……、その様子は想像がつきます」

「うん、だからさー、面倒見るのとか余計なお節介だったのかなってちょっと思ってたワケ」

「……彼女は貴女たちに感謝していましたよ。四年前の襲撃の後に、彼女は奴隷として売られかけたのです。その時……彼女は涙を流してこう言った。大事な人たちにお礼を言えなかったのが悲しい……と。……それは貴女たちのことだった」

「そっか……」

　ほっとしたように微ほほ笑えむ様子は、負けん気の強い娼婦というよりも、妹を見守る姉のような優しさがあった。モルガーナにも愛情を向けてくれる人がいるのだと分かって、胸の奥が温かくなる。やはりモルガーナの大切な存在になれるのは、彼女に違いない──

「ねえ、それってさ、ホントにホントの話なんだよね？　作り話とかじゃなくて、ホントにあの子が言ったんだよね？」

「事実ですけど、信じられませんか……？」

「いや、それ知ってたらさ……もっと親しくやれてたのかなって、ちょっと思ったから」

「え……。親しかったのでは？」

「あたしは別に普通だよ。まあ、親しくないわけじゃないけど……。娼婦たちはみんな、適度な距離を置いてあの子と接してたよ。嫌ってたわけじゃないさ、あの子が距離を置きたがってたから」

　……しかしそれでも、モルガーナは強い感謝を覚えていたはずだ。面倒を見てくれたこと、優しさを教えてくれたこと……あの本音をなかなか言わない娘が言ったのだから、それは余程の想おもいだったはず。なのに、そこまで親しくないとは──どういうことなんだ。

「その……、貴女以外に、彼女と親しかった人物はいなかったのですか……？」

「いたよ」

「！　ならその人が──」

「でも、そいつは死んだ」

　──え。

　なんだって？　死んだって……そんな。

「そんな顔すんなって。仕方ないだろ、死んじまったもんは死んじまったんだから。ほら、昨日も言ったじゃんか。四年前に襲撃を受けて、仲間をたくさん失っちまったって」

「その人も、その時に……？」

「まあ──」彼女は一瞬だけ目を伏せた。「そう、だね」

　私は愕がく然ぜんとしていた。摑つかめそうだった希望がするりと零こぼれ落ちていく。

「もし、その人が生きていれば──モルガーナを救える可能性が高くなると思ったのに……」

「モルガーナを救う方法なんてひとつだろ？　領主をぶち殺して鍵かぎを奪えばいい」

　彼女も、あの東洋の男みたいに短絡的に殺害しようとしてくる。誰かを殺して終わるような憎しみであれば、こんなことにはなっていないのに。

　私は悩んだ末に「物見の塔とうに、貴女も行ってくれませんか」と頼んだ。

「え？　あたしも？　なんで？」

「モルガーナに声をかけてほしいんです」

「それなら……、あの子が助かって塔から下りてきた時にするよ」

「救いの手が差し伸べられる瞬間に大切な人から言葉をもらえたら……それこそが救いになるとは思いませんか」

「その通りだと思うけど──」彼女は苦い笑みを浮かべた。「いや、そう思うからこそ、やっぱりあたし程度じゃ駄目だよ。さっき言ったように、あたしはつかず離れずだったんだ。特別親しいってワケじゃない。この事件の所為であの子が憎しみを抱えているなら……あたしが出来ることは何もないんだよ」

　でも、もう他に方法がない。領主の行いは一貫して非道で──別の観点からモルガーナの心を変えるしかないというのに。

「あのさ」彼女は私に視線を合わせながら、手を差し出した。「……あの子に渡せなかったものがあるんだ」

　そして拳こぶしを開くと、そこには装飾もない質素な首飾りがあった。

「これ、機会があったらあんたから渡しておいて。誕生日に渡してやるつもりだったんだけど、娼館が襲われたのがその日だったんだ」

「それなら、自分で渡した方が……」

「あたしのものじゃないんだ。例の……もう死んじまった、モルガーナと親しかった奴やつからの贈り物だよ。だからそういうことで、渡しておいて」

　彼女は首飾りを、怪我をしていない私の左手に強引に握らせた。

「じゃ、渡すものも渡せたし、あたしはそろそろ行くかな。健闘を──」

「あーっ、こんなところにいたのねっ！」

　甲高い声が突然割り込んできて、私とマリーアはお互いに驚いて目を丸くしていた。夜の広場に現れたのはネリーと──

「部屋で安静にしてるのかと思っていたのに。もう、無茶するんだから……」

　ポーリーンだった。

「どうして二人がここに……？」

　私が首を傾かしげると、ポーリーンが「今夜、領主様の説得をするって彼から聞いたから」と弱い笑みを浮かべて言う。彼女の顔はどこか亡霊のような儚はかない青白さがあった。……決意したとはいえ、重いものを背負ったばかりだ。そうなるのも無理からぬ話だ。

「聖女さまが、物見の塔とうから出てこられるかもしれないでしょ？　それなら迎えてあげなくちゃ！」

　対してネリーは病人というのが噓うそかと思うくらい、明るく見えた。

「つまり、モルガーナを迎えるために集まってくれたと？」

「うん。それと、お別れのためかな……。彼女を解放したら、すぐに罪を償って欲しいと思っているから」

　ポーリーンの言葉にネリーが表情を曇らせる。彼女を見て「ネリーも、その覚悟を？」と問う。彼女は口元を悲哀に歪ゆがめて、声の調子トーンを落とした。

「……もちろんお兄さまがそうするって言うなら、従うわ。でも、きっと……贖しょく罪ざいの仕方は他にもあるはずよ。ネリーはお兄さまを失いたくないの。二人でちゃんと生きていくんだって決めたばかりだもの……」

　確かに大人しく死を受け入れることだけが贖罪ではないのは、その通りだと思う。私も否定するつもりはない。三人の男たちの中で情状を考慮出来るのはメルだけだった、という部分もある。

　あとはメル本人の決断次第だ。

「とにかく！　ネリーはね、これから起こることがすっごく不安だけど、きっと良い結果になるんじゃないかなって思ってるの。だってミシェルが、そうしてくれるものね？」

「ぜ、善処します……」

「もぅ～、そういう時はびしっと決めて！　お兄さまのこともよろしくね。お兄さまはとっても繊細だから、取り扱い注意なのよ！　壊れ物として扱わなきゃだめなんだから！」

　……あいつはそんなに繊細か？　人のパンを笑顔でスズメにくれてやるような奴だぞ？

　ネリーの様子にポーリーンが苦笑を浮かべ、ほんの少し柔らかさを取り戻した様子で私に向き直る。

「こんなことを大怪我させてしまったあなたに頼むのも心苦しいんだけど、もし彼が危ないことをしようとしたら止めてくれる……？　私たちもその場にいられればいいんだけど……。関係者だけで話を進めたいって、彼が言うから。それは、そうしてあげようって……」

　それにははっきりと頷うなずいて、「元より血は流させないつもりです」と告げる。ポーリーンは安心したように「良かった」と微笑んだ。

「危害を加えたのは彼や領主様なのかもしれないけど、それでも私、誰にも傷ついて欲しくはないから……」

「──傷ついた方がいい奴は、傷つきゃいいと思うけどね」

　だが、黙ってやり取りを聞いていたマリーアがぼそりと言う。

　ポーリーンは困惑した表情を見せた。

「マリーア……、そんなこと言って……」

「あんたがお綺き麗れいすぎんだって。誰でも構わず許してたら、世界は回んないよ」

「で、でも。彼が動いたのは、私のためだったんだもの」

「じゃあ領主は？　領主は私利私欲のためだろ？　街のためっつっても、その利益は自分に来るんだからなァ」

「でも……、領主様だって悪い人じゃないんだよ？」

「あーはいはいはい、またそれね。お得意の悪い人じゃない～って、それ聞き飽きたよ」

　まさかこの人たちは、こんな時にも言い合いをするつもりか……？

「ちょ、ちょっと……。あまり剣けん呑のんな雰囲気にはしないでいただきたいのですが」

「あーごめんね？　ついね、つい。口が悪いだけで、そこまで悪気はないんだ」

「はあ……」

　そこまでということは、多少は悪気があるんだな？　とは言わないでおく。これ以上こじれるのは勘弁だ。とにかくマリーアさえ刺とげ々とげしい発言を控えてくれれば、場は収まるのだから。

「でも──」──と思っていたのに、引き下がらないのはポーリーンの方だった。これは予想外だ。とにかくこの場は宥なだめなければと口を開きかけて──

「前の領主様より絶対良かったと思う」

　彼女の台詞せりふに、開いたままの口が塞ふさがらなくなった。

　待て……、今なんて？

　前の領主と言ったのか？

「ま、待ってくれ。それなら、今の領主は、いつ変わったんですか……？」

「それは……、四年前だけど？」

「四年前？」

　モルガーナが領主の元にいたのは、彼女が九歳の頃ころだった……。

　つまり、七年前……。

　私は、まさか、とんでもない勘違いをしているのではないのか？

　いいや、もしかしたら、前提から誤っているのではないか？

　確認を……しなければ！

「マリーア……、貴女は七年前……、領主の館にいたことが……？」

　震える声で私は聞いた。彼女は怪け訝げんに眉まゆを寄せながら「いいや？」と首を横に振る。

「あたし、領主の館に呼ばれたことはないよ」

　──それなら。

　マリーアと領主が関かかわったのは、その時じゃない……。

　頭の中で道が出来上がっていく。

　誰が一番最初に、モルガーナを助け出した？

　誰が一番、モルガーナに親身に接していた？




『その時、そんな私の腕を摑んだのは、一人の奴ど隷れいの青年でした』




　彼女が私に聞かせた、彼女の物語が──耳元で蘇る。




『奴隷の青年も、度々、私の様子を見にきてくれました。私の顔は既に化け物のように変へん貌ぼうしているのですから、普通の男は気味悪がって近づきません。しかし青年だけは別でした。そして会えば必ず、「いつかもっと広い世界を見せてやる」と言うのです』




　ああ。

　私は彼の性質を知っているのだから──

　もっと、もっともっと早く！　その可能性に気が付くべきだった──！

「マリーア！　奴隷の青年は本当に死んでいるのか……!?」
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16　伝えられなかった想い








「いつかもっと広い世界を見せてやる」

　彼は薬を塗り終えると、広い世界などという漠ばく然ぜんとした夢を私に語った。その台詞せりふを聞いたのだって一度や二度じゃない。何度も何度も、馬ば鹿かみたいに言う。

　私は生返事をして、一度もまともに返さなかった。それでも、くだらないと一いっ蹴しゅうすることだけはしなかった。彼がそうやって私に夢を抱かせようとするのは、彼なりの優しさなのだと理解していたから。それはとても分かりにくいものだったけれども。

　……でも、本当は。私には欲しい景け色しきがあった。

　それは広い世界などというものではなく……何でも手に入るような場所でもなく。

　もっと素朴なところで。

　ただ、必要な存在が、たった一人いるだけの。


　それだけの、小さな世界──……。








17　最後の対たい峙じ








「──で、この私を呼んだからには理由があるのだろうな？」

　広間の暖炉の前で、形式だけの夕食が整えられる中。不機嫌をこれでもかと煮詰めた声で領主──ヤコポが言った。……ようやく、この男と対面することが出来た。

　もう迷う時ではない。ただ真まっ直すぐに、真実に向かって進むだけだ。

　正面にヤコポを据え、左右にメルと東洋の男が座っている。ここに関係者はすべて揃そろった。

「大体、この真っ白な男は何者だ？　他人がいるとは聞いておらんぞ。正当な手続きも踏ませず領主に引き合わせるとは……」

　他の二人は押し黙っている。言える言葉がないのではなく──私に発言を任せているのだ。

「私が何者であるかの判断は任せますが、これから重大な話をすることだけは確かです」

　息を一つ吸って、真っ直ぐに彼を見据える。そして何度も告げてきた主張を、彼に対しても広げ始める。

「私はすべてを知っています。貴方あなたが物見の塔の最上階に幽閉している人物のことも、彼女の血を薬と称して教会で配っていることも」

　彼の双そう眸ぼうが細められ、憎らしげに黙り込んでいる二人を睨にらむ。

「どちらが言った？」

「最初から彼は何もかもを知っていたよ……」

　まず、メルが言い、

「それだけではない、俺おれの来世や願いも知っていた。領主、お前の心も見抜いているかもしれん」

　東洋の男が言う。

「……キサマら、気でもおかしくなったか？」

　さすがにこの二人からそんな台詞が飛び出すと思っていなかったのだろう、ヤコポは呆あきれを通り越して、気味の悪い生き物を蔑さげすむかのように二人を見た。

　だが彼は取り乱さなかった。すぐにため息をついて続ける。

「まあいい、真偽はどうあろうと──私が知りたいのはただ一つだ。キサマの目的は何だ？　金か？　私を陥れに来たか？」

「モルガーナを救いに来た」

　間髪入れずに返答する。彼は初めて黙り込んだ。

「貴方の持っている鍵を渡して欲しい。そして貴方の真相を教えて欲しい。私の目的はモルガーナの肉体の救出というより──その魂の救済だ。けれどそれは私のみの力では成し遂げられない。私は本来ここにいるべき存在ではなく、関わりも持っていなかった。だから、ここにいた者たちの真実が必要なんだ。……彼女が認識している事実を覆すような真実が」

「おい、キサマ、ふざけたことを──」

「お前の言葉が必ず今のモルガーナに届くはずなんだ！」

　彼が私の言葉を信じないことも、否定することも、最初から分かっている。だから言葉を挟む隙すきを作らないように、畳たたみかけていく。

「だから。──だからこそ。なぜそんなお前が彼女を幽閉するに至ったのか、一体何を思っていたのか──真相を語って欲しい！　きっとその時こそすべてが変わる瞬間になる。魔女の呪のろいは終わりを告げて──全員が歩むべきだった来世を迎え、救いの時が訪れるはずなんだ！」

「──いい加減にしろッ！　さっきから何を言っている!?」

　怒声が部屋中の空気を震ふるわせて、拳こぶしがテーブルに叩たたきつけられる。整然と並べられた食器が割れるのではないかと思うほどの振動が、こちらへと伝わってきた。

「キサマは本気でそのような世よ迷まい言ごとを私に言っているのか？　キサマらもキサマらだ、こんな男をなぜ通した!?　一刻も早くこのふざけた男を叩き出せ！」

「……俺はやらん」

「僕も、やらないよ」

　ヤコポの怒りに怯ひるむ様子すら二人は見せなかった。その態度がいよいよ彼の逆げき鱗りんに触れたのか、乱暴に椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「洗脳でもされたか？　ああ？　──ならば兵を呼ぶまでだ！」

　だが行く手を阻はばむように東洋の男が静かに立ち上がる。そして剣の柄つかに手をかける。一瞬心臓がひやりとするが、流血沙ざ汰たにはしないという約束を守ってくれるはずだと信じて口を噤つぐむ。

「……どういうつもりだ？」

　棘とげのある眼まな差ざしでヤコポが言う。

「領主よ、腹をくくれ。俺たちは魔女を解放する。おまえをこの場から立ち去らせはしない」

「……ずいぶんと急な心変わりをしたものだな？　キサマに良心があったとは思わなかったぞ」

「良心のためではない。来世のためだ」

「完全にイカれやがって……」

　激しい怒りを潜ひそませたダークブラウンの瞳ひとみが、東洋の男とメルを交互に見やる。メルは一瞬気け圧おされるように唾つばを飲んだものの、目を逸そらしはしなかった。言葉はなくとも、それが彼の確固たる意志だと分かるものだ。

　ヤコポは舌打ちを零こぼした。

「こうもやすやすと手のひらを返すとはな。修道女やこいつの妹もグルになったか？」

「そもそも俺たちは、情で手を組んだ仲ではないだろう」

「情だとかいう不確かな存在よりも、利益や脅迫で繫つながる方が崩れにくいものもあるのだ。ふん……、その男がそれをぶち壊したようだがな？」

　そして私に視線が向けられる。

「キサマ、いつからこいつらと繫がっていた？　いつから──計画していた？」

「この時代のみで言うのならば──私が訪れたのは二日前だ」

「は？」彼の表情が怪訝に染まる。まるで悪い夢を見ているような顔だ。「たったの二日だと？　二日で──こいつらを手なずけたというのか？」

「私は彼らを懐柔した覚えはない。彼らが私の話に耳を傾けてくれただけだ」

「気味の悪い男め……、人の心などそう容易たやすく変わらんぞ」

「普通ではないんだよ、そいつは」東洋の男の黒い瞳が私を捉とらえ──「言っただろう、すべてを知っていたと。この男と話をしていると、俺の性質そのものも見抜かれている気がした」

　そしてメルも言葉を挟む。

「確かに知り合ったのは二日前だけど、ずっと前から知っていたような感じもするんだよ。僕だって彼の言葉を最初は信じられなかったけど、彼は……僕が誰にも言っていなかった願いだって知っていたんだ」

　沈黙、そして、苛いた立だたしげな舌打ち。

「どんな手品か知らんが……、私がキサマを知らなかったことには納得をした。不審な男が長期間うろついていれば嫌でも分かる。それが二日とはな」

　彼の瞳がこの場にいる三者を通り過ぎていく。状況を判断しようとしているのだ。思った以上に冷静だと感じる。突然こうも追い詰められるなんて青天の霹へき靂れきであっただろうに。

「──なるほど」彼は感情を抑え込み、静かに告げると──

「では持って行け。これで物見の塔の扉が開くだろう」

　鍵かぎを懐から出し、テーブルの上に滑らせた。燭しょく台だいの炎が、鈍い銀色に映り込む。

　少なからず私は驚き、啞あ然ぜんとしていた。

「えっ、なんか、すごいあっさり終わっちゃった……？」

　メルも拍子抜けしたような声を出す。

　まるで目の前に餌えさを放ほうり投げられた気分だった。だが──思いのまま鍵を手に入れたい衝動を堪こらえて、私はただ首を横に振った。

「……鍵よりも必要なものがある」

　そう、ただ扉を開くだけでは駄目だ。彼女の元に連れていかなければならない人がいる。

　その人を生き返らせなければならない。

　しかし私には分からない──彼がそうであることは確実なのに、どうしてこんな状況に陥っているのか。どうしてこんな──最悪と言っても良い事態になってしまっているのか。

「本当は……モルガーナを幽閉したくなどなかったのではないか。後戻りの出来ない事情があったのではないのか。その話が私たちには必要なんだ！　領主──いや、ヤコポ！」

　私が名を叫んだ瞬間、彼の表情に亀き裂れつが入った。怪訝にしたのはメルと東洋の男だ。あの二人は領主の名を〝ジャン＝フランソワ・バルニエ〟だと思っている。

　バルニエ──それは四年前に起きた革命で討たれた貴族の名であり。

　そして引き継がれた名であった。

　私はそれをマリーアから聞いた。なぜ彼女が、「奴隷の青年は死んだ」と言わなければならなかったのかも含めて。

　前領主の圧政は民を苦しめ、二度の暴動が起きた。

　──七年前と、四年前だ。

「まず七年前、領主の館やかたで奴隷の反乱が起きた。……そこにお前はいたのだろう。そして殺されかけていたモルガーナを救ったんだ！　つまり──お前が、お前こそが──彼女を助けた奴隷の青年だったんだ！」

　一瞬──水を打ったように静まり返る。「奴隷？」と戸惑いの声がメルから零れる。そうだ、それは本来あってはならないことだ。貴族でもない男が領主という立場に君臨するなど──

「ふざけるなよ……、私が奴隷だと？　奴隷上がりが領主になどなれるものか」

　当然、彼は否定する。それを事実だと万が一にでも認めてしまったら、そして知れ渡ってしまったら──立場が崩壊することなど容易に想像がつく。

「しかし、成り上がったのだ。それがお前の事実ではないのか！」

「黙れ……、誰だれに吹き込まれたのか知らんが、それ以上ふざけたことを喚わめいてみろ！　私がこの手でキサマを殺してやる！　侮ぶ辱じょくにも程がある！」

　彼もまた剣に手を伸ばす。それを見て東洋の男が動きかけるが、私は手で制した。

　立ち上がる。ゆっくりと、しかし着実にヤコポの元へ近づいていく。

「マリーアは……」彼女の名を出した瞬間、彼の口元が歪んだ。彼女が己の出自を漏らしたのだと思ったのだろう。「奴隷の青年は死んだと言った。けれどそれは、言葉通りの意味ではなく──かつてのお前はいないという意味だった。彼女も認めたくなかったんだ。昔の仲間が、モルガーナを救い出せるような男が！　非道な領主に成り下がっていることなど！」

「黙れと言ったのが聞こえなかったのか……！」

「だが、私はこれがすべての事実だとは思っていない！　本当のことを教えて欲しいんだ！　お前が彼女を傷つけるためだけに動いたとは私には思えない！」


「鍵が……、欲しいのならくれてやる……！　勝手に……、物見の塔に上るがいい……ッ！　しかしそれ以上、私について喋しゃべってみろ……！　その舌を切り落としてやる……！」



　鞘さや走りの音が冷たく響き渡り、東洋の男が持つ無骨な長剣とはまた異なる、細身の、刺突に特化した小剣が私の喉のど元もとに突きつけられる。──悪夢の映像を思い出したが、あの時のように怯むわけにはいかない。

　私は目を逸らさずに続けた。

「言ったはずだ……。今、何よりも必要なのは──鍵ではなくお前の真実だ」

「キサマ……、その耳は飾り物か……!?」

「お前の真実が──モルガーナの救済に必要なんだ！」

「うるさい……」

「お前は奴隷の時にモルガーナを救った──」

「……黙れ……」

「そして──三年の間、彼女と過ごした！」

「次で、最後だ……。黙れよクソが……！」

「しかしなぜだ！　なぜお前はその彼女を幽閉し、血を奪っている!?　今のお前がやっていることは──暴行に変わりない！　お願いだ、お前の口から真実を語ってくれ……！」

「黙れえええええええええええええええッッ!!」

　その瞬間──彼の凶器は唸うなりを上げて私に迫った。

　逃れようと咄とっ嗟さに利き手を動かした時、右腕に激痛が走る。しかしそのことで意図せず体勢が崩れ、それが良かったのか、小剣は私の首すれすれを通り過ぎていく。

　突き飛ばされるようにして倒れ込む。悲鳴を上げる間もなく、彼が殺意を込めてもう一度剣を振り上げる。その肩越しに東洋の男が領主の首を狙ねらって長剣を振り上げていた。

　すべての動きがゆるやかに見える。

　だめだ、やめろ、彼を殺してはならない。

　それをしてしまっては、真実は永えい劫ごうに葬り去られる──！


「────ッ！」



　強く背を打った瞬間、袖そでに隠していた首飾りが音をたてて転がった。

　一瞬、彼の目がそちらに向かい──驚きょう愕がくの色に染まるのを見た。

　いや──その気持ちは、私も、同じだった。




　首飾りから闇が広がっていた。




　それは何度も何度も目にし続けた、悲しみを凝縮したとこしえの闇だ。あの死者の世界で私を攫さらい、己と他人の過去を見せ続けた、人の想おもいの詰まった暗くら闇やみ。色を失ったモノクロームの世界。

　見知ったものでありながら、同時に、あり得ないと感じた。

　なぜここに、死者の世界の闇が現れるのか。どうしてそれが、私とこの男を捕えようとしているのか。あれは……死者の世界だからこそ現れた、不可思議な現象であったはずなのに。

　だが、その問いに答える者はおらず──思考する時間もないまま──闇に飲み込まれていく。

　やがて、私は自分の肉体を保てなくなり……

　その意識だけが……、誰かの過去と……その想いを見つめていた。

　傍ぼう観かん者しゃという立場で──かつて、そうしてきたように。
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　目の前に、驚愕の形で見開かれる赤い瞳の眼差しがあった。

　そいつに何か罵ば倒とうを浴びせたような気がするが、もう何を言ったのか覚えていない。そいつが、何て返したのかも。気づけば、突然現れた黒い波に攫われて──否いや応おうなく。抗あらがうことすら出来ず。無力に。僕の意識は呑のみ込まれていったのだから。

　……僕？　僕だって？

　おい、笑わせるのもいい加減にしろ。なんだって私がこんな目に遭っている？　なんで──振り返りたくもなかったものが目の前にあって……その瞬間の、夢見がちなくそったれなんかに……この存在そのものが戻っていくのか。

　どうしてこんな、非現実な暗闇が私の周囲を取り囲んでいるのか。

　もしもあの男が、私にこんなものを見せたというのなら──そいつは預言者でも天使でもなく、最悪の悪魔だ。

　けれど、そういったすべての理解を通り越し、今の〝私〟の意識は──

　四年前の〝僕〟と同化していった。





◆◆◆






　それは冬の、彼女の誕生日だった。

「君はまた墓地にいるのか。これだとそのうち、墓守か墓荒らしだと誤解されるぞ」

　彼女──モルガーナはいつものように、家族を持たない死者たちが集う墓地にいた。知り合いの娼婦たちはこぞって暖炉の前に集って「外に出たくない」と言い合っているのに、彼女はどんな時であろうと祈りを欠かさない。

　この三年間、雨が降ろうとも雪が降ろうとも。……体調を崩そうとも。

　墓地とは言ったが、石を等間隔に並べただけの、事情を知らない奴やつが見れば空き地だと誤解されるようなところだ。しかし事情を知らないような旅人が、こんな掃はき溜だめのような地区に足を踏み込むなんて滅めっ多たにない。だからほとんどの奴はここが墓地なのだと理解していたし、近づこうともしなかった。

　彼女がここに住むようになる前は、そもそも無縁仏を埋まい葬そうする墓地自体がなかった。死んだ人間はそこらへんに放置されていたし、ましてや祈りを捧ささげるなんて誰だれもしない。もちろんご多分に漏れず、僕や、仲間の娼婦、それから僕が籍を置いている自警団の連中もだ。

　これは彼女が自主的に始めた日課だった。

「墓守はまだしも、墓荒らしは心外です。……私は無縁の魂に祈りを捧げているだけです」

　彼女が振り返る。

　いつものように不機嫌そうな顔。少し棘交じりの眼差し。吐き出すであろう淡々とした声。それは他人から見れば、ずいぶんと距離を感じさせるものだった。フードも顔を隠すように深く被かぶっているし、到底心を開いているようには見えない。

　だが、それは他人から見ればの話だ。これでも昔に比べればずいぶんと距離が縮まったし、むしろ明け透けに言い合うことが出来るようになった。昔より増えた皮肉の数は、僕たちの関係において、悪化とは真逆の意味を持つのだ。

「まったく、どうしてそこまで熱心になれるのか……僕にはさっぱり分からん」

「無縁の方は、誰の祈りも受けられません。神父も祈りを捧げないか、あるいは形ばかりの文句を少しばかり口にする程度です。……出来る人間がやらなければなりません。貧しい者、病める者、誰にも祈りを捧げられなかった者──そういう者にこそ手は差し伸べられるべきです」

　やれやれ、説教が始まっちまった。

「僕が疑問なのはな、死んだ人間に祈る価値があるのかどうか、という点だ。人間、死ねばみんな骨だ」

「……冒ぼう瀆とく的ね……、地獄に堕おちるといいと思うわ……」

「おいっ！　お前今、さらっとひどいことを言っただろ！」

「冗談に決まっているじゃないですか……」

「お前の冗談は黒いんだよ……！」

　……と、まあ、こんな風に。

　昔は自分から「冗談」なんて言葉は使わなかったし、周囲の存在がすべて敵だと思っているのではないかと感じるくらい心を完かん璧ぺきに閉ざしていた。口数も少なかったし、かといって何か言ったかと思えば、神がどうのこうのと言う。僕は気が短い方で──もちろん改めねばと自覚はしているんだが──そんな彼女とはこれまで何度も衝突してきた。

　彼女はちょっと異常なくらい敬けい虔けんな娘で、神を愛しすぎている姿勢は出会った頃ころから変わっていない。修道女でももう少し融通が利くんじゃないかってくらいだ。墓地を自主的に作り始めたのは、確か彼女が十歳になった時だったか。

　しかし考えてみて欲しい。十歳の幼い娘が躊躇ためらいもなく死体に触れて、埋葬をし、自ら墓守になって祈りを捧げているのだ。その光景は、たとえ尊い行いであろうとも異常に見えたし、不気味がられていた。

　ただ、彼女が周囲から避けられてしまう本当の理由は、死体の傍そばに居過ぎているから──ではなかった。

　彼女の顔は三年前から醜く変へん貌ぼうしている。それ以前は普通だったらしいが、僕が知っているのは爛ただれが目立つ今の顔だ。顔だけでなく手足や身体からだも酷ひどい有様だったのだが、それは軟なん膏こうを塗り続けることでずいぶんと良くなった。──というのに、顔だけは一向に治らない。

　友人の娼婦は、「精神的なものなんじゃないかな」とぼやいていたが、それでも僕にやれることと言えば、彼女の顔にも薬を塗り続けてやることだった。

　つまりこうして、日課として祈りを捧げている彼女に薬を塗りに来ている──僕の行動もまた、一風変わった日課なのだった。

「おい、モルガーナ。今日も例の時間だぞ。こっちを向け」


「…………」



「無視するな。薬を持ってきてやったんだ、ありがたく塗られろ」

「……意味ないわ……」

「意味があるかどうかは分からないだろう？　腕はずいぶん良くなったんだ、顔だってこれから治っていく」

「……薬を買うにもお金がかかるでしょう。もったいない……」

「こっちが好きでやってるんだ、つべこべ言わずに塗られろ」

「……うるさい人……」

「ンン～？　染みるような乱暴な塗り方をしてやろうか？」

「……分かったわよ……」

　ありがたく──なんて言ったが、実際に感謝なんて求めていない。皮肉の応おう酬しゅうみたいなもんだ。このやり取りも、まるで定型文であるかのように言葉を換かえつつ何度も繰り返している。昔は「意味がない」なんて言われたら必死に〝意味〟を説明していたが──それが逆に圧力になるのかもしれないと気づいてからは、軽口交じりに返すようになっていた。

　しかしまあ、無縁仏ばかりの寂さびれた墓ぼ地ちを背景に、女の顔に薬を塗ってやる──なんていうのは、なんとも情緒のない光景だ。せめてもう少し、味気のある場所を選んで欲しいものだと思う。

　僕が苦笑交じりに笑うと、どことなく睨にらむような気配を感じた。

「なに笑っているのよ……」

「いや……別に？」


「…………」



「おい、そんな顔で睨むなよ」

「別に睨んでませんから」

　僕はまた笑った。彼女はやっぱり睨んだ。

　彼女のつんとした態度は嫌いではなかった。

　十二歳にしてはひどく大人びていたが、それでも昔に比べたら年相応の人間味を見せてくれていると思う。

　昔は違った──と何度も言っているが、それには大きな理由と原因がある。彼女は最初からただ気難しい娘というわけではない。とてつもなく悲しく──許せないことがあったのだ。

　彼女は三年前、領主の虐ぎゃく待たいを受けていたのだ。

　この土地を治める領主──ジャン＝フランソワ・バルニエは悪名高い男で、特に異常者として知れ渡っていた。僕も三年前、その一部始終をこの目で目の当たりにした。なぜ同じ人間があそこまで堕ちることが出来るのか──考えたくもないおぞましい宴うたげが繰り広げられていた。

　あの男にとってみれば、民衆の命も、奴隷の命も、己の悦よろこびを満たすためだけの道具に過ぎなかった。

「あなた……、私の顔を治してどうするつもりなの……」

「どうするもこうするも……、特に何もない」

「そう……、てっきり娼しょう婦ふにするつもりなのだと思っていました」

「……おい、またそれか。そのつもりはないと、何度言えば分かるんだ？」

「……私の顔を治す理由が、他に見当たらないからよ……」

「見てみたいから、で良いだろうが。理由」


「…………」



「……おい、今のはあれだ、口く説どいたとかそういうのじゃない」

「分かってます……」

　モルガーナは大人しく薬を塗られていた。僕の親指が辿たどる皮膚の表面は、ごわついていて、はっきり言うと目を背そむけたくなるほど不気味で、やっぱり一生治らないのではないかと思ってしまう。

　彼女の素顔が見てみたいのは、噓うそじゃない。けれどどちらかと言えば──、彼女に人並みの暮らしを与えてやりたいという気持ちが、強かったと思う。

「……もしも治ったとしても、がっかりすると思うわ」

「がっかりするのも一興だな」

「……趣味が悪いわね……」

「ついでに性格もあまり良くないからな。僕はゲテモノ好きらしい」

「ゲ、ゲテモ……。あなた最低ね……」

　いや、うん、今のは言い過ぎた。軽いやり取りにしたかっただけなんだ。

　別に本気で君のことをゲテモノだなんて思っていないからな？　と釈明出来れば良かったのだが、どうにもこの口は素直に謝罪が出てこないように出来上がっている。

　どうにかしたいとは思っているのだが──どうにもならん。

　もちろん僕だって男なのだから、モルガーナが綺き麗れいな顔をしていたら、それなりに嬉しいとは思う。けれど別に、素顔が綺麗でなかったとしても、今より暮らしやすくなるのは明白だ。

　だから、それで良いんじゃないか？　この歳としで人生が詰むなんて、きついだろうからな。

　貧民街には不運な奴らはごろごろと転がっているけれど、モルガーナの哀れさといったら、なかなか並ぶ奴もいないくらいだ。

　だが、僕が彼女を構ってしまうのは、憐あわれみだけが理由ではない。

　それを口に出したら物もの凄すごい目で引かれるのだろうな。だって自分に対して「お前は正気か？」と何度も言ったくらいだ。頭でも打って正気を失ったのだと説明出来る方が、むしろ良かった。

「君の素顔がとんでもなくアレでも、友達でいてやると言っているのだ。ありがたがれ」

「あなた、その性格でよく人脈を広げられるものね……」

「他人の前ではそれなりだ。それなりにいい奴をやってみたり、人付き合いの良さそうな顔もする」

「……なんで私の前では性格が悪いのよ」

「君に合わせたらこうなっちまってるんだ」

「私が性格悪いってことですか……」

「性格なんか少しくらい悪い方が面白いだろう。特に君はな」

　彼女はふて腐れたように唇を歪ゆがめた。思わずその唇を摘まんでやりたい衝動に駆られたが、やめておく。やったら明日から薬を塗らせてくれなくなるかもしれない。彼女は大抵不機嫌そうな顔をしているが、本気で不機嫌になると何も喋しゃべらなくなるし、分厚い壁を用意する。それをこの三年の付き合いで知っている。

「さて、塗り終わったぞ。染みるところはないか？」

「……特に、ないわ……」

「そうか。……おい、今日はその祈りとやらも早めに切り上げて、マリーアのところに戻れよ。絶対な」

「……どうしてですか」

「どうしてもこうしても──、今日は君の誕生日だろうが？」

「………だから？」

「祝ってやるっつってんだ！　だから？　じゃねーって……！」


「…………」



「早めに戻れよ、僕も顔を出すつもりだ」


「…………」



「おい返事は」

「……うん……」

　……たまにこうやって素直になるんだからな。まったく。

　正直言って可か愛わいげなんてものを感じてしまうわけだが、やっぱりそんなことは口に出せなかった。やれやれと言った風に肩を竦すくめて、僕はその場を去ろうとする。

　一緒に連れ帰ってやればいいのだろうけれど、モルガーナはあまり隣を歩きたがらない。領主の一件があって大人の男が怖いのかもしれないし、自分の見た目を負い目に思っているのかもしれない。

　僕はふと立ち止まって、まだ小さい彼女を見下ろした。
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「おい、あのな」

「……まだ、何かあるんですか」

　彼女は不思議そうに、こちらを上目に見る。醜い爛れに覆われても、彼女の両目は力強い輝きを放っていた。

「広い世界を見せてやる」

　彼女は少し黙り込んでから、「そう」と呟つぶやいた。口元がほんの少しだけ緩んだような気がする。笑顔と言えるようなものではなく、ただ少し、和らいだと言える程度の。

　僕は彼女の笑顔をはっきりと見たことがない。皮肉っぽく唇の端を歪めることはあったが、僕が見たいのは彼女のはっきりとした──年相応の明るい笑顔だ。

「期待はしないでおきます」

　が、いつものように笑わずに、切って捨てるように言う。

　僕は若干肩を落とした。

「……いや期待しろって……」

　そして別れ際に僕は少しだけ笑って、今度こそその場を去った。

　──その言葉は、決して、夢物語で終わらせるつもりはなかった。

　確かに少し前までは、貧民の一人が夢見るただの夢想に過ぎなかったのかもしれない。だが自警団の訓練が進み、士気が高まり、反比例するように領主への不満が民衆に広がり……そうしていると時が訪れつつあるのを実感していた。

　何より僕の背を押そうとする〝ある事実〟が、ちょうど一月前ほど、僕の身に降りかかってきたのだった。

　……きっと、僕は浮ついていたのだと思う。

　自分が〝特別な何者か〟になれるのかもしれない──そんな薄っぺらい全能感に満たされていた。だから薬を塗ってやっている最中も、僕の言葉はいつも以上に浮かれていたのだろう。

（何はともあれ、今日はあいつの誕生日だ。〝革命〟のことは考えないでおこう──）





◆◆◆






　三年前、領主の館やかたで奴ど隷れいの暴動が起きた。──という言い方は、あまり正しくない。なぜなら、その扇動に一枚嚙かんだのが僕自身だったからだ。僕は貧民であることには変わりなかったが、奴隷というわけではなかった。

　領主の圧政に民は苦しみ続けていたし、誰だれもが反感を抱いていた。しかし反抗を計画すれば目め敏ざとく芽を摘まれ、容赦なく首を斬きられる。反抗心はあってもまとまることが出来ず、ただされるがまま、怒りの拳こぶしを握り締め続けることしか出来なかった。しかしどういう状況でも隙すきや死角はある──領主の情報網は貧民街にまでは張られていなかったのだ。

　その三年前の暴動は貧民が中心となって起こされた。領主は己の楽しみのために多くの奴隷を囲い、拷ごう問もんにかけていた。それを解放してやるという計画だったのだ。

　そして尖せん兵ぺいとして館に潜入する役目は僕が担った。

　僕は奴隷商を通じて、奴隷の振りをして領主の館に入り込んだ。目にしたのは数々の鬼き畜ちくな振る舞いだった。バルニエは、奴隷が少しでも粗相をすれば激しい折せっ檻かんを加えた。虫の居所が悪ければ殴り飛ばした。何より奴は血を見るのが好きだった。奴のような〝暴力的な余興〟を好むものは少なからずいるようで、バルニエは度々〝同志〟を呼んで宴を開いていた。

　僕はその有様に啞あ然ぜんとし、激しい怒りを抱いた。──その時の感情は、正義感と言っても間違いなかっただろう。

　僕は奴隷たちに計画のことを吹ふい聴ちょうして回った。反抗の気力を奪われた彼らは最初こそ聞く耳を持たなかったが、それでも外には味方がいるのだと説得を重ねると、彼らの目に少しずつ光が戻っていった。自分たちでは何もできない状況で、味方になってくれる他人がいるのだという事実は、何よりの救いだったはずだ。

　こうして反乱は実行された。

　僕が思っていた以上にそれは大きなものとなり、もちろんその件で命を落とした者は少なからずいたが、多くの者が館から脱出することが出来た。僕はあらかじめ計画していた逃亡経路から、逃げだした奴隷たちを送り出した。さすがに、彼らがこの街に残り続けることは出来ない。だから別の街か、あるいは別の国に逃げてもらわねばならなかった。

　逃亡の後に、幸福があるとは約束出来ない。そこまで出来る権力も金も、僕にはなかった。それでも彼らは「今よりは良い」と信じていたし、僕もそうであるように願っていた。

　モルガーナを救い出したのは、ちょうどその頃ころのことだった。本当は彼女も、他の奴隷たちと同じように別のところへ逃げてもらうべきだったが、その時のモルガーナは自力で動けるような状態ではなかったし、そうする気力も失っていた。

　だから僕は友人の娼婦を頼って、彼女を娼館に匿かくまってもらうことにしたのだった。

　反乱の計画が成功し、僕と計画を実行した仲間たちは、この偉業に酔い痴しれていた。それは政治そのものを変えてしまうような一件ではなかったが、それでも自分が英雄になったかのような気分にさせてくれた。有頂天だった僕らは話を膨らませて、僕たちで革命を起こそうだのなんだの、そんなことを言っていた。

　しかしそれは、すぐには実行されなかった。

　冷静になってくると、貧民だけで革命を起こすことは不可能に近いと分かるようになった。たとえば暴動を更に大きくし、領主の命を奪ったとしても、王族でも貴族でも何でもない僕らが街を統治することなど出来るはずもない。諸侯がそれを認めないだろうし、次のバルニエ家の者が出てくればそれで終わりだ。

　貴族の後ろ盾だてでもあれば話は違うのだろうが、そうやすやすと見つかるわけもない。だが一度芽め生ばえた反骨心は消されることもなく、やがて僕たちは貧民街の若者衆を中心に〝自警団〟を作り上げ、来たるべき時のために組織を強化していったのだった。





◆◆◆






　娼館の裏口から入ると、娼婦たちの生活空間に繫つながる。部屋の区切りも碌ろくにされていない大部屋で、慌ただしく食事の準備が進められていた。

　モルガーナを預けているここの娼館とも、もうかれこれ十年近い付き合いだ。もちろん客じゃない。どちらかといえば関係者に近いだろう。ここの成り立ちは特殊で、元々行き場を失った女たちが集まって作り上げたものらしく、普通の娼館であれば在籍しているはずの男の支配人や運営者がいないのだ。女たちの自治体とも言えるかもしれない。こう聞くと素晴らしいものだが、軌道に乗せるまでは苦労も多く何人もの女が病気や衰弱で死んでいった。そして男手がないと面倒事も多くなる。そういう時に手を貸すのが僕の役だった。

　経営が出来ているとはいえ、日々何とか運営していくのが精々で、明日も見えない生活を送っていることは変わりない。つまりどうあがこうとも、ここにいる僕らは軒並み貧乏だった。

　だから誰かの誕生日と言っても、豪勢な食事は出せない。大事に取っておいた備蓄をやりくりして、それっぽい祝い事にしているのだった。

「──あの子に渡すものは決まった？」

　持ち込んだ食料を知り合いの娼婦に渡していると、その横から見知った顔が割り込んできた。マリーアだ。彼女とは幼おさな馴な染じみというか腐れ縁というか、とにかく古い付き合いで、互いのことを何でも知っているような仲だった。……知られたくないことも、彼女には筒つつ抜ぬけだ。

　僕は思い切りため息をついた。

「助言通りに首飾りを買った。女って奴は、そういうもんが好きなんだろ」

「普通はね。あたしはまあ刃物とか尖とがったのが好きだけど？　あの子はそうじゃないでしょ」

「君は本当に女とは思えんな……」

「失礼しちゃうなァ、こんなに色っぽい女に向かってさ。あたし、見た目だったら割とイケてる方だと思うんだけど？　あんたって、あたしにムラムラきたりしないわけ？」

「しないな。昔から見ているから、ちっとも何も思わん」

「えー？　そういうもん？」

「そういう目で見られたいのか？」

「まさか！　あんたがあたしに手を出してきたら、二度と再起不能にするし」

　じゃあ聞くなよ。ていうかどこを再起不能にするつもりなんだ。

　僕と彼女は傍はたから見ても仲が良いと思う。けれどそれは、本当に友人関係だ。周まわりはそうではないと思うだろうし、何より娼婦という彼女の職業を思うと、僕とこいつの間に肉体関係があると思われるのも仕方ない。

　そういう誤解を受ける時、正直言って腹が立つ。男と女が懇意にしているからといって、すぐに恋だとか愛だとかに結び付けるのは短絡的だ。男とか女とか、そういうのは関係なく。僕は彼女の親友だと思うし、恐らく、彼女もそう思ってくれていると思う。

「そんで？　今日こそは、あの子に思いの丈をぶつけるのかなー？」

「……はああああ？　何を言って……！」

「何って。いい加減あんたも、うじうじしてないで言っちまえばいいじゃんか。あの子もまんざらじゃないと思うけどな。あんたくらいだよ？　毎日毎日飽きもせず懲こりもせず、あの子に会いにいって高い薬を塗ってやるような奇特な男はさ」

「あのな……、あいつを幾つだと思っているんだ？」

「十二だろ？　十分大人さ。あたしはその頃にはもう股またを開いていたワケだし──」

「君とあいつでは価値観がまったく違うだろう……」

「言いたいことはな、早いうちに言っておかないと、言えなくなるよ」


「…………」



「まっ、健闘を祈るよ！　誕生日会は奥の部屋だかんね。客は入ってこないからさ」

「………あ、ああ」

　廊下の奥へと消えていくマリーアの背を見送りながら、僕は少し、考え込んでいた。

　マリーアの言葉は、深読みでもなんでもなく──事実だった。

　僕はモルガーナを特別に思っていた。

　女ってのはちょっと怖いもので、人の考えをことごとく見抜いてくる。マリーアなんかその最たるものだ。僕はこの思いを誰にも漏らしていないが、なぜかマリーアは早々に気づいていた。

　一つありがたいことと言えば、マリーアはこのことをさして奇妙に思っていないところだ。マリーア以外に漏らしたら、顔を顰しかめられるに違いない。

　だって、モルガーナは十二で、僕は二十二だ。……どうかしてる。

（別にそういう趣味ではなかったんだ、本当に……）

　モルガーナ以外に、こんな気持ちは抱かない。十二かそこらの娘を見かけたら、子供だな、と思うだけだ。なのにどうしてこんなことになっているのか……そんなのは僕が聞きたい。

　モルガーナの顔は醜いし、口を開いたかと思えば地獄に堕おちろと言うし、なかなか隣を歩こうとはしてくれないし、打ち解けてくれているとはいえ、距離を感じる。

　それでも……、彼女の隣にいると、少しだけ世界が優しくなったように思えた。

　それに、本当は彼女がとても心優しい娘であることを知っているんだ。彼女の態度はいつも分かりにくいが、見ず知らずの他人のために祈りを捧ささげ続けるくらい献身的だ。いつも、いつも、彼女は誰かのために自分を犠牲にしている。

　だから、出来ることなら──僕のこの手で。

　彼女に人並みの幸せというものを与えてやりたかった。他人のためではなく自分のために我がままを言える──そんな生活を送らせてやりたかった。

　そして……笑って欲しかった。




　奥の部屋に行ってしばらくすると、マリーアを含め、手の空いている娼婦が集まってきた。席の中心にいる主役であるはずのモルガーナは、ひどく縮こまっていた。借りてきた猫のようだった。

　娼婦たちは明け透けに、客の悪口だとか、いわゆる性的な話をする。モルガーナは、その手の話を苦手がっていた。

「あのなあ、君たちはもっと話題を考えたらどうなんだ？」

　呆あきれて口を挟むと、マリーア含め周囲の娼婦たちが文句を言う。

「だってあたしらの話題って、これくらいしかないし？」

「それでも今日の主役はこいつだろう、だんまりにさせてどうするんだ」

「……いえ、私は特に……話すことがありませんから。みなさんで好きなように」

　モルガーナは俯うつむいて小さな声で言った。

「じゃあせめて食え。甘味の足りないぼそぼそとした菓子だが、食えんことはないぞ」

「てめーこのヤコポ！　作った奴の目の前で言うかッ！」

「やめろマリーア！　物を投げつけるんじゃないッ！」

　僕らのやり取りに、娼婦たちは大声で笑った。もしかしたらモルガーナも少しくらいは笑ってくれたんじゃないかと思って盗み見たが、彼女の表情は相変わらずだった。

「でもまー、モルガーナが主役ってのは確かな話だね。なんか話題を考えよっか！」

　ひとしきり物を投げつけた後、マリーアは一転して笑いながら言った。

「本当に、話すことなどないわ……」

「探せばあるって。昔のことは話せなくても──今のことならあるじゃんか。たとえば……好きなヤツとかいんの？」

　僕は茶を吹いた。

「……います」

　そして噎むせた。

「えっ!?　いんの!?　ちょっと意外なんだけど！　ねー誰、誰なのそいつ、教えて教えて！」

「神です」


「「…………」」



　全員で沈黙していると、マリーアの憐あわれんだ表情がこちらに向かう。何を言いたいのか良く分かる。つまり「神じゃ勝てないねご愁傷様」ってところだ。このくそったれめ。

「全知全能の神様に憧あこがれちゃうかー、うんうん、その女心、あたし分かる！」

「ぜったい分かってないだろお前……！」

「でもさー、神様はちょっと遠すぎるじゃん？　もっと手近な雑ざっ草そうとかで手を打っておけって」

　雑草とは何事だ。僕が歯嚙みをすると、マリーアは更ににやりとして続けた。

「たとえばさ、そこの──」

「おい、おい待て！　やめろ！　何を言おうとしている！」

「おっとォ、これは自分で言うんだったかなー？」


「マリーア、おま、お前……ッ！」



　この流れはまずい。その場の流れで言わされるなんてまっぴらだ。慌ててモルガーナを振り返ると、やっぱり何を思っているのか分からない顔で俯いたままだ。

「あのな、モルガーナ……、今のは、つまり……」


「…………」



「つまりだ、その……」

「……用を」

「……あ？」

「用を足しに行ってきます」

「……お、おう」

　そう言うと彼女は静かに立ち上がり、部屋を後にした。残された僕は、多分、きっと、とても間抜けな顔になっていた。

　マリーアが「ぎゃははは」と爆笑する。僕は物を投げつけてやった。

「なっさけねーなァ。ちゃんと言いなって」

「けしかけたのはお前だろ……！」

「だってそうでもしないと、あんた言いそうにないし？」

「い……、言うさ。そのうち……」

「そのうちじゃ遅いんだよ、今のうち今のうち。あたしら娼婦は、別にあんたが小さい女の子だーいすき！　な奴でも文句は言わないから！」

「だからそういう類たぐいじゃないんだ……！　あいつにだって、そのな、何事を為なすにもあと四年は待って──」

「でも、言うのなら今でも出来るじゃんか。正直、救われると思うよ？　あの子はほら、あんなんだし……。それでも誰かに好かれることがあるんだって分かったら、気が楽になるよ。戻ってきたら首飾りも渡して、気持ちも伝えておきなって。フられても笑っておいてやっから！」

　マリーアを含め、他の数人の娼婦も、少し笑っていた。

　あまりの居い心ごこ地ちの悪さに、僕は口元をこれでもかと歪ゆがめた。

　けれど──正論でもあると思っていた。言うだけなら、今でも出来る。関係性を変えることだけが大事なんじゃない。気にしていない素振りをしているが、モルガーナは鏡や水面に自分の顔が映ると憂ゆう鬱うつな表情を見せる時がある。彼女の顔が爛ただれに覆われたままだとしても、この気持ちは変わらない。それを真まっ直すぐに伝えることが出来たら、あいつの心も解ほぐれてくれるかもしれない……。

　いつかそのうち、笑ってくれる日が訪れるかもしれない。

（言おう、きちんと……）

　情けない結果になったとしても。あるいは、モルガーナを困らせることになったとしても。

　たとえ生おい立ちやその顔がどうであろうとも……僕は構わないのだと。

　それを……伝えなければならない。





　────そう思っていたはずなのに。







◆◆◆






　その日、娼館が盗賊の襲撃に遭った。

　自警団を組織して仲間たちで見回りをして、掃はき溜だめの貧民街とは思えないほど治安が上向いていた矢先だったというのに。あるいは、だからこそ油断をしていたのかもしれないが──

　その日、その瞬間、僕たちは絶望的だと一言で言い表せないほど、あまりにも多くのものを失っていた。

　生活も。人の命も。愛も夢も。……希望も。




　モルガーナが用を足しに出て、少しした後のことだった。入口の方で女の悲鳴が上がった。男の怒声のようなものが聞こえ、最初は娼婦と客のいざこざが起きたのだと思った。しかし絶叫の類があまりにおかしく、騒ぎは広がる一方で──僕は奥の部屋を飛び出し、ナイフを取って悲鳴の方角へと向かった。

　僕の目に映ったのは信じられない光景だった。十数人の男たちが、客の男を殺して金品を奪い、そして抵抗する娼婦を殺あやめ、あるいは拉ら致ちをしようとしていた。

　混乱の最中、僕は真っ先にモルガーナを探した。けれど、僕の視界に彼女は入らなかった。いや、入れられなかったという方が正しい。気づけば僕は強い衝撃を腹に受けて、蹈鞴たたらを踏んでいた。

　痛みは遅れてやって来て、良く見ると僕の腹に剣の切っ先が覗のぞいていた。

　あっけなかった。

　あまりにもあっさりと、一番そうしてはならない瞬間に、僕は斬きられて気を失っていた。

　あまりにも、あまりにも、あまりにも──無力だった。

　僕は、ただの人間だった。盗賊にすら勝てない──弱い人間だった。

　何も守れない……人間だった。

　奴隷の反乱を成功させようとも。自警団なんてものを組織しようとも。

　自分は何も持っていないただの夢を見る若者に過ぎなかったのだ。

　だが、僕は一命を取り留めた。腹を見ると素肌に包帯が巻かれていて、血の色に変色していた。襲撃から運よく逃れられたマリーアが介抱してくれたのだ。それから僕は彼女の制止を振り切って現場となった客室に戻り、蹂じゅう躙りんされ尽くした景け色しきを目の当たりにした。

　あまりにも惨みじめで、むごたらしく、救いがない。

　凄せい惨さんな光景の中、僕はただ、呆ぼう然ぜんと、佇たたずむことしか出来なかった。

　マリーアは寒気が収まらないのか、ずっと腕をさすっていた。

「……モルガーナは……」

　かろうじて声を出す。彼女は涙声で返した。

「見つからなかったよ……」

「なんでだ……」

「ごめん……、あたし、探したんだけどさ……。見つからなくて……、ごめんな……」


「…………」



　君を責めたわけじゃないと言葉にすることが出来なかった。むしろ、それは彼女に向けた「なぜ」ではなく、自分に向けたものだったというのに。

　なぜ……助けられなかったのか。なぜ……見つけ出せなかったのか。

　なぜ……こんなにも無力なのか。

　今日は、楽しい日にしなければならなかった。モルガーナの十二歳の誕生日を、出来る限りの力で、思い出に残るようなものしてやるべきだった。彼女のこれからを祝ってやりたかった。

　それなのに。

　こんなのは……最悪過ぎるじゃないか。幸せに祝われるはずの誕生日に多くの人間が死に、攫さらわれ、娼館はぼろぼろにされて。

　そして彼女自身も、きっと、もう──殺されている。

　殺されて……いるのだ。モルガーナが。想おもいを伝えたかった相手が。僕に力がなかった所せ為いで。僕が無力だった所為で！

　救えなかった！　たった一度も、笑顔にさせることが出来なかった！

　何が……、何が広い世界だ……！


　何も……何一つ……彼女に与えられなかったじゃないか……ッ！






　もしも僕に力があったのなら、こんな結果にはならなかった。だが、それなら必要な力というのは一体なんだったのだろう。奴らにも武力で勝てるような腕力だったのだろうか。きっと、そうじゃない。

　誰にも負けることのない……もっと強大な力があれば。武力で打ち勝つような、腕や剣の力ではなく──そもそも屈するしかない状況にならないような……。

　そうだ……社会的な力だ。

　僕が貧民などではなく、見下される立場でもなく、権威を持った人間であったのならば。こんな賊の襲撃なんて受けずに済んだし、兵を雇って娼館を守らせることが出来た。……あの残虐なクズ領主が今も生き永らえているのは、あいつが力を持っていて守られているからだ。

　同じようなことが僕にも出来たのなら……誰だれも傷つかなかった。仲間の娼婦たちを家族のままにして。マリーアを泣かせることもなく。モルガーナを救えた。

　力があれば、何も失わずに済んだ。

　力があれば、すべてを変えられる。

　力があれば、奴らにだって勝てた。

　力があれば……彼女を、この手に残したままでいられた。





◆◆◆






　怪け我がもまだ治りきっていない一週間後、僕は貧民街の一角に赴いていた。路地の奥にひっそりと佇む貸家に向かい、門を叩たたく。すると扉が薄く開き、その隙すき間まから鋭い瞳ひとみが覗いた。しかし目の前にいるのが僕であると分かると、その瞳は優しさを帯びた。そして別世界へと誘いざなうような白い腕が、僕を室内へと招いた。

　そこにいたのは、貧民街には似つかわしくない気品と知性と──そして闇やみを携えた貴族の女だった。

「娼館が襲撃を受けたと聞きました。あなたもその際に怪我をしたとか……。無事で何よりです」

「心配をしてくれるのか」

「もちろんです、我が子を心配しない母がどこにおりましょうか」

　その貴族の女は、名をジネーヴラといった。前領主の侍女をやっていたと言い──そんな人間が貧民街に流れ着いていること自体驚きなのだが、何より彼女は前領主と懇意になったという。それだけでなく、彼女は前領主とひっそり子をなしていた。

　そして──それが僕なのだと、一か月前に初めて彼女から告げられたのだ。

　……これが、革命に繫つながる〝ある事実〟のことだった。

「現領主の元に赴き、その血筋を明らかにさえすれば……あのような悲劇には巻き込まれなかったというのに」

　ジネーヴラは、僕が思っていたことを言い当てるかのように話した。

　僕だって、すべてを失うことになったあの日……あの瞬間……そのことを考えていた。一か月前、お前には王族の血が流れているとジネーヴラから告げられた時、彼女の言葉に従ってさえいれば今いま頃ごろ権力なんてものを手にしていて、大切なものを失わずに済んだのではないかと。

　だが、冷静になって考えれば──一か月前に甘かん言げんに従っていても結果は同じどころか、むしろ、その時点で僕はこの世から消えていたかもしれない。

　分かっているのだ。こいつは僕を、利用しようとしているだけだと。

「今からでも遅くはありません、あなたが王家の者であると──」

「……僕は、お前の息子ではないのだろう？」

　ジネーヴラは一瞬黙って、僕の顔を見据えた。

　僕に、母の記憶はない。その面持ちは、やはりどこか、僕に似ているように思えた。もしも本当に母が現れたのなら、それは良いことだが──僕はこう思っている。そんな都合の良い話はないのだと。天と地がひっくり返ったとしても、僕に尊い貴族の血が流れていることなんて──有り得ない。僕は自分に宿る血の卑いやしさを、感覚的に知っているのだから。

「互いの目的をはっきりさせた方が、やりやすい。まずお前の身元から教えてもらいたい。本当に領主の元で侍女をやっていたのか？」

　ジネーヴラははっきりと頷き、薄汚れた棚から部屋に不似合いな指輪を取り出した。それは金で作られた、精巧なものだった。貧民地区では──いや一般地区でも、これほど意匠をこらした装飾品を作れるような工房は存在しまい。

「ご覧なさい、ここにバルニエ家の紋章が彫られています。これは主あるじが私に贈ったものです。その後関係が明らかになったあと私は館やかたを追われましたが、これを売るようなことはしませんでした。館を出たあと、自分が子を身ごもっていたことに気づいたからです。この指輪を持ち、そしてあなたが正当な後継者であると主張をすれば、彼らも認めざるを得ません」

「なぜ、今更それを言いに来た」

「赤子のうちに主張をしても、その命を奪われかねなかったからです」

「なぜ、離れ離れになった」

「不運な事故があったのです。ある日私の元に賊が訪れ、子を奪っていきました。あなたの出自を明らかにされたくなかったからでしょう」


「…………」



「あなたが生きていたことを、奇跡だと思いました」

　ジネーヴラの話を一通り聞いて、恐らく僕は険しい表情を浮かべていた。正直に言ってしまえば、すべて鵜う呑のみにしてしまいたい気持ちは存在した。自分が特別な人間であると……バルニエ家の血を引いているのだと……甘い幻想に溺おぼれたい気持ちもあった。

　一週間前の襲撃であれほどの無力感を覚えていなければ、もしかしたら……その幻想を受け入れたのかもしれない。広い世界を見せる──そんな夢を抱き続けるために。

「ひとしきり……、僕のことを調べたのだろうな。確かに僕には、身寄りがない。だから、子に仕立て上げるに適していたのだろう。僕はこう思っている……お前の本当の子はもう他界しているか、あるいは──そもそもこの世に産まれなかった」


「…………」



「お前が前領主の侍女をやっていて、そして関係があったというのも事実なのだろう。しかしそのことで館を追われ、そして不遇の生活を送っている。お前は元の生活に戻りたいと思っているはずだし、それに、領主に報復をしたいと思っている。いや……そもそも貴族たちに対する無差別な報復か？　まあ、お前の動機は何でも構わないが」


「…………」



「しかし女の身ひとつでは不可能だ。そこで、偽りの子を作り上げることを思いついた。今頃、子が生きていれば、僕と同じくらいの歳としだったんだろう？　僕はお前と外見が少し似ている、だから子だと主張もしやすい」


「…………」



「何よりお前が僕に目をつけたのは……、僕が少しばかり目立つ奴やつだったからじゃないのか。三年前の暴動には扇動者がいて──そのうちの一人が僕だ。ふん……、革命の主導者に仕立て上げるのも向いていそうだ。かつて奴隷を解放したのが本当は王族の血筋を引く男だった──ずいぶん物語的だ。そういうのは、民衆が喜ぶ」


「…………」



「そういう話なんだろう」

　ジネーヴラはしばらく黙り込んだが、やがて、穏やかに微笑した。

　その微ほほ笑えみの類が何であるのか──僕にはよく分かっていた。

　嘲ちょう笑しょうだ。

「下げ賤せんの民にしては、頭が回りますね。あなたを選んだのは正解でした」

　やはり……その女は狡こう猾かつな女め狐ぎつねだった。自分のために、人を利用する側だった。

　下賤と嘲笑されても、怒りの一つも湧わいてこない。それは事実であったし、僕が英雄や貴族である方がおかしいのだ。彼女の微笑みに合わせて、僕も皮肉染みて口角を上げた。下賤の民で構わない。

　──上ってやれば良いだけの話なのだから。

「……話に乗ってやる」
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　ジネーヴラの話に乗ることにした僕は、手始めに自らの噓うそで塗り固められた血筋を仲間に明かした。真っ先に領主の館に向かいはしなかった。最初は冗談だと思われたが、指輪を見せると彼らは黙り込んだ。そして彼らは、かつて夢見た革命の実現を本気で感じ始めたのだ。

　誰もが領主の転覆を願っていたし、怒りも抱いていた。捨て身の反乱を計画したことだって一度や二度ではない。けれど、やはり最後の一歩が踏み出せなかったのだ。反乱は結局は鎮圧されてしまうものだから。

　その先に本当の希望は存在しない。

　だが、領主に成り代われるような人物が身内にいるのならば。もう、躊ちゅう躇ちょする必要はなかった。周囲の熱が高まっていくに連れて、自分の中の何かが冷え、枯れていく。まるで良く出来た舞台を遠くから眺める観客のような──いや、観客ですらなく、はるか彼方かなたの英雄譚たんに耳を傾ける赤の他人のような気分だった。

　中心にいるのが自分であるとはっきりと自覚出来ない。

　ただ、無気力というわけではなかった。むしろその逆で、娼館の襲撃以来空っぽになっていた器うつわに、黒々とした澱よどんだ液体が注ぎ込まれていく。

　……計画は着々と進み、ジネーヴラにも裏で手引きをしてもらった。彼女が言うには、やはり貴族内にも領主バルニエの行動を疎うとましく思っている者は多いらしく、目の上の瘤こぶをどう排除しようか、頭を悩ませ続けてきたらしい。

　しかし領主バルニエは貴族らの関係に目を光らせているようで、貴族内で奴の排はい斥せきを目もく論ろんでも先手を打たれてしまう。だからこそ、奴の目が届かない外にいる何者かが必要で──その何者かに正当な権利を主張させたかったのだ。

　計画の当日は、館の内部でも数人の兵士や側近が寝返る予定だった。そうして内側から扉が開き、僕たちは一直線に領主の元へと向かう。それは、かつての奴ど隷れい解放を想起させるものだったが──決定的に異なるのは、今の僕の立場と、領主の殺害を第一目標にしていることだった。

　革命の日が近づくと、貧民街ではその話題で持ちきりになっていた。領主に悟られないよう口を閉ざすよう言っておいたのだが、やはり浮ついた気配は隠せない。

　当然マリーアにも知られることとなり、彼女は青ざめた顔で僕を止めた。

「ねえ、もう危険なことはやめようよ。いいじゃんか、娼館を何とか立て直して、仲間うちでひっそり生きてればさ……。あたしの友達、もうあんたくらいしかいないんだよ」

　そんな風に、彼女らしからぬ様子で弱った声を漏らしたのだ。彼女が心細さを抱いていることは理解していたが、それでも僕は、権威を得られるこの機を逃したくはなかった。

　もう、奪われる側でいたくはなかったのだ。

　そしてついに運命に日がやってきた。




　領主の館に攻め込む前に、街の広場に立って演説めいたことを行った。

　言葉通りに民の協力を仰いだわけではなく、それは〝表明〟であった。

　正義はこちらにあるのだと、我々はただの野党の類たぐいではないのだと、そして我々こそが民を解放する側なのだと。領主の首を取る前に、まずそのことを民衆に発言する必要があった。

　でなければ、たとえ革命が成功しても民の不安をいたずらに煽あおるだけになる。その後のためにも、我々は解放者であって悪ではないのだと伝えなければならなかった。

　搾さく取しゅされ続けた民たちはもう無気力の塊だろうと思っていたから、本当に僕たちの後に続く民が現れるとは考えていなかった。

　僕が何者であるのか、記憶してくれさえすれば良かった。

　しかし数人が立ち上がり、それが街を出る頃には数十人近くに膨れ上がり、気づけば僕たちの革命はいよいよ巨大なものへと変へん貌ぼうしていた。

　きっと──誰もが待ち望んでいたのだろう。〝何か〟を持つ人物が現れて、自分たちを導いてくれるその瞬間を。……たとえその本質が偽りに塗ぬれていたとしても。

　その時僕は、自分の行いが貧民のためであり、仲間のためであり、正義のためであると自分に言い聞かせていた。が、本当はそうではなかったのだ。もう二度と、大切なものを失いたくなかっただけだ。誰にも奪われることのない地位を得て、世界が広く、自由であることを確かめたかった。

　力さえあれば守りたいものを守れるのだ。

　誰かのためではない。自分のために。

　そのために、力でもって、他者の力を奪ったのだ。




　革命は成功した。僕はジャン＝フランソワ・バルニエの首を取ることに成功した。

　領主の首を掲げると、民衆は大いに喜び、叫びを上げた。だが、その光景を見ながら──もしかしたら、これは、未来の光景なのかもしれないと思った。今、この手にしている領主の首は……未来の僕の首なのかもしれない。

　バルニエの首を落とす時、奴は最さい期ごに狂気と共にある言葉を吐き捨てた。それは、革命を終えても頭の中にこびりついて消えようとしなかった。

「領主の座がどんなものなのか分かった時には、貴様はもう善人ではなくなっている……。味方はなく誰も信じられぬ世界で……病み……そしていずれ自分自身に殺されるのだ」

　そんなことはないと、自分はあいつとは違うのだと、何度も何度も心に言い聞かせているにもかかわらず……その声は──いや、その呪のろいは一向に消え去らないのだった。
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　それから僕は、バルニエ家の正当な後継者であると認められた。

　指輪があったことよりも、何よりこの騒ぎを収めるにはそうするのが一番であると、実際の王家も諸侯も思ったのだ。いや、思わせたと言う方が正しい。ジネーヴラと通じていたバルニエの執政がそのように根回しをし、そして僕は新たな領民の王となった。

　僕は前領主の名を引き継ぎ、その名を名乗ることにした。無論、当初は、あのイカれた領主の名を使うなど馬ば鹿かげていると思っていた。だが貧民街での己を捨て去るためにも、そしてバルニエ家の威信を取り戻すためにも必要なことだった。

　つまり、本当の逆賊は前領主──バルニエであるとしたのだ。あの男こそが血の繫がっていない偽物であり、奴のおぞましい振る舞いから正当な後継者を隠し、来たるべき時に領主の座を取り戻すため、僕は貧民街で育てられたのだと──そういう〝設定〟だった。

　もちろん……本当に偽物なのは……こちらの方だったが。

　こうして僕はずっと夢見ていたはずの世界を、手に入れたのだ。

　だが、領主の地位を得たからといって、すべてがうまく回るわけではなかった。

　むしろ貴族の人間は僕に対して疑念を抱き、成り上がりの男として蔑さげすんでいた。僕の失態を今か今かと手をこまねいて待っており、実際に仕掛けられた罠わなだってあった。

　他人を信じられる世界ではなかった。

　民衆にしたってそうだ。

　どんなに必死にやっても。寝る間も惜しんで政治に邁まい進しんしても。民のために身をすり減らして働き続けても。感謝されることなどなかった。

　僕が早急に政治を良くしないと、一度は僕を持ち上げた民衆たちも、「やっぱりあいつも暴君だ」と勝手なことを言い始める。ある日執政が僕に言った。「結局は二つしかないのです。民のために奉仕するか、あるいは前領主のように搾取に走るか」……その時僕は、まだかろうじて前向きな正義感を宿していた。だから、絶対に前の領主と同じことはしないと、そう誓ったのだ。

　それでも、徐々に僕は疲ひ弊へいしていった。
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　不信と、過度な期待と、憔しょう悴すいと、裏切りの毎日の中で、私は徐々に自分がどんな人間だったのか分からなくなっていった。けれど、弱ったところなど人に見せられるわけがない。もしも見せれば、その弱みに付け込む人間が現れるだろう。甘言で唆そそのかし、私を利用しようとする人間が現れるだろう。あるいは、私そのものを葬り去ろうとする人間が現れるだろう。

　そういったすべてから自分を守るには、やはり力が必要だった。

　力を得たと思っていても、それは始まりに過ぎなかったのだ。誰にも指図を受けず、欺あざむかれないためには、更なる権威を得なければならなかった。

　私は経済の発展に注力した。街の商人を支援し、交易路を広げ、他の国や町では受け入れられないような肌の色が違う人間も受け入れ、活気を作り出した。

　前の領主は宴うたげ好きだったようで、自らの交遊に税をつぎ込んでいた。だから、残されていた資産は少なかったのだ。もしもまともに金が残っていたのなら、貧民街の復興にだって早々に力を注ぐことが出来た。けれど、それは夢のままだった。貧民にまで手を回すには、まずは、街そのものの発展が必要だった。困こん窮きゅう者しゃの救済は二の次になっていった。

　かつて私がいた貧民街で、かつての仲間から、どのように言われているかは察しがついた。「あいつは俺おれたちを利用しただけだ」そんな言葉が、遠くにいても聞こえるような気がした。

　それどころか、仲間と思っていた者たちが、私を引き摺ひきずり下ろそうとする。

　一度、小規模な暴動が起きたことがある。貧民が私の館に押しかけ、投石を行った。私はその時昔の仲間を館に招いていて、完全に信用していて、気が緩んでいた。まだ仲間と同じ目的を持って、肩を並べて前進しているのだと迂う闊かつにも信じていた。……だがもう、その時点で、彼らは仲間などではなくなっていた。

　私は毒殺を謀はかられ、そして意識を失っている間に投石を受けた執政が死んだ。その執政は、何をすべきか分からない貴族社会の中で唯一私に道を示した人物だった。その暴動で私は貴族側の味方すら失ったのだ。

　かつて肩を並べ、共に命を賭かけて革命をした仲間が、私を殺そうとする。味方が存在しないという事実は想像していた以上に私の精神を歪ゆがませていった。彼らの目には、私はもう打倒すべき敵でしかなく卑いやしい貴族だった。

　他人のことをこれ以上信じられる気がしなかった。

　正義感など持つだけ愚かだ。私の世界に、情は不必要だ。それはあってはならないものだ。他人に情を見せれば、裏切りのもとになる。その相手が、たとえかつての仲間であろうとも。

　だから罰則を作らねばならなかった。

　私の地位を保つために。私の命を守るために。私の未来を守るために。私を貧民の出だと口走る者がいたら、私を蔑む者がいたら、その者を消し去らなければならない。

　やられる前に、やらねばならない。

　私は反乱を企くわだてた者を処刑していった。その中にはかつての仲間たちもいたが、憐れん憫びんは欠片かけらも湧いてこなかった。

　昔の自分なんてものはとうに消え去り、次第に〝領主〟という人格に汚染されていく。

　鏡を覗のぞき込めば、そこにいるのは悪党の顔をした男だった。
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　そして、革命から四年が経たった。いつの間にか私は、遠い場所に来てしまっていた。

　変わった噂うわさ話ばなしを聞いた。それは湖こ畔はんの近くに、奇跡の血を持つ魔女が住んでいるという眉まゆ唾つば物のような話だった。その魔女は小屋からほとんど顔を出さないのだが、かつて遠方の村で奇跡を発揮した女と、声が類似しているのだという。

　厄やっ介かいな話だと思った。民衆は英雄やら奇跡やらが大好きだ。その奇跡の血を持つ魔女に民衆の心が傾き、一種の宗教のようなものが出来上がってしまえば、制御が出来なくなる。……その魔女が、かつての私のように革命を先導するとも限らないのだ。

　ならば先に利用するしかない。

　商人にばかり支援していると憎まれ口を叩たたかれている今、教会の運営に手を貸してやれば、こちらの支持も高まるだろう。金のためというよりも、民のまとまりを一つにするためだ。ついでに資金が得られれば尚なお良いというだけで。

　私は魔女を捕え、奇跡の血を利用する計画を立てていた。新たな教会を作り、街で聖女だと言われ有頂天になっている修道女を使う。そこで奇跡の血を薬として配布すれば、寄付金も多く得られるだろう。実際に奇跡の力があるとしたら、その効力は増す。

　その計画にある男を使おうと思っていた。かつて奴隷たちを虐ぎゃく殺さつしたという異質な男だが、それくらい腕がたつなら魔女を一人捕えるくらい容易にやるだろう。何よりその男は修道女に惚ほれ込んでいるようだった。人殺しが修道女を好むとは、愉快な話もあるものだと思った。

　その男は思っていたよりもすんなりと私の計画を受け入れた。私は魔女を迎えるために街の外れに屋敷を用意していた。前領主が別邸として建築したものだったが、結局は使い道を失った館やかただ。有効利用するには良い場所だろう。

　教会はその屋敷の中に用意することにした。こうすれば、魔女を捕えておくための部屋も用意できるし、修道女の望み通り病める者や貧しい者の一時の宿にも出来る。

　……なけなしの良心のつもりだった。一人の犠牲でそれが為なせるのならば、悪い話ではない。それに、湖畔に住む魔女はもう年寄りのはずだ。奇跡の血などを振る舞いだしたのはごく最近だが、魔女が住み着いている話は昔から聞いていた。

　若かろうが老いていようが他人を犠牲にしてはならない、というのはきっと正しくて理想的だろう。しかし現実はそうはならない。だから、老い先の短い者から犠牲にするしかない。

　その者は、私を恨むだろう。けれど……もう恨みなら受け尽くしている。




『貧しい者、病める者、誰だれにも祈りを捧ささげられなかった者──

　そういう者にこそ手は差し伸べられるべきです』




　私はその時、彼女の言葉を思い出していた。

　私のやり方は傲ごう慢まんで、強引で、優しさのかけらもなく。多くの者の憎しみを買っていたが、それでも私なりに手を差し伸べてやるつもりだった。

　彼女の言葉を……私なりに守ろうと思ったのだった。

　もちろん理解していた。老婆を犠牲にして施しを与えることを、彼女は望んでなどいない。私が取っているのは、ただの下げ衆すなやり方だ。けれど、犠牲なしでは何も出来ない。誰かが富を得て、誰かが救われる瞬間、誰かが犠牲になり、誰かが死んでいく。世の中はそんな風に出来上がっている。

　私は神でもなければ、聖人でもない。むしろ、この手を血に染めた悪党だ。悪党が取れる救済の方法なんて他にはなかった。





◆◆◆






　計画の日からずれ込みはしたものの、東洋の男は命令通りに魔女を捕えた。

　すべての側近を下がらせ、私は単身新しい館の物見の塔とうへと向かった。その最上階で落ち合う手て筈はずとなっていた。

　やがて現れた男は担かついでいた麻袋を下ろし「そいつが魔女だ」と言った。麻袋の中からは小さく呻うめき声が聞こえた。微かすかにしか聞こえなかったが、老婆の声のようには思えなかった。

　男の衣服や麻袋からは、血の臭においがした。

「おい、キサマ……魔女に危害を加えたのか？　血の臭いがする……」

「殺すなとは言われていたが、傷つけるなとは言われていない。……少々手違いもあった。他人には怪しまれていない。むしろ、すぐに血の臭いだと気付くのだな。やはり、領主、お前も人殺しだ」

「……やかましい。命はあるんだろうな」

「無論だ」

　多少憐あわれむ気持ちはあったが──そもそも私が計画したことだ。無傷であろうがそうでなかろうが、魔女が辿たどる末路は同じだ。それに死体も血を流す人間も、もはや見慣れたものだった。

　男に目線で指図すると、奴は麻袋に手をかけた。

　紐ひもが解ほどかれる。そして──




　一人の少女が、ごろりと転がった。





「……ば、……馬鹿な…………」



　私には、それが誰であるのか──すぐに分かってしまった。四年の月日が経過していたが、見間違うはずもない。その爛ただれに覆われた顔と──それでも凛りん然ぜんと輝く黄金の瞳ひとみを。

　だが。だがなぜ。なぜ──

　なぜ彼女なのだ──!?

　なぜ彼女がこんな目に──、いや、なぜ──それを私がやったのか！


「……モ、ルガーナ…………」




「…………」



　私の掠かすれた声に、彼女は反応して顔を上げた。異様なほど見開かれた目。そしてまともに物が見えているのかと不安になるほど、ふらふらとぶれ続ける瞳。

　それはどこか……狂気すら感じる表情だった。

「領主……、あなたなのね……」

　彼女の小さな唇から、低い声が零こぼれ落ちる。それは、かつてその唇から美しい祈りが捧げられたとは思えないほどだった。この世のすべての憎しみを凝縮したような、途方もない闇やみに飲み込まれている。

「私の……ことを、覚えているのか……」

　いや、この姿でも分かってくれるのか。

「忘れるわけがないわ……」

　覚えているのか、モルガーナ。かつて私と共に過ごしたあの日々を。覚えているのか……私がどんな人間であったのかを。君の顔に薬を塗り続けた日々を。仲間がいた日々を。

　いつも君は墓地にいて……、それはちっとも情緒がない光景で……。私が憎まれ口を叩くと、君も憎まれ口を叩く──その日々を。

　覚えているのか、モルガーナ……。

　彼女は「忘れるわけがない」と呟つぶやいた。そして、その金色は──


「あなたが私に与えた痛みと屈辱は──絶対に忘れるものかッ……！」



　──世界で一番私を憎んでいる目をしていた。

「あなたが起こした血の宴うたげを……ッ、忘れられるわけがない……！」

　何を──

　何を、言っているんだ……？

「あれでは足りなかったというの……。私の全身を切り刻んでおいて──、まだ足りないというのですか……！　なおも私の血を奪おうとするのですか！」

　あまりのことに頭がついていかない。彼女の罵ば倒とうの意味すら理解し損ねて、何を言われているのか分からない。

　なんだ、これは、どういうことなんだ。まさか彼女は──私を別の人間と思い違えているというのか？　つまり、私を、あの男──領主バルニエだと思っているのか？　違う……違う、モルガーナ。私はあの男じゃない。私は君の傷を治そうとした男で、君を傷つけた男では──！




『この状況を見て、傷つけていないとでも言うつもりか？』




　その時、内なる声が私に囁ささやいた。それは長い時間をかけて私に染み込んだ〝領主〟という人格であり、変へん貌ぼうしてしまった私自身でもあり、また、私の病でもあった。

　その声を聞いた瞬間、私は身動きが取れなくなった。

「私を縛り付け、痛めつけ……、最後には魔女と叫び！　私を殺あやめようとしたあなたを……、一瞬たりとも忘れたことはない……！」

　違うと、それは私ではないと、私はそこから救い出した男だと──そう叫びたいのに、喉に力が入らない。声そのものが失われたかのように、何の音すら出てこない。


「許すものか……あなただけは許すものか！　誰よりも憎んでやる！　誰よりも恨んでやる！　この私を……、いつまでも辱め続けるあなたを……ッ！　生しょう涯がいをかけて憎んでやる……！」



「モルガーナ、違う──！」

　やっとのことで張り上げたそれは──大声で叫んだつもりで、ほとんどが掠れた吐息だった。我を失いかけて彼女に手を伸ばそうとした瞬間、切れ長の鋭い眼まな差ざしがこちらを見ていることに気づく。

「なんだ、知り合いだったのか、領主よ」

　男の声に、血が凍りついたようだった。

　知り合いだとか、そういうものではない。

　だって、彼女は。モルガーナのことは──！

「この……、領主が！　私の身体からだと心を……、破壊したのよ……！」

　違うと、それは別の男だと、その男はすでに死んでいて、私が成り代わったのだと、私はかつて貧民であった男だと、奴ど隷れいの反乱にいた男なのだと、それを、それを、それを告げなければいけないと、思っていたのに──

「……その人が、すべての元凶よ……！」

　モルガーナの糾きゅう弾だんと、今の私の現実が、私の心を縛り付けていく。

　私の心に巣食った亡霊バルニエが囁ささやき続ける。

『さあどうする？　否定するか？　出来るか？　否定するとして何を否定する？　この娘が見ている光景はもはや正常ではないぞ？　すべてを明かしても理解されるかどうかは分からぬぞ？　その上で何もかもを告げるか？　貴様が本当は領主を偽る成り上がりなのだと説明するか？　その瞬間に、貴様が多くを捨て、苦しみ、やっとのことで築き上げてきたものが崩れ落ちるかもしれんぞ──それでも言うのか？』


「…………」



『判断をするのだ、偽物の領主よ。その娘にそれほどの価値があるのかどうか。死にかけの我を失った娘に……打ち明けるのが正しい行為なのかどうか。……さあ！』

　思考が、絡め取られていく。微かに残っていた正義が崩れていく。最後に縋すがっていた情が壊れていく。

　己の心が、砕け散る音を聞いた。

「……どうした、領主よ」

　私はぎこちなく、東洋の男に振り返った。自分がどんな表情を晒さらしているのか想像したくなかった。

「ああ……、知り合いだ。昔のな……」

「そうか……、どうする、領主。顔色が悪いぞ」

「どうするだって？　そんなもの──」

　どうして、どうして私は、

「やることは何も変わらん、魔女を繫つないで……計画は実行する」

　──その選択を取ってしまったのだろう。




　もう、あの優しい四年前の日々には戻れない。

　後戻りは出来ない。

　彼女の心と肉体を破壊してまで、領主という立場に座り続ける以上、進み続けなければならない。非道の領主として。




　──地獄に堕おちるまで。






19　そして解放の瞬間へ








　暗闇が開け、私の元に現実が帰ってくる。目の前の男の過去から、今という現実に。

　彼は変わらず私に対して剣を振り下ろそうとしていたが、その手は小刻みに震え、両の目は見開かれていた。やがてその指先から剣が滑り落ち──私の顔の横に落ちた。

　どうやら──この首飾りが彼の記憶を開く鍵かぎになったようだ。姿見に触れて、私が記憶の欠片を取り戻した時と同じように。ただ、どうしてそれが起きたのかは分からなかった。

　メルと東洋の男は、硬直している私とヤコポの様子に動揺を見せていた。彼らの方には、ヤコポの青年時代の過去は共有されなかったらしい。……暗闇に飲み込まれたのは私とヤコポだけだったのだ。

　今見たばかりの彼の記憶を頭の中で整理しながら、ふと、ある考えが湧わき上がる。それは、白い髪の娘の正体がモルガーナなのではないか──ということだった。ヤコポが三番目の扉で白い髪の娘にしたこと、そして彼女に向けた感情は──　今の時代ととても似通っていた。

「なぜ……、暴いた……。なんだったんだ……、今のは……！」

　ヤコポははっきりと青ざめていた。

　私は唇を嚙かみ締めて……強い苦みを感じながら言った。

「どうして言わなかったんだ……！　あの時、お前が言葉を発していれば……真相をモルガーナに告げていれば！　お前があの時の領主ではなかったのだと告げていれば！　──こんな結果にはならなかった！」

　この目で見たのだから、彼の苦痛だって理解している。そういう状況に追い込まれたことだって分かっている。だが、それでも、あの瞬間の選択は最大の間違いでしかなかった！

「言って……、どうする……！　あいつの苦痛が、増すだけだろうが……！　キサマの言った通りだ！　かつて助けた男が、今の苦痛の原因になっているのだぞ！　それほど絶望的なことはあるまい……！」

「それならせめて、彼女を解放するべきだった……！」

「この館を作るのにも金がかかっている！　既にあいつの腕は斬きり落とされ、精神状態もまともではなく──取り返しがつかなかった！　──後戻りなど出来ん！　キサマには分からんだろう！　何も持たぬ平民風ふ情ぜいには、この重みがどれほどのものなのか！」

「ああ、分からないとも！　分かってたまるものか！　そんなもののために、何より重要なものを見失うような奴やつの気持ちなんか！」


「…………ッ！」



「どうして一番見失ってはいけないものを手放してしまったんだ！　お前が行動に出れば変わっていたはずなのに……！」

「ッ──、私の出自を他人に知られるわけにいかん……！　私に必要だったのは──ッ」

「富と権力ではなかったはずだッ!!」

　ふらつくようにして、彼が、私から距離を取る。私はどうにか無傷の左腕を使って身体を起こした。私の身体は傷だらけで、体力も削られていて、あまりにも無力だ。けれど、私には武器が存在する。

　彼の心を、取り戻すために。かつての青年を生き返らせるために。

　私は言葉を選ぶ。──それが何よりも強い武器であると信じて。

「知っているか。モルガーナだって、お前たちと過ごした日々を大切に思っていたんだ。彼女の生涯の中でその日々が一番幸福だったのだと……。四年前、襲撃を受け生活が崩壊してしまうまでの──三年という日々が、人としての幸福を覚えた瞬間だったのだと……！」

「黙れ……、あいつが……、そんなことを思うはずがない……！」

「なぜ信じない──！」

「あいつは誰にも心を開かないような娘だった！　それは……キサマが思い込んでいる夢物語だ……！　キサマが……、言葉で……、私を惑まどわそうとしているだけだ！」

　それこそ、自分で思い込もうとしているだけじゃないか！　本当は分かっているはずなんだ。彼が〝奴隷の青年〟として彼女に優しく接していた時、二人の距離は近づいていたはずだ。それを自分でも分かっていて──だから想おもいを告げようとしたはずなのに！

　その時の感情を忘れてしまったというのか！

　それとも、この期ごに及んで幽閉を正当化させる言い訳を作り上げているのか……！

「──領主、あいつは本当にそう思っていたはずだ」

　けれど、そう言ったのは私ではなく──ヤコポとしても予想していなかった人物だった。

　東洋の男が、口を開く。

「四年前、俺が奴隷たちを殺めた日のことだ。馬車の中にあの娘もいたのだ。そして俺が虐殺に走る前、あいつはこう言った。大事な人達にお礼を言えなかったのが、悲しいと……」

「な、……何を……」

「あいつはそう言いながら泣いていた。……あれはお前のことだったのだな」

　心が罅ひび割れていく音が、聞こえたような気がした。

　四年前の盗賊の襲撃。奴隷として売り飛ばされる目前の、東洋の男との邂かい逅こう。──それらの道筋がはっきりと繫がっていく。

「僕も……、思い出したよ」

　そしてメルも、言葉を挟んだ。

「彼女、僕にこう言ったんだ。四年前に辛つらいことがあったって。人の優しさを教えてくれた人と……、別れるのが辛かったんだって」


「…………」



「あれって……、あなたのことだったんだね……」

　──もはや、どこにも逃げ道はなかった。

　彼と彼女を取り巻くあまりにも皮肉で──悲痛な運命がここにある。

　本当は互いに大切に想っていたはずなのに。道を違たがえなければ、幸せに生きられたはずなのに。それなのに。

　本当は彼女を守りたくて手に入れた力で──よりによって、その彼女を──

　破壊してしまったのだ！

　彼は膝ひざをつき。頭を抱え。そして、


「あ、ああ、ああああああああ────ッ！」



　慟どう哭こくした。

　大切な人を自分の手で破壊した気持ちなんて、想像もしたくない。

　大切な人に心も身体も壊される気持ちなんて、想像もしたくない。

　けれど、今からでも向き合わなければいけない。その瞬間、もう一度歯車が回り出すだろうから。それがぼろぼろに傷つき、壊れていたものだったとしても。

　動かないよりは、ずっとマシだと思って──。





◇◇◇






　モルガーナが腕を斬り落とされ物見の塔に連れてこられた時、彼女の精神状態はもう常軌を逸していた。その中で、領主という言葉が彼女の見る世界を変えていたのだろう。

　心があまりにも傷つけば、それは身体に現れる。最初の領主バルニエが彼女の肉体を甚いた振ぶった時、傷つけられていないはずの顔に醜い痣あざが現れた。それが、心と身体が密接に繫がっている証拠でもあった。

　そして再び領主の元に連れてこられた時、彼女のトラウマは再発し、今度は見るものすべてを歪ゆがめたに違いない。……だから目の前にいるのが本当は誰であるか分からなかった。

　確かにこうして彼女を傷つけ、呪のろいのきっかけになったのは今の領主──ヤコポだ。しかし幼かった彼女が心を傾けた相手も、また、彼なのだ。

　彼女の憎しみを変えられるのは、彼しかいない。彼の真相は、必ず彼女の認識を塗り替えるはずだ。彼女を解放し、そして、想いを告げる必要がある。

　私はそれを彼に頼んだ。

　マリーアから預かっていた首飾りも──彼に返した。

　……彼はそれから懺ざん悔げのように、己の想いの一部を吐き出した。

　鍵かぎを三本にし管理者を増やしたのは、領主としての顔を保つためだった。他人がその場にいれば、彼は気を張り続ける。そうしていればぼろを出さないで済む。

　そうまでして自ら苦難の道に進んだ彼は、愚かだと思う。

　しかしそれほど追い詰められていたのも、また事実なのだろう。お前の気持ちなんか分かるかと叫んだが、上に立つ者の重みというのはきっと、確かに存在するのだ。私はそれを知らない。その立場に苦しめられたこともない。知らない人間にはどうとでも言えるものだ。

　だから、こうして彼の気持ちが分かった今、憐あわれむ気持ちがあった。

　これはどこまでも不幸で、誰だれも報われない、果てしない悲劇だ。

　……もう、終わらせなければいけない。

　ヤコポは首飾りを握り締めると、我々を先導するように物見の塔へと向かい始めた。

　一瞬ではあったけれど──その背にかつての青年を私は重ねていた。

　いつの時も、物見の塔のらせん階段を上る瞬間は胸に重いものを感じる。この瞬間も、例外ではなかった。けれどモルガーナの死には間に合ったのだ。

　彼女が死を迎えるのは明日の正午。

　私は──覆くつがえしたのだ。






20　天使









「…………て、ください……」



　物見の塔の最上階に辿たどり着き、その扉を目の前にした時──向こう側から会話のような声が漏れてきた。私を含めて、全員が怪け訝げんな顔をする。

「しっかり……、してください……。まだ……諦あきらめたら……」

　聞き間違いではなかった。向こう側に誰かがいる。──だが、それは絶対にあり得ないはずだった。三本の鍵で厳重に閉ざしているというのに、一体誰が、私たちよりも早く扉の向こうに行けるというのか？

　しかし、それを深く考えようとした瞬間、背筋に冷たいものが走った。

　領主の姿が本当は誰なのか分からないくらいに、心を壊した彼女。

　それほどの精神の崩壊。

　私には正解が推測出来てしまった。

　しかし否定したかった。そんな悲しい答えは見たくなかった。せめて違う答えであってくれと願いながら──私は急せくようにして扉を押し開いた。

　声が、会話が、優しい言葉が。

　物見の塔の最上階に、冷たい牢ろう獄ごくに……広がっている。




「そうだわ、楽しいことを考えましょう。あなたの気が、少しでも楽になるように……。私がお話を作ります。

　……ハナシ？

　そう……、あの高い窓から一匹の鳩はとが飛び込んでくるんです。その鳩は、羊皮紙を持っている。それは隣国の王子が出したもので、あなたはその手紙を受け取って、返事をする……。

　し、しない……、へん、じなんか……。

　返事をしたら、最後にその人が迎えにきてくれるわ……。

　そんな、な、ゆ、ゆめものがたり、をし、信じて、どうするんですか……。

　何も信じられないより……良いと思うんです。夢物語であっても、希望を捨てないでほしいから……」




　それらの会話は、すべて──たった一人で行われていた。

　異様な光景に、私たちは全員、黙り込んでいた。

　私は、確かにこの瞬間。白い髪の娘の正体を暴いたのかもしれない。けれど、これは……。この光景は……。

　心を壊してしまった彼女は──

　精神分裂を……、起こしていた……。

　私はふらりと吸い寄せられるように、たった一人で会話をし続ける彼女に近づいた。彼女の足は鎖で繫がれていて、目は虚うつろで、唇は渇かわき──死の香りがした。

　私が知る、強い魔女の姿など、ありはしない。

　湖畔の小屋で会話をした気難しそうな少女の姿でもない。

　虐しいたげられてぼろぼろに傷ついて、死に向かおうとする哀れな被害者がそこにいた。

「モルガーナ、私は……、お前に会いにきた……。助けに、きたんだ……」

　彼女の傍そばに膝をついて、左手をその頰ほおに伸ばす。彼女の金色の目は濁りきっていた。私の姿なんて見えていないだろう。だが彼女は、私に「天使？」と零こぼした。

　……私の真っ白な髪と、赤い瞳ひとみ。その人とは異なる容姿が、彼女には天の使者に見えているのかもしれない……。

「やっと、生きているお前に触れられた……。助けに来たんだ。もう、大丈夫。外の光を浴びて……、元の生活に戻ろう……」

「……天使……」

　彼女は虚ろに、何度も、天使という言葉を繰り返す。もはやそこに正常な意志は認められない。それでも──いや、だからこそ、私は必死に語りかけた。

「こんな……ッ、幽閉の生活は……、もう終わりだ……！　もう誰に血を奪われることもなく、普通の暮らしを送れるんだ……！」

「……天使……」

「しっかりしてくれ、モルガーナ……！　生きてここから出よう！　湖こ畔はんの小屋に共に戻ろう！　私がそこまで連れていく！　怪我の治療だって、なんだってしてやる……！　他の国に行きたいのならそれでもいい……！　どこにだって連れていってやる！　だから……！」

「わ、私……、ずっと……、ま、待っていました……」

　焦点の合わない瞳のまま、彼女はやっと言葉を紡つむいだ。風が吹けば消えてしまいそうな微かな声に、耳を寄せる。

「何を、待っていたんだ……」

「て、天使が、……私のもとに、お、おりたつことを……。ずっと……まっていました」


「…………」



「あ、あなたは……、天使……なんでしょう……？」

「私は……」

「私を……、救いにきた……、天使……なんでしょう……？」

　私は、天使じゃない。ただの人間で……神の力だって持っていない。

　けれど、こうして天使に救いを求めようとする彼女に向けて、否定が、出来ない。

「すくって、ください、どうか……私を、神の……、みもとに……」


「…………」



「も、もう……、私は……、もどれない……。人の……世の、生活には……、も、もどれ、ません。もどりたく、ないのです……」


「…………」



「私が……、今……、行きたいところは……、ただひとつだけ……」


「…………」



「……天使様……。お願い……。私を……、救って……、ください……」


「…………ッ！」



　私は、ずっと否定し続けてきた。私の生しょう涯がいにおいて、私を特別なものに仕立て上げようとするすべての言葉から。母は私を天使だと初めに言い、最後には悪魔と言って処刑した。モルガーナに対してもずっと否定し続けてきた。私は普通の人間なのだと。他の誰とも変わらない、ただの男なのだと。何も特別なことはないのだと。

　それが、生涯において──いや、私の魂において。揺るぎのない主張だった。

　けれど。

　けれど、今、この瞬間だけは。

　今だけは！




「そう……私は天使ミカエル……、貴女あなたの、魂を……救済に来た……！」

　──お前の、天使になろう。




「そのために……、この世に……降り立った……！」

「ああ……やっぱり……。……良かった……」

「……モルガーナ……」

「私の……、おとうさんは……、わたしを……、ほめて……くれるでしょうか……」

　その時彼女の目元が和らいで、少女らしい心に触れることが出来た。彼女は確かに恐ろしいほど敬けい虔けんで、神を愛していたけれど、生い立ちが特殊だったからそうなっただけで。

　本当は。お父さんに愛されたいという。

　子供ならば誰もが持つ感情に過ぎなかったのだ。

「私をこの場につかわした全能の神は……貴女の尊い行いを、すべて喜ばれている……」

「……そうですか……。そのひとことで……とても……、……すくわれました……」

「モルガーナ……」

「あなたとともに……、父のもとに……帰れることを、……とても、」

「モルガーナ……？」


「…………うれ……しく…………」




「……モルガーナ……ッ！」



　その途端、モルガーナの腕から力が抜けた。私の叫びは届かず、彼女は、本当に天使に魂を連れていかれたかのように──
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　息を引き取った。




　彼女の命が目の前で途絶えてしまったことに、三人の男たちも言葉を失っていた。本来、彼女の死は祝祭の正午に訪れるはずだった。だが彼らから言葉を奪っていたのは、死そのものに対する衝撃というよりも、今の彼女の死に顔がとても安らかに見えたからかもしれない。

　それは長い間幽閉の苦難を受け続けてきた少女とは思えないほど、優しい顔だった。

　彼女の瞼まぶたを閉ざし、枷かせを外し──私は彼らに言った。

「彼女の肉体を清浄な場で葬ってください……。死後に受ける痛みも、存在するのです……。彼女の魂を……、せめて安らかに……」

「……そのつもりだ……」

　初めに口を開いたのはヤコポだった。

「貴方あなたは、彼女への想おもいを口にすべきだ。想いを届けなければならない……」

「死んでしまった者に……、何を言っても……無駄だろう。無意味だ……」

「彼女の肉体は確かに死んだ。けれどその魂は、この光景を見続けている……。お前の言葉を聞いているんだ……！」

「魂など……」

「どうか信じて欲しい！　彼女の魂を、憎しみに染めないでくれ……！」


「…………」




「……どうか……。……お願い、します…………」



　彼は長い沈黙の末に、私の懇願を受け取り──「ああ」と弱々しく首しゅ肯こうした。それはいつもの彼らしからぬ仕草で、ひどく脆もろい姿だった。

　私は身を引いて、彼らを見守った。ヤコポはモルガーナの死体を見つめ、膝ひざをつき……けれどその身体からだに触れることはしなかった。きっと……触れられなかったのだ。

「……モルガーナ……」

　重い、贖しょく罪ざいの気配が、その声から漂ってくる。その名を紡ぐことすら罪であるかのように。彼は、静かに、彼女に語りかける。

「私は……。いや、あの時の言葉の方がいいか……。

　モルガーナ。僕は……領主ではなかった。君を虐げた領主は……僕が殺した。僕は君をそこから連れ出した男だ。そして君と……三年の時を過ごした。

　貧まずしくて、食うものも碌ろくになくて、豊かとは程遠い生活だったが──それでもあの時は楽しかった。ほとんど毎日、君に薬を塗ったな。こっちを向けと言うと、しぶしぶと顔を向けた君をよく思い出していた……。

　あの頃ころは、全員いたな。マリーアも……娼婦たちも……貧民街の仲間は全員揃そろっていた。マリーアと僕の馬ば鹿か騒ぎは、君にとってみたら騒がしいものだったのかもしれないが──馬鹿騒ぎをする横で黙り込んでいる君の姿を……、僕はよく見ていた……。

　色々なことを……、伝えそびれていた。

　どうして何も言えなかったのか……、悔やんでならない。

　許してくれとも思っていない。ただ、このようなことを仕出かしたのは……、決して望みではなかった……。僕の一番の望みは……、君に……広い世界を見せてやることだった。

　それなのに、君に見せた世界はこんなにも狭く、むごたらしく。広く美しい世界どころか、救いのない、小さくて……冷たいものにしてしまった。僕がそうした。そうしてはならない一番の人間が、そうしたのだ……。

　死んで詫わびろと言われるのなら、そうするつもりだった。僕のことを恨み尽くすというのならば、受け入れるつもりだった。どんなことでもするつもりだった……。

　だが決断が、遅すぎた。

　モルガーナ……、その男は、僕にこう言った……。君の生涯において、僕や、マリーアと過ごしたあの三年間が……一番幸福であったのだと……。

　僕も……、そうだった……。

　君を……、愛していた……」

　そう言葉を締め括くくると、彼は「終わりだ」と俯うついた。

　モルガーナ。

　今のお前に……彼の言葉は届いているだろうか。

　この想いが──お前の心を少しでも変えてくれることを、私は祈っている。




　そしてメルと東洋の男も、彼女の死体の前で罪を償うことを誓った。命を賭かけて。あるいは生涯を賭けて。それぞれの懺ざん悔げが終わると、彼女を外に連れ出す時間がやってくる。

　ヤコポは私に、モルガーナを背負う役目を負わせた。それは彼の方が適しているはずだと私は言ったが、「実際にあいつを救ったのはお前だ」と言う。

「あいつが最さい期ごに、神や天使に救いを求めたのなら……。その身は、天使に抱かれているべきだ。……私はただの加害者に過ぎない」

　そして彼は初めて、「頼む」と、他者に望みを託した。聞き遂げてくれと頭を下げる彼の言葉を、退けることは出来なかった。

　そしてヤコポは、死を迎えたモルガーナに首飾りをかけ……彼女の身体を持ち上げ、私に抱えさせた。

　物見の塔の扉は……彼が押し開いた。最初のように彼が先導をし、私は最後を歩んだ。

　らせん階段を下る我々の足音は、とても重く──罪の重責が漂っていた。

　贖罪の場に──向かわねばならない。

　モルガーナの死は覆せなかった。けれど、私は真実を明らかにした。私が変えたものも確かにあったはずだ。私の行動がきっと彼女の認識を変え、そして──彼らの来世を変えるはずだ。

　私が見た来世の悲劇は、もう起きない。




　メルには逃げ出さずにいられる勇気を。

　ネリーには相手をそのまま受け入れる自立を。

　ユキマサには残酷な心を抑えつける力を。

　ポーリーンには見えないものも目に出来る視野を。

　マリーアには友を信じられる優しさを。

　そしてヤコポには情を偽らないことを。

　それぞれ本来が得るべきだったものを得て。

　歯車を嚙かみ合わせることが、この時代で──出来たはずだ。




　物見の塔から下りて、ステンドグラスの光を背に。屋敷の廊下を通り過ぎ、広間の暖炉に照らされて。そして玄関の大扉に到着する。外に出れば彼らは罪に問われることとなる。それぞれの贖罪が始まり、そしてモルガーナの肉体はようやく安息を得られるのだ。

　扉の響く重たい音が、響き渡る。

　夜の月明かりが、隙すき間まから差し込んでいた。

　これで、終わりだ。

　私は──過去を変えたのだ。






21　世界の正体








　──はっと目を見開く。

　扉から出た瞬間、眼前に広がっていたのは夜の広場ではなかった。

　太陽は真上にあり、日光が隠さず照らす広場には至るところに血が飛び散っていた。そして気づく。私が抱えていた、モルガーナの重みがなくなっていることに。

　それだけでなく──広場には……それぞれの死体があった。

　血を吐いて倒れるネリーと、その上に折り重なって自害するメルの姿があった。そしてポーリーンの周まわりで息絶える街の民や、その彼女に手を伸ばしながらも、民衆の剣によって刺し貫かれた東洋の男がいて──

　今、潜もぐったばかりの扉には……ぴくりとも動かないヤコポの姿があった。

　なぜだ。なぜこんなことが起きている。彼らと、話をしたばかりなのに。モルガーナを助け出したはずなのに。これは一体、どういうことなんだ……！　私は過去を変えたのではなかったのか!?　過去の時代に降り立って、歴史を、変えたのでは──!?

「あ、……ああ……」

　いや──、そうか。

「そういう……、ことか……」

　それはとても、認めたくないものだった。しかしそうとしか言えず、それ以外で説明も出来ない。納得もしてしまう。この世界に感じていた違和感。首飾りに触れた瞬間に広がった闇やみ。

　つまり、この世界は──

「本当の過去ではなかったんだ……」

　だからこそこの時代に下りた瞬間、違和感を覚えたのだ。その違和感の正体とは──

　死の気配。

　死者の魂が集う館やかたと同じ気配を残していることを、どこかで感じ取っていたのだ。実際の過去に、私という人間が遡さかのぼり存在することなど、不可能な話だった。

　現実の世界ではないから、館の闇が現れたのだ。

　ここは、彼らの魂の記憶から再現された世界だ。

　すべてはもう、終わっているのだ……。

　私は、本当の意味で彼らに関かかわったわけではない。彼らと情を交わしたつもりでも、それは実際に起きたものではない。歴史の中で、本当は、私は誰とも関わっていない。

　彼らと言葉を交わしたこと、彼女たちに笑ってもらったこと……。

　それらの事実はすべて……、無かった。

　だから彼らとその縁ゆかりある者が引き起こす悲劇は、もうとっくに起きてしまっているのだ。

　来世は、変えられない……。

「それなら……。私がやったことはなんだったんだ……。来世のことを告げて、彼らの心を変えたことは……無意味だったのか……？」

　目の前の光景に、力が抜けていく。膝をつくと、血だまりが跳ねた。

　私の姿を見て、救われたと言ったモルガーナも……物見の塔の最上階に繫つながれたままだ。


「私の行いは……、何の意味があったんだ……。今までのは……なんだったんだ……ッ！」



　私の声に答えてくれる者はいない。私を支え続けてくれた、ジゼルの声も……聞こえない。

　散々傷ついて、考えて、苦労して、必死に辿たどり着いたものが──無意味だった。

　その虚脱感は私からすべての気力を奪っていく。

　徒労感と絶望感が重たく圧のし掛かってくる。

「違う……、無意味なんかじゃない……！」

　何もかもを投げ出しくなる心を抑え込む。拳こぶしを強く握り締めて、意味はあったはずだと叫ぶ。

　そうだ、たとえ過去が変わらなくても。すべての時代の悲劇が変わらなくても！

　私は彼らの想いを、そして真相を暴いた！

　そのことは変わらない！




「──そう。無意味なんかじゃありません」




　その時突然、心を優しく包み込むような美しい声がした。暴動で破壊され尽くした死の庭に、清せい冽れつな風が吹く。

　先ほどまで生きている人間など誰だれもいなかったというのに、気づけば目の前に一人の少女がいた。真っ白な髪、血のように赤い瞳ひとみ、そして慎つつましやかな微笑。──その色素の薄さは私の特徴とまったく同一でありながら、同じものとして認識出来なかった。

　多分、きっと、あまりにも──美しかったから。

「だって、私が私であることを、思い出させてくれたのだから」

　多くの血が流れる殺さつ戮りくの場で、彼女の純白はとても浮いていた。まるでそこだけが光り輝いているかのように。──だが、なぜ。なぜ彼女がここに居るのだろう。

　そして彼女は膝をついた私に近づいて、手を差し伸べる。その真っ白な手を取ると、ついさっきまで絶望に襲われていた心に力が戻る。

「お前は……モルガーナの心が作り出した人格だったはず。なのにどうして、その姿で、私の前に立っているんだ……？」

「では……最後に謎なぞ解きをしましょう。ミシェル」

　彼女は穏やかな微ほほ笑えみを浮かべていた。

「私も、己おのれが何者であるのか、ずっと理解出来ていなかったのです。けれどこの日、あの時代が再現されたことで──ようやく思い出すことが出来た。私はあなたが暴いたように、追いつめられたモルガーナの精神が作り出してしまった人格でした。そう、本来であれば彼女の苦痛を和らげるためだけの存在だったのです。けれど、その答えにはまだ続きがあるのです」

「続き……？」

「私はモルガーナの死の瞬間、一つの魂として、彼女から別離したのです」
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　つまり元は一つの人間の心でありながら、分かれてしまったということなのか。

「けれど、なぜ別離してしまったのか。……その答えは、彼女の生き方にありました。彼女は聖女として生き、そしてそのことに苦しめられていた。聖女は犠牲的でなければなりません。人を思いやり、施しを与え、人を許し、恨むことなどあってはならないのです。でも、彼女は憎みたかった。恨みたかった。自分を傷つけた彼らのことを」


「…………」



「ですから、すべての聖女的な概念を私に乗せて切り離したのです。私が別の存在となってしまったのは、その時からでした。でも……今こうして思い出し……私は己の罪深さに嘆いています」

「罪深さ？　……何を言っているんだ。一体、お前のどこに罪が……」

「もしも私が、彼女の人格の一つであったのだと思い出していれば──彼女に戻ることが出来ていれば。……こんなことにはならなかったのです」

　それを……罪悪感として捉とらえてしまうのか。悲劇に飲み込まれ、三度も不運な人生を送ってしまったことを、憎みはしないのか。自分を生み出したモルガーナを恨みはしないのか。

　──ああ、そうか。彼女が人を恨むことなどあり得ないのだ。

　今、納得がいった気がする。白い髪の娘が、あまりにも心優しい存在であり過ぎたことを。それはどこか人間離れしたところがあり、人形めいているとも思っていた。それもそのはずだったのだ。彼女は最初から〝善良〟な人格で──そう作られていたのだから。

　それは、私には悲しい存在に思えた。最初から在あり様が決められていたなんて……。

「それから、もう一つの謎を解きましょう。……私の、この外見についてです」

　けれど彼女は幸福そうに微笑んだ。

「意味が……あったのか？　私と同じ、その色にも……」

「ええ──」彼女は真まっ直すぐに私を見つめた。同じ色のはずの赤い瞳が、これ以上なく輝きに満ちている。「私はあなたの憧あこがれていたのです」

　益ます々ますもって意味が分からない。一体、私のどこに憧れる要素があると？　いや──そもそも、一度も出会ったことがないはずなのに。

「実は、私は……あなたの死の瞬間を見ていたのです。モルガーナと、共に」


「…………」



「その時の私は、まだはっきりとした意思を持っていませんでした。魂のなり損ね……いわば館に漂う一つの物質です。でも、それでも、覚えているのです。あなたが──他者のために命を捨てたことを。そして誰も呪のろわずに、自らを滅ぼそうとしたことを」

「それは……憧れを抱くような行動じゃない。あの時の私はただ、自分に絶望を……」

「けれど、私にとっては違ったのです。私はもとより犠牲という概念を送り込まれた存在ですから、その行為にとても心を揺さぶられました。そしてあなたの魂の在り方に憧れを抱いたのです」

「……そんな」

「だから私の強い願いが、私の姿と名を運命づけてしまったのです。あなたのような真っ白な髪と赤い瞳。そしてミシェルという天使から授かった名。私が人として生命を得る時、必ずあなたの容姿を模も倣ほうしたものとなったのは──憧れによるものだったのです。このことがあなたを苦しめ、そしてあなたの愛する人を苦しめてしまったことを、申し訳なく思います。けれど、それほど、私はあなたに近づいてみたかったのです」

　私は言葉を失っていた。まさかそんな理由で──彼女が私と同じ見た目をしていたなんて。

　彼女はそんな私の態度を見ながら、ふふ、と微笑みを零こぼした。それはどこか、普通の少女が照れくさそうにした仕草に見えた。

「本当に……思い出せて良かった。あなたにこのことを伝えられた。あなたに会えた。そして、私がやるべきことも分かったのだから」

　──やるべきこと？

　その問いかけは言葉にならなかった。彼女の足元から一斉に光が広がり、それは凄せい惨えんな死の世界を塗り替えていった。足場もなければ、空もない。何もかもが真っ白な世界へと一瞬にして移り変わる。いつも世界が変わる時は、闇が支配していた。──今ばかりは、真逆だ。

「ミシェル。あなたはどうか、モルガーナを──私の片割れをもう一度解放してあげて」

　そして、手が放される。その瞬間、一気に距離が離れていき──彼女の姿が消えていく。

　私は口を開いた。精一杯に叫んだ。本当はもっと、たくさんのことを言いたかった気がする。──けれどせめて、この瞬間、それだけは伝わるようにと。

「──ミシェル！　私も、ほんの少しでも、お前に会えて良かった──！」

　たとえその名が、人と成るための仮かり初そめのものであっても。

　私は彼女をそう呼んだ。そして──最後に白い髪の娘ミシェルは儚はかなく微笑んだ。






22　この世界に光を








　視界が開けていく。白い髪の娘が見せた真っ白な世界から……物見の塔へ。

　ここはもう現実の──冷たい死者の世界だった。色のない、悲しく、空むなしい世界。

　私はまたここに戻ってきたのだ。

　そして、魔女と化したモルガーナは、茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「どういうことなのよ……。どうして……あの青年が……」

　彼女は明らかに錯乱していた。やはり見ていたのだ。私が行ったすべてのことを。彼らの想おもいを。──領主がかつて奴ど隷れいの青年であったことを。

　冷徹であった魔女の仮面が崩れていく。傷ついた少女のように乱れ、骨と化した片腕で自分の心臓を握り締める。とても、とても、苦しそうに。

「こんなの、余計、ひどいわ……！　だってあの青年が……、あの人が言ったのよ！　広い世界を見せてやるって……！　あの人のために私は泣いたのに……！　なのにどうして……なんで！　彼が首謀者なの！　どうしてあの人が私を殺したの……！」

　それは、あまりにも悲痛な叫びだった。

「……あってはならない行き違いが存在したんだ。それは起こしてはならなかったことだと、私も思っている。あの瞬間に彼が真実を口にしていれば──こんなことにはならなかった」


「…………」



「けれど、モルガーナ……。あの瞬間の彼の気持ちも、少しだけ分かるんだ。想っていた人に別人だと思われ、その別人に対する憎しみをぶつけられた瞬間──彼の心にも罅ひびが入ったのだと思う……」

　彼女は震えていた。もはや恐ろしさよりも哀れさが際立つ骨の指先が、軋きしんだ音を奏でる。

「た、たとえ……、そうであろうとも……、何も……変わらないわ。そうよ……、最初に言った通りよ……。何も変わりはしない……」

　彼女は、再び邪悪な気配を取り戻そうとする。顔を上げ、フードの奥で輝く瞳は、危うい色を放っていた。

「何も変わるものか！　私がこのように朽くち果てた事実と、私が彼らを憎んでいると言う事実は！　その裏にどのような思いが隠されていても変わらない……！　そうよ、たとえあの時の領主じゃなくても、彼を憎んでいることに変わりないわ……！」

「──もうやめよう、モルガーナ」

　ぴたりと、空気が止まる。

　私はもう分かっていた。

　ここにはもう、ただ、逃げ場のない悲しみしか残されていないのだと。

「私は白い髪の娘にも会った。そしてその正体を知った。彼女はお前の一部だった。お前の心が作り出した存在だった。──その彼女まで悲劇に巻き込まれていたんだ。これが、どれほど救いようのないことなのか、分かるか……」


「…………」



「お前は……自分自身すらも呪っていたんだ」


「…………」



「自分を……殺し続けていたんだ……」


「…………」



「もう……、こんなことは……やめよう。辛つらいだけだ……」

　黙り込んだ彼女に、一歩、近づいた。その分だけ彼女は後ずさり、発した声は少し震えているように思えた。

「私に……近づかないで。あ、あなただって、今の私を……愚おろかだと思っているのでしょう」

「……モルガーナ……」

「ええ、そうね……、あなたは私の愚かさも暴いたわ！　私の記憶の間違いや、私の死の瞬間を！　白い髪の娘のことだって……私は分かっていなかった！　ずっと、あれは……あなたであると……。何も分かっていなかったくせに笑っていた私を、呪っていた私を、さぞ滑こっ稽けいだと思うでしょう！　こんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい話はないわ……！」

「馬鹿馬鹿しいものか！　それほどの心の痛みを、笑えるものか……！　何もかもが分からなくなるほど、お前の心は壊されたんだ。……笑えるわけがない！」

　彼女に歩み寄り──手を伸ばす。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすモルガーナの肩に触れて──かつて彼女の白骨死体にしたような自分のための慰みではなく──形ばかりの同情などではなく。

　苦痛と、その孤独ごと引き寄せて──彼女を抱き締めた。

　耳元で、はっと息が詰まるような声がした。彼女の肉体には温度がなく、かつてその骨を抱き締めた時と同じように軽い。

　彼女もまた、失い続けた者だ。けれど私と違い、最さい期ごの瞬間に誰もいてくれなかった。

　とても遅くなってしまったけれど──最期の時の代わりに、この今。

　私が、傍そばにいよう。

「大丈夫だ、モルガーナ……。もう、苦しむのはやめよう……」

　彼女の身体から徐々に力が抜けていき──

　一瞬ではあったけれど、涙を堪こらえるような、熱い吐息を身近に感じた。

　顔を上げて、彼女の顔に手のひらを向ける。彼女は僅わずかに怯おびえたように顔を背けはしたものの、私の行為を拒絶しなかった。

　皮膚の爛ただれを拭ぬぐい、フードに手をかける。柔らかい布の音がして、フードが完全に下りて、彼女の顔のすべてが明らかになる。

　私は少し驚いて、そして笑った。

「なんだ、綺き麗れいな顔をしているじゃないか……」

　モルガーナはひどく怪け訝げんな顔をした。今なら彼女の表情が仔し細さいに分かる。気難しそうに寄せられる細い眉まゆ、吊つり目がちな眼まな差ざし、長い睫まつ毛げ、赤茶色の艶つやのある髪、薄めの唇。

「あなた……、そういうお世辞を……言う人でしたっけ……」

「お世辞じゃない……、自分の手で、顔に触れてみるといい」

　──彼女の顔の爛れは、綺麗に消え去っていた。きっとこれが、彼女のあるべき姿だったのだろう。もしも彼女が心の痛みを受けずに成長し、十六まで育っていたのなら……。

　そして彼女の顔は、表情こそ異なるものの、やはり白い髪の娘と似ていた。

「モルガーナ。私と共に外に出よう。すべてを解放し、この館やかたの呪いを終わらせよう。それが……、お前自身も楽になる方法だ」

　彼女はいまだに怪け訝げんそうに自分の顔に触れながら、唇を不機嫌そうに歪ゆがめた。なんだかその仕草は思っていた以上にずっとずっと可か愛わいげがあって、ただの女の子を目の前にしている気分だった。

「つまり彼らの魂を……解放するというのね」

「……そうだ」

「私……、憎しみが消えたわけじゃありません。一瞬で……何もかもが消えることは、ありませんから。心から許すことは、出来ません」


「…………」



「けれど、そうね……。もう……、いいわ」

　彼女は深いため息をついて、至近距離で私を睨にらんだ。だがそれは、棘とげのあるものではなく、拗すねた子供のようなやり方だった。「だって、何をやっているのか分からなくなってきたんだもの」

　その言い回しがおかしくて、私は少し笑ってしまった。何百年と続いた憎しみと呪いを終える言葉が、「分からなくなった」──だなんて。けれど、そういうものなのかもしれない。改心でも、許容でもなく、妥だ協きょうであることが──とても現実的だ。

「連れていってください。……彼らの元に」

　彼女が骨の指先をこちらへと伸ばす。温度のない冷たい手を、私はそっと握り締めた。

　誰であっても、この館に取り残してはならないのだ。

　今は……そう思う。
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　私たちは薔ば薇ら園えんの扉の前に立っていた。

　重々しい音を奏でながら、鉄の扉が開いていく。色彩を失った薔薇園には空虚な風が吹いていた。そこに佇たたずむ青年が振り返り──徐々に人の形を成していく。
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「モルガーナ……？」

　彼は私たちの訪れに困惑していた。何が起きたのか分かっておらず、「あの、僕」と狼狽うろたえている。

「……大丈夫です。私たちは、貴方あなたの魂を解放しに来た」

　メルは戸惑いの色を隠せないまま、私とモルガーナを交互に見る。この組み合わせ自体、予想していなかったのかもしれない。恐ろしいはずの呪いの魔女は退治されるわけでもなく、ただの少女となって私と手を繫つないでいる。……私が逆の立場なら驚くだろうな。

「モルガーナ……、あのことを……許してくれるのかい？」

　やがて心が決まったのか、彼はモルガーナに向けて話した。

「許しは……しません。ただ、これ以上は呪わないということです」

「……そうか。それでも……ありがとう。その決断をしてくれて。僕も今、どうしてここにいたのか分かったんだ。いや……思い出したというべきなのかな。僕が君にしたことは呪われて当然だったと思うから。その決断がどれほど大きなものなのか……分かっているつもりだ」


「…………」



「君を……傷つけてしまって、ごめん……」

「……あなたがどうして私を裏切ったのか、その理由はもう分かりました。けれど、仕方がなかったとは言えません。他人はそう言うかもしれませんが、当事者である私にとっては──思えるはずがない……」

「……そうだね……」

「でも、客観的に見て、三人の中であなたが被害者であることも確かでした。……逆に、私が憎いとは思わないのですか」

「え……？」

「今のあなたなら、私の時代のことだけでなく──もう一度生を受けた薔薇の時代のことも覚えているでしょう。あの悲劇は、私の願いによるものです。……それを、あなたは恨まないのですか」

　彼は黙り込んで、思案するように目を伏せた。

「思うんだけどさ……、ネリーの気持ちは……君が呪わなくても、ああだったよ」

　そして顔を上げた時、彼の表情にはほんの少し笑みが滲にじんでいた。

「僕が気づくべきだったんだ。彼女はずっと、僕のことを兄以上の存在として見ていた。だったら、君の呪いがなくてもあれは起きたんじゃないのかな。……仮に、呪いの所せ為いで運命が変えられていたのだとしても、やっぱり僕が君を憎むのは筋が違うと思う。僕があの瞬間に踏みとどまって、逃げださなければ──違う未来は開けたと思うから」

　モルガーナはそれを聞いて、「そう」と呟つぶやいた。

「では……あなたを、解放します。その魂はあるべきところへ還かえるでしょう」

　それはメルにとって喜ぶべき瞬間だったが、彼は満面の笑みを浮かべるわけでもなく、ただ少し複雑そうにした。

「最後に……、ミシェルにも一言だけ、いいかな」

「私に？」

「なんとなくだけど……、覚えているよ。さっきのこと。君が動いてくれなかったら、今だって、僕は素直に謝れなかったと思う。僕の所為じゃないと、そう言ったと思うんだ。うん、だからね……無意味なんかじゃないよ。……ありがとう」

　彼の柔らかい微ほほ笑えみと感謝の言葉に、なぜか私の方が救われたような心ここ地ちになった。

　私はどうにか笑みを浮かべて、頷うなずいてみせた。

「じゃあ……お別れだね」

　モルガーナが、深呼吸をする。

　そしてメルに向けて、真まっ直すぐに、目を逸そらさずに──解放を告げた。




「──さようなら。

　あなたの魂と、もう巡り会うこともないでしょう」




　その瞬間、彼の魂は風に溶けるようにして消え去った。

　こうして一人の青年の呪のろいは解け、彼の魂は因果に戻った。彼の長い不幸は終わった。いつか人の世に戻った時、彼が逃げない強さと勇気を持っていることを私は願っていた。
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　次に向かうのは東洋の男──第二の扉ではユキマサという名の青年であった彼の元だ。地下への階段は、今は静まり返っている。奥の扉から何かを貪むさぼるような音も聞こえず、血の臭においもしない。

　地下倉庫の扉を開くと、そこには静かな闇やみが広がっていた。彼も、メルの時と同様に、影の姿から人の形を取り戻していった。

　それから彼は奇妙なものを見る目で、じろじろとモルガーナを観察していた。観察対象である彼女は居心地が悪そうにしている。

「一瞬……、誰だれだか分からなかったな。顔が違う」

「……元々の顔よ」

「そうか。魔女ではなかったな。人間の……美しい娘だ」

　恐らく顔を褒ほめられ慣れていないのだろう、モルガーナは分かりやすく咳せき払ばらいをしてから、彼を睨むように見据え「あなたの魂を、解放しに来たわ」と告げた。

「お前……、俺おれを許すのか……？」

「許しはしません。ただ、これ以上は、もういいと思いましたから」

「そうか……」

「はっきり言って……、あなたは外げ道どうの悪人だと思うわ」

「俺も……、自分のことをそう思う」

「もし、自分の消滅を願うなら、そうさせましょうか。あなたの魂を元の場所に戻すのではなく……、消滅させるのです」

　解放の話から一転し、真逆の消滅を提案する彼女にぎょっとする。口を挟もうとしたが、どうやら彼女にも彼女の考えがあって発言しているようだ。なら、成り行きを見守ることにする。

「あなたの存在は、世のためにならない。あなたは殺しの魅力に取りつかれている。あなたの存在は、たとえ私の呪いがなくても──他人を不幸にするわ」

「……そうだな。それが正しい選択であるように思う。俺は存在しない方が良い男だ。けれど、そう分かっていながら──」

　その時彼は、とても人間らしい表情で、葛かっ藤とうを浮かべた。

　そして悲痛とも言える声で願いを口にした。

「消えてしまいたくは、ないのだ……」

　モルガーナは目を伏せた。「そう」きっと彼女は彼からその言葉を聞きだしたったのだろう。彼が次の世で他者を傷つけないように。彼の手によって命を落とす者が現れないように。

　その遠回りな優しさは、モルガーナが聖女として他者のために祈り続けた頃ころの、名残なごりのようにも見えた。

「じゃあ……あなたの魂を解放しましょう」

「俺の魂に……刻んでおく。人の世に混ざるために、自分の欲望を抑制することを。次は、人殺しには……ならない」

「そうね……、努力をするといいわ」

「ああ……」

　そして彼女は、メルの時と同じように。真っ直ぐに彼を捉とらえて。

　解放の言葉を告げる。




「──さようなら。

　あなたの魂と、もう巡り会うこともないでしょう」




　彼の魂が消え去り、倉庫にはただ静寂のみが流れる。

　誰もいなくなった空間を見つめながら、モルガーナがぽつりと呟いた。

「でも、私も人を傷つけて楽しんでいたわね……。不思議ね、彼らを解放すると気が楽になる面もあるのに──自分が一番悪人であるようにも思えてくるわ」

「……彼らを許すことで、自分を許すことにもならないか」

「でも、すべてを許したら……私がしたことは何だったというの」

　彼女の瞳ひとみが私に向かう。憎しみだけにすべてを捧ささげてきた眼差しは、無む垢くの光を宿すには、まだ傷つき過ぎていた。

「次の……一歩を踏むための、ものだったんじゃないか」

　けれどいつか、時間が経たてば、違うものが彼女の目に映るはずだ。それはこの世界ではなく、次の世界の話かもしれない。この記憶も持たない、遠い、いつになるかも分からない未来。

　でも、可能性があるのならばそれは希望だ。

　彼女は答えず、ただ私の言葉を考えるように、ゆっくりと目を伏せた。
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　最後の扉の前からは、やはり微かすかにシガレットの香りがする。しかし球を弾はじくような音は聞こえず、静寂のみがその場を満たしていた。モルガーナは、他の扉を開く時よりも緊張しているように見えた。あるいは、強こわ張ばっていると言うべきか。

「……行こう」

　彼女の怯おびえを和やわらげるように手を握り、私は扉の先へ導いた。

　長方形のテーブルに、腰かける影がある。彼は私たちに気づくと、一瞬躊ちゅう躇ちょの間を置いた。

　けれど、決意したようにしっかりとした歩みでこちらへと向かい……その姿を明らかにした。

「……モルガーナ」

　ヤコポは彼女の名を呼んだ。多くの感情が含まれるような、痛々しい声だと思った。ずっと、長い間、その名を呼びたかったという思い。自分には呼ぶ資格などないという罪悪感。

　愛いとしさと、罪の意識。

「そうか……、顔……、治ったのだな……」

「……ええ……」

「見てみたかったんだ。なんだ……がっかりするものではなかったな」

　彼は一瞬、かつての青年のように柔らかく笑った。だが、それもすぐに消えてしまう。

「そいつが治したのか」

「ええ、そうよ」

「出来ることなら、私が治してやりたかったよ……」


「あなたでは無理よ。だって、あなたは…………」



　二人の間に沈黙が流れる。

　きっと、あの痛ましい事件さえ起こらなければ、モルガーナの心の傷を癒いやしたのは彼だったのだと思う。彼は領主にならずに青年のままでいられて、モルガーナもただの少女のままでいられた。

「ああ、私が……君を魔女にしてしまった。私が……君を殺したのだ」

　だが、深い亀き裂れつの入った今の二人の関係が現実だ。もう優しい光景を見ることも出来ない。

「許さなくていい、けれど償わせて欲しい。どのような形でもいい……。私を永えい劫ごうに呪い続けるのでもいい……、償いをさせてくれ」

「……あなたにすることは、もうありません。呪うことも……許すことも。何も……ありませんから」

　モルガーナは顔を上げなかった。

　二人の視線は絡み合わない。

　もう関かかわりを持たないと告げられた彼の表情は、痛みに満ちていた。

「あなたが……、あのような想おもいを私に抱いていたとは……知りませんでした。あの時、私はまだ幼おさなく、何も分からない娘でしたので」

「……あの時、君は、私を……僕をどう思っていた」

「分かりません。そもそも、他人に対してどういう想いを抱けば良いのかも、あの時は分かっていなかった。でも……、尊敬をしていました。憧あこがれていたのだと、思います。多分……好きでした」

　徐々に彼女の声が消えていく。掠かすれていく。感情を取り戻すのが、とても苦しい行為だと言うように。

　しかし己の弱さを塗り潰つぶすように、彼女は強く顔を上げた。

「けれど、もう遅いわ。……遅すぎたのよ。あなたの気持ちがどうあれ、過去がどうあれ、私の感情が揺らぐことは、もうないわ……」

「……そう、だな……」

　そして彼女は息をつき、「あなたの魂を解放します」と今までのように告げる。

「少し、待ってくれんか」

　だが制止をかけたのは彼の方だった。

「受け止めてくれとは……思っていない。ただ……想いは口に出さないと伝わらない……だったか。そんなことを……言われたことがあってな。だからどうか、伝えさせて欲しい……」

　彼女ははっきりと困惑した。今まさに、自分の気持ちは何があろうと変わらないと言ったばかりなのに。その想いがへし折られると知っても、彼は言うつもりなのか。……その戸惑いがこちらにも伝わってくる。

　しかし彼女は困こん惑わくしたままだったが、「分かったわ」と小さく頷いた。彼は「ありがとう」と礼を呟くと、彼女に向けて話し出す。

　お互いの目が、少しだけ合う。

「白い髪の……あいつがいただろう」

「〝ミシェル〟がどうかしたの……」

「その名前にずっと違和感があった。そう呼ぶのは……間違っているような気がしてならなかったのだ。あいつを初めて見た瞬間、あいつの笑顔を見た瞬間──ずっと、それが欲しかったような気がしてならなかった。ずっと、探している者だった気がして……ならなかった」


「…………」



「今、すべてが分かった。私は、あいつに……君の気配を感じていた。私の魂がそれを記憶していたのだ」

「……似ても似つかないわ。分かっているでしょう、私は悪態をつく女よ……」

「そうだな」彼は少し皮肉げに笑った。青年の気配を残す、大人の顔で。「似ても似つかん」

「でもな、どこか同じ気配があったから……惹ひかれたんだ。君の魂の気配を、感じていた」


「…………」



「二度も君を傷つけたことを……悔くいている。後悔などという簡単な言葉では言い表せない。だが、今は、すまないと詫わびる言葉よりも──この言葉を伝えさせて欲しい。

　私は君を愛していたよ、モルガーナ……」

　そして、彼は微笑んだ。本当は微笑みなど浮かべられるような心境ではなかったはずだ。でも、詫びることより、今はそれを選んだのだ。きっと──彼女を見送るために。

　モルガーナは笑わなかった。ただ少し、苦しそうにした。

「伝えたいことは……伝えた。もう、大丈夫だ」

「そう……。それじゃ……」




「──さようなら、ヤコポ。

　あなたの魂と、もう巡めぐり会うこともないでしょう」




「さようならだ、モルガーナ……」





◇◇◇






　遊戯室を後にして、私はやっと口を開いた。「良かったのか、あれで」あの部屋には彼の強い想いが残されていて、あの場で何かを言うこと自体が許されないような気がしていた。

「他にどうしろというの」

「次の世を……、望むことは出来なかったのか。次に……、やり直すことを……」

「出来ないわ……。もう……、巡り会いたいとは思っていないから……」

　彼女の横顔は仄ほの暗ぐらく、複雑な感情を宿していた。……ただ憎んでいるだけではないと伝わってくるが、だからといって容易たやすく許せるものではないのだろう。……それだけ、彼の起こした行いは大きかった。

「けれど……、彼が一度は、お前のことを救ったのは……忘れないでいて欲しい」

「……そうね」と僅かすかに目元を和らげる様子は、大人びても見えた。

「……でも、ミシェル。私を最後に救ったのは、彼ではなかったわ。私が彼らを解放する気になったのは、確かに彼らの事実を知ったこともあるけれど……あなたが必死になったからよ。私を心から救おうとするあの一瞬がなければ──こんなことはしなかったわ」

　そして、彼女の唇が緩やかに弧を描く。

　それは、ようやく、初めて、彼女が見せた──微ほほ笑えみらしい笑顔だった。

　……けれど、それを、私ではなく。彼に向けて欲しかったと願うのは、我がままなのだろうか。せめて可能性を願わせてほしい。いつか、お前が、彼を許せる未来が来ることを。





◇◇◇






　モルガーナは三人の男の魂を解放し、長い呪のろいに終止符を打った。あとは彼女自身が人の世に戻るだけだったが、その前に、私の方にやらなければならないことが残っていた。

　──解放しなければならない人が、まだいるのだ。

　それを伝えると、モルガーナは真っ先にジゼルのことだと思ったようで、表情を曇らせた。いわく、モルガーナには、館やかたに残る魂の気配が分かるのだという。しかしジゼルの気配はどこにも見当たらない。考えられるのは、彼女はもう本当に消滅してしまったか──あるいはモルガーナすら探し出せないどこか暗闇に飲み込まれているか。いずれにせよ、館を探し回っても彼女の姿は見つからないということだった。

　もちろん、ジゼルのことは諦あきらめていない。彼女の気配がこの館になくとも、絶対に出会えるものだと信じている。それは無根拠な希望でしかなかったが、不思議と悲観的な気持ちには襲われなかった。

　だが今、私が会おうとしているのは、別の人物だった。

　私はモルガーナの手を引いて、二階の廊下に掛けられている風景画に近づいた。今ならもう、彼を呼ぶことに躊躇ためらいはない。何の憎しみも、禍か根こんも、存在しないのだから。

「貴方あなたの名前を呼びに来ました。……ジョルジュ兄さん」

　その絵は──私の家族が宿っていた。

「……アハハ、ぼくだってよく分かったね？」

　風景画が真っ黒に染まり、その奥から剽ひょう軽きんな声が聞こえてくる。

「分かりますよ。いや……最初は、分かっていませんでしたけど」

「そりゃあ、実の兄が絵なんかになってるとは思わないよねえ」

「……気づいた時は、驚きましたね」

　と、普通に会話をし始める私たちを見て、一番驚いていたのはモルガーナだった。彼女はどうやら私たちが兄きょう弟だいであると知らなかったらしい。てっきり、分かっているものだとばかり思っていた。

「あれ、魔女さんもいたんだ。これはまた面白い組み合わせだね。二人揃そろってどうしたのサ」

「この館を消すことにしたのよ」

「あそう？　そうなんだ？」

「軽いわね……。これ、重大なことですからね」

　そして二人が意外と仲良さそうに話しているのを見て、今度はこちらが驚く。どうやらジョルジュは話し相手を求めてモルガーナに絡み続けていたらしい。……モルガーナのことだ、さぞ嫌な顔をしたのだろうなと思う。

　彼女は「この絵が役に立ったのはゴミ箱くらいね」とひどいことを言う。人の兄をゴミ箱扱いしないでもらいたい。……が、ふと、引っかかるものがあった。

　ゴミ箱というと、何かを捨てたのだろうか？　──そういえばずいぶん前に、ジョルジュが寝室の鍵かぎを渡してくれた。その時確か、ジョルジュは「彼女が捨てたもの」だと言った。てっきり、〝彼女〟の正体はジゼルのことだと思っていたのだが……違ったようだ。

　寝室の鍵を捨てた理由をモルガーナに問うと、「別に」と不機嫌そうに言う。「とにかく優しい感じがして嫌だったの」とも。

「でも、捨てられたのが鍵で良かったかもね。ぼくごと外に放ほうり捨てられたら困っちゃうもの」

「まあ、どうして呼んでいない者がここにいるのか奇妙ではありましたけど、無害でしたので。放っておいたのです」

　兄さん、放っておかれてたのか……。

「でも、やっと分かったわ。ミシェルの兄だったからこの館に辿たどり着いたのね。彼の魂と結びつきが強いこの場所へ」

「むずかしいことは良く分からないんだけどね。ぼくも、気づいたらこうしていたわけだし。分かるのは強い後悔があったってことかな。だから、ミシェル……君の気配が感じられる場所へ行きたかったんだと思うよ」

「……兄さん……」

「謝らせてもらえる……？」

　もう謝罪なんて、私には要いらなかった。家族と離ればなれになって、彼らの心が分からなくなり、確かに私は深い絶望を抱いた。けれど今、こうしてジョルジュと話し──彼の人となりを思い出すと、彼が悪意を抱くような人物ではなかったことも思い出せたのだ。

　けれど彼は、それでも言いたいのだと言って、謝罪を告げた。

　そして「ディディエのことも代わりに話させてよ」と言う。

　ディディエ。ボランジェ家の長男。騎士となった私のかつての憧れ。そして──私を魔女として処刑した男。……彼の名を聞くと、私の心がざわついた。まだ割り切れていないものが多すぎたのだ。

「ミシェル……これは決して、許してくれって話じゃないんだ」

　私は少し躊躇って──「話を、聞きます」と言った。私自身がモルガーナに言ったのだ。許すことは、次の一歩に繫つながるのだと。

「ディディエはサ、ずっと板挟みの状態だったんだ。あいつは長男だからあの家の名誉を守る必要があった。おかしくなっちゃった母さんのことも守ろうとしていた。決定的だったのは、あいつが教会と深く関係する騎士だったってことだ。教会に目をつけられたらボランジェ家はお終しまいだ。……だから、家と母さんを守るために、君を切り捨てたんだ。

　どんな理由があっても無実の君を殺すなんてやっちゃいけないことだった。それは当然だよ。──でもあいつも、ミシェルを殺しておいてそのまま生きていられるほど図太くなかった。きっとものすごく後悔をしたんだと思う。自分の正義に背いて君を殺したことを。

　ディディエはあれからすぐ遠征先でくたばっちまったよ。死に急いだようだったって後から聞いて、ぼくも後悔した。なんであいつに何もかも背負わせちゃったんだろう、ってね……。

　……守りたいものを全部守れるほどの器用さがあいつにはなかったんだ。

　ぼくはこう思う。君を殺あやめに来た時、あいつは仮面を外さなかったはずだ。……外せなかったんだよ。だって、きっと、泣いていたのだろうから──」

　そうしてジョルジュは話を終え、小さな声で「ほんの少しでいいから、兄貴が悪人じゃなかったことを、知っておいて欲しかったんだ」と言った。

「……ジョルジュ兄さんから話を聞いただけでは、まだ、許せるか許せないか判断は出来ません」

　私がそう言うと、「そうだよね……」とジョルジュが悲しそうにする。絵である以上表情は分からなかったが、きっと分かりやすく眉まゆ尻じりを下げているのだろう。

「でも」私は顔を上げて、笑った。「もしも私たちに次の世があるのなら、もう一度、兄さんたちと兄弟になりたいと思っています。そこで──決めます。許すか、許さないか」

「ミシェル……。うん、そうだね、その通りだ！　もう一度三人で話をしよう！」

　そしてジョルジュは、昔を思い出す懐かしい声で、明るく笑った。暗くら闇やみの廊下にその笑い声はしばらく響き渡り──

「ぼくに会いに来てくれてありがとうね、ミシェル。なんだかずいぶん救われた気持ちだ」

　そしてきっと満面の笑みで告げて。


「ああ、こんな気分は──」さらさらと絵画が砂のように消え落ちていく。「数百年ぶりだなあ──……」



　その一言が消える頃ころ──目の前にあるのはただの額縁になっていた。

　物言わぬ絵画に寂しさを覚えながらも、私は願った。

　どうか私たち兄弟の未来に幸さいわいがあるようにと。

　そしてそれが願えるほど、私の心も解放されていることに気づくのだった。






23　そしてその館は蜃しん気き楼ろうのように








　私とモルガーナは、出口へとやってきた。その大扉は、今、閂かんぬきが抜かれている。

「恐ろしくないの？」

　モルガーナがふと漏らす。理由が分からず首を傾かしげていると「未来がどうなっているかなんて分からないのよ。私たち、ただ消えてお終いかもしれない」と言う。

　なんだ、そんなことか。

「確かに、未知は恐ろしい。……でも、今より悪いことは起きない」

　最悪から変化していくのだ。もう、上を目指すしかないじゃないか。消滅の恐怖はあっても、死の暗闇に閉じ込められて停滞し続ける方が、よほど苦しい。

「そう。じゃあ……行きましょうか」

　彼女の骨の手と、私の生身の手が、両開きの扉にそれぞれかけられる。

　さあ開こう。

　始まりの扉を。

　終わらせるのではなく、今度は始めるために。

　この世界に光を──取り込むために。




　まばゆい光に包まれながら私たちは進んでいた。

「ねえ」彼女の声も、どこか遠く感じられる。「これで良かったのよね」

　振り返ると、数多あまたの不幸を呼び込んだあの館が音もなく崩れていくところだった。消えていく。何もかもがなくなっていく。

「これで良かったんだ」

　そして私は立ち止まり、彼女の背をそっと押した。

「私はここで、ジゼルが戻ってくるのを待っている」

　モルガーナの表情が歪ゆがむ。言いたいことはよく分かっている。ジゼルの気配はもう残っていないと言ったのは彼女だ。ここで待ち続けても意味などないと、そう思っているのだ。それでも、何を言っても無駄だと察してくれたのか、「そう」と小さく頷うなずくだけだった。

「モルガーナ。次の世で、お前の魂がどのような形を取るのか、私には分からないけれど──もう傷を負わないことを祈っている」

「最後まで人のことを言うのだから……嫌なものね」

　モルガーナは苦笑を零こぼした。魔女であった頃、彼女の笑みにはいつも怒りが含まれていた。それ以外の要素はなく、痛々しく苦しいものばかりだった。だが今、ようやく彼女は色々な笑い方が出来るようになっていた。

「じゃあ、あなたにも一つ、願いをかけてあげる」

「それは、どんな？」

「ないしょ」

　そして、子供みたいに笑った。

「私はもう行くわ。───さようなら。あなたの魂と、もう巡り会うこともないでしょう」

　そう言って、あっさりと彼女は光の向こう──きっと私たちの魂が本来あるべき場所──へ去ろうとする。私に対してもやはり「さようなら」なのだなと思って、少し寂しさを覚えた矢先だった。

「でも……、もしも……、もしもの話よ。もしも何億分の一という確率で、あなたともう一度出会えるようなことがあったら──」

　光に溶けゆく彼女が振り返る。

「私と……友達になってくれる？」

　私は満面の笑みで、そのいじらしさに返す。

「もちろんだ。私もそうでありたい」

　彼女も微笑む。やがて光の霧が少女の姿を覆い隠し、その存在も、気配も、何もかもを消し去っていく。ただ一言、誰だれよりも美しい声音が、柔らかい風のように残った。




「また、巡めぐり会う時まで。さようなら──」




　そして私はジゼルを待ち続ける。私を待ち続けてくれた彼女を、どんな理由があろうとも、置いていくことは出来ない。彼女が千年に近く私を待ったのなら──私もそうしよう。

　ジゼル。私は呪いを解くことが出来た。館の闇を取り払うことが出来た。モルガーナを──この館に囚とらわれていた者たちを──解放出来たんだ。

　けれどそれは一人で出来たことじゃない。

　君がいたから、出来たんだ。

　ジゼル、君に会いたい。

　その声を聞いて、君に触れて──

　君の笑顔が大好きなのだと、伝えたい。




　君をずっと待っているから。
















　──暗くら闇やみに光が差し込んでくる。

　あまりの眩まぶしさに、涙が止まらなくなっていた。内側から湧わき上がるこの感情が、愛いとしさが、どういう意味を持つのかも分からないまま、わたしは光の向こうに手を伸ばしていた。

「さあ、立ち上がって。あなたを待っている人がいますから」

　わたしの手を摑つかんだのは、真っ白な髪をした美しい少女だった。

　わたしの肉体も魂も滅ほろんでしまったはずなのに。彼女の手を摑もうとするわたしの手は、目は、心は、確かに存在していた。

　──彼女が守ってくれたのだ。

　わたしは直感していた。触れ合う手のひらから流れ込んでくる彼女の感情があまりにも優しく、慈愛に満ちていたから。

　彼女はわたしの手を強く引き、そして光の向こうへと手放した。ふわりと身体からだが浮き上がり、彼女の姿がどんどん遠ざかっていく。どうして手放したの？　あなたも一緒に行かないでいいの？　そこに残ってどうするというの？

「私の役目はこれで終わりました。後はもう、消えゆく定めです。でも……もしかしたら、ある少女の心の中に、私も存在しているかもしれません。だから──」

　やがて光の霧が少女の姿を覆い隠し、その存在も、気配も、何もかもを消し去っていく。ただ一言、誰よりも美しい声音が、柔らかい風のように残った。




「その子と出会ったら、あなたも友達になってあげてください」





◆◆◆






　──そして。

　どこまでもどこまでも、果てしなく真っ白な世界を彷徨さまよい。

　わたしはその人を見つけた。

　彼もわたしを見つけてくれた。

　数多の絶望を抜け、希望を得た彼は──

　はっきりと、笑っていた。




「行こう、ジゼル。私たちの……次の世へ。

　もう一度生まれて、今度こそ共に生きるために」
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あとがき








　第五巻をお手に取ってくださりありがとうございます。

　これにて文庫版のファタモルガーナの館やかたは終幕となりました。最後までお付き合いくださった読者のみなさま、本当にありがとうございます。

　そして最終巻まで刊行してくださったＧＡ文庫のみなさまにも、心からのお礼を申し上げます。最終巻の鈍器めいたページ数には、もはや謝り倒すほかありません。「こんなページ数、うちでは出したことないですよ（笑）」と仰おっしゃりながらも、なんとか工面していただけたおかげで、あのやたらと長い最終章をまとめ上げることが出来ました。最後までＧＡ文庫さんの漢気を感じました……。

　もう、感謝感謝です。




　そのようなわけで、最終巻はやたらと分厚い一冊となりました。

　概おおむね原作ゲームの流れと同じになっていますが、随所随所で展開を変えたり台詞せりふのやり取りを調整したり、あと、白い髪の娘に異例の活躍をラストでしてもらったりと、微妙に異なる部分があります。特にラストの展開が違うのは、ひょっとしたら賛否両論あるかなと思うのですが、個人的には気に入っている部分です。血ち塗まみれの現場に颯さっ爽そうと現れる白い髪の娘！（語弊がある）　自我をもって動き回ることが少ないキャラクターだったので、最後の場面を想像するとなかなかにアツいです。

　今までの巻もそれなりに原作と異なる部分を入れていたのですが、理由は単純に、まったく同じものをお見せしても新しい楽しみがないかなあと思っているからです。（ページ調整的な理由もあるにはありますが）。とはいえ大筋を変えると別物になってしまうので、そのあたりのさじ加減が悩ましいというか、原作つきのノベライズの難しさというのを実感しました。いや、原作も書いてるの自分ですけど。

　小説媒体での異なる見せ方みたいなのを、頑がん張ばってきたつもりなので、そのあたりを楽しんでいただければ大変嬉しいです。

　そういえば最終巻、個人的にはメルの語りが好きかもしれません。東洋の怖い人と一緒に小屋にアレしてアレするところです。あのあたり、ゲームでは背景や演出で表現していたので、文字で描写するのは気持ちよかったです。「腕？　捨てたよ！」のくだりで変な笑いが込み上げてきました。きっと疲つかれていたんでしょう。

　とにもかくにも、本当に、最後まで見届けてくださった方には感謝しかありません。




　こうして色々と展開させていただいたファタモルガーナですが、前日譚たんになる外伝作「ファタモルガーナの館　-Another Episode-」が２０１５年８月末に登場しました。中身は、本書でも綴つづられた〝領主の過去編〟がより詳細になったエピソードです。悲劇の大元というか、本当の意味でのすべての始まりというか。まだＰＣゲーム版しかありませんが、ＰＬＡＹＩＳＭさんなどの各ダウンロードサイトで販売されていますので、よろしければぜひ。

　本編のＰＣゲーム版が２０１２年末に発売されたことを考えると、ものすごい時間の開きっぷりです。すみません、すみません。何分書いている人間がすべて一人なので、どうかご容赦ください。泣き言です。

　ここ二年近くファタモル関連の展開を色々とさせていただきましたが、コミカライズも秋田書店ミステリーボニータさんの方で続いていますし、これからもお見せ出来るものがあると思います。まだまだお付き合いいただければ幸いです。

　個人の方では、２０１６年は活動の幅を広げていきたいですね！　どこかで縹はなだの名前を見つけたら、どうぞよろしくお願いします。




　最終巻なので気の利きいた言葉の一つや二つ書ければいいのですが、なんだか思い浮かびません。最後まで辿たどりつけてほっとしている気持ちが強いのかもしれません。そういえば、ゲームを作り終えた時も、似たような気持ちがあったなぁと。作り終った時というのは、どの媒体であっても気が抜けるのかもしれませんね。

　しかしこれで終わりというのも面白みがないので、往年の悩みに決着がついた話でもします。

　みなさんは覚えておいでだろうか？　一巻のあとがきで好きな子が出したアレを飲めるか飲めないか、とてもどうでもいいどころかドン引きな話をしたことを……。

　しばらく考えましたが、私は飲める派です。うん。

　あ、でも、朝一番の凝縮されたヤツはちょっと……あれだな。いやしかしそれではその筋すじの方にとっては飲んでいるうちに入らないのかもしれない。むしろ軟なん弱じゃく過ぎると怒られるのかもしれない。朝一番こそが至高なのだろう、きっと。その域に達するまでにはまだまだ精進が必要そうです。

　なお、飲ませてくれる相手は、このあとがきを書いている２０１５年１２月時点ではいません。誰か立候補してくれまいか？

　そんな感じで、未来に希望を託して筆を置こうと思います。




　最後に謝辞を。最終章まで続けさせてくださったＧＡ文庫編集部のみなさま、諸々ご迷惑をお掛けしつつも見捨てずにご担当いただいたえむもと様、本編ゲーム同様イラストを手掛けてくれた靄もや太た郎ろうさん、ファタモル関連の展開でお世話になったご関係者のみなさま、そしてここまでお付き合いいただいた読者の方々。

　本当にありがとうございます。

　またどこかでお会い出来れば幸いです！







著者

縹けいか（はなだ けいか）

　ついに最終巻です。よろしくお願いします。ドラマＣＤ「ファタモルガーナの館 ─あなたに寄り添う音の物語─」も第三巻まで発売中です。豪華声優陣の名演をぜひお楽しみください！




イラスト

靄太郎（もやたろう）

　インディーゲームサークルＮｏｖｅｃｔａｃｌｅの作画担当。代表作はＰＣ版ファタモルガーナの館。二〇一二年より、フリーイラストレーターとして活動開始。

　詳しくは［ｍｙｓｔａｌｅ．ｎｅｔ］で。長らくのご愛読ありがとうございました！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797381405.html
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）
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SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「縹けいか先生」係

「靄太郎先生」係




http://ga.sbcr.jp/
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